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このリファレンスマニュアルの使い方
QL5/QL1リファレンスマニュアル ( 本書 )は、用語の検索機
能やリンク機能を活用できます。

用語の検索
用語を検索するときは、本書を表示しているソフトウェアの機
能を使います。
Adobe Reader を使っているときは、検索バーに用語を入力し
てコンピューターキーボードの<Enter> キーを押すと、入力
した用語を検索します。

前の画面 /次の画面を表示する
Adobe Reader を使っているときは、前の画面 /次の画面を表
示できます。ページのリンクでページを移動したあとに、前の画
面に戻りたいときに便利です。

機能ツリー図を使う
4ページ以降に、QLシリーズの機能ツリー図が掲載されていま
す。ディスプレイに表示されている画面や機能の説明ページを
さがすときに、この機能ツリー図を活用してください。

リファレンスマニュアル
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NOTE
･ このリファレンスマニュアルでは、QL5 で説明をしていま
す。
･ QL1 の場合、画面によってその機種にないチャンネルや
フェーダーは表示されません。

SAVE/LOAD 204

WORD CLOCK/SLOT 211

CASCADE IN/OUT PATCH 214, 215

OUTPUT PORT 51

MIDI/GPI 161, 230

MIDI SETUP 162

PROGRAM CHANGE 164

CONTROL CHANGE 167

GPI 231

FADER START 233

BUS SETUP 216

CONSOLE LOCK 203

DATE/TIME 218

NETWORK 219

DANTE SETUP 219

SCENE

SCENE LIST 81

GLOBAL PASTE 87

FADE TIME 91

SONG SELECT 94

FOCUS RECALL 89

PREVIEW 94

RECORDER

USB 169

NUENDO LIVE 178

CH JOB

CH LINK MODE 70

DCA GROUP ASSIGN 62

MUTE GROUP ASSIGN 64

RECALL SAFE MODE 67

SETUP

CH COPY MODE 74

CH MOVE MODE 76

CH DEFAULT MODE 77

PATCH

PORT SELECT 
20, 22, 28, 100,
107, 150, 159,

215

CH SELECT 18, 120, 170, 202

Others

CONFIRMATION 192

SOFT KEYBOARD (19)

LOGIN 187

Startup Menu

MODE SELECT 237

INITIALIZE ALL MEMORIES 237

INITIALIZE CURRENT MEMORIES 237

TOUCH SCREEN CALIBRATION 237

INPUT PORT TRIM 239

OUTPUT PORT TRIM 239

SLOT OUTPUT TRIM 239

FADER CALIBRATION 238

LED COLOR CALIBRATION 240

CH JOB



セレクテッドチャンネルセクション

 リファレンスマニュアル

IEW画面

へのセンドレベルやプリ /ポストが表示
を切り替えます。SENDフィールドのノ
だ2つのバスのタイプがモノラル×2
異なります。

アウトプット系バスを16チャンネル

......MIX バス 1～16を表示します。

......MATRIX バス 1～ 8を表示します。

1

6

セレクテッドチャンネルセクション
ディスプレイ右側に配置されたセレクテッドチャンネルセクションは、従来のアナログミキサーのチャ
ンネルモジュールに相当する部分で、現在選ばれているチャンネルの主要なパラメーターは、パネル上
のノブを使って設定できます。
このセクションでは、最後に [SEL] キーで選択したチャンネルが操作の対象になります。ST IN チャン
ネル、STEREOチャンネルをひとつのチャンネルストリップに割り当てた場合は、L/Rチャンネルの
どちらか一方のみが選択され、主要なパラメーターは連動します。

セレクテッドチャンネルセクションでの操作
セレクテッドチャンネルセクションでの操作は以下の手順で行ないます。

NOTE
･ 現在選択されているチャンネルの番号と名称は、タッチス
クリーンのファンクションアクセスエリアにあるチャン
ネル選択フィールドで確認できます。
･ ST IN チャンネル、STEREOチャンネルをひとつのチャ
ンネルストリップにアサインしている場合は、同じ [SEL]
キーを繰り返し押すことで、Lと Rが切り替わります。
･ ファンクションアクセスエリアにあるチャンネル選択フィールドを押してチャンネルを切り
替えることもできます。左側を押すと 1つ前のチャンネル、右側を押すと次のチャンネルが選
ばれます。
･ SETUPボタン→USER SETUP ボタン→PREFERENCEタブの POPUP APPEARS WHEN 
KNOB(S) PRESSEDがオンのときは、ノブを押すたびに画面 (1CH) が表示されます ( または
閉じます )。
･ ほかの画面が表示されているときでも、[SEL] キーで選ばれているチャ
ンネルを、セレクテッドチャンネルセクションのノブで設定できます。
この場合は、ノブを操作したときにそのパラメーターの値を示すウィ
ンドウが画面に表示されます。

SELECTED CHANNEL V

■ SENDフィールド
チャンネルからMIX/MATRIX バス
されます。また、センドのオン /オフ
ブやボタンは、奇数 - 偶数の順に並ん
かステレオかに応じて表示や機能が

1 タブ
SENDフィールドに表示させる
単位で切り替えます。
・ MIX タブ ...............................
・ MATRIX タブ ......................

手順
1. フェーダーバンクセクションにあるバンクセレクトキーで、操作したいチャンネルが含まれている
バンクを選ぶ。

2. トップパネルにあるチャンネルストリップセクション、マスターセクションの[SEL]キーを使って
操作するチャンネルを選ぶ。

3. SELECTED CHANNEL VIEW画面が表示されていない場合は、セレクテッドチャンネルセク
ションのノブをどれか1つ押す。

4. ノブや画面内のボタンを使って、選択したチャンネルのパラメーターを設定する。

チャンネル番号
チャンネル名称
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ン /デジタルゲインを設定します。また、HAの動作状態が表示さ

ルゲインを設定します。
1ch 画面が表示されます。

ンのときに、オーディオ
されたゲイン値を示すイ

す。

ます。

)のオン /オフ状態が表示されます。

状態が表示されます。

ルゲインがリンクしていると点灯します。

割り当てられているときにはデジタルゲイン値が表示され、デジ
るときにはアナログゲイン値が表示されます。

ているインプットチャンネルでは、①、②、⑤、⑥、⑦は非表示にな
ネルでは、①～⑦は非表示になります。
NCE 画面の GAIN KNOB FUNCTION が DIGITAL GAIN に設定
ルゲインのノブが表示され、②、⑤、⑥、⑦は非表示になります。詳
) を設定する」 ( → P.26) をご参照ください。

3

5 876

1
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送り先のバスがモノラル×2のとき

1 SENDノブ
対応するバスへのセンドレベルを調節します。

2 PREインジケーター
対応するバスのセンドポイントが表示されます。MIX SEND 8ch 画面でPREボタンをONに
すると表示されます。

3 ONボタン
対応するバスへのセンドのオン /オフを切り替えます。

送り先のバスがステレオのとき

1 SEND/PANノブ
右側のノブで奇数 - 偶数の順に並んだ2つのバスへのセンドレベル、左側のノブでパン /バラン
スを設定します。

2 PREインジケーター
対応するバスのセンドポイントが表示されます。MIX SEND 8ch 画面でPREボタンをONに
すると表示されます。

3 ONボタン
2つのバスへのセンドのオン /オフを切り替えます。

NOTE
･ SEND/PANノブの指標が白なら PRE、黒ならPOSTがセンドポイントとして設定されています。
･ センドポイントが PREの場合、SETUP ボタン→ BUS SETUP ボタンで表示される BUS 
SETUP ポップアップで、PREポイントを VARI[PRE EQ] または VARI[PRE FADER] から選
ぶことができます。
･ 送り先のバスのタイプが FIXED のときは、①～②は表示されません。センドレベルはノミナル
レベル固定、センドポイントはPOST FADER 固定になります。詳しくは、「MIX バス /MATRIX
バスの基本設定」( → P.216) をご参照ください。
･ 画面内の SENDノブやPANノブを押すと、SEND 8ch 画面が表示されます。

■ GAIN/PATCHフィールド
HA ( ヘッドアンプ ) のアナログゲイ
れます。

1 GAINノブ
HAのアナログゲイン / デジタ
ノブを押すとGAIN/PATCH 

2 G.C. インジケーター
ゲインコンペンセーションがオ
ネットワークに出力される固定
ンジケーターです。

3 OVERインジケーター
信号がクリップすると点灯しま

4 φインジケーター
フェイズの設定状態が表示され

5 +48Vインジケーター
HAのファンタム電源 (+48V

6 HPF ONインジケーター
外部HAのHPFのオン /オフ

7 AG-DG LINK インジケーター
HAのアナログゲインとデジタ

8 デジタル /アナログゲイン値
GAIN ノブにアナログゲインが
タルゲインが割り当てられてい

NOTE
･ HAのない入力がパッチされ
ります。アウトプットチャン
･ USER SETUP の PREFERE
されている場合、①にデジタ
しくは、「HA ( ヘッドアンプ

1

2

3

1

2

3
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6）

タンの設定が表示されま

TEREO/MONO画面が

示されます。

び現在選択しているスケールで表示されます。スケールがmsの
なり、中段のms表示のみになります。
T DELAY 8ch 画面が表示されます。

ャンネルのみ )
ットチャンネル選択時に
表示されません。

定します。

ます。

3

1

2

1

2
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■ PAN/BALANCEフィールド
STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフ切り替えやパン /バランスの設定を行ないます。
このフィールドの表示や機能は、選択されているチャンネルの種類に応じて異なります。

インプットチャンネル /MIXチャンネル選択時

1 TO STEREO PANノブ
STEREOバスへのパンを設定します。
ノブを押すと、TO STEREO/MONO 8ch 画面が表示さ
れます。ST IN チャンネルが選択されている場合は、この
画面で、PANノブまたはBALANCEノブのどちらを表
示させるかを選べます。MIXチャンネルの場合は、シグナ
ルタイプがモノのときはPANに、ステレオのときは
BALANCEになります。

NOTE
･ モノラルタイプのインプットチャンネルでは、そのパンのレベル特性はセンターでノミナル、
振り切りで +3dB となります。この特性はチャンネルリンクされても変わりません。
･ ST IN チャンネルでは、PANノブが選択されている場合、パンのレベル特性は振り切りでノミ
ナル、センターで -3dB となります。BALANCEノブが選択されている場合、バランスのレベル
特性はセンターでノミナル、振り切りで +3dBとなります。この特性はチャンネルリンクされ
ても変わりません。

2 ST/MONOボタン
STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフを
切り替えます。
インプットチャンネル /MIX チャンネルが LCRモード
のときは、2に LCRボタンが表示され、STEREO/
MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切
り替えることができます。

MATRIXチャンネル、STEREOチャンネル、MONOチャンネル選択時

1 BALANCEノブ
選択チャンネルのシグナルタイプがステレオのときは、
BALANCEノブが表示され、左右チャンネルの音量バラ
ンスを設定できます。チャンネルがモノラルのときは、
BALANCEノブは表示されず使用できません。
ノブを押すと、TO STEREO 8ch 画面が表示されます。

サラウンドモード時（MIX1～MIX

3 DOWN MIX
ダウンミックス係数と L/Rボ
す。
このフィールドを押すと、TO S
表示されます。

■ INPUT DELAYフィールド
ディレイの設定が表示されます。

1 ONインジケーター
ディレイのオン /オフ状態が表

2 ディレイタイム
ディレイの値がms単位、およ
場合は、下段のms表示はなく
このフィールドを押すと、INPU

■ HPFフィールド (インプットチ
HPFの設定を行ないます。アウトプ
は、1に灰色の円が表示され、2は

1 HPF ノブ
HPF のカットオフ周波数を設

2 ONボタン
HPF のオン /オフを切り替え

1 2

2

1
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2フィールド
設定します。

す。

力レベル ( 緑 ) とゲインリダクション量 ( オレンジ )が表示され
設定値は、縦の白いラインで確認できます。

のタイプに応じて、各パラメーターの値が表示されます。
いパラメーター設定を行なうDYNAMICS 1/DYNAMICS 2 

す。

/DIRECT OUT 1ch 画面が表示

替えます。

がインサートされているときに表示されます。押すと、インサート
が表示されます。

が割り当てられているときに表示されます。インサートインに信

2

4

1

2

43
9

■ EQパラメーターフィールド
4バンドEQのパラメーターを設定します。各ノブを押すと、HPF/EQ 
1ch 画面が表示されます。

1 Qノブ
バンドごとのキューが表示されます。
HIGHバンドのフィルタータイプとして LPF またはH.SHELF 
( ハイシェルビング ) が選ばれているとき、または LOWバンドで
L.SHELF ( ローシェルビング )が選ばれているときは、このノブ
は非表示となり、フィルタータイプ名のみが表示されます。

NOTE
･ パネル上のHIGHバンドのQノブを押し込んだまま左に回し
きると LPFに、押し込んだまま右に回しきるとハイシェルビン
グに切り替わります。
･ パネル上の LOWバンドのQノブを押し込んだまま右に回しき
ると、ローシェルビングに切り替わります。
･ アウトプットチャンネルが選ばれているときに、パネル上の
LOWバンドのQノブを押し込んだまま左に回しきると、HPF
に切り替わります。
･ フィルタータイプの切り替えは、HPF/EQ 1ch 画面でも行なえます。

2 FREQUENCYノブ
バンドごとの中心周波数またはカットオフ周波数を設定します。

3 GAINノブ
バンドごとのブースト /カット量を設定します。

NOTE
･ HIGHバンドが LPF に設定されているときは、パネル上にあるHIGHバンドのGAIN ノブで
LPF のオン /オフを切り替えることができます。
･ LOWバンドがHPF に設定されているときは、パネル上にある LOWバンドのGAIN ノブで
HPF のオン /オフを切り替えることができます。

■ EQグラフフィールド
EQの大まかな特性が表示されます。このフィールドを押すと、アッテネーター、HPF、EQの設定を行
なうHPF/EQ 1ch 画面が表示されます。

■ DYNAMICS1/DYNAMICS
ダイナミクス1/2のパラメーターを

1 OVERインジケーター
信号がクリップすると点灯しま

2 レベルメーター
ダイナミクスがオンのときに出
ます。現在のスレッショルドの

3 スレッショルドノブ
スレッショルドを設定します。

4 パラメーター
現在選ばれているダイナミクス
このフィールドを押すと、細か
1ch画面が表示されます。

■ INSERTフィールド
インサートに関する設定を行ないま

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、INSERT
されます。

2 ONボタン
インサートのオン /オフを切り

3 RACK EDIT ボタン
エフェクトやプレミアムラック
されたラックのエディット画面

4 IN インジケーター
インサートインパッチにポート
号が送られると点灯します。

1 2 3

1

3
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ュートグループを選びます。

グループを選択します。選択したタブ
E GROUP ASSIGN MODE画面が

ループを選びます。

ーター
ミュートグループが表示されます。

グループを選びます。

レベルが設定されているときは、
。

ープから一時的に解除します。

ター
DCAグループが表示されます。

1

3

2

1

3

2

4

5

6

10

■ DIRECT OUTフィールド
ダイレクトアウトに関する設定を行ないます。

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、INSERT/DIRECT OUT 1ch 画面が表示
されます。ボタンの下にダイレクトアウトの出力レベルの値が
表示されます。

2 ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフを切り替えます。

■ RECALL SAFEフィールド
リコールセーフに関する設定を行ないます。

1 ポップアップボタン
このボタンを押すと、RECALL SAFE 画面が表示されます。

2 ONボタン
リコールセーフのオン /オフを切り替えます。

3 PARTIAL インジケーター
チャンネルすべての設定ではなく、一部のパラメーターのみを対象にしている場合に点灯します。

■ FADERフィールド
チャンネルのオン /オフ、レベルに関する設定を行ないます。

1 フェーダー
現在のレベルがフェーダーで表示されます。
レベルはパネル上のフェーダーで設定します。

2 レベル表示
現在のレベルの設定値が表示されます。チャンネル内のどこ
かの位置でクリップすると、ΣCLIP インジケーターが点灯し
ます。

3 ONボタン
チャンネルのオン /オフを切り替えます。パネル上の [ON] キーと連動します。

■ DCA/MUTEフィールド
そのチャンネルが所属するDCA/ ミ

1 タブ
DCAグループ、またはミュート
をもう一度押すと、DCA/MUT
表示されます。

DCAグループ選択時

2 DCAグループ選択ボタン
チャンネルが所属するDCAグ

3 ミュートグループ表示インジケ
選択チャンネルが所属している

ミュートグループ選択時

4 ミュートグループ選択ボタン
チャンネルが所属するミュート

NOTE
ミュートグループにディマー
ボタンがオレンジになります

5 MUTE SAFEボタン
そのチャンネルをミュートグル

6 DCAグループ表示インジケー
選択チャンネルが所属している

21
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チャンネルストリップセクション
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ド
ャンネル番号、チャンネル名、チャンネルアイコンが画面の上下に
ャンネル名はハイライト表示されます。

ン /デジタルゲインを設定します。また、HAの動作状態が表示さ

されているチャンネルの種類によって変わります。

ます。
INノブが [TOUCH AND TURN] ノブに割り当てられ、ノブでゲ
コンペンセーションがオンのときは、オーディオネットワークに
インジケーターが表示されます。
に割り当てられているときに押すと、GAIN/PATCH 8ch 画面が

がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
択されているときのみに表示されます。

)のオン /オフ状態が表示されます。HAがパッチされていなけれ
されません。

チャンネルのみ )
表示されます。

トの場合、パッチとMYカードの種類が表示されます。
TUP ボタン→ PREFERENCE タブにあるGAIN KNOB 
IN」に設定すると、[TOUCH AND TURN] ノブでデジタルゲインを

DIGITAL GAIN に設定されている場合、1にデジタルゲインのノ
ません。

ャンネル

チャンネル
11

チャンネルストリップセクション
タッチスクリーン下部に配置されたチャンネルストリップセクションでは、インプット系チャンネル、
アウトプット系チャンネル、DCAグループを呼び出して操作できます。フェーダーバンクセクション
にあるバンクセレクトキーを押すと、そのキーに対応するチャンネル /DCAグループのフェーダー/
[ON] キー/[CUE] キーを使って操作できます。

チャンネルストリップセクションでの操作

■ CHANNEL NAMEフィール
現在選ばれている8チャンネルのチ
表示されます。現在選択されているチ

■ GAIN/PATCHフィールド
HA ( ヘッドアンプ ) のアナログゲイ
れます。
このフィールドの表示 /機能は、選択

HAにパッチされている場合

1 GAINノブ
HAのアナログゲインを設定し
・ このフィールドを押すと、GA
インを調節できます。ゲイン
出力される信号レベルを示す

・ [TOUCH AND TURN] ノブ
表示されます。

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号
は、インプットチャンネルが選

3 +48Vインジケーター
HAのファンタム電源 (+48V
ば、このインジケーターは表示

4 φインジケーター(インプット
HAの入力の位相の設定状態が

NOTE
･ HAに接続していないスロッ
･ SETUP ボタン→ USER SE
FUNCTION を「DIGITAL GA
調節できます。
･ GAIN KNOB FUNCTION が
ブが表示され、3は表示され

手順
1. バンクセレクトキーを使って、操作するチャンネル /DCAグループを選ぶ。

2. チャンネルストリップセクションのフェーダー/[ON] キーを使って、選択したチャンネルのレベ
ル、オン /オフを操作する。

3. OVERVIEW画面内のフィールドや [TOUCH AND TURN]ノブを使って、チャンネルのパラメー
ターを設定する。

バンクセレクトキー

チャンネルストリップセクション

OVERVIEW画面

NOTE
OVERVIEW画面は、
OVERVIEWを割り当てた
USER DEFINED キーを押すと
表示されます。

： 選択されているチ

： 選択されていない

1

4
3
2



チャンネルストリップセクション
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このフィールドを押すと、
 1ch 画面が表示されます。

いるとき、このフィールドには

値とメーターが表示されます。こ
1/2の 1ch 画面が表示されま

いるとき、このフィールドには何

オン /オフ、プリ /ポストの設定が表示さ

クセクションの［MIX/MATRIX］キーで選

、[TOUCH AND TURN] ノブを使用しま
TOUCH AND TURN] ノブに割り当てま
り当てられているときにそのノブをもう一
画面が表示されます。
スのタイプに応じて変わります。

のとき
ン /オフ、プリ /ポストの状態を表わしま
ポストのときはノブの目盛りの色がグレー
12

･ USER DEFINED ノブに INPUT GAIN → DIGITAL GAIN を割り当てたり、USER DEFINED
キーに ALTERNATE機能を割り当てて、ALITERNATE をオンのままUSER DEFINED ノブや
セレクテッドチャンネルのGAIN ノブを回すことでも、デジタルゲインを操作できます。

■ INPUT DELAYフィールド ( インプットチャンネルのみ )
インプットチャンネルのディレイの状態が表示されます。このフィールドを押すと INPUT DELAY 
8ch 画面が表示されます。

1 DELAY ON/OFF インジケーター
ディレイのオン /オフ状態が表示されます。

■ INSERT/DIRECT OUTフィールド
インサート /ダイレクトアウトの状態が表示されます。このフィールドを押すと、INSERT 8ch 画面が
表示されます。

1 INSERT ON/OFF インジケーター
インサートのオン /オフ状態が表示されます。

2 DIRECT OUT ON/OFF インジケーター(インプットチャンネルのみ )
ダイレクトアウトのオン /オフ状態が表示されます。

■ EQフィールド
EQの大まかな特性が表示されます。
HPF、EQの設定を行なうHPF/EQ

NOTE
DCA、モニターが選択されて
何も表示されません。

■ DYNAMICS1/2フィールド
ダイナミクス1/2のスレッショルド
のフィールドを押すと、DYNAMICS
す。

NOTE
DCA、モニターが選択されて
も表示されません。

■ SENDフィールド
16バス分のセンドレベル、センドの
れます。
送り先の16バスは、フェーダーバン
びます。
バスごとのセンドレベルの調節には
す。操作対象バスのノブをタッチし [
す。[TOUCH AND TURN] ノブに割
度押すとSEND 8ch ポップアップ
このフィールドの表示は、送り先のバ

送り先のバスがVARI ( モノラル )
ノブの地色、目盛りの色でセンドのオ
す。オフのときはノブの色がグレー、
に変わります。

スロットにパッチされている場合 :
スロット名が表示されます。

ラックに接続されている場合 :
パッチとモジュールが表示されます。

アウトプットに接続されている場合 :
パッチのみが表示されます。

1

1

2
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MONOチャンネル選択時
が起きると、Σクリップインジケーターが点灯します。

き、またはSTEREOチャンネルのときは、左右チャンネルのバラ
れます。

(1～ 16) が 1段目と2段目に表示されます。
TE GROUP ASSIGN MODE画面が表示されます。

ープ (1～ 8) が 3段目に表示されます。また、そのチャンネルが
されているかを表わすS(Safe) も表示されます。ミュートグルー
るときは、文字色が赤からオレンジになります。
TE GROUP ASSIGN MODE画面が表示されます。
13

送り先のバスがVARI ( ステレオ )のとき
奇数 - 偶数の順に並んだ2つのバスがステレオの場合、左側のノブがPANノブ、右側のノブがSEND
ノブとして機能します。

送り先のバスがFIXEDのとき
ノブの代わりにバスごとのSEND ON/OFF ボタンが表示されます。

■ TO STEREO/MONOフィールド
STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフ状態やパン /バランスの設定が表示されます。
このフィールドは、選択されているチャンネルに応じて表示が変わります。

インプットチャンネル /MIXチャンネル選択時

1 TO STEREO PANノブ
STEREOバスへのパンを設定します。
ノブを押すと、TO STEREO/MONO 8ch 画面が表示されます。ST IN チャンネルが選択されて
いる場合は、この画面で、PANノブまたはBALANCEノブのどちらを表示させるかを選べます。
MIX チャンネルの場合は、シグナルタイプがモノのときはPANに、ステレオのときは
BALANCEになります。

2 ST/MONOインジケーター
STEREO/MONOバスに送られる信号の状態が表示されます。
インプットチャンネル /MIX チャンネルが LCRモードのときは、
LCRインジケーターが表示されます。

MATRIXチャンネル (モノラル ) /
チャンネル内部のどこかでクリップ

MATRIX チャンネルがステレオのと
ンスを示すBALANCEノブが表示さ

■ DCAグループフィールド
チャンネルが所属するDCAグループ
このフィールドを押すと、DCA/MU

■ ミュートグループフィールド
チャンネルが所属するミュートグル
ミュートグループから一時的に解除
プにディマーレベルが設定されてい
このフィールドを押すと、DCA/MU1

2

2
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には、Dante オーディオネットワークとのパッチと、QLシリー
があります。
パッチを行なうDANTE INPUT PATCH画面では、QLシリーズ
ッチします。QL5は 64チャンネル、QL1は 32チャンネルの入
ワークの信号からチャンネルを選び、QLシリーズで操作したい

でパッチされた入力信号をQLシリーズのチャンネルに立ち上げ
ポートをQL5はDANTE1～ 64、QL1はDANTE1～ 32の

ネルとDante オーディオネットワークとのパッチを行なう
DANTE1～ 64、QL1は DANTE1～ 32のポートに対してア
を割り当てます。
QL5は DANTE1～ 64、QL1はDANTE1～ 32の出力信号
す。このパッチは I/O DEVICE OUTPUT PATCH画面で行ない

Dante オーディオネットワークのパッチ
オーディオネットワークとの信号の流れは下記の図のようになり

MIX13 ～ 16

STEREO L/R

STEREO L/R

アウトプット系チャンネル

16 64: QL5
32: QL1

SW
ID #2

MY

PUT PATCH

Dante Network

“Dante” (ports)

ID #1

D

ス I/O デバイス

I/O デバイス Dante
パッチング

QLシリーズ内部
パッチング
14

入出力のパッチング
インプットパッチ /アウトプットパッチの変更方法、およびインサート接続やダイレクト出力の操作方
法について説明します。
QLシリーズが初期状態のとき、それぞれのインプット系チャンネルには次の入力ポート ( 端子 /ポー
ト ) がパッチされています。

QL5の場合

QL1の場合

QLが初期状態のとき、それぞれの出力ポート ( 端子 /ポート ) は、次のアウトプット系チャンネルに
パッチされています。

*1. QL1: OMNI OUT1 ～ 6
*2. QL1: MIX1 ～ 6
*3. QL1: OMNI OUT7 ～ 8

入力のパッチング
QLシリーズと I/Oデバイスのパッチ
ズ内部のミキサーへのパッチの2つ
Dante オーディオネットワークとの
の入力と I/Oデバイスの入力とをパ
力ができるDante オーディオネット
I/Oデバイスを選んでパッチします。
次に、DANTE INPUT PATCH画面
るために、GAIN/PATCH画面で入力
中から選びます。

出力のパッチング
QLシリーズのアウトプット系チャン
OUTPUT PORT画面では、QL5は
ウトプット系チャンネルの出力信号
次に、OUTPUT PORTで設定した
を、I/Oデバイスの出力にパッチしま
ます。

QLシリーズ内部のパッチと
QLシリーズ、I/Oデバイス、Dante
ます。

インプット系チャンネル 入力ポート ( 端子 / ポート )

CH1 ～ 32 INPUT1 ～ 32

CH33 ～ 48 DANTE1 ～ 16

CH49 ～ 64 DANTE17 ～ 32

ST IN1L ～ 4R FX5L(A) ～ FX8R(B)

インプット系チャンネル 入力ポート ( 端子 / ポート )

CH1 ～ 16 INPUT1 ～ 16

CH17 ～ 32 DANTE1 ～ 16

ST IN1L ～ 4R FX5L(A) ～ FX8R(B)

出力ポート ( 端子 / ポート ) アウトプット系チャンネル

OMNI OUT1 ～ 14*1 MIX1 ～ 14*2

OMNI OUT15 ～ 16*3 STEREO L/R

DANTE1 ～ 16 MIX1 ～ 16

DANTE17 ～ 24 MATRIX1 ～ 8

DANTE25 ～ 26 STEREO L/R

DANTE27 MONO

DANTE28 ～ 29 MONITOR L/R

DANTE30 MONITOR C

DANTE31 ～ 32 CUE L/R

SLOT1(1) ～ (16) MIX1 ～ 16

SLOT2(1) ～ (8) MATRIX1 ～ 8

SLOT2(9) ～ (10) STEREO L/R

SLOT2(11) MONO

SLOT2(12) ～ (13) MONITOR L/R

SLOT2(14) MONITOR C

SLOT2(15) ～ (16) CUE L/R

FX5L(A)、FX6L(A)、FX7L(A)、FX8L(A)

DIGITAL OUT L/R

RECORDER INPUT L/R

出力ポート ( 端子 /ポート )

32: QL5
16: QL1

16

ANALOG INPUT MY

IN

ID #3

Dante-MY16-AU

QLシリーズ

I/O デバイ
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表示されます。また、アイコンの選択やチャンネル名の変更を行
押すと、入力ポート選択の画面に戻ります。

アイコンが表示されます。このボタンを押すと、アイコンやサンプ
。

る名前が表示されます。このフィールドを押すと、キーボード画面
更できます。

7

15

インプットパッチを変更する

NOTE
･ GAIN/PATCH画面からも入力ポートを選択できます。
･ OVERVIEW画面は、OVERVIEWを割り当てたUSER DEFINED キーを押すと表示されます。

PATCH/NAME画面

1 PATCHボタン
現在選ばれている入力ポートが
なっているときにこのボタンを

2 チャンネルアイコンボタン
そのチャンネルで選ばれている
ル名を選ぶ画面が表示されます

3 チャンネル名入力ボックス
そのチャンネルに付けられてい
が表示され、チャンネル名を変

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを押して、操作す
るインプット系チャンネルを選ぶ。

2. OVERVIEW画面のチャンネル番号 /チャンネル名のフィールドを押す。

3. PATCH/NAME画面のカテゴリー選択リストでポートの種類を選び、ポート選択ボタンで入力
ポートを選ぶ。

OVERVIEW画面 PATCH/NAME 画面

2 3

1

6

4

5



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

更する
系チャンネルごとに出力先となる出力ポートを選択する方法と、
トプット系チャンネルを選択する方法があります。

との出力ポートを選択する

レクトキーでインプット系チャンネルからアウトプット系チャ
LECTED CHANNEL VIEW画面の SENDフィールドがMIX タブ
す。その後、インプット系チャンネルに戻ったときにMIX タブが
。

ンクセレクトキーとトップパネルの[SEL]キーを押して、アウト

号 /チャンネル名のフィールドを押す。

ー選択リストでポートの種類を選び、ポート選択ボタンで出力

PATCH/NAME画面
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4 カテゴリー選択リスト
入力ポートのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次の入力ポートに対応していま
す。チャンネルの種類によって、表示されるカテゴリーは変わります。
・ DANTE1-32.............DANTE1～ DANTE32
・ DANTE33-64..........DANTE33～ DANTE64（QL5のみ）
・ INPUT/PB OUT ...... INPUT1～ 32*1 、PB OUT(L)、PB OUT(R)
・ SLOT1 .......................SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
・ SLOT2 .......................SLOT2(1) ～ SLOT2(16)
・ EFFECT RACK ........ FX1L(A) ～ FX8R(B)
・ PREMIUM RACK....PR1L(A) ～ PR2R(B)
*1. QL1: INPUT1 ～ 16

5 ポート選択ボタン
現在選択されているチャンネルに割り当てる入力ポートを選択します。

6 タブ
項目を切り替えます。

7 閉じるボタン
画面を閉じます。

アウトプットパッチを変
パッチを変更するには、アウトプット
出力ポートごとに出力元となるアウ

アウトプット系チャンネルご

NOTE
QL V1.07 以降では、バンクセ
ンネルに変更したときに、SE
からMATRIX タブに変わりま
表示されるようになりました

手順
1. フェーダーバンクセクションのバ
プット系チャンネルを選ぶ。

2. OVERVIEW画面のチャンネル番

3. PATCH/NAME画面のカテゴリ
ポートを選ぶ。

OVERVIEW画面



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

るポートを選択します。選択を解除するときは、もう一度ボタンを

ト系チャンネルを選択する

ERENCEタブにある PATCH CONFIRMATION が ONのときに
ると、確認ダイアログが表示されます。また STEAL PATCH 
きに、すでにほかでパッチされている箇所を変更しようとする
れます。

SETUPボタンを押す。

TEM SETUPフィールドのOUTPUT PORTボタンを押す。

ブで、操作する出力ポートを選ぶ。

ボタンを押す。

ル選択ボタンで送り元となるチャンネルを選ぶ。

OUTPUT PORT画面
17

PATCH/NAME画面

1 PATCHボタン
アウトプットチャンネルにパッチされているポートが表示されます。ほかのタブを選んでいると
きにこのボタンを押すと、ネットワークとポートを選択する画面が表示されます。

2 チャンネル選択ボタン
設定するチャンネルを選びます。

NOTE
この画面でチャンネルを切り替えても、本体側で選択されているチャンネルは変わりません。

3 チャンネルアイコンボタン
チャンネルで現在選ばれているアイコンとカラーが表示されます。このボタンを押すと、アイコン
やサンプル名を選ぶ画面が表示されます。

4 チャンネル番号表示テキストボックス
チャンネル番号が表示されます。この項目は変更できません。

5 チャンネル名入力ボックス
そのチャンネルに付けられている名前が表示されます。このフィールドを押すと、名前を付ける
キーボード画面が表示されます。

6 カテゴリー選択リスト
ポートの種類を選択します。

7 ポート選択ボタン
カテゴリーの中から、パッチす
押します。

8 タブ
項目を切り替えます。

9 閉じるボタン
画面を閉じます。

出力ポートごとにアウトプッ

NOTE
USER SETUP画面の PREF
パッチ設定を変更しようとす
CONFIRMATIONが ONのと
と、確認ダイアログが表示さ

3 54

1

9

6

7
2

8

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面の中央にあるSYS

3. OUTPUT PORT画面下部のタ

4. 操作するポートのチャンネル選択

5. カテゴリー選択リストとチャンネ

SETUP画面



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

チャンネルは表示されません。

ポートに割り当てるチャンネルを選びます。

インサート接続する
ONOの各チャンネルの信号経路に、エフェクトプロセッサーな
ます。このとき、インサートに使用する入出力ポートの種類や、イン
ネルごとに指定できます。

ドを装着し、外部機器をデジタル接続する場合は、QLシリーズと
同期させる必要があります ( → P.211)。

ンクセレクトキーとトップパネルの[SEL]キーを使って、外部機
を選ぶ。

画面の INSERTフィールドにあるポップアップボタンを押す。

SERT IN ボタンを押す。

ぶ。

画面 INSERT/DIRECT OUT画面 (1ch)
18

CH SELECT画面

1 カテゴリー選択リスト
チャンネルのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次のチャンネルに対応していま
す。アウトプットポートの種類によって、表示されるカテゴリーは変わります。
・ MIX/MATRIX .................................. MIX1 ～MIX16、MATRIX1 ～MATRIX8
・ ST/MONO/MONI/CUE................ STEREO L、STEREO R、MONO(C)、MONI L、MONI R、

MONI C、CUE L、CUE R、SMON L、SMON R、SMON 
C、SMON LFE、SMON Ls、SMON Rs、MMTX L、
MMTX R、MMTX C、MMTX LFE、MMTX Ls、MMTX Rs

・ DIRECT OUT 1-32 ....................... CH1～ CH32のダイレクトアウト
・ DIRECT OUT 33-64 .................... CH33～ CH64のダイレクトアウト
・ INSERT 1 OUT 1-32 ................... CH1～ CH32のインサート1アウト
・ INSERT 1 OUT 33-64 ................ CH33～ CH64のインサート1アウト
・ INSERT 1 OUT MIX/MATRIX ... MIX1 ～MIX16、MATRIX1 ～MATRIX8 のインサート

1アウト
・ INSERT 1 OUT ST/MONO ........ STEREO L、STEREO R、MONO(C) のインサート1ア

ウト
・ INSERT 2 OUT 1-32 ................... CH1～ CH32のインサート2アウト
・ INSERT 2 OUT 33-64 ................ CH33～ CH64のインサート2アウト
・ INSERT 2 OUT MIX/MATRIX ... MIX1 ～MIX16、MATRIX1 ～MATRIX8 のインサート

2アウト
・ INSERT 2 OUT ST/MONO ........ STEREO L、STEREO R、MONO(C) のインサート2ア

ウト
・ CASCADE MIX/MATRIX ........... MIX1 ～MIX16、MATRIX1 ～MATRIX8
・ CASCADE ST/MONO/CUE ...... STEREO L、STEREO R、MONO(C)、CUE L、CUE R

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

2 チャンネル選択ボタン
現在のカテゴリーの中から出力

3 CLOSEボタン
画面を閉じます。

チャンネルに外部機器を
INPUT、MIX、MATRIX、STEREO、M
どの外部機器をインサート接続でき
サートアウト /インの位置は、チャン

NOTE
スロットにデジタル I/O カー
外部機器のワードクロックを

1 2

3
手順
1. フェーダーバンクセクションのバ
器をインサートしたいチャンネル

2. SELECTED CHANNEL VIEW

3. INSERT OUTボタンまたは IN

4. 出力ポートまたは入力ポートを選

5. INSERT ONボタンを押す。

SELECTED CHANNEL VIEW



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

力ポートを選択した場合に表示されます。

現在選ばれているHA のファンタム電源 (+48V) のオン /オフ

現在選ばれているHAのアナログゲインの設定値が表示されま
ブを使って調節できます。

に使用する入力ポートと 
IN HAフィールドでHAの 

OFF の場合でも、インサー
送り続けます。

現在選ばれているHAの入力信号のレベルが表示されます。

。チャンネルのアイコン、カラー、番号が表示されます。

3

4

3

2

1

4
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INSERT/DIRECT OUT画面 (1ch)

■ INSERTフィールド
インサートに関する設定を行ないます。3つのフィールドのいずれかを押して、インサートの位置を
PRE EQ(EQの直前 )、PRE FADER( フェーダーの直前 )、または POST ON([ON] キーの直後 )から
選びます。

1 INSERT OUTボタン
インサート１とインサート2で現在選ばれている出力ポートが表示されます。このボタンを押す
と、PORT SELECT画面が表示され、出力ポートを選択できます。

2 INSERT IN ボタン
インサート１とインサート2で現在選ばれている入力ポートが表示されます。このボタンを押す
と、PORT SELECT画面が表示され、入力ポートを選択できます。

3 INSERT ON/OFF ボタン
インサートのオン /オフを切り替えます。

4 APPLY TO ALL INPUTボタン (インプットチャンネルのみ )
インサートポイント /ダイレクトアウトポイントの設定を、すべてのインプットチャンネルに適
用するかどうかを選択します。

5 APPLY TO ALL OUTPUTボタン (アウトプットチャンネルのみ )
インサートポイントの設定を、すべてのアウトプットチャンネルに適用するかどうかを選択しま
す。

NOTE
インサート 1とインサート 2は順番固定でシリアル接続します。

■ INSERT IN HAフィールド
インサートインに、HAを装備した入

6 +48Vボタン
インサート１とインサート2で
を切り替えます。

7 A.GAIN ノブ
インサート１とインサート2で
す。[TOUCH AND TURN] ノ

NOTE
･ INPUT端子をインサートイン
して選択した場合、INSERT 
設定をしてください。
･ INSERT ON/OFF ボタンが
トアウトには選択した信号を

8 HAメーター
インサート１とインサート2で

9 閉じるボタン
画面を閉じます。

INSERT画面 (8ch)

1 チャンネル選択ボタン
設定するチャンネルを選びます

9

8

77 663 9

51 42



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

......GEQ1L(A) ～ GEQ8R(B)

...... FX1L(A) ～ FX8R(B)

......PR1L(A) ～ PR8R(B)

に、インサートアウト /インとして使用するポートを割り当てま

ックがマウントされたRACKをインサートアウトもしくはイン
、自動的にもう一方のパッチも同じ RACKに設定されます。同時
ンになります。また、GEQや PEQ、プレミアムラックがマウントさ
トもしくはインサートインから解除した場合は、自動的にもう一
にインサートが自動的にオフになります。
20

2 INSERT ON/OFF ボタン
インサートのオン /オフを切り替えます。ボタンの上部に現在設定されているインサートポイン
トが表示されます。

3 INSERT OUTボタン
インサート１とインサート2で現在選ばれているポートが表示されます。このボタンを押すと、
出力ポートを選択するPORT SELECT 画面が表示されます。

4 INSERT IN ボタン
インサート１とインサート2で現在選ばれているポートが表示されます。このボタンを押すと、
入力ポートを選択するPORT SELECT 画面が表示されます。また、このボタンの右にあるインジ
ケーターで、インサートインの レベルを確認できます。

PORT SELECT画面
1ch または8ch の INSERT/DIRECT OUT画面にある INSERT OUTボタンまたは INSERT IN ボ
タンを押すと表示されます。インサートに使用する入出力ポートを設定します。

1 カテゴリー選択リスト
ポートのカテゴリーを選択します。それぞれのカテゴリーは、次のポートに対応しています。チャ
ンネルの種類によって、表示されるカテゴリーは変わります。
・ DANTE1-32............................. DANTE1～ DANTE32
・ DANTE33-64.......................... DANTE33～ DANTE64（QL5のみ）
・ INPUT ........................................ INPUT1～ 32（QL5）、INPUT1～ 16（QL1）( インプット系

チャンネルのみ )
・ OUTPUT/DIGITAL................. OMNI OUT1 ～ 16、DIGITAL OUT L/R( アウトプット系

チャンネルのみ )
・ SLOT1 ....................................... SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
・ SLOT2 ....................................... SLOT2(1) ～ SLOT2(16)

・ GEQ RACK .........................
・ EFFECT RACK ..................
・ PREMIUM RACK ..............

2 ポート選択ボタン
現在選択されているチャンネル
す。

NOTE
GEQや PEQ、プレミアムラ
サートインに設定した場合は
に、インサートが自動的にオ
れたRACKをインサートアウ
方のパッチも解除され、同時

3 CLOSEボタン
画面を閉じます。

1

2

3



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

面 (1ch)

行ないます。4つのフィールドのいずれかを押して、ダイレクト出
直前 )、PRE EQ(EQの直前 )、PRE FADER( フェーダーの直前 )、ま
後 )から選びます。

ウトの出力ポートが表示されます。このボタンを押すと、出力ポー
画面が表示されます。

を切り替えます。

が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使ってレベルを

ン (インプットチャンネルのみ )
トアウトポイントの設定を、すべてのインプットチャンネルに適

5

4

1

6
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INPUTチャンネルをダイレクト出力する
INPUTチャンネルの信号は、I/OデバイスのOUTPUT端子、任意のOMNI OUT端子、または任意の
スロットの出力チャンネルからダイレクト出力できます。

NOTE
スロットにデジタル I/O カードを装着し、外部機器をデジタル接続する場合は、QLシリーズと
外部機器のワードクロックを同期させる必要があります ( → P.211)。

INSERT/DIRECT OUT画

1 DIRECT OUTフィールド
ダイレクト出力に関する設定を
力の位置をPRE HPF(HPFの
たはPOST ON([ON] キーの直

2 DIRECT OUT PATCHボタン
現在選ばれているダイレクトア
トを選択するPORT SELECT

3 DIRECT OUT ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフ

4 DIRECT OUT LEVEL ノブ
ダイレクトアウトの出力レベル
調節できます。

5 APPLY TO ALL INPUTボタ
インサートポイント /ダイレク
用するかどうかを選択します。

6 閉じるボタン
画面を閉じます。

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの[SEL]キーを使って、ダイレ
クト出力したい INPUTチャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のDIRECT OUTフィールドにあるポップアップボタンを押
す。

3. INSERT/DIRECT OUT 画面のDIRECT OUT PATCHボタンを押す。

4. 出力ポートを選ぶ。

5. DIRECT OUT ONボタンを押す。

SELECTED CHANNEL VIEW画面 INSERT/DIRECT OUT画面 (1ch)

32



入出力のパッチング

 リファレンスマニュアル

CT OUT画面のDIRECT OUT PATCHボタンを押すと表示され
ポートを設定します。

します。それぞれのカテゴリーは、次の出力ポートに対応していま
、表示されるカテゴリーは変わります。
......OMNI OUT1～ OMNI OUT16（QL5）、OMNI OUT1～
OMNI OUT8（QL1）、DIGITAL OUT L/R、RECORDER 
IN(L/R)

......SLOT1(1) ～ SLOT1(16)

......SLOT2(1) ～ SLOT2(16)

......DANTE1～DANTE32

......DANTE33～ DANTE64（QL5のみ）

ンネルに、ダイレクト出力に使用する出力ポートを割り当てます。

2

3
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DIRECT OUT画面 (8ch)

1 DIRECT OUT ONボタン
ダイレクトアウトのオン /オフを切り替えます。ボタンの上部に現在設定されているダイレクト
アウトポイントが表示されます。

2 DIRECT OUT PATCHボタン
現在選ばれているダイレクトアウトの出力ポートが表示されます。このボタンを押すと、出力ポー
トを選択するPORT SELECT画面が表示されます。

3 DIRECT OUT LEVEL ノブ
ダイレクトアウトの出力レベルが表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使ってレベルを
調節できます。

4 閉じるボタン
画面を閉じます。

PORT SELECT画面
1ch または8chの INSERT/DIRE
ます。ダイレクト出力に使用する出力

1 カテゴリー選択リスト
出力ポートのカテゴリーを選択
す。チャンネルの種類によって
・ OUTPUT/DIGITAL/REC.

・ SLOT1..................................
・ SLOT2..................................
・ DANTE1-32 .......................
・ DANTE33-64 ....................

2 出力ポート選択ボタン
現在選ばれている INPUTチャ

3 CLOSEボタン
画面を閉じます。

1

2

3

4

1



インプット系チャンネル

 リファレンスマニュアル

カットします。

イザー)
、LOWの4バンドを備えたパラメトリックEQです。

ンダー/コンプレッサーとして利用できるダイナミクスプロセッ

/ディエッサーとして利用できるダイナミクスプロセッサーです。

ディレイ )
最大1000msまで設定できます。

)
します。

/オフを切り替えます。オフにすると、そのチャンネルはミュート

TEREOバスに送られる信号の左右の定位を調節します。
では、PANと BALANCEを切り替えて使用できます。BALANCE
ネル ( ステレオ）からSTEREOバスに送られる左右の信号の音量
US SETUP画面でPAN LINKをオンにすると、ステレオに設定
ATRIX バスに送られる信号に対しても、このパンの設定を適用で

ト )
を、L/Rチャンネルにセンターチャンネルを加えた3チャンネル
MONOバスに送ります。

ン /オフ )
IX バス 1～ 16に送られる信号のオン /オフを切り替えます。

ドレベル1～ 16)
ARI タイプのMIXバス1～ 16に送られる信号のセンドレベル
れる信号の送出位置は、EQの直前、プリフェーダー、ポストフェー

センドオン /オフ )
ATRIX バス 1～ 8に送られる信号のオン /オフを切り替えま

IX センドレベル1～ 8)
ATRIX バス 1～ 8に送られる信号のセンドレベルを調節しま
号の送出位置は、EQの直前、プリフェーダー、ポストフェーダー
23

インプット系チャンネル
ここでは、インプット系チャンネルについて説明します。

インプット系チャンネルの信号の流れ
インプット系チャンネルは、I/Oデバイスやリアパネルの入力端子、スロット1～ 2などを経由して入
力された信号を加工し、STEREOバス、MONOバス、MIXバス、MATRIX バスに送り出すセクション
です。インプット系チャンネルには次の2種類があります。

INPUTチャンネル (モノラル )
モノラル信号を加工するチャンネルです。QLシリーズが初期状態のときは、アナログ入力端子からの
信号が割り当てられています。

ST IN チャンネル (ステレオ）
ステレオ信号を加工するチャンネルです。QLシリーズが初期状態のときは、ST IN 1-4 には EFFECT 
RACK 5-8 からの信号が割り当てられています。ST IN 5-8 には何も割り当てられていません。

・ INPUT PATCH ( インプットパッチ )
インプット系チャンネルに入力信号を割り当てます。

・ φ ( フェイズ )
入力信号の位相を切り替えます。

・ DIGITAL GAIN ( デジタルゲイン )
入力信号のレベルを減衰 /増幅させます。

・ HPF ( ハイパスフィルター)
特定の周波数よりも低い帯域を

・ 4 BAND EQ (4 バンドイコラ
HIGH、HIGH MID、LOW MID

・ DYNAMICS 1
ゲート /ダッキング /エキスパ
サーです。

・ DYNAMICS 2
コンプレッサー/コンパンダー

・ INPUT DELAY ( インプット
入力信号の遅延を補正します。

・ LEVEL/DCA 1-16 ( レベル
チャンネルの入力レベルを調節

・ ON ( オン /オフ )
インプット系チャンネルのオン
されます。

・ PAN ( パン )
インプット系チャンネルからS
ST IN チャンネル ( ステレオ）
パラメーターは、ST IN チャン
バランスを調節します。また、B
された2系統のMIX バス /M
きます。

・ LCR ( レフト /センター/ライ
インプット系チャンネルの信号
の信号としてSTEREOバス /

・ MIX ON/OFF (MIX センドオ
インプット系チャンネルからM

・ MIX LEVEL 1-16 (MIX セン
インプット系チャンネルからV
を調節します。MIXバスへ送ら
ダーの中から選択できます。

・ MATRIX ON/OFF (MATRIX
インプット系チャンネルからM
す。

・ MATRIX LEVEL 1-8 (MATR
インプット系チャンネルからM
す。MATRIX バスへ送られる信
の中から選択できます。
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表示されます。ほかのタブを選んでいるときにこのボタンを押す
択する画面が表示されます。

アイコンとカラーが表示されます。押すと、アイコンやサンプル名

名が表示されます。押すと、チャンネル名を編集するキーボード画

5
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・ INSERT ( インサート ) (INPUTチャンネル (モノラル )のみ )
任意の出力 /入力ポートをパッチし、エフェクトプロセッサーなど外部機器をインサートします。
インサートアウト /インサートインの位置はEQの直前、フェーダーの直前、[ON] キーの直後の
中から選択できます。

・ DIRECT OUT ( ダイレクトアウト ) (INPUTチャンネル (モノラル )のみ )
任意の出力ポートをパッチし、入力信号をその出力ポートからダイレクト出力します。ダイレクト
出力の位置は、HPFの直前、EQの直前、フェーダーの直前、[ON] キーの直後の中から選択できま
す。

・ METER ( メーター)
インプット系チャンネルのレベルが表示されます。レベルの検出位置は切り替えできます ( →
P.114)。

チャンネル名 /アイコン /チャンネルカラーを設定する
QLシリーズでは、インプット系チャンネルごとに、画面内に表示される名前やアイコンを設定できま
す。ここでは、チャンネル名 /アイコン /チャンネルカラーを設定する方法を説明します。

PATCH/NAME 画面

■ PATCHタブ選択時

1 PATCHボタン
現在パッチされているポートが
と、ネットワークとポートを選

2 アイコンボタン
チャンネルで現在選ばれている
を選ぶ画面が表示されます。

3 チャンネル名入力ボックス
現在設定されているチャンネル
面が表示されます。

4 タブ
項目を切り替えます。

5 閉じるボタン
画面を閉じます。

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを押して、イン
プット系チャンネルを選ぶ。

2. OVERVIEW画面で設定したいチャンネルのチャンネル番号 /チャンネル名フィールドを押す。

3. PATCH/NAME画面のタブで項目を切り替えて、チャンネル名/アイコン/チャンネルカラーを設
定する。

OVERVIEW画面 PATCH/NAME画面

2 3

1

4



インプット系チャンネル

 リファレンスマニュアル

接入力できます。
25

■ ICONタブ選択時

1 チャンネルカラー選択ボタン
チャンネルカラーを選びます。

2 アイコン選択ボタン
チャンネルアイコンを選びます。

3 サンプルネーム設定ボタン
プリセットされたサンプルネームを選びます。あとで、NAMEタブ画面で修正もできます。

NOTE
･ チャンネル名のフィールドは、サンプル名を入力したあとでも文字を追加 /修正できます。
「Vocal1」「Vocal2」のように、共通の名前に連番号が続くチャンネル名を付けたいときは、サン
プル名を入力したあとで番号を加えると素早く入力できます。
･ チャンネルカラーとして黒 (OFF) が選択されたチャンネルは、チャンネルカラーインジケー
ターが消灯します。

■ NAMEタブ選択時
キーボード画面でチャンネル名を直

1

2

3
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ル番号、チャンネルネーム表示
ネル番号 /チャンネル名が表示されます。

パッチされているときに表示されます。

ときは、スロット /MYカードの種類、スロットのメーターが表示

きは、ラックの種類とエフェクトタイプが表示されます。

) のオン /オフを切り替えます。

ブ
が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを
インコンペンセーションがオンのときは、オンに
置を示すインジケーターが表示されます。

されます。

N) ON/OFF ボタン
イン補正機能 ) のオン /オフを切り替えます。オンにすると、I/O
ワークに流れる信号レベルが固定されます。たとえば、FOHとモ
ている場合やDante 経由でのデジタルレコーディングをする場
インを変更しても、I/Oデバイスからネットワーク上に流れる信
た、ゲインコンペンセーションをオフにすると、アナログゲインと
ペンセーションをオンにしたときの設定に戻ります。そのため、デ
は一定のままです。

ター
オーディオネットワークに出力されるレベルが表示されます。

09

3 54 6 87
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HA ( ヘッドアンプ )を設定する
インプット系チャンネルのHA ( ヘッドアンプ ) に関する各種設定 (ファンタム電源のオン /オフ、ゲ
イン、フェイズ ) を行ないます。
・ HAのアナログゲインだけを調整したい場合は、[TOUCH AND TURN] ノブで操作できます。

ゲインを設定する
HAの設定は、GAIN/PATCH画面で行ないます。

NOTE
･ HAのゲインを +17dBと +18dB の間で変化させると、内部的に PADのオン /オフが切り替
わります。
･ ファンタム電源を使用中で、INPUT端子に接続されている機器のHot と Cold 間の出力イン
ピーダンスに差がある場合にはノイズが発生することがあります。
･ GAIN ノブ、+48Vボタン、φボタンが有効なのは、I/O デバイスの INPUT端子、本体の INPUT
端子、または外部ヘッドアンプ機器 ( ヤマハ AD8HRや SB168-ES など ) を接続したスロット
が入力ポートとして割り当てられているチャンネルに限ります。

GAIN/PATCH画面 (1ch)

1 チャンネルアイコン、チャンネ
チャンネルのアイコン /チャン

2 HAセクション
インプットチャンネルにHAが

NOTE
･ スロットがパッチされている
されます。
･ ラックがパッチされていると

・ +48Vボタン
HAのファンタム電源 (+48V

・ A.GAIN ( アナログゲイン )ノ
HAのアナログゲインの設定値
使ってゲインを調節します。ゲ
したときのアナログゲインの位

・ HAメーター
HAの入力信号のレベルが表示

・ G.C (GAIN COMPENSATIO
ゲインコンペンセーション ( ゲ
デバイスからオーディオネット
ニターで I/Oデバイスを共用し
合に、I/Oデバイスのアナログゲ
号レベルを一定にできます。ま
デジタルゲインが、ゲインコン
ジタルネットワーク上のレベル

・ ゲインコンペンセーションメー
ゲインコンペンセーション後の

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの[SEL]キーを押して、チャン
ネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のGAIN/PATCHフィールドにあるGAINノブを押す。

3. GAIN/PATCH画面の1ch または8chタブを押す。

4. HAを設定する。

SELECTED CHANNEL VIEW画面 GAIN/PATCH画面 (1ch)

1

2
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ネル番号 /チャンネル名が表示されます。このボタンを押すと、そ
ャンネルセクションでの操作対象として選ばれ、対応する [SEL]

98
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3 INPUT PORTボタン
チャンネルに割り当てられたポートが表示されます。このボタンを押すと、パッチするポートを選
択するPORT SELECT 画面が表示されます。

4 アイコン /チャンネル名ボタン
チャンネルの番号、アイコン、チャンネル名が表示されます。このボタンを押すと、入力ポートの
パッチングやチャンネル名の設定を行なうPATCH/NAME画面が表示されます。

5 AG-DG LINKボタン
アナログゲインとデジタルゲインのリンクのオン /オフを切り替えます。リンクをオンにすると、
ゲインコンペンセーションがオンのときでも、アナログゲインの調節によりデジタルゲインが連
動します。

6 φ(フェイズ )ボタン
入力される信号の正相 /逆相を切り替えます。

7 D.GAIN ( デジタルゲイン )ノブ
デジタルゲインの設定値が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使ってデジタルゲイン
を調節します。ゲインコンペンセーションをオンにしている場合、アナログゲインで入力レベルは
変わりませんので、デジタルゲインで入力ゲインを調節します。

8 デジタルゲインメーター
デジタルゲイン通過後のレベルが表示されます。

9 GC ALL ONボタン /GC ALL OFF ボタン
すべてのインプットチャンネルのゲインコンペンセーションを一括でオン /オフします。

0 AG-DG ALL ON ボタン /AG-DG ALL OFF ボタン
すべてのアナログゲインとデジタルゲインとのリンクを一括でオン / オフします。

GAIN/PATCH画面 (8ch)

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルのアイコン /チャン
のチャンネルがセレクテッドチ
キーが点灯します。

1

2

3

7

4

5

6
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パッチされているときに表示されます。

がパッチされているときは、MYカードの種類が表示されます。

ットチャンネルのみ、表示されます。ボタンを押して、ファンタム
り替えます。

ブ
が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを
ンペンセーションがオンのときは、オンにしたと
すインジケーターが表示されます。

す。

N) ボタン
ンセーションのオン /オフを切り替えます。

ンのリンクのオン /オフを切り替えます。リンクをオンにすると、
ンのときでも、アナログゲインの調節によりデジタルゲインが連

切り替えます。

ブ
されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使って調節できます。ゲ
にしている場合、デジタルゲインでインプットチャンネルへの入

が表示されます。

L OFF ボタン
のゲインコンペンセーションを一括でオン /オフします。

-DG ALL OFF ボタン
タルゲインとのリンクを一括でオン / オフします。
28

2 PATCHボタン
インプットチャンネルに入力ポートをパッチするPORT SELECT 画面が表示されます。

PORT SELECT画面

・ TAKE FROM PORTボタン
ポート側のHA設定が優先されます。パッチを変更してもポートのHA設定はそのままとなりま
す。

・ TAKE FROM CHANNELボタン
チャンネル側のHA設定が優先されます。直前にパッチされていたポートのHA設定を、新しく
パッチされたポートにコピーします。

チャンネル側のHA設定が選択された場合、チャンネル側から下記のHA設定がパッチしたポー
トにコピーされます。これらの設定を持たない (HAのない )入力からインプットチャンネルの
パッチを行なうと、初期値が設定されます。

NOTE
以前に何もパッチされていないインプットチャンネルに新規でパッチを行なう場合は、HA 
INFOフィールドの TAKE FROM CHANNEL ボタンが押されているときに、初期値が設定され
ます。

3 HAセクション
インプットチャンネルにHAが

NOTE
HAが確認できないスロット

・ +48Vボタン
HAがパッチされているインプ
電源 (+48V) のオン /オフを切

・ A.GAIN ( アナログゲイン )ノ
HAのアナログゲインの設定値
使って調節できます。ゲインコ
きのアナログゲインの位置を示

・ レベルメーター
入力信号のレベルが表示されま

・ GC (GAIN COMPENSATIO
チャンネルごとにゲインコンペ

4 AG-DG LINK ボタン
アナログゲインとデジタルゲイ
ゲインコンペンセーションがオ
動します。

5 φ(フェイズ )ボタン
入力される信号の正相 /逆相を

6 D.GAIN ( デジタルゲイン )ノ
デジタルゲインの設定値が表示
インコンペンセーションをオン
力レベルを調節します。

7 デジタルゲインメーター
デジタルゲイン通過後のレベル

8 GC ALL ONボタン /GC AL
すべてのインプットチャンネル

9 AG-DG ALL ONボタン /AG
すべてのアナログゲインとデジ

HA設定内容 初期値

HAのゲイン量 -6dB

HPF のオン /オフ オフ

ファンタム電源のオン /オフ オフ

ゲインコンペンセーションのオン /オフ オフ

TAKE FROM PORT ボタン

TAKE FROM CHANNEL ボタン
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がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
択されているときのみに、表示されます。

ン /オフ状態が表示されます。

定状態が表示されます。

がパッチされたインプットチャンネルでは、1の位置にパッチ先
示されます。3は表示されません。
ットチャンネルでは、1の位置にラックのポート ID が表示され

プットチャンネルでは、1の位置に「----」と表示されます。

DIGITAL GAIN のとき

ンの設定値が表示されます。ノブを押してチャンネルを選び、
設定値を操作します。

がフルスケールを超えたときに点灯します。このインジケーター
択されているときのみに、表示されます。

定状態が表示されます。

PATCHのとき

る入力ポートを選択するPORT SELECT 画面が表示されます。
29

GAIN/PATCH画面
(1-32、33-64/ST IN(QL5)、ST IN(QL1))
該当するインプット系チャンネルのHAの設定状態が表示されます。また、[TOUCH AND TURN] ノ
ブを使って、選択されているヘッドアンプのゲインを調節します。

1 パラメーター切り替えボタン
画面に表示させるパラメーターを切り替えます。
・ ANALOG GAIN ....................... アナログゲイン
・ DIGITAL GAIN ........................ デジタルゲイン
・ PATCH ...................................... パッチの選択

2 GC ALL ON/GC ALL OFF ボタン
すべてのインプットチャンネルのゲインコンペンセーションを一括でオン /オフするボタンで
す。

3 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択するボタンです。複数のチャンネルも同時に選択できます。

■ パラメーター切り替えボタン=ANALOG GAINのとき

1 GAINノブ
チャンネルごとのアナログゲインの設定値が表示されます。ノブを押してチャンネルを選び、
[TOUCH AND TURN] ノブで設定値を操作します。ゲインコンペンセーションがオンのときは、
オンにしたときのアナログゲインの位置を示すインジケーターが表示されます。

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号
は、インプットチャンネルが選

3 +48Vインジケーター
チャンネルごとの+48Vのオ

4 φ(フェイズ )インジケーター
チャンネルごとのフェイズの設

NOTE
HAが認識できないスロット
のスロット /ポート番号が表
ラックがパッチされたインプ
ます。
何もパッチされていないイン

■ パラメーター切り替えボタン=

1 GAINノブ
チャンネルごとのデジタルゲイ
[TOUCH AND TURN] ノブで

2 OVERインジケーター
入力ポートやラック出力の信号
は、インプットチャンネルが選

3 φ(フェイズ )インジケーター
チャンネルごとのフェイズの設

■ パラメーター切り替えボタン=

1 PATCHボタン
押すと、チャンネルにパッチす

12 12

3

1 3

2

4

1
2

3
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からSTEREO/MONOバスに信号を送る
ンのスピーカーに信号を出力するために利用します。STEREO
法としては、ST/MONOモードと LCRモードという2つのモー
ます。それぞれのモードの特徴は、次のとおりです。

EOバスとMONOバスのそれぞれに対して、独立して信号を送る

REOバスとMONOバスに送られる信号のオン /オフを、個別に

バスの L/Rに送られる信号の定位は TO ST PANノブで操作し
は、このノブの影響は受けません )。
バスに送られる左右の信号の音量バランスを調節します。
に設定すると、STEREOバスの L/Rに送られる信号の定位を個

TEREO(L/R) と MONO(C) の合計 3本のバスに一括して送る方

REOバスとMONOバスに送られる信号のオン /オフは、一括し

REO(L/R) バスに送られる信号とMONO(C) バスに送られる信
イドレシオ ) ノブで設定できます。
REO(L/R) バスとMONO(C) バスに送られる信号のレベルは、
ブの設定に応じて変化します。

の信号をヘッドフォンなどでモニターする場合は、次の手順を始
クセスエリアのMONITORボタンを押し、モニターソースとして
さい。
30

ゲインコンペンセーションがオンのときのアナログゲインとデジタルゲインの関係
ゲインコンペンセーションがオンのときは、アナログゲインを動かすと、I/Oデバイスがアナログゲイ
ンを動かした幅と同じだけ戻した信号をオーディオネットワークへ出します。このため、オーディオ
ネットワーク上の信号は、デジタル領域で常に一定のレベルに補正された状態になります。
たとえば、アナログゲインの値を+30dBに設定した状態でゲインコンペンセーションをオンにした
場合、アナログゲインを+45まで上げても、オーディオネットワークへは -15dB補正されて+30dB
のレベルで送られます。

1台の I/Oデバイスを共有して、FOH卓とモニター卓を使用するときに、FOH卓でアナログゲインを
動かしても、モニター卓の入力レベルに影響しません。オーディオネットワークに流れる信号が一定の
レベルになるため、アナログゲインをできるだけ上げた場合に、相対的にノイズフロアを下げS/N比
を改善できます。
QLシリーズのインプットチャンネルに入力される各信号のゲインはQLシリーズのデジタルゲイン
で調節します。
注意する点として、アナログゲインを上げすぎて歪んでいる場合は、いったんゲインコンペンセーショ
ンをオフにして、適切な入力レベルに設定し直してからゲインコンペンセーションをもう一度オンにす
る必要があります。ゲインコンペンセーションをオンにしたままでアナログゲインを下げても、ゲイン
コンペンセーションの働きでオーディオネットワーク上の信号が同じだけ増幅されるので、信号が歪ん
だままになります。

NOTE
USER DEFINEDキーに SET BY SEL 機能のゲインコンペンセーションのオン /オフを割り
当てると、この操作を素早く行なえます。

インプット系チャンネル
STEREOバス /MONOバスは、メイ
バスやMONOバスに信号を送る方
ドがあり、チャンネルごとに選択でき

■ ST/MONOモード
インプット系チャンネルからSTER
方法です。
・ インプット系チャンネルからSTE
切り替えができます。

・ INPUTチャンネルからSTEREO
ます (MONOバスに送られる信号

・ ST IN チャンネルからSTEREO
PAN/BALANCEモードをPAN
別に調整できます (→ P.31)。

■ LCRモード
インプット系チャンネルの信号を、S
法です。
・ インプット系チャンネルからSTE
て切り替わります。

・ インプット系チャンネルからSTE
号のレベル比を、CSR ( センターサ

・ インプット系チャンネルからSTE
TO ST PANノブ /BALANCEノ

NOTE
STEREOバスやMONOバス
める前に、ファンクションア
「LCR」を選択しておいてくだ
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(8ch)
ャンネルからSTEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送る信号
作します。

のチャンネルも同時に選択できます。

灯します。

)の場合は、モードがST/MONOと LCRとで、STEREOチャン
CEとで切り替わります。

画面 TO STEREO/MONO画面

LCRモード
31

TO STEREO/MONO画面
8チャンネル単位で、インプット系チ
のオン /オフやパン /バランスを操

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択します。複数

2 モード表示インジケーター
現在の選ばれているモードが点

3 MODE選択ボタン
INPUTチャンネル ( モノラル
ネルの場合はPANと BALAN

手順
1. STEREO/MONOバスに信号を送りたいインプット系チャンネルのファンタム電源、ゲイン、フェ
イズを設定する。 

2. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを押して、
STEREO/MONOバスに信号を送りたいインプット系チャンネルを選ぶ。

3. SELECTED CHANNEL VIEW画面のPAN/BALANCEフィールドのノブを押して選択し、もう
1回ノブを押す。

4. TO STEREO/MONO画面のMODE選択ボタンを使って、チャンネルごとにST/MONOモードま
たは LCRモードを選ぶ。

5. トップパネルのMASTERセクションで、ST INチャンネル(ステレオ）/INPUTチャンネル(モノラ
ル )の [ON] キーをオンにして、フェーダーを適切な位置まで上げる。

6. トップパネルの INPUTセクションで、操作するインプット系チャンネルの [ON] キーをオンにし
て、フェーダーを適切な位置まで上げる。

以下の操作は、手順4でST/MONOモードを選んだチャンネルと LCRモードを選んだチャンネルで
異なります。

ST/MONOモードを選んだチャンネル
7. TO STEREO/MONO画面のSTEREO/MONOボタンを使って、インプット系チャンネルから
STEREOバス /MONOバスに送る信号のオン /オフを個別に切り替える。

8. TO ST PANノブを使って、インプット系チャンネルからSTEREOバスに送られる信号の定位を設
定する。

LCRモードを選んだチャンネル
7. TO STEREO/MONO画面のLCRボタンを使って、インプット系チャンネルからSTEREOバス/
MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替える。

8. CSRノブを使って、そのチャンネルからSTEREO(L/R)バスに送られる信号とMONO(C)バスに
送られる信号のレベル比を設定する。

9. TO ST PANノブを使って、インプット系チャンネルからSTEREO(L/R)バスにMONO(C)バスに
送られる信号の定位を設定する。

SELECTED CHANNEL VIEW

1

2
3

6
5

4

7

ST/MONOモード
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IN(QL5)、ST IN(QL1))
らSTEREOバス /MONOバスに送られる信号の状態が表示され
はバランスを調節します。

のチャンネルも同時に選択できます。

でクリップが生じたときに点灯します。

CEノブ
す。
て選択し、[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。
ー検出ポイントで1箇所でも信号がOVERすると、ノブ右側の
。

ドに設定されているときに、チャンネルからSTEREOバス /
オン /オフ状態が個別に表示されます。
ードに設定されているときは、この位置に LCRインジケーター
ーターは、そのチャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送
一括で表示されます。
32

4 STボタン /MONOボタン
MODEボタンがST/MONOモードに設定されているときに、そのチャンネルからSTEREOバ
ス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを切り替えます。

5 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップが生じたときに点灯します。

6 TO ST PAN/TO ST BALANCEノブ
INPUTチャンネル (モノラル ) では、STEREOバスに送られる信号の左右の定位を調節する
PANノブとして機能します。ST IN チャンネル (ステレオ）では、PANノブとして機能するほか
にSTEREOバスに送られる左右の信号の音量バランスを調節するBALANCEノブとしても機
能します。値を変更するには、ノブを押して選択し、[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。

7 タブ
画面を切り替えます。

8 LCRボタン
MODEボタンが LCRモードに設定されているときは、4の代わりに表示されます。チャンネル
からSTEREOバス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替えます。このボ
タンをオフにすると、該当するインプット系チャンネルからは、STEREOバス /MONOバスに一
切信号が送られません。

9 CSRノブ
チャンネルからSTEREO(L/R) バスに送られる信号と、MONO(C) バスに送られる信号のレベ
ル比を0～ 100％の範囲で設定するノブです。値を変更するには、ノブを押して選択し、
[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。( → P.33)

TO STEREO/MONO画面
(CH1-32、CH33-64/ST 
該当するインプット系チャンネルか
ます。また、選択されているパンまた

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択します。複数

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置

3 TO ST PAN/TO ST BALAN
PANや BALANCEを調節しま
値を変更するには、ノブを押し
なお、そのチャンネルのメータ
Σインジケーターが点灯します

4 ST/MONOインジケーター
チャンネルがST/MONOモー
MONOバスに送られる信号の
また、そのチャンネルが LCRモ
が表示されます。LCRインジケ
られる信号のオン /オフ状態が

8

9

1
2
3
4
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T IN チャンネル )

R

MONO(C) バスに送られる信号

STEREO(L) バスに送られる信号

STEREO(R) バスに送られる信号

R

ST IN(L) チャンネルからMONO(C) バスに
送られる信号

ST IN(L) チャンネルから STEREO(L) バスに
送られる信号

R

ST IN(R) チャンネルからMONO(C) バスに
送られる信号

ST IN(R) チャンネルから STEREO(R) バスに
送られる信号
33

LCRモード選択時の信号レベル
LCRモードを選んだ場合、CSRノブと TO ST PANノブの設定によって、STEREO(L/R) バスと
MONO(C) バスに送られる信号レベルが変わります。

■ CSRノブが0%の場合 (INPUTチャンネル (モノラル ))
TO ST PANノブが通常のPANノブとして働き、MONO(C) バスには信号が送られません。

■ CSRノブが0%の場合 (ST IN チャンネル (ステレオ）)
TO ST BALANCEノブが通常のBALANCEノブとして働き、MONO(C) バスには信号が送られませ
ん。

■ CSRノブが100%の場合

■ CSRノブが100%の場合 (S

CL R
TO ST PAN ノブ

STEREO(L) バスに送られる信号
信
号
レ
ベ
ル

STEREO(R) バスに送られる信号

CL R

信
号
レ
ベ
ル

TO ST BALANCEノブ

STEREO(L) チャンネルから STEREO(L) バス
に送られる信号

CL R

信
号
レ
ベ
ル

TO ST BALANCEノブ

STEREO(R) チャンネルから STEREO(R) バ
スに送られる信号

CL
PANノブ

信
号
レ
ベ
ル

CL
TO ST BALANCEノブ

信
号
レ
ベ
ル

CL
TO ST BALANCEノブ

信
号
レ
ベ
ル
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FIXEDタイプと、センドレベルが可変のVARI タイプとがあり
のみです。奇数 /偶数の順に並んだ2系統のMIXバス単位で、
替えることができます。切り替えは、SETUPボタン→BUS 
SETUP画面で行ないます。

合

代わりに灰色の円が表示され、センドレベルの調節はできません。

TRIXバスの場合

使って、センドレベルを調節できます。
34

インプット系チャンネルからMIX/MATRIXバスに信号を送る
MIXバスは、主にステージ上のフォールドバックスピーカーや外部のエフェクトプロセッサーに信号
を送るために利用します。MATRIX バスは、主にマスターレコーダーや楽屋のモニターシステムなどの
機器に、STEREOバスやMIXバスとは異なるミックスを送信する用途で利用します。
インプット系チャンネルからMIX/MATRIX バスに信号を送るには、次の2つの方法があります。

■ セレクテッドチャンネルセクションを使う
[TOUCH AND TURN] ノブを使って、MIX/MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法です。こ
の方法を使えば、特定のインプット系チャンネルからすべてのMIX/MATRIX バスに送られる信号を
同時に操作できます。

■ フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
QLシリーズをSENDS ON FADERモードに切り替え、トップパネルのフェーダーを使ってMIX/
MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法です。この方法を使えば、すべてのインプット系チャン
ネルから特定のMIX/MATRIX バスに送られる信号を同時に操作できます。

セレクテッドチャンネルセクションを使う
[TOUCH AND TURN] ノブを使って、特定のインプット系チャンネルからすべてのMIX/MATRIX バ
スに送られる信号のセンドレベルを調節します。

MIX バスには、センドレベルが固定の
ます。MATRIX バスはVARI タイプ
FIXEDタイプとVARI タイプを切り
SETUPボタンで表示されるBUS 

■ MIXバスが FIXEDタイプの場

TO MIX SEND LEVEL ノブの

■ MIXバスがVARI タイプ /MA

[TOUCH AND TURN] ノブを

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを押して、MIX/
MATRIX バスに信号を送るインプット系チャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のSENDフィールドにあるONボタンをオンにする。

3. [TOUCH AND TURN] ノブを使って、MIX/MATRIX バスへのセンドレベルを調節する。

SELECTED CHANNEL VIEW画面
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すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
T」に設定します。このとき、PRE/POSTボタンが消灯します。

されます。

スを選びます。

選びます。ボタン内に現在のチャンネルのアイコン /番号 /カ
されます。

ドポイントをPREまたはPOSTに切り替えます。ボタンが点灯
す。

したときは、さらにMIX/MATRIX バスごとに PRE EQ (EQ 直前 )
ダー直前 ) が選択できます。この設定は、BUS SETUP 画面で行な

は、PRE/POST ボタンは表示されません。

ドのオン /オフを切り替えます。

はバランスを設定します。送り先がモノラルの場合、または
、このノブは表示されません。
Nになります。
 STEREO/MONO画面のPAN/BALANCE
を選べます。ここで選んだモードのノブが表示
35

■ MIX/MATRIX バスがステレオバスの場合

奇数 /偶数の番号順に並んだ2系統のMIX/MATRIX バスの主要なパラメーターを連動できま
す。送り先のMIX/MATRIX バスがステレオに設定されているときは、2つ並んだTO MIX/
MATRIX SEND LEVEL ノブのうち、左側のノブがTO MIX/MATRIX PANノブ (TO 
STEREO/MONO画面でBALANCEモードを選んでいるときはBALANCEノブ ) として機能
します。

NOTE
･ INPUT チャンネル ( モノラル ) では、右側のノブで 2系統のMIX/MATRIX バスに共通のセン
ドレベル、左側のノブで 2系統のMIX/MATRIX バス間の定位を設定します。左側の TO MIX/
MATRIX SEND PAN ノブを左に回すほど奇数番号のMIX/MATRIX バス、右に回すほど偶数番
号のMIX/MATRIX バスに送る信号の量が増えます。
･ ST IN チャンネル ( ステレオ ) では、TO STEREO/MONO画面 (8ch) で BALANCEモードを選
んでいる場合は、右側のノブで 2系統のMIX/MATRIX バスに共通のセンドレベル、左側のノブ
で2系統のMIX/MATRIXバスに送られる左右の信号の音量バランスを設定します。左側のTO 
MIX/MATRIX SEND BAL ノブを左に回すほど Lチャンネルから奇数番号のMIX/MATRIX バ
スに送る信号の量が増え、右に回すほど Rチャンネルから偶数番号のMIX/MATRIX バスに送
る信号の量が増えます。TO STEREO/MONO画面 (8ch) で PANモードを選んでいるときは、
左側のノブはPANノブとして機能します。右側のノブは、BALANCEモードと同じセンドレベ
ルです。

MIX SEND/MATRIX SEND画面

1 ALL PRE ボタン
選択されている送り先に対するすべての送り元 (インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
ル ) の送出位置を「PRE」に設定します。このとき、PRE/POSTボタンが点灯します。

2 ALL POSTボタン
選択されている送り先に対する
ル ) のセンドポイントを「POS

3 送り先表示
現在選ばれている送り先が表示

4 送り先選択ボタン
送り先となるMIX/MATRIX バ

5 チャンネル選択ボタン
操作する送り元のチャンネルを
ラー、ボタンの下に名前が表示

6 PRE/POSTボタン
送り元のチャンネルごとにセン
している場合は、PREになりま

NOTE
･ PRE/POST ボタンをオンに
または PRE FADER ( フェー
います ( → P.216)。
･ FIXEDタイプのMIX バスで

7 SEND ON/OFF ボタン
送り元のチャンネルごとにセン

8 SEND PAN/BALANCEノブ
ステレオの送り先へのパンまた
FIXEDに設定されている場合
送り元がモノラルの場合は、PA
送り元がステレオの場合は、TO
モードでPANかBALANCE
されます。

13 32 1 2
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7
6

5
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8 8
7
6

5
4
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RIX バス選択ボタンをもう 1回押すと、対応するMIX/MATRIX
がオンになります。選択したMIX/MATRIX バスに送られる信号
の方法が便利です。
NDS ON FADER の機能をアサインできます。これにより、特定の
DS ON FADER モードに素早く切り替えたり、元の状態に戻した

ド

に表示するバスをMIXとMATRIX で切り替えます。

スを選びます。

終了します。

3

2

1
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9 SEND LEVEL ノブ
選択されている送り先へのセンドレベルが表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使って
操作できます。
送り先が FIXEDに設定されているときは、灰色の円だけが表示されます。

フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
トップパネルのフェーダーを使って、すべてのインプット系チャンネルから特定のMIX/MATRIX バ
スに送られる信号を設定します。

NOTE
･ SENDS ON FADERボタンを押すと、SENDS ON FADER モードに切り替わります。
チャンネルストリップセクションとマスターセクションのフェーダーは、それぞれのチャンネ
ルから現在選ばれているMIX/MATRIX バスへのセンドレベルの値にフェーダーが移動しま
す。また、[ON] キーも SEND ON の状態に変わります。

･ 現在選ばれているMIX/MAT
チャンネルのキューモニター
をモニターしたいときは、こ
･ USER DEFINED キーに SE
MIX/MATRIX バスへのSEN
りできます。

SENDS ON FADERモー

1 MIX/MATRIX 切り替えボタン
ファンクションアクセスエリア

2 MIX/MATRIX バス選択ボタン
フェーダーを使って操作するバ

3 閉じるボタン
SENDS ON FADERモードを

手順
1. 信号を送るMIX/MATRIX バスに出力ポートを割り当て、対応する出力ポートにモニターシステム
や外部エフェクトなどを接続する。

2. ファンクションアクセスエリアのSENDS ON FADERボタンまたは現在点灯しているSENDS 
ON FADERセクションのキーを押す。

3. ファンクションアクセスエリアのMIX/MATRIX切り替えボタンを押して、MIXとMATRIXを切り
替える。

4. ファンクションアクセスエリアのMIX/MATRIXバス選択ボタンまたはSENDS ON FADERセク
ションのキーを使って、送り先となるMIX/MATRIX バスを選ぶ。

5. トップパネルのチャンネルストリップセクションのフェーダーを使って、インプット系チャンネル
から選択したMIX/MATRIX バスへのセンドレベルを調節する。

SENDS ON FADER
セクション

ファンクション
アクセスエリア
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)
のオン /オフや設定値を操作します。

表示され、ディレイタイムを表示する単位を選べます。
メートル /秒 )、feet ( フィート /秒 )、sample ( サンプル数 )、
数 ) の５種類です。単位として frameを選択すると、６つのフ
7、29.97D、25、24) が選択できます。このとき、チャンネルネー
fr が表示されます。

画面 INPUT DELAY画面

1 6
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チャンネルネームディスプレイの表示
SENDS ON FADERモード時に、チャンネルのオン /オフを表示します。

USER SETUP ポップアップ画面の PREFERENCEページにて、NAME DISPLAYの設定を
「NAME ONLY」にした場合、チャンネル番号を表示します。

チャンネル間の遅延を補正する (インプットディレイ )
ここでは、インプットディレイを使ってインプット系チャンネル間の遅延を補正する方法について説明
します。
ステージ上のマイク配置による位相差の補正や、位相差を利用してサウンドに奥行きを作る演出、テレ
ビ放送などで中継先からの映像と音声の時間差があるときの補正などのためにインプットディレイを
使います。

INPUT DELAY画面 (8ch
インプット系チャンネルのディレイ

1 DELAY SCALE ボタン
押すと、DELAY SCALE 画面が
ディレイスケールは、meter (
ms ( ミリ秒 )、frame( フレーム
レームレート (30、30D、29.9
ムディスプレイには単位として

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを押して、イン
プット系チャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面の INPUT DELAYフィールドを押す。

3. [TOUCH AND TURN] ノブを使って、ディレイを設定する。

4. DELAY ONボタンを押す。

チャンネル オン

チャンネル オフ

チャンネル番号の表示

SELECTED CHANNEL VIEW

2

4

3

5
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チャンネルのみ )
値を操作できます。現在の設定値は、ノブの横 ( 常にms単位で表
いるスケールで表示 ) で確認できます。

ミリ秒 ) が選択されている場合、ノブの右には何も表示されませ

ルにおける追加機能
ルの入力信号を、一時的にモノラルに設定することができます。設

ル信号となります。

ル信号となります。

STEREO R
STEREO L

ON

ON

PAN/BAL

PAN/BAL

STEREO R
STEREO L

ON

ON

PAN/BAL

PAN/BAL
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2 チャンネル選択ボタン
現在選ばれているインプットチャンネルが青で表示されます。押すと、そのチャンネルが選択され
ます。

3 ディレイ設定ノブ (インプットチャンネルのみ )
[TOUCH AND TURN] ノブでディレイの値を操作します。現在の設定値は、ノブの上 (常にms
単位で表示 ) とノブの下 ( 現在選ばれているスケールで表示 ) で確認できます。DELAY SCALE
としてms( ミリ秒 ) が選択されている場合、ノブの上には何も表示されません。

4 DELAY ONボタン
ディレイのオン /オフを切り替えます。

5 タブ
画面を切り替えます。

6 閉じるボタン
画面を閉じます。

INPUT DELAY (CH1-32、CH33-64/ST IN(QL5)、ST IN(QL1))

1 DELAY SCALE ボタン
押すと、ディレイタイムを表示する単位を選ぶDELAY SCALE 画面が表わされます。

2 チャンネル選択ボタン
現在選ばれているインプットチャンネルを点灯で示します。押すと、そのチャンネルが選択されます。

3 ディレイ設定ノブ (インプット
[TOUCH AND TURN] ノブで
示 ) とノブの下 ( 現在選ばれて

NOTE
DELAY SCALEとしてms (
ん。

ステレオインプットチャンネ
V3で、ステレオインプットチャンネ
定として次の3つを選択できます。

■ L-MONO設定
L チャンネルのみの一時的なモノラ

■ R-MONO設定
Rチャンネルのみの一時的なモノラ

1

2
3

STEREO IN Lch

STEREO IN Rch

STEREO IN Lch

STEREO IN Rch
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ド
ます。選択した設定ボタンが点灯し、他は消灯します。

を選択した場合、OVERVIEW画面は以下のようになります。

ン
すことで設定が切り替わります。
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■ LR-MONO設定
両チャンネルの信号が一時的にモノラル信号となります。

■ 設定方法
ステレオインプットチャンネルを選択した場合、SELECTED CHANNEL VIEW画面は以下のように
なります。

1 LR-MONO SELECTフィール
４つのボタンから１つを選択し

ステレオインプットチャンネル

2 LR-MONO SELECT選択ボタ
トグルボタンです。繰り返し押

STEREO IN Lch

STEREO IN Rch

STEREO R
STEREO L

ON

ON

PAN/BAL

PAN/BAL

1

通常の STEREO設定

L-MONO設定

R-MONO設定

LR-MONO設定

2

 



インプット系チャンネル

 リファレンスマニュアル

IEW画面
ドモードに設定すると、SELECTED CHANNEL VIEW画面は以

グを設定します。

グを設定します。

はOFFにしてください。

右、センターチャンネルに送る割合を設定します。0にするとフロ
ネルのみに送られます。50にすると、左、右、センターの各チャン
100にするとセンターチャンネルのみに送られます。

7
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インプット系チャンネルのサラウンド出力について

サラウンドモードに設定する
バスの設定をサラウンドモードに変更することで、サラウンドミックスが可能になります。

NOTE
ステレオモードからサラウンドモードに設定すると、MIX1/2、3/4、5/6 のシグナルタイプは
MONO x2 に変更されます。
ただし、サラウンドモードからステレオモードに設定しても、MIX1/2、3/4、5/6 のシグナルタ
イプはMONO x2 のままです。

SELECTED CHANNEL V
BUS SETUPでバス設定をサラウン
下のようになります。

1 L/R ノブ
左右のサラウンドポジショニン

2 F/R ノブ
前後のサラウンドポジショニン

3 各バスへのアサインボタン
音声信号を出力したくないバス

4 DIV ノブ
フロントセンターの信号を左、
ントセンター信号は左右チャン
ネルに同等に送られます。また

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のSURROUND SETUPボタン ( → P.183) を押す。

3. 5.1SURROUNDボタンを押す。

4. MIX1～ 6をサラウンド出力のどのチャンネルにアサインするか選択する。

5. APPLYボタンを押す。

6. 確認画面のOKボタンを押す。

SETUP画面 SURROUND SETUP画面

1

6

2

4

5

3

3
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わしています。ここを押すと、SURROUND PAN 1CH画面が開

る画面と F/R を調整する画面を切り替えます。
調整できます。

ネルのレベルを設定します。
調整できます。

を調整している場合
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5 LFE ノブ
LFE（低周波エフェクト）チャンネルのレベルを設定します。

6 サラウンドポジション
サラウンドポジションがハードパン ( 振り切り ) になっているか、それ以外かでボールの色が変
わります。
ハードパン：赤色
それ以外：オレンジ色

7 サラウンドグラフ
サラウンドポジショニングを表わしています。ここを押すと、SURROUND PAN 1CH画面が開
きます。

OVERVIEW画面
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、OVERVIEW画面は以下のようになります。

1 サラウンドグラフ
サラウンドポジショニングを表
きます。

2 L/R F/R 切り替えボタン
トグルボタンで、L/R を調整す
[TOUCH AND TURN] ノブで

3 LFEノブ
LFE（低周波エフェクト）チャン
[TOUCH AND TURN] ノブで

3

2

1

L/R を調整している場合

3

2

1

F/R
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右、センターチャンネルに送る割合を設定します。0にするとフロ
ネルのみに送られます。50にすると、左、右、センターの各チャン
100にするとセンターチャンネルのみに送られます。[TOUCH 
ます。

ネルのレベルを設定します。
調整できます。

設定値にリセットされます。

ッファーメモリーにコピーされます。

コピーされている設定値が、現在の設定にペーストされます。バッ
がコピーされていないときは、何も起きません。
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SURROUND PAN画面 (1ch)
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、SURROUND PAN画面 (1ch) は以下の
ようになります。この画面はSELECTED CHANNEL VIEW画面およびOVERVIEW画面でパン表示
部を押すと表示されます。

1 サラウンドグラフ
サラウンドポジショニングを表わしています。

2 サラウンドポジショニング
グラフ内のボールをタッチ＆ドラッグすることでサラウンドポジショニングが設定できます。

3 各バスへのアサインボタン
初期値はすべてONになっています。音声信号を出力したくないバスはOFF にしてください。

4 L/Rノブ
左右のサラウンドポジショニングを設定します。
[TOUCH AND TURN] ノブで調整できます。

5 F/Rノブ
前後のサラウンドポジショニングを設定します。
[TOUCH AND TURN] ノブで調整できます。

6 DIV ノブ
フロントセンターの信号を左、
ントセンター信号は左右チャン
ネルに同等に送られます。また
AND TURN] ノブで調整でき

7 LFEノブ
LFE（低周波エフェクト）チャン
[TOUCH AND TURN] ノブで

8 DEFAULT ボタン
押すと、各パラメーターが初期

9 COPYボタン
各パラメーターの設定値が、バ

0 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリーに
ファーメモリーに有効なデータ

>9

1

3 8

6 754

3

2
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わしています。

る画面と F/Rを調整する画面を切り替えます。
調整できます。

を調整している場合
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SURROUND PAN画面 (1-32、33-64/ST IN(QL5)、ST IN (QL1))
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、SURROUND PAN画面 (1-32、33-
64/ST IN(QL5)、ST IN (QL1)) は以下のようになります。この画面はSELECTED CHANNEL 
VIEW画面およびOVERVIEW画面でパン表示部を押すと表示されます。

1 サラウンドグラフ
サラウンドポジショニングを表

2 L/R F/R 切り替えボタン
トグルボタンで、L/Rを調整す
[TOUCH AND TURN] ノブで

1

2

L/R を調整している場合

1

2

F/R
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面は以下のようになります。MIX1～ 6に関して設定できるパラ
となります。

を操作する
メーター(HA設定を含む ) をストア /リコールする「INPUT 

CTED CHANNEL VIEW画面の LIBRARYボタンを押します。
取扱説明書 ( 別紙 ) の「ライブラリーを使う」をご参照ください。
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TO STEREO/MONO画面
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、MIX1-8 の TO STEREO/MONO 8CH
画面は以下のようになります。MIX1-6 はダウンミックス設定用になります。

1 L/Rボタン
出力先を設定します。

2 係数設定フェーダー
ダウンミックス係数を設定します。∑クリップが付いています。

TO STEREO/MONO OUTPUT画
メーターはなく、一覧するだけの画面

チャンネルライブラリー
インプット系チャンネルの各種パラ
CHANNEL LIBRARY」があります。
ライブラリーを呼び出すには、SELE
ライブラリーの操作方法については

2

1

LIBRARY ボタン
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O(C) チャンネル
らSTEREOバス、MONO(C) バスに送られた信号を加工し、対応
出するチャンネルです。インプット系チャンネルが LCRモード
とMONO(C) チャンネルを組み合わせて、3系統の出力チャン

ネル、STEREO/MONOチャンネルからMATRIX バスに送られ
トに送出するチャンネルです。

イザー)
、LOWの4バンドを備えたパラメトリックEQです。

1)
ー/コンパンダーとして利用できるダイナミクスプロセッサーで

します。

ONLEVEL
ONLEVEL

LEVEL

PAN/BAL

ON

To MATRIX
VARI

To MATRIX
VARI 

STEREO

(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

To OUTPUT PATCH
To MONITOR SELECTATT 4BAND 

EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

INSERT

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT 1, 2 OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Key in
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX13-16 OUT/
 ST(L,R,MONO(C)) POST EQ

PRE FADER

(C)

ON

POST ON

METER
POST ON

STEREO OUT
L,R,MONO(C)INSERT

METER
PRE FADER

BAL

PRE FADER
INSERT 1, 2 OUT

PRE FADER / POST ON

PRE FADER / POST ON

SERT POINT POST ON      INSERT 1, 2 OUT
PRE FADER INSERT 1, 2 OUT
PRE EQ        INSERT 1, 2 OUT

POST ON
INSERT 1, 2 OUT

INSERT

To OUTPUT PATCH
To MONITOR SELECTATT 4BAND 

EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

INSERT

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT 1, 2 OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Key in
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX13-16 OUT/
 MATRIX1-8 POST EQ

PRE FADER

ON

POST ON

METER
POST ON

MATRIX OUT 1-8
INSERT

METER
PRE FADER

PRE FADER
INSERT 1, 2 OUT

(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

POST ON
INSERT 1, 2 OUT

INSERT

SERT POINT
POST ON      INSERT 1, 2 OUT
PRE FADER INSERT 1, 2 OUT
PRE EQ        INSERT 1, 2 OUT

BAL
45

アウトプット系チャンネル
ここでは、アウトプット系チャンネル (MIX チャンネル、MATRIX チャンネル、STEREOチャンネル、
MONOチャンネル ) について説明します。

アウトプット系チャンネルの信号の流れ
アウトプット系チャンネルは、インプット系チャンネルから各種のバスに送られた信号を、EQやダイ
ナミクスで加工し、出力ポートやほかのバスに送り出すセクションです。アウトプット系チャンネルに
は、次の種類があります。

MIXチャンネル
インプット系チャンネルからMIX バスに送られた信号を加工して、対応する出力ポート、MATRIX バ
ス、STEREOバス、MONO(C) バスに送出するチャンネルです。

STEREOチャンネル /MON
それぞれ、インプット系チャンネルか
する出力ポートやMATRIX バスに送
のときは、STEREO(L/R) チャンネル
ネルとして利用できます。

MATRIX チャンネル
インプット系チャンネル、MIXチャン
た信号を加工して、対応する出力ポー

・ 4 BAND EQ (4 バンドイコラ
HIGH、HIGH MID、LOW MID

・ DYNAMICS1 ( ダイナミクス
コンプレッサー/エキスパンダ
す。

・ LEVEL ( レベル )
チャンネルの出力レベルを調節

To OUTPUT PATCH
To RACKIN PATCH
(13-16)To KEYIN 

To MONITOR SELECT

ATT 4BAND 
EQ

COMP
COMPAND
EXPAND

POST EQ

LEVEL

PRE EQ
INSERT 1, 2 OUT

PRE EQ

GR METER
METER

DYNA OUT
METER
EQ OUT

METER
PRE EQ

Key in
 Self PRE EQ/Self POST EQ/MIX13-16 OUT/
 MIX(1-8,9-16) POST EQ

PRE FADER

CUE ON
(PRE FADER)PFL / (POST ON)AFL

MIX 1-16

ON

POST ON

METER
POST ON

MIX OUT1-16INSERT

METER
PRE FADER

PRE FADER
INSERT 1, 2 OUT

To OUTPUT PATCH

MIX
INSERT 1, 2 IN 1-16

To RACKIN PATCH
MIX

INSERT 1, 2 OUT 1-16

ST L

MONO(C)

ST R

PAN/BALTO ST LR MONOTO MONO

LCRTO LCR

CSR
POST ON

PAN MODE

PRE FADER / POST ON

PRE FADER / POST ON
ONLEVEL
ONLEVEL

LEVEL

PAN/BAL

ON

To MATRIX
VARI

To MATRIX
VARI 

STEREO

MATRIX1,3...7
MATRIX2,4...8

INSERT

INSERT POINT
POST ON      INSERT 1, 2 OUT
PRE FADER INSERT 1, 2 OUT
PRE EQ        INSERT 1, 2 OUT

BAL

POST ON
INSERT 1, 2 OUT

INSERT

MIX
1 2 1516

ST
L R

M
O
N
O
(C)

MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

MATRIX1,3...7
MATRIX2,4...8

CUE ON

STEREO L,R,MONO
To OUTPUT PATCH

STEREO
INSERT 1, 2 IN L,R,MONO(C)

To RACKIN PATCH
STEREO

INSERT 1, 2 OUT L,R,MONO(C)

IN

MIX
1 2 1516

ST
L R

M
O
N
O
(C)

MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

MIX
1 2 1516

ST
L R

M
O
N
O
(C)

MATRIX
1 2 7 8

CUE
L R

MATRIX 1-8

To OUTPUT PATCH

MATRIX
INSERT 1, 2 IN 1-8

To RACKIN PATCH
MATRIX

INSERT 1, 2 OUT 1-8

CUE ON

IN
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/ チャンネルカラーを設定する

ンクセレクトキーとトップパネルの[SEL]キーを押して、アウト

名/アイコン/チャンネルカラーを設定したいチャンネルのチャン
ドを押す。

24) と同様の手順で設定する。

PATCH/NAME画面
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・ ON ( オン /オフ )
アウトプット系チャンネルのオン /オフを切り替えます。オフにすると、そのチャンネルはミュー
トされます。

・ MATRIX ON/OFF (MATRIX センドオン /オフ )
MIX チャンネル、STEREO(L/R) チャンネル、MONO(C) チャンネルからMATRIX バスに送ら
れる信号のオン /オフを切り替えます。

・ MATRIX (MATRIX センドレベル )
MIX チャンネル、STEREO(L/R) チャンネル、MONO(C) チャンネルからMATRIX バス 1～8
に送られる信号のセンドレベルを調節します。MATRIX バスへ送られる信号の送出位置は、
フェーダーの直前、[ON] キーの直後の中から選択できます。
なお、送り先のMATRIX バスがステレオに設定されているときは、PANノブを使って2系統の
MATRIX バス間の定位を調節します。また、送り元がステレオのMIX チャンネルまたは
STEREOチャンネルの場合は、BALANCEノブを使って2系統のMATRIX バスに送られる左
右のチャンネルの音量バランスを調節します。

・ INSERT ( インサート )
任意の出力 /入力ポートをパッチして、エフェクトプロセッサーなど外部機器をインサートしま
す。インサートアウト /インサートインの位置は切り替えできます。

・ METER ( メーター)
アウトプット系チャンネルのレベルが表示されます。
レベルの検出位置は切り替えできます。

・ KEY IN ( キーイン ) (MIX チャンネル13～16のみ )
MIX チャンネル13～ 16の出力信号をダイナミクスに送り、ダイナミクスを起動するための
キーイン信号として利用します。

・ RACK IN PATCH ( ラックインパッチ )
アウトプット系チャンネルの出力信号をラックのインプットにパッチします。

・ OUTPUT PATCH ( アウトプットパッチ )
アウトプット系チャンネルに出力ポートを割り当てます。

・ MONITOR SELECT ( モニターセレクト )
アウトプット系チャンネルの出力信号をモニターソースとして選択します。

チャンネル名 /アイコン

手順
1. フェーダーバンクセクションのバ
プット系チャンネルを選ぶ。

2. OVERVIEW画面で、チャンネル
ネル番号 /チャンネル名フィール

3. インプット系チャンネル (→ P.

OVERVIEW画面
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じて、LCRモードのMIX チャンネルからそれぞれのバスに送られ
化するかは、「LCRモード選択時の信号レベル」( → P.33) をご参

(8ch)
STEREO(L/R) バスとMONO(C) バスに送られる信号のオン /
。

のチャンネルも同時に選択できます。

灯します。

画面 TO STEREO/MONO画面

8

9

LCRモード
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MIXチャンネルからSTEREO/MONOバスに信号を送る
STEREOバスやMONOバスに信号を送る方法としては、ST/MONOモードと LCRモードという2
つのモードがあり、チャンネルごとに選択できます。それぞれのモードの特徴は、インプット系チャンネ
ルと同じです。

NOTE
TO ST PAN ノブの操作に応
る信号レベルがどのように変
照ください。

TO STEREO/MONO画面
8チャンネル単位で、MIX チャンネル
オフやパン /バランスを操作します

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択します。複数

2 モード表示インジケーター
現在の選ばれているモードが点

手順
1. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを使って、
STEREO/MONOバスに信号を送りたいMIXチャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のPAN/BALANCEフィールドのノブを押して選択し、もう
1回ノブを押す。

3. TO STEREO/MONO画面のMODE選択ボタンを使って、チャンネルごとにST/MONOモードま
たは LCRモードを選ぶ。

4. トップパネルのMASTERセクションで、STEREOチャンネル/MONOチャンネルの[ON]キーを
オンにして、フェーダーを適切な位置まで上げる。

5. チャンネルの [ON] キーをオンにして、チャンネルストリップセクションのフェーダーを使って、
MIX チャンネルのマスターレベルを適切な位置まで上げる。

以降の操作は、手順3でST/MONOモードを選んだチャンネルと LCRモードを選んだチャンネルで
異なります。

ST/MONOモードを選んだチャンネル
6. TO STEREO/MONO画面のST/MONOボタンを使って、MIXチャンネルからSTEREOバス /
MONOバスに送られる信号のオン /オフを切り替える。

7. TO ST PANノブを使って、MIXチャンネルからSTEREOバスに送られる信号の定位を設定する。

LCRモードを選んだチャンネル
6. TO STEREO/MONO画面の LCRボタンをオンにする。

7. CSRノブを押して選び、[TOUCH AND TURN]ノブを使って、そのチャンネルからSTEREO(L/
R) バスに送られる信号とMONO(C) バスに送られる信号のレベル比を設定する。

8. TO ST PANノブを押して選び、[TOUCH AND TURN] ノブを使って、MIX チャンネルから
STEREO(L/R) バスにMONO(C) バスに送られる信号の定位、およびMONO(C) バスと
STEREO(L/R) バスに送られる信号のバランスを調節する。

SELECTED CHANNEL VIEW

1

2
3

6
5

4

7

ST/MONOモード
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 IN(QL5)、ST IN(QL1)、OUTPUT)
バス /MONOバスに送られる信号の状態が表示されます。また、選
調節します。

のチャンネルも同時に選択できます。

でクリップが生じたときに点灯します。

CEノブ
す。
て選択し、[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。
ー検出ポイントで1箇所でも信号がOVERすると、ノブ右側のΣ
します。

ドに設定されているときに、チャンネルからSTEREOバス /
オン /オフ状態が個別に表示されます。
ードに設定されているときは、この位置に LCRインジケーター
ーターは、そのチャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送
一括で表示されます。
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3 MODE選択ボタン
ボタンを押すと、モードがST/MONOと LCRとで切り替わります。

4 STボタン /MONOボタン
MODEボタンがST/MONOモードに設定されているときに、そのチャンネルからSTEREOバ
ス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを個別に切り替えます。

5 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップが生じたときに点灯します。

6 TO ST PAN/TO ST BALANCEノブ
シグナルタイプがMONOのMIX チャンネルの場合、STEREOバスに送られる信号の左右の定
位を調整するPANノブとして、STEREOのMIX チャンネルの場合はSTEREOバスに送られ
る左右の信号の音量のバランスを調節するBALANCEノブとして機能します。値を変更するに
は、ノブを押して選択し、[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。

7 タブ
画面を切り替えます。

8 LCRボタン
チャンネルからSTEREOバス /MONOバスに送られる信号のオン /オフを一括して切り替え
ます。このボタンをオフにすると、該当するインプット系チャンネルからは、STEREOバス /
MONOバスに一切信号が送られません。

9 CSRノブ
チャンネルからSTEREO(L/R) バスに送られる信号と、MONO(C) バスに送られる信号のレベ
ル比を0～ 100％の範囲で設定するノブです。値を変更するには、ノブを押して選択し、
[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。

TO STEREO/MONO画面
(CH1-32、CH33-64/ST
該当するチャンネルからSTEREO
択されているパンまたはバランスを

1 チャンネルセレクトボタン
チャンネルを選択します。複数

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置

3 TO ST PAN/TO ST BALAN
PANや BALANCEを調節しま
値を変更するには、ノブを押し
なお、そのチャンネルのメータ
クリップインジケーターが点灯

4 ST/MONOインジケーター
チャンネルがST/MONOモー
MONOバスに送られる信号の
また、そのチャンネルが LCRモ
が表示されます。LCRインジケ
られる信号のオン /オフ状態が

1
2
3
4
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は、MASTERセクションの [SEL] キーを使って直接選ぶことも

る信号をモニターするには、フェーダーバンクセクションのバン
するMIX/MATRIX チャンネルを呼び出し、チャンネルストリッ
UE] キーを押します。

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
します。

すべての送り元 ( インプットチャンネル /アウトプットチャンネ
T」に設定します。

されます。

スを選びます。

選びます。ボタン内に現在のチャンネルのアイコン /番号 /カ
されます。

ドポイントをPREまたはPOSTに切り替えます。ボタンが点灯
す。

13 2
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MIXチャンネル、STEREO/MONOチャンネルからMATRIXバ
スに信号を送る
MIX、STEREO/MONOの各チャンネルからMATRIX バス 1～ 8に信号を送るには、次の2つの方
法があります。
セレクテッドチャンネルセクションを使う
[TOUCH AND TURN] ノブを使って、MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法です。この方法
を使えば、MIX、STEREO(L/R)、MONO(C) の任意のチャンネルからすべてのMATRIX バスに送られ
る信号を同時に操作できます。

■ フェーダーを使う (SENDS ON FADERモード )
QLシリーズをSENDS ON FADERモードに切り替え、トップパネルのフェーダーを使って
MATRIX バスへのセンドレベルを調節する方法です。この方法を使えば、MIXおよびSTEREO/
MONOチャンネルから特定のMATRIX バスに送られる信号を同時に操作できます。

セレクテッドチャンネルセクションを使う
[TOUCH AND TURN] ノブを使って、MIX、STEREO(L/R)、MONO(C) の任意のチャンネルから、
MATRIX バスに送られる信号のセンドレベルを調節します。

NOTE
･ STEREO/MONOチャンネル
できます。
･ 特定のMATRIX バスに送られ
クセレクトキーを使って対応
プセクションの対応する [C

MATRIX SEND画面

1 ALL PRE ボタン
選択されている送り先に対する
ル ) の送出位置を「PRE」に設定

2 ALL POSTボタン
選択されている送り先に対する
ル ) のセンドポイントを「POS

3 送り先表示
現在選ばれている送り先が表示

4 送り先選択ボタン
送り先となるMIX/MATRIX バ

5 チャンネル選択ボタン
操作する送り元のチャンネルを
ラー、ボタンの下に名前が表示

6 PRE/POSTボタン
送り元のチャンネルごとにセン
している場合は、PREになりま

手順
1. 信号を送るMATRIX バスに出力ポートを割り当て、外部機器を接続する。 

2. フェーダーバンクセクションのバンクセレクトキーとトップパネルの [SEL] キーを使って、
MATRIX バスに信号を送るチャンネルを選ぶ。

3. SELECTED CHANNEL VIEW画面で、送り先のMATRIX バスに対応するTO MATRIX SEND 
ON/OFF ボタンをオンにする。

4. [TOUCH AND TURN] ノブを使って、MATRIX バスへのセンドレベルを調節する。

SELECTED CHANNEL VIEW画面

9

8

7

6

5

4
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 ON FADERモード )
、MIX およびSTEREO/MONOチャンネルから特定のMATRIX

を押すと、SENDS ON FADER モードに切り替わります。
セクションとマスターセクションのフェーダーは、それぞれの
いるMIX/MATRIX バスへのセンドレベルの値にフェーダーが移
SEND ONの状態に変わります。
RIX バス選択ボタンをもう 1 回押すと、対応するMIX/MATRIX
がオンになります。選択したMIX/MATRIX バスに送られる信号
の方法が便利です。
NDS ON FADER の機能をアサインできます。これにより、特定の
DS ON FADER モードに素早く切り替えたり、元の状態に戻した

ポートを割り当て、対応する出力ポートにモニターシステムなどを

SENDS ON FADERボタンまたは現在点灯しているSENDS 
押す。

押して、MIX とMATRIX を切り替える。

MIX/MATRIXバス選択ボタンまたはSENDS ON FADERセク
なるMATRIX バスを選択する。

て、MIX およびSTEREO/MONOチャンネルから選択した
を調節する。
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7 SEND ON/OFF ボタン
送り元のチャンネルごとにセンドのオン /オフを切り替えます。

8 SEND PAN/BALANCEノブ
ステレオの送り先へのパンまたはバランスを設定します。送り先がモノラルの場合、または
FIXEDに設定されている場合、このノブは表示されません。
送り元がモノラルの場合は、PANになります。
送り元がステレオの場合は、BALANCE固定になります。

9 SEND LEVEL ノブ
選択されている送り先へのセンドレベルが表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使って
操作できます。

フェーダーを使う (SENDS
トップパネルのフェーダーを使って
バスに送る信号を設定します。

NOTE
･ SENDS ON FADER ボタン
また、チャンネルストリップ
チャンネルから現在選ばれて
動します。また、[ON] キーも
･ 現在選ばれているMIX/MAT
チャンネルのキューモニター
をモニターしたいときは、こ
･ USER DEFINED キーに SE
MIX/MATRIX バスへの SEN
りできます。

手順
1. 信号を送るMATRIXバスに出力
接続する。

2. ファンクションアクセスエリアの
ON FADERセクションのキーを

3. MIX/MATRIX 切り替えボタンを

4. ファンクションアクセスエリアの
ションのキーを使って、送り先と

5. トップパネルのフェーダーを使っ
MATRIX バスへのセンドレベル

ファンクション
アクセスエリア
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2の出力チャンネルが選ばれているときに、スロットの番号と、
I/Oカードの種類が表示されます。

を設定するDELAY SCALE画面が表示されます。

ートの種類と番号です。

ネルを選びます。現在選択されているチャンネル名が表示されま

設定します。このノブを押して選択し、[TOUCH AND TURN] ノ
ミリ秒単位、ノブの下にはDELAY SCALE 画面で選択した単位で
ます。

ブ上部のディレイタイム値は表示されません。

2
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チャンネル間の遅延を補正する (アウトプットディレイ )
アウトプットディレイは、離れた位置に設置したスピーカーから出力する信号のタイミングを補正する
ためなどに使います。

OUTPUT PORT画面

1 スロット番号 /カードの種類
操作の対象としてスロット1～
そのスロットに装着されている

2 DELAY SCALE ボタン
押すと、ディレイタイムの単位

3 出力ポート
チャンネルを割り当てる出力ポ

4 チャンネル選択ボタン
出力ポートに割り当てるチャン
す。

5 ディレイタイム設定ノブ
出力ポートのディレイタイムを
ブで操作します。ノブの上には
ディレイタイムの値が表示され

NOTE
スケールをmsにした場合、ノ

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUP ボタンを押す。

2. SETUP画面の画面中央にあるSYSTEM SETUP フィールドのOUTPUT PORTボタンを押す。

3. ディレイタイムを設定し、DELAYボタンをオンにする。

SETUP画面 OUTPUT PORT画面

1

3
4

5

6

7

8

9

0
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を使う

パネルの入力端子からミキサーを経由せずにDante 端子に出力し
子をオーディオネットワーク用の入出力端子として兼用できま

SETUPボタンを押す。

YSTEM SETUPフィールドのOUTPUT PORTボタンを押す。

ネル選択ボタンを押す。

の選択をする。

Dante

SLOT

SLOT

INPUT

INPUT

OUTPUT

OUTPUT

DA

DA

O
U

T
P

U
T

  
P

A
T

C
H
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6 DELAYボタン
出力ポートのディレイのオン /オフを切り替えます。

7 φ ( フェイズ )ボタン
出力ポートに割り当てられた信号の位相を正相 (黒 ) または逆相 (黄色 ) に切り替えます。

8 GAINノブ
出力ポートのアウトプットゲインを調節します。設定値を変更するには、画面上のノブを押して選
択し、[TOUCH AND TURN] ノブを操作します。ノブを回すことで1.0dB 単位で、ノブを押しな
がら回すことで0.1dB単位で設定できます。現在の設定値は、ノブのすぐ下に表示されます。

9 レベルメーター
出力ポートに割り当てられた信号のレベルが表示されます。

0 タブ
操作する出力ポートを最大8ポート単位で切り替えます。タブはDANTE、SLOT、PATCH 
VIEWの 3つのグループに分かれており、右端または左端にあるグループ名のボタンを押すと、
そのグループのタブが表示されます。

PORT TO PORT機能

PORT TO PORT機能により、リア
ます。それで、QLシリーズの入出力端
す。

OUTPUTS
PHONES OUT LR [PHONES]DA

PHONES LEVEL

2

Tip
Ring
Sleeve

OUTPUT 
PATCH

OUTPUT 
PATCHSTEREO OUT L

 STEREO OUT MONO(C)
STEREO OUT R

STEREO L+C
STEREO R+C

OUTPUT 
PATCH

SLOT1

SLOT2
[SLOT]1 6

1 6

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

TRIMGAIN

DA
1 6 { 8 }

+
- 1

2

3
DELAY

(MAX:1000ms)

TRIMGAIN
[OMNI OUT]

(1-16{8})

[DANTE]
 (1-64{32})6 4 { 3 2 }

DELAY
(MAX:1000ms)

GAIN
DANTE

OUTPUT

2
DIT [DIGITAL OUT]

AES/EBU
DELAY

(MAX:1000ms)

TRIMGAIN

INPUT 1-32{16}

DANTE IN 1-64{32}

CASCADE OUT  [MIX1-16, STEREO L,R,MONO(C) ,MATRIX 1-8, CUE L,R]

INSERT 1, 2 OUT  [CH1-64{32}, MIX1-16, STEREO L,R,MONO(C) ,MATRIX 1-8]

OUT  [DIRECT 1-64{32}, MIX1-16, STEREO L,R,MONO(C) ,MATRIX 1-8]

OUT  [MONITOR L,R,MONO(C) ,CUE L,R]

SLOT IN 1-2, 1-16

RECORDER CUE

USBGAIN

METER

ENCODER [2TR RECORDER]

OUTPUT 
PATCH

OUTPUT 
PATCH

MONITOR MATRIX OUT 1-6 [SLOT],[OMNI],[DANTE]
SURROUND MONITOR 1-6 [SLOT],[OMNI],[DANTE]

METER

METER

METER

METER

METER

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面の画面中央にあるS

3. OUTPUT PORT画面で、チャン

4. CH SELECT画面で、出力ポート

ADHA

ADHA

Dante

SLOT

SLOT

IN
P

U
T

  
P

A
T

C
H
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CH SELECT画面

1 カテゴリー選択リスト
チャンネルのカテゴリーを選択します。PORT TO PORT機能に対応するカテゴリーとチャンネ
ルは以下のとおりです。
・ INPUT IN.......................................... INPUT1～ 32*1

・ SLOT1 IN......................................... SLOT1(1) ～ SLOT1(16)
・ SLOT2 IN......................................... SLOT2(1) ～ SLOT2(16)
*1. QL1: INPUT1 ～ 16

2 チャンネル選択ボタン
現在のカテゴリーの中から出力ポートに割り当てるチャンネルを選びます。

3 CLOSEボタン
画面を閉じます。

チャンネルライブラリーを操作する
アウトプット系チャンネルの各種パラメーターをストア /リ
コールする「OUTPUT CHANNEL LIBRARY」があります。
ライブラリーを呼び出すには、アウトプット系チャンネルを
選択した状態でSELECTED CHANNEL VIEW画面の
LIBRARYボタンを押します。
ライブラリーの操作方法については取扱説明書 ( 別紙 )の
「ライブラリーを使う」をご参照ください。

1 2 

3 

LIBRARY ボタン
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ールドでEQの特性が確認できます。このOVERVIEW画面でセレ
ンの EQのノブを使い、パラメーターの設定を変更できます。
リーを使っていつでも保存 /読み込みが行なえます。また、さま
リセットが使用できます。
W画面を表示させ、セレクテッドチャンネルセクションのノブを
ターを調節できます ( → P.8)。
きでも、セレクテッドチャンネルセクションのノブを使って EQ

Qのすべてのパラメーターを変更できます。特定のチャンネルの
す。

ャンネルネーム
のアイコン、番号、名前が表示されます。

タン
ェルビングタイプに切り替わります。

プットチャンネルのみ )
イパスフィルターに切り替わります。

は、EQから独立したハイパスフィルターはありません。しかし、
ボタンをオンにすることで、LOWバンドEQをハイパスフィル

< A B C D

H

I

F
E

G

O
N

L

K

M

J
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EQ/ ダイナミクス
QLシリーズのインプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルには、4バンドEQとダイナミク
スが搭載されています。
EQは、すべてのインプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルで使用できます。EQの直前には
アッテネーターが搭載され、EQのGAIN 設定で信号がクリップしないように入力信号のレベルを減衰
( アッテネート ) できます。さらに、インプット系チャンネルでは、EQから独立したハイパスフィル
ターが使用できます。
インプット系チャンネルには2系統のダイナミクスが搭載されており、ダイナミクス1はゲート、ダッ
キング、コンプレッサー、エキスパンダーとして、ダイナミクス2はコンプレッサー、コンパンダーハー
ド、コンパンダーソフト、ディエッサーとして使用できます。また、アウトプット系チャンネルには、1系
統のダイナミクスがあり、コンプレッサー、エキスパンダー、コンパンダーハード、コンパンダーソフト
として使用できます。

EQを使う
ここでは、インプット系チャンネル /アウトプット系チャンネルに搭載された4バンド EQの基本操
作について説明します。

NOTE
･ OVERVIEW画面の EQフィ
クテッドチャンネルセクショ
･ EQの設定は、専用のライブラ
ざまな楽器や用途に応じたプ
･ SELECTED CHANNEL VIE
使って EQやハイパスフィル
･ HPF/EQ画面を表示させたと
を操作できます。

HPF/EQ画面 (1ch)
現在選択されているチャンネルのE
EQを細かく設定したいときに便利で

1 チャンネルアイコン /番号 /チ
現在選択されているチャンネル

2 LOW SHELVING ON/OFF ボ
オンにすると、LOWバンドがシ

3 HPF ON/OFF ボタン (アウト
オンにすると、LOWバンドがハ

NOTE
アウトプット系チャンネルに
画面内のハイパスフィルター
ターとして使用できます。

手順
1. バンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、操作したいチャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面の EQグラフフィールドを押す。

3. HPF/EQ 画面の1chタブを押す。

4. EQ ONボタンを押して、EQのパラメーターを調節する。

SELECTED CHANNEL
VIEW画面

HPF/EQ 画面

987

1

2

4

5

6

3
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す。

ベルが表示されます。ステレオのチャンネルの場合は、L/Rの両方
されます。

HIGHの各バンドのQ、FREQUENCY、GAIN パラメーターが表
URN] ノブを使って調節できます。

タイプが選ばれているとき、またはアウトプットチャンネルで
、LOWバンドのQパラメーターは表示されません。
タイプが選ばれているとき、または LPFが選ばれているときは、
ーは表示されません。

ットチャンネルのみ )
ます。

、4バンドEQと独立したハイパスフィルターを使用できます。
にして、HPF FREQUENCYノブでカットオフ周波数を調節しま

ンプットチャンネルのみ )
示されます。[TOUCH AND TURN] ノブで調節できます。

インプットチャンネルのみ )
衰量を -12dB/oct または -6dB/oct に切り替えます。

状態を表示します。

周波数を表示します。
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4 EQタイプ切り替えボタン
EQのタイプをTYPE I ( 従来のヤマハデジタルミキサーのアルゴリズム ) または TYPE II ( バン
ド間の干渉が少ないアルゴリズム )に切り替えます。

5 ATTノブ
EQ通過前のアッテネーターの値が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブで調節できます。

6 タブ
画面に表示させるチャンネルを切り替えます。

7 EQグラフ
EQやフィルターのパラメーターの設定値が表示されます。

8 RTAボタン
これをONにすると、EQ処理した入力信号を周波数解析した特性グラフが、EQの周波数特性グ
ラフの下に薄く重ねて表示されます。

9 HOLDボタン
RTAを表示しているグラフが保持されます。

0 LIBRARYボタン
押すと、EQ ライブラリー画面が表示されます。

A DEFAULT ボタン
押すと、EQ/ フィルターの各パラメーターが初期設定値にリセットされます。

B COPYボタン
EQの各パラメーターの設定値が、バッファーメモリーにコピーされます。

C PASTEボタン
押すと、バッファーメモリーにコピーされている設定値が、現在のEQにペーストされます。バッ
ファーメモリーに有効なデータがコピーされていないときは、何も起きません。

D COMPAREボタン
押すと、現在のEQの設定値とバッファーメモリーのデータが入れ替わります。バッファーメモ
リーに有効なデータがコピーされていないときは、何も起きません。

NOTE
?～Dのボタンの操作方法については、取扱説明書(別紙)の「ツールボタンを使用する」をご参
照ください。

E EQ FLAT ボタン
押すと、EQのすべてのバンドのGAIN パラメーターが0dBにリセットされます。

F HIGH SHELVING ON/OFF ボタン
オンにすると、HIGHバンドがシェルビングタイプに切り替わります。

G LPF ON/OFF ボタン
オンにすると、HIGHバンドがローパスフィルターに切り替わります。

H EQ ON/OFF ボタン
EQのオン /オフを切り替えま

I EQ IN/OUTレベルメーター
EQ通過前と通過後のピークレ
のチャンネルのメーターが表示

J EQパラメーター設定ノブ
LOW、LOW MID、HIGH MID、
示されます。[TOUCH AND T

NOTE
･ LOWバンドでシェルビング
HPFが選ばれているときは
･ HIGH バンドでシェルビング
HIGHバンドのQパラメータ

K HPF ON/OFF ボタン (インプ
HPF のオン /オフを切り替え

NOTE
インプット系チャンネルでは
HPF ON/OFF ボタンをオン
す。

L HPF FREQUENCYノブ ( イ
HPF のカットオフ周波数が表

M HPF タイプ切り替えボタン (
HPF のオクターブあたりの減

N HA HPF ONインジケーター
外部HAのHPFのオン / オフ

O FREQUENCY
外部HAのHPFのカットオフ
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H33-64/ST IN(QL5)、ST IN(QL1)、

またはアウトプット系チャンネル ) が同時に表示されます。この画
は行なえません。複数のEQ設定を素早く確認したり、離れた位置
/ペーストしたりしたいときに便利です。

ョンで操作するチャンネルを選びます。ボタン内に現在のチャン
が表示されます。

性が表示されます。
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HPF/EQ画面 (8ch)
8チャンネル単位で、インプット系チャンネルまたはアウトプット系チャンネルの EQ設定が表示され
ます。セレクテッドチャンネルセクションのノブを使って EQの設定を変更できます。

1 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選びます。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、ボタンの下に名
前が表示されます。

2 EQグラフ
EQやフィルターのパラメーターの設定値が表示されます。また、グラフの下に現在選ばれている
EQタイプが表示されます。

3 EQ ON/OFF ボタン
EQのオン /オフを切り替えます。EQ通過後の信号がクリップすると、ボタン右上のOVERイン
ジケーターが点灯します。

4 HPF FREQUENCYノブ (インプットチャンネルのみ )
HPFのカットオフ周波数が表示されます。セレクテッドチャンネルセクションのノブで調節でき
ます。

5 HPF ON/OFF ボタン ( インプットチャンネルのみ )
HPFのオン /オフを切り替えます。

HPF/EQ画面 (CH1-32、C
OUTPUT)
該当するインプット系チャンネル (
面は表示のみで、パラメーターの調節
のチャンネルに EQの設定をコピー

1 チャンネル選択ボタン
セレクテッドチャンネルセクシ
ネルのアイコンと番号、カラー

2 EQグラフ
EQやフィルターの大まかな特

1

2

3

5

4

1

2
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h)
ーを、チャンネルごとに表示 /変更できます。特定のチャンネルの
きに便利です。

リー画面が表示されます。

メーターが初期設定値にリセットされます。

の設定値が、バッファーメモリーにコピーされます。

コピーされている設定値が、現在のダイナミクスにペーストされま
なデータがコピーされていないときは、何も起きません。

設定値とバッファーメモリーのデータが入れ替わります。バッ
がコピーされていないときは、何も起きません。

ついては、取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」をご

ャンネルネーム
のアイコン、番号、名前が表示されます。

1 2 3 4 5

C

A

B

0
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ダイナミクスを使う
インプット系チャンネルでは2系統、アウトプット系チャンネルで1系統のダイナミクスが使用でき
ます。

NOTE
･ OVERVIEW画面のDYNAMICS1/2 フィールドでダイナミクスのオン / オフとゲインリダク
ション量が確認できます。
･ ダイナミクスの設定は、専用のライブラリーを使っていつでも保存 /読み込みが行なえます。
また、さまざまな楽器や用途に応じたプリセットが使用できます。
･ SELECTED CHANNEL VIEW画面を表示させ、セレクテッドチャンネルセクションのノブを
使ってダイナミクスを調節することもできます ( → P.9)。
･ DYNAMICS1/2 画面を表示させたときでも、セレクテッドチャンネルセクションのノブを使っ
てダイナミクスを操作できます。

DYNAMICS1/2画面 (1c
ダイナミクスのすべてのパラメータ
ダイナミクスを細かく設定したいと

1 LIBRARYボタン
押すと、DYNAMICSライブラ

2 DEFAULTボタン
押すと、ダイナミクスの各パラ

3 COPYボタン
ダイナミクスの各パラメーター

4 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリーに
す。バッファーメモリーに有効

5 COMPAREボタン
押すと、現在のダイナミクスの
ファーメモリーに有効なデータ

NOTE
①～⑤のボタンの操作方法に
参照ください。

6 チャンネルアイコン /番号 /チ
現在設定されているチャンネル

手順
1. バンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、ダイナミクスを操作したいチャンネルを選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のDYNAMICS1/DYNAMICS2フィールドにあるス
レッショルドノブを押す。

3. DYNAMICS1/2 画面の1chタブを押す。

4. DYNAMICS ONボタンを押し、ダイナミクスのパラメーターを調節する。

SELECTED CHANNEL 
VIEW画面 DYNAMICS1/2 画面

8

6

7

9

D
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LECT 画面が表示され、ダイナミクスを起動させるキーイン信号

......同じチャンネルのプリ EQ信号。

......同じチャンネルのポストEQ信号。

......MIX チャンネル13～16の出力信号
5）、CH1～ 32 POST EQ（QL1）、ST IN1L ～ 8R POST EQ、
TRX1～ 8 POST EQ、ST L/R、MONO POST EQ
......それぞれ該当するチャンネルのポストEQ信号 *1

選択します。

チャンネルは表示されません。

ナミクスのタイプがGATE、DUCKINGの場合にのみ表示 )
ルターに関する設定を行ないます。
......フィルターの種類をHPF、BPF、LPFの中から選びます。オン
になっているボタンを押すと、フィルターが無効になります。

......フィルターのQの設定が表示されます。[TOUCH AND 
TURN] ノブを使って操作できます。

......フィルターのカットオフ周波数の設定が表示されます。
[TOUCH AND TURN] ノブを使って操作できます。

だ信号をキューモニターするボタンです。このボタンが表示され
や、ほかの画面に移動したときはCUEが解除されます。

切り替えます。
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7 ダイナミクスタイプ切り替えボタン
ダイナミクスのタイプを切り替えます。選択できるダイナミクスは、次のとおりです。

・ インプットチャンネルのダイナミクス1
GATE、DUCKING、COMPRESSOR、EXPANDER

・ インプットチャンネルのダイナミクス2
COMPRESSOR、COMPANDER-H、COMPANDER-S、DE-ESSER

・ アウトプットチャンネルのダイナミクス1
COMPRESSOR、EXPANDER、COMPANDER-H、COMPANDER-S

8 ダイナミクスグラフ
ダイナミクスの入出力特性が表示されます。

9 ダイナミクスパラメーター設定ノブ
ダイナミクスのパラメーターの設定値が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使って調
節できます。パラメーターの種類は、現在選ばれているタイプに応じて異なります。

・ GATE、DUCKINGの場合

・ COMPRESSOR、EXPANDERの場合

・ COMPANDER-H、COMPANDER-S の場合

・ DE-ESSERの場合

0 ダイナミクス入出力レベルメーター/GRメーター
ダイナミクス通過前と通過後のピークレベル、およびゲインリダクション量が表示されます。ステ
レオのチャンネルは、L/Rの両方のチャンネルのメーターが表示されます。

A KEY IN SOURCE選択ボタン
押すと、KEY IN SOURCE SE
を選ぶことができます。

・ SELF PRE EQ ....................
・ SELF POST EQ .................
・ MIX OUT 13 ～ 16 ...........
・ CH1～ 64 POST EQ（QL
MIX1～ 16 POST EQ、M

....................
*1. 8 チャンネルごとのグループから

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

B KEY IN FILTER 表示部 (ダイ
キーイン信号を通過させるフィ
・ フィルター選択ボタン .........

・ Qノブ ....................................

・ FREQUENCYノブ .............

C KEY IN CUEボタン
KEY IN SOURCEとして選ん
ないダイナミクスを選んだとき

D タブ
画面に表示させるチャンネルを
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設定値が表示されます。また、グラフの下に現在選ばれているダイ
す。グラフを押すと、そのチャンネルのDYNAMICS 1ch 画面が

値が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブで操作できます。

り替えます。

1-32、CH33-64/ST IN(QL5)、ST IN(QL1)、

に関する全体的な設定を行ないます。

。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、スレッショル
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DYNAMICS1/2画面 (8ch)
8チャンネル単位で、インプット系チャンネルまたはアウトプット系チャンネルのダイナミクスの設定
が表示されます。左右のチャンネルを確認しながらスレッショルドなど特定のパラメーターを操作した
いときに便利です。

1 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選びます。ボタン内に現在のチャンネルのアイコンと番号、ボタンの下に名
前が表示されます。

2 DYNAMICS OUTPUTメーター/GRメーター
それぞれダイナミクス通過後の出力レベル、ゲインリダクション量が表示されます。タイプが
GATEのときは、ゲートの開閉状態を示す3つのインジケーターが表示されます。

タイプがGATEのときのインジケーターの意味は、次のとおりです。

3 ダイナミクスグラフ
ダイナミクスのパラメーターの
ナミクスのタイプが表示されま
表示されます。

4 THRESHOLDノブ
ダイナミクスのスレッショルド

5 DYNAMICS ON/OFF ボタン
ダイナミクスのオン /オフを切

DYNAMICS1/2画面 (CH
OUTPUT)
該当するチャンネルのダイナミクス

1 チャンネル選択ボタン
操作するチャンネルを選びます
ド、カラーが表示されます。

ゲート状態表示
赤 黄 緑 消灯

オン /オフ状態 オン オン オン オフ

開閉状態 クローズ オープン オープン －

GR量 30dB 以上 ～ 30dB 0dB －

1

2

4

5

3

タイプ＝GATE以外

タイプ＝GATE

1

2
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2 ダイナミクスパラメーター
ダイナミクスのタイプや各種メーターが表示されます。押すと、そのチャンネルのDYNAMICS 
1ch 画面に切り替わります。
ダイナミクスのタイプがDUCKING、EXPANDER、COMPANDER(-H/-S)、DE-ESSERのと
き、上部にタイプ名が表示されます。
下部には、ダイナミクス通過後のレベルを表示するメーター、GRメーター、スレッショルドの設
定値 ( 数値 ) が表示されます。また、タイプがGATEのとき以外は、スレッショルドの設定値を示
す縦線が表示されます。

EQ/ ダイナミクスのライブラリーを操作する
EQ/ ダイナミクスでは、設定をストア ( 保存 ) / リコール ( 読み込み ) する専用のライブラリーが使用
できます。EQ/ ダイナミクスライブラリーの操作方法については、取扱説明書 ( 別紙 ) の「ライブラリー
を使う」をご参照ください。

EQライブラリー
インプット系チャンネルのEQ設定をストア /リコールする「INPUT EQ 
LIBRARY」と、アウトプット系チャンネルの EQ設定を保存 /読み込みす
る「OUTPUT EQ LIBRARY」があります。
各ライブラリーを呼び出すには、HPF/EQ画面のツールボタンの
LIBRARYを押します。

NOTE
ライブラリーからリコールできる設定の数は、インプット /アウトプット EQライブラリーと
もに 199です。また、読み込み専用のプリセットの数はインプットが 40、アウトプットが 3で
す。

ダイナミクスライブラリー
ダイナミクスの設定をストア /リコールするには、「DYNAMICS LIBRARY」を使用します。QLシリー
ズで使用するダイナミクスは、このDYNAMICS LIBRARYを参照します ( ただし、インプット系チャ
ンネルのダイナミクス1とダイナミクス2、アウトプット系チャンネルのダイナミクス1は、それぞれ
実現できるタイプが異なります。選択できないタイプはリコールできません )。
ダイナミクスライブラリーを呼び出すには、DYNAMICS1/2 画面のツールボタンの LIBRARYを押
します。

NOTE
ライブラリーからリコールできる設定の数は 199です。また、読み込み専用のプリセットの数
は 41です。

LIBRARY ボタン
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CAグループに割り当てることもできます。その場合は、割り当て
プフェーダーの各レベルを加算した値になります。
ループに割り当てられているかは、OVERVIEW画面のDCA/
確認できます。このフィールドの上段と中段にある黄色で点灯し
ルの所属するDCAグループを表わします。
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チャンネルジョブ
ここでは、複数チャンネルのレベルやミュートを一括して操作するDCAグループ /ミュートグルー
プ、複数チャンネルのパラメーターを連動させるチャンネルリンク、およびチャンネル間でパラメー
ターをコピー/移動する操作について説明します。

DCAグループ
QLシリーズでは、複数チャンネルのレベルを一括操作する16のDCAグループが利用できます。
DCAグループは、インプット系およびアウトプット系チャンネルを16のグループに登録し、DCA
フェーダーを使ってレベルを一括操作する機能です。同じDCAグループに属するインプット系チャン
ネルどうしであれば、レベル差を保ったまま1本のDCAフェーダーでレベルを操作できます。ドラム
用マイクのグルーピングを行なう場合などに便利です。

DCAグループにチャンネルを割り当てる
DCAグループにチャンネルを割り当てるには、2つの方法があります。
・ 特定のDCAグループを選んでから、そのグループに所属するチャンネルを指定する
・ 特定のチャンネルを選んでから、そのチャンネルが所属するDCAグループを指定する

NOTE
･ DCAグループの設定は、シーンの一部として保存されます。
･ QL V3.0 以降では、インプット系チャンネル以外に、Stereo/Mono バスマスター、Mix バスマス
ターおよびMatrix バスマスターをDCAグループに割り当てることができます。これにより、
従来インプット系チャンネルのみであったDCAを用いたグルーピングが出力マスターでも可
能になり、より自由度の高い一括コントロールができます。

■ 特定のDCAグループに所属するチャンネルを選ぶ

NOTE
･ 1 つのチャンネルを複数のD
られたすべてのDCAグルー
･ 各チャンネルがどのDCAグ
MUTE GROUPフィールドで
ている番号が、そのチャンネ

手順
1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押す。

2. DCA GROUPボタンを押す。

3. DCA GROUP選択ボタンを使って、チャンネルの割り当て先となるDCAグループを選ぶ。

4. インプット系チャンネルの [SEL] キーを押して、割り当て元となるチャンネルを選ぶ
(複数選択可 )。

ファンクション
アクセスエリア

CH JOB
メニュー
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をPOSTのみに設定します。

をPRE と POSTに設定します。
の下にPRE ＆ POSTインジケーターが表示されます。

象は各DCAグループに対して個別に設定できます。
しているチャンネルは、いずれかのDCAグループをミュートすれ
路 ( 該当するバスへの送りを含む ) がミュートされることになり

CAグループを選ぶ

系チャンネルの [SEL] キーを押して、操作するチャンネルを選

画面のDCAグループ選択ボタンを押して、現在選択されている
ループを選ぶ (複数選択可 )。

面 DCA/MUTEフィールド
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DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODE画面
DCAグループごとに割り当てるチャンネルを設定します。

1 CLEAR ALL ボタン
現在選んでいるDCAグループに登録されているチャンネルをすべて解除します。

2 DCA GROUP ASSIGN/MUTE GROUP ASSIGNボタン
DCA GROUP ASSIGN画面とMUTE GROUP ASSIGN画面を切り替えます。

3 DCAグループアサイン表示セクション
現在選んでいるDCAグループに登録されているチャンネルが表示されます。
この画面が表示されているときに、そのDCAグループに登録したいチャンネルの [SEL] キーを
押すと、そのチャンネルがDCAグループに登録され、対応するフェーダーのイラストが黄色に変
わります。もう一度同じ [SEL] キーを押すと登録が解除されます。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

4 NAME EDIT ボタン
現在選んでいるDCAグループのグループ名を編集します。
押すと、キーボードウィンドウが表示されますので、文字の入力 / 修正を行ないます。

5 DCAグループ選択ボタン
操作するDCAグループを選びます。

6 POST ONLYボタン
DCAグループのミュート対象

7 PRE ＆ POSTボタン
DCAグループのミュート対象
この設定をしたDCAグループ

NOTE
･ DCAグループのミュート対
･ 複数のDCAグループに登録
ば、そのチャンネルの信号経
ます。

8 CLOSEボタン
画面を閉じます。

■ 特定のチャンネルが所属するD

4

3

1

2

768

5

手順
1. インプット系およびアウトプット
ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW
チャンネルを割り当てるDCAグ

SELECTED CHANNEL VIEW画



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

ROUP1とDCA GROUP1にアサインされている状態。

ループが利用できます。
EDキー[1] ～ [12] を使って、複数チャンネルのミュートのオン /
。複数のチャンネルを同時にカットアウトしたいときなどに利用で
、インプット系チャンネルとアウトプット系チャンネルの両方で使
ャンネルを混在させることもできます。

ルを割り当てる
り当てるには、DCAグループと同様に、次の2つの方法がありま

からそのミュートグループに所属するチャンネルを指定する
のチャンネルが所属するミュートグループを指定する

TE）。

キー点滅。

こり、ONキー点灯。
させる。

キー点滅。

こり、ONキー点灯。
。

キーが点滅。
R1を OFF。

キー点灯。
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DCAグループを操作する
DCAフェーダーを使って、DCAグループを操作します。

■ DCAグループの各種操作
DCAグループの操作は、ストリップセクションを使用します。

・ レベル調整：フェーダー............. 各チャンネルのレベルの差を保ちながら、そのDCAグループ
に割り当てられたチャンネルのレベルを調節できます。このと
き、インプットフェーダーは動作しません。

・ オン /ミュート切り替え : [ON] キー
.............................................. ストリップセクションの [ON] キーを押して消灯させると、そ

のDCAグループに属するチャンネルがミュート ( フェーダー
が - ∞ dBまで下がったときと同じ状態 )になります。

・ キューモニター: [CUE] キー ... ストリップセクションの [CUE] キーを押して点灯させると、
そのDCAグループに属するチャンネルの [CUE] キーが点滅
して、キューモニターが有効になります。キューについては
「キュー機能を利用する」 ( → P.103) をご参照ください。

ミュート中の一時解除機能を使う
チャンネルが所属するいずれかのDCAグループボタンがオフ (=ミュート ) のときに、そのチャンネ
ルの [ON] キーのオンにより、ミュートを一時的に除外できます。ただし、プレビューモードでは [ON] 
キーを押すことによるミュート中の操作が無効となります。

例その１：CH1がOFF。DCA GROUP1にアサインされている状態。

例その２：CH1がON。MUTE G

ミュートグループ
QLシリーズでは、8つのミュートグ
ミュートグループは、USER DEFIN
オフを一括して切り替える機能です
きます。ミュートグループ1～ 8は
用できます。同じグループに両方のチ

ミュートグループにチャンネ
チャンネルをミュートグループに割
す。
・ 特定のミュートグループを選んで
・ 特定のチャンネルを選んでからそ

手順
1. DCAグループにインプット系およびアウトプット系チャンネルを割り当てる。

2. トップパネルのチャンネルストリップセクションやマスターセクションのフェーダーを使って、使
用したいDCAグループに属するインプット系およびアウトプット系チャンネルどうしの相対的
なバランスを調節する。

3. バンクセレクトキーで［ST IN/DCA］キーを押す。

4. チャンネルストリップセクションを使用して、DCAグループを操作する。

操作例
1. DCA1のONキーを押し、消灯させる。

CH1の ONキーは消灯のまま。DCA1がMUTE状態になる。
2. CH1のONキーを押す。

CH1はMUTEの一時解除が起こり、ONキー点灯。
3. DCA1のONキーを押し、点灯させる。

DCA1のMUTEが解除され、CH1のONキーは点灯。

操作例
1. MUTE MASTER1を ON （MU

CH1はMUTE状態になり、ON
2. CH1のONキーを押す。

CH1はMUTEの一時解除が起
3. DCA1のON キーを押し、消灯

CH1はMUTE状態になり、ON
4. CH1のONキーを押す。

CH1はMUTEの一時解除が起
5. もう一度CH1のONキーを押す

CH1はMUTE状態に戻り、ON
6. DCA1をON、MUTE MASTE

CH1のMUTEは解除され、ON



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

SIGN MODE画面
チャンネルを選択します。

プに登録されているチャンネルをすべて解除します。

TE GROUP ASSIGNボタン
MUTE GROUP ASSIGN画面を切り替えます。

フィールド
プに登録されているチャンネルが表示されます。
に、そのミュートグループに登録したいチャンネルの [SEL] キー
ュートグループに登録され、対応するフェーダーのイラストが赤に
L] キーを押すと登録が解除されます。
ときは、ミュートセーフを行なうチャンネルが表示されます。登録、
の場合と同じです。登録されたフェーダーのイラストは緑色にな

プのグループ名を編集します。
が表示されますので、文字の入力 / 修正を行ないます。

択します。

1

6

9
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■ 特定のミュートグループに所属するチャンネルを選ぶ

NOTE
･ 1 つのチャンネルを複数のミュートグループに割り当てることもできます。
･ 各チャンネルがどのミュートグループに割り当てられているかは、OVERVIEW画面のDCA/
MUTE GROUPフィールドで確認できます。このフィールドの下段で赤く点灯している番号
が、そのチャンネルの所属するミュートグループを表わします。

　
･ ディマーレベルが - ∞ dB 以外に設定されているとき、番号はオレンジで表示されます。
ミュートセーフ機能 ( → P.66) がオンになっているチャンネルでは、下段の一番右にある Sが
緑色で表示されます。

DCA/MUTE GROUP AS
ミュートグループごとに割り当てる

1 CLEAR ALL ボタン
現在選んでいるミュートグルー

2 DCA GROUP ASSIGN/MU
DCA GROUP ASSIGN画面と

3 ミュートグループアサイン表示
現在選んでいるミュートグルー
この画面が表示されているとき
を押すと、そのチャンネルがミ
変わります。もう一度同じ [SE
MUTE SAFE ボタンがオンの
解除の方法はミュートグループ
ります。

4 NAME EDIT ボタン
現在選んでいるミュートグルー
押すと、キーボードウィンドウ

5 ミュートグループ選択ボタン
操作するミュートグループを選

手順
1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押す。

2. CH JOBメニューのMUTE GROUPボタンを押す。

3. DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODE画面のミュートグループマスターボタンを使って、チャ
ンネルの割り当て先となるミュートグループを選ぶ。

4. インプット系チャンネル/アウトプット系チャンネルの[SEL]キーを押して、操作するチャンネル
を選ぶ (複数選択可 )。

ファンクション
アクセスエリア

CH JOB
メニュー

3

4

5

8

7

2



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

CA/MUTE GROUP ASSIGN画面内のミュートグループマス
 DEFINEDキーにミュートグループ1～ 8のオン /オフ機能を

ートグループを割り当てる

SETUPボタンを押す。

UPボタンを押す。

EFINED KEYSタブを押す。

当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボタンを押す。

STER」、PARAMETER 1 の列で「MUTE GROUP x」
を選ぶ。

だUSER DEFINEDキーにミュートのオン/オフ機能を割り当てる。

USER SETUP画面
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6 MUTE SAFE ボタン
すべてのミュートグループに対して、特定のチャンネルをアサイン設定に関係なく除外したいと
きに使用します。ミュートグループアサイン表示フィールドには、ミュートグループから除外する
チャンネルが表示されます。ミュートセーフについては「ミュートセーフ機能を使う」 ( → P.66)
をご参照ください。

7 ミュートグループマスターボタン
ミュートグループごとにミュートのオン /オフを切り替えます。

8 DIMMER LEVEL ノブ
ミュートグループごとに、ディマー機能が有効なときのレベルを設定します。

NOTE
･ QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。
･ ディマーレベルが - ∞ dB 以外に設定されていて、そのミュートグループマスターボタンがON
のときは、ボタンがオレンジになります。

9 CLOSEボタン
画面を閉じます。

■ 特定のチャンネルが所属するミュートグループを選ぶ

ミュートグループを操作する
ミュートグループを操作するには、D
ターボタンで操作できますが、USER
割り当てて操作すると便利です。

■ USER DEFINEDキーにミュ

手順
1. インプット系チャンネル/アウトプット系チャンネルの[SEL]キーを押して、操作するチャンネル
を選ぶ。

2. SELECTED CHANNEL VIEW画面のミュートグループ選択ボタンを押して、現在選択されてい
るチャンネルを割り当てるミュートグループを選ぶ (複数選択可 )。

SELECTED CHANNEL VIEW画面 DCA/MUTEフィールド

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面左上のUSER SET

3. USER SETUP画面のUSER D

4. ミュートのオン /オフ機能を割り

5. FUNCTIONの列で「MUTE MA
(x ＝ミュートグループの番号 )

6. OKボタンを押して、手順4で選ん

USER DEFINED KEY SETUP画面

SETUP画面



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

ャンネルの [SEL] キーが点灯し、そのチャンネルに対応する
でハイライト表示されます。点灯している [SEL] キーをもう 1回
トセーフを解除できます。

使う
ュートグループマスターボタンがオンのときに、そのチャンネルの
一時的に除外できます。ただし、プレビューモードでは [ON] キー
が無効となります。

う
ーター/チャンネル (DCAグループ ) のみをリコール操作から除
能なフォーカスリコール機能 (→ P.88) とは異なり、リコール
通です。

CH JOBボタンを押す。

SAFEボタンを押す。

ンネル /DCAグループの [SEL] キーを押して選ぶ。

SAFE PARAMETER SELECTフィールドでリコールセーフの対

ーフをオンにするにはSAFEボタンをオンにする(DCAグループ
ONボタン、ALL ボタンのどちらか一方をオンにする )。

ルセーフをオンにするには、GLOBAL RECALL SAFEフィール

ンを押して画面を閉じ、リコール操作を行なう。
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NOTE
USER SETUP 画面では、ユーザーごとに利用できる機能を制限したり、動作環境を設定したり
できます。この画面には複数のページが含まれており、画面下部のタブを使ってページを切り
替えます。

■ USER DEFINEDキーでミュートグループをオン /オフする
ミュートグループをミュートするには、ミュートのオン /オフ機能を割り当てたUSER DEFINED
キーを押します。
USER DEFINEDキーの LEDが点灯し、選択したミュートグループに属するすべてのチャンネルが
ミュート状態になります。このとき、ミュートされたチャンネルの [ON] キーが点滅します。複数の
USER DEFINEDキーをオンにして、複数のミュートグループをミュートすることもできます。
ミュートグループのミュートを解除するには点灯させたUSER DEFINEDキーを押して消灯させま
す。

NOTE
ミュートグループに属しているチャンネルであっても、最初から [ON] キーがオフのチャンネ
ルは、USER DEFINEDキーの影響は受けません。

ミュートセーフ機能を使う
ミュートグループに属するチャンネルの中から、特定のチャンネルのみを一時的に除外できます
( ミュートセーフ )。ミュートセーフに設定したチャンネルは、そのチャンネルの属するミュートグルー
プをミュートしても影響を受けません。

NOTE
ミュートセーフに設定したチ
フェーダーのイラストが緑色
押して消灯させると、ミュー

ミュート中の一時解除機能を
チャンネルが所属するいずれかのミ
[ON] キーのオンにより、ミュートを
を押すことによるミュート中の操作

リコールセーフ機能を使
「リコールセーフ」とは、特定のパラメ
外する機能です。シーンごとに設定可
セーフの設定はすべてのシーンに共

手順
1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押す。

2. CH JOBメニューのMUTE GROUPボタンを押す。

3. DCA/MUTE GROUP ASSIGN MODE画面のMUTE SAFEボタンを押す。

4. ミュートグループから除外したいチャンネルの [SEL] キーを押す (複数選択可 )。

DCA/MUTE GROUP ASSIGN 
MODE画面

CH JOB
メニュー

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. CH JOBメニューのRECALL 

3. リコールセーフの対象にするチャ

4. RECALL SAFE MODE画面の
象を選ぶ。

5. 選択したチャンネルのリコールセ
を選択していた場合は、LEVEL/

6. グローバルパラメーターのリコー
ドの各ボタンをオンにする。

7. 設定が終わったら、CLOSEボタ

ファンクション
アクセスエリア

CH JOB
メニュー



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

ド
ているチャンネルが表示されます。

、リコールセーフに設定するチャンネルを選択するためのボタン
、リコールセーフに設定したいチャンネルの [SEL] キーを押すと、
す。もう一度同じ [SEL] キーを押すと、選択が解除されます。

示フィールド
ルセーフ設定やラックのリコールセーフ設定状態をインジケー
ルドを押すと、GLOBAL RECALL SAFE画面が表示されます。
ーは次のとおりです。

ックでデュアルタイプが選ばれているときは、ラック A/B を個別
ラックでは、ラック A/Bの設定が連動します。

インプットチャンネルのパッチ（INSERT IN/OUT、DIRECT OUT パッチ

インプットチャンネルの名前、アイコン、チャンネルカラー

アウトプットチャンネルのパッチ（INSERT IN/OUTパッチを含む）

アウトプットチャンネルの名前、アイコン、チャンネルカラー

I/O デバイス、EXTERNAL HA の HA に関するパラメーター

チャンネルリンクグループの設定

グループの名前

フェーダーバンクの設定

、GEQラック 1～ 16、エフェクトラック 1～ 8、プレミアムラック 1～
ルセーフに設定します。

ANKの選択状況、GAIN/PAN/ASSIGN ノブの選択状況 ( ブロック単位で

 PORT の設定

 PORT のパッチ

コールセーフのチャンネル

コールセーフのチャンネル

たチャンネル
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NOTE
･ 手順 4でパラメーターを選択しただけではリコールセーフは有効になりません。リコールセー
フのオン /オフを切り替えるには、必ず手順 5の操作も行なってください。
･ バスの設定は、リコールセーフの対象にならないので、常にリコールしたシーンが再現されま
す。
このため、リンクグループに含まれる特定のチャンネル、またはステレオに設定された 2本の
バスのどちらかがリコールセーフに設定されていると、そのチャンネルのパラメーター設定が
ほかのチャンネルと異なることがありえます。このような場合には、次に該当するパラメー
ターを操作したときに自動的にリンクし直されます。
チャンネルリンクはグローバルパラメーターで一括してセーフにできます。
･ リコールセーフ機能とフォーカスリコール機能 ( → P.88) は、併用できます。どちらか一方で
も、リコール操作から除外されているチャンネル /パラメーターは、リコールされません。
･ [SEL] キーを押しながらリコール操作を行なった場合、SAFE PARAMETER SELECTの選択
に関係なく、そのチャンネルのすべてのパラメーターがリコールセーフされます。

RECALL SAFE MODE画面

1 CLEAR ALL ボタン /SET ALL ボタン
現在設定されているチャンネルごとのリコールセーフ機能、およびグローバルリコールセーフ機
能をすべてオフ ( 無効 )、またはオン (有効 ) に設定します。

NOTE
チャンネルごとにされているリコールセーフの対象パラメーターは、変わりません。

2 CH RECALL SAFE フィール
現在リコールセーフに設定され

3 SET BY SEL ボタン
パネル上の [SEL] キーを使って
です。このボタンをオンにして
リコールセーフがオンになりま

4 GLOBAL RECALL SAFE表
チャンネル単位ではないリコー
ターで表示します。このフィー
各ボタンに対応するパラメータ

NOTE
GEQラックやプレミアムラ
に設定できます。それ以外の

1

3

5

9

2 4

6

7 0A 8

INPUT PATCH すべての
を含む）

INPUT NAME すべての

OUTPUT PATCH すべての

OUTPUT NAME すべての

HA すべての

CH LINK すべての

MUTE GROUP 
NAME ミュート

CUSTOM FADER 
BANK カスタム

GEQ RACK
EFFECT RACK
PREMIUM RACK

それぞれ
8をリコー

FADER BANK 
SELECT

FADER B
設定 )

PORT TO PORT HA PORT TO

PORT TO PORT 
PATCH PORT TO

すべてのパラメーターがリ

一部のパラメーターのみリ

リコールセーフが解除され



チャンネルジョブ

 リファレンスマニュアル

ールセーフがオンになっている場合は、選択されているチャンネ
タンが、次のように緑で点灯します。

ATCH、INSERT PATCH、DIRECT OUTのパラメーターが、グ
T PATCH設定によってセーフされることを示しています。
ーの INPUT NAME、OUTPUT PATCH、OUTPUT NAMEをオ
当するセーフパラメーターが緑で点灯します。各チャンネルの画面
タンが対応するパラメーターは、次のとおりです。

ラメーター インプット
チャンネル

MIX
チャンネル

MATRIX
チャンネル

STEREO/
MONO
チャンネル

のセンドレベル ○

スへのセンドレベル ○

ーター ○ ○ ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○

の設定 ○ ○ ○ ○

の設定 ○

ンドレベル ○

のセンドレベル ○ ○ ○

定 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

のアサインのオン
ど ○ ○

アサインのオン / ○ ○

チの設定 ○

の設定 ○

ン /オフ ○ *3 ○ ○ ○
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5 チャンネル選択ボタン
リコールセーフを設定するチャンネルを選びます。

NOTE
このボタンで設定するチャンネルを切り替えても、パネル上で選択されているチャンネルは連
動しません。

6 設定チャンネル表示
現在選択されているチャンネルのアイコン /番号 /カラー/名前が表示されます。

7 APPLY TO ALL INPUTボタン (インプットチャンネルのみ表示 )
このボタンをオンにすると、インプットチャンネルでリコールセーフに設定されているパラメー
ターの種類が、すべてのインプットチャンネルに適用されます。
すべてのインプットチャンネルで共通のパラメーターをリコールセーフ設定にしたいときにオン
にします。

8 APPLY TO ALL OUTPUTボタン (アウトプットチャンネルのみ表示 )
このボタンをオンにすると、アウトプットチャンネルでリコールセーフに設定されているパラ
メーターの種類が、すべてのアウトプットチャンネルに適用されます。
すべてのアウトプットチャンネルで共通のパラメーターをリコールセーフ設定にしたいときにオ
ンにします。

9 SAFE PARAMETER SELECTフィールド (DCA以外 )
選択されているチャンネルでリコールセーフに設定するパラメーターを選びます。
チャンネルの種類に応じてボタンの表示が次のように変わります。

・ インプットチャンネルの場合

NOTE
ST IN の場合は、INSERT、INSERT PATCH、DIRECT OUT の各ボタンがありません。

・ MIXチャンネルの場合

・ MATRIX チャンネルの場合

・ STEREOチャンネルの場合

・ MONOチャンネルの場合

グローバルパラメーターのリコ
ルのセーフパラメーター選択ボ

この緑の点灯表示は、INPUT P
ローバルパラメーターの INPU
同様に、グローバルパラメータ
ンにすると、各チャンネルの該
に含まれるボタン、および各ボ

ボタン名 対応パ

WITH MIX SEND そのMIＸバスへ

WITH MATRIX SEND そのMATRIX バ

ALL*1 すべてのパラメ

HA HA関連の設定

HPF HPFの設定

EQ EQの設定

DYNA1 ダイナミクス 1

DYNA2 ダイナミクス 2

MIX SEND MIX バスへのセ

MATRIX SEND MATRIX バスへ

FADER フェーダーの設

CH ON [ON] キーの設定

TO ST STEREO バスへ
/オフ、PANな

MONO MONOバスへの
オフ

INPUT PATCH インプットパッ

DIGITAL GAIN デジタルゲイン

INSERT*2 インサートのオ
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て
系チャンネルまたはアウトプット系チャンネルのフェーダー操作
リンク ) させる機能です。2本以上のチャンネルをリンクさせたも
成するリンクグループの数、およびそれぞれのリンクグループに
に制限はありません。また、連動させるパラメーターの種類は、リン
し、1つのリンクグループにインプット系チャンネルとアウト
とはできません。

中から選択できます。

イントの設定
、PRE/POSTの設定
オフ
ベル、PRE/POSTの設定
ン /オフ

ベル、PRE/POSTの設定 *1

ン / オフ *1

外
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*1. 初期設定では ALL がオンに設定されています。
*2. インサート 1とインサート 2がまとめて設定されます。
*3. ST IN チャンネルの場合はありません。
*4. このボタンをオンにすると、DCAグループに登録されている設定がRECALL SAFE の対象になります。

DCA１～ 16まで一括の設定です。設定時点のカレントシーンのチャンネルリンクに従って設定が連動しま
す。

9 SAFE PARAMETER SELECTフィールド (DCA)
DCAグループごとに、リコールセーフの対象となるパラメーターを選択します。ALLボタンがオ
ンのときは、DCAマスターのすべてのパラメーターがリコールセーフの対象になります。
LEVEL/ONがオンのときには、DCAマスターのレベルとオン /オフ状態がリコールセーフの対
象となります。NAMEがオンのときには、DCAグループ名がリコールセーフの対象になります。
LEVEL/ONボタンとNAMEボタンは両方をオンにすることはできますが、ALL ボタンをオン
にすると、LEVEL/ONボタンとNAMEボタンは２つともオフ状態に切り替わります。

0 SAFE ボタン (DCAグループ以外 )
このボタンをオンにすると、選んだチャンネルのリコールセーフがオンになります。

NOTE
セーフパラメーター選択ボタンでパラメーターを選んでいても、このボタンがオフの場合はリ
コールセーフが有効になりません。

A CLOSEボタン
画面を閉じます。

チャンネルリンクについ
「チャンネルリンク」とは、インプット
や EQなどのパラメーターを連動 ( 
のを「リンクグループ」と呼びます。作
含めるチャンネルの数や組み合わせ
クグループごとに選択できます。ただ
プット系チャンネルを混在させるこ

連動するパラメーターの種類は次の
インプット系チャンネルの場合：
・ ヘッドアンプの設定
・ デジタルゲインの設定
・ HPFの設定
・ EQの設定
・ ダイナミクス1の設定
・ ダイナミクス2の設定
・ インサートON、ポイントの設定
・ ダイレクトアウトON、レベル、ポ
・ MIX バスに送られる信号のレベル
・ MIX バスに送られる信号のオン /
・ MATRIX バスに送られる信号のレ
・ MATRIX バスに送られる信号のオ
・ フェーダーの操作
・ [ON] キーの操作
・ TO STEREO/MONOの設定
・ DELAYの設定
・ DCA GROUP ASSIGNの設定
・ MUTE GROUP ASSIGNの設定

アウトプット系チャンネルの場合：
・ EQの設定
・ ダイナミクスの設定
・ インサートON、ポイントの設定
・ MATRIX バスに送られる信号のレ
・ MATRIX バスに送られる信号のオ
・ フェーダーの操作
・ [ON] キーの操作
・ TO STEREO/MONOの設定 *1

・ DCA GROUP ASSIGNの設定
・ MUTE GROUP ASSIGNの設定

*1 MATRIX チャンネルは対象

INSERT PATCH*2 インサートパッチの設定 ○ *3 ○ ○ ○

DIRECT OUT ダイレクトアウトの設定 ○ *3

MIX ON MIX センドのオン /オフ ○

MATRIX ON MATRIX センドのオン /オフ ○ ○ ○

DELAY ディレイの設定 ○

NAME チャンネルネーム ○ ○ ○ ○

OUTPUT PATCH アウトプットパッチの設定 ○ ○ ○

BAL BALANCEパラメーターの設定 ○
○

(STEREOのみ )

DCA ASSIGN*4
DCA グループに登録されている設
定 ○ ○ ○ ○

ボタン名 対応パラメーター インプット
チャンネル

MIX
チャンネル

MATRIX
チャンネル

STEREO/
MONO
チャンネル
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ンプット系チャンネル )
ルを表示したり、連動させるパラメーターを設定したりできます。

ィールド
対応するインプット系チャンネルがハイライト表示されます。複数
、グループごとに異なる色で表示されます。このフィールドを押す
されます。この画面でインプット系チャンネルをリンクさせること

常に連動します。
フェーダーは表示されません。

インプット系チャンネルを選んだ場合は、所属するリンクグルー
ETERフィールドとSEND PARAMETERフィールドは、その

いインプット系チャンネルの [SEL] キーを押している間は、次に
ンジケーターに表示します。LINK PARAMETERフィールドと 
ルドには直前に表示していたリンクグループの設定を表示します。
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任意のインプット系チャンネルをリンクさせる
ここでは、インプット系チャンネルの特定のパラメーターをリンクさせる方法を説明します。

NOTE
チャンネルリンクの設定は、シーンの一部として保存されます。

NOTE
･ リンクさせる 2つ以上のチャンネルの [SEL] キーを同時に押して離すことでも、CH LINK 
MODE画面を開けます。
･ リンクグループに所属するチャンネルの [SEL] キーを押して点灯させると、同じリンクグルー
プに含まれるすべてのチャンネルの [SEL] キーが点滅します。
･ INPUT チャンネルを ST IN チャンネルにリンクさせた場合、ST IN チャンネルに存在しないパ
ラメーターは無視されます。

CH LINK MODE画面 ( イ
リンクさせるインプット系チャンネ

1 インプット系チャンネル表示フ
リンクグループを作成すると、
のリンクグループがあるときは
と、CH LINK SET 画面が表示
もできます。

NOTE
･ ST IN チャンネルの L/R は、
･ QL1 の場合、その機種にない

2 リンクインジケーター
リンクグループに所属している
プを表示します。LINK PARAM
リンクの設定を表示します。
リンクグループに所属していな
組むリンクグループをリンクイ
SEND PARAMETERフィー

手順
1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押す。

2. CH JOBメニューのCH LINKボタンを押す。

3. インプット系チャンネルのリンク元の [SEL]キーを押しながら、リンク先の [SEL]キーを押して、
チャンネルをリンクさせる。

4. CH LINK MODE画面の LINK PARAMETERフィールドにある各ボタンを使って、連動させるパ
ラメーターを選ぶ (複数選択可 )。

5. 手順4でMIX ON、MIX SEND、MATRIX ON、MATRIX SENDの各ボタンをオンにした場合
は、SEND PARAMETERフィールドのボタンを使って対象のバスを指定する (複数選択可 )。

ファンクション
アクセスエリア

CH JOB
メニュー

5

2

3

1

4
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ルド
ルドで、MIX ON、MIX SEND、MATRIX ON、MATRIX SENDの
のフィールドのボタンを使って送り先となるバスを指定します。

ールドで何も選択しなかった場合、センドのオン /オフやセンドレ

アウトプット系チャンネル画面を切り替えます。

る
まま、リンクグループに加えたいインプット系チャンネルの

チャンネルを加える
を押しながら、グループに加える [SEL] キーを押します。

ンネルがすでに別のリンクグループに登録されていた場合は、元
除されて、あとから操作を行なった新しいグループに加えられま

ている任意の [SEL] キーを押しながら、解除するチャンネルの

るチャンネル間のレベルバランスを変更する
ネルの [SEL] キーを押しながら変更したいパラメーターを操作
リンクするパラメーター(HAアナログゲイン、フェーダー)につい
ンネルを一時的にリンクグループから解除できます。[SEL] キー
ゲイン、フェーダーはリンクしません ( ただし、シーンメモリー
は、一時的に解除できません )。

～ 16

ス 1～ 8
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3 LINK PARAMETERSフィールド
フィールド内のボタンを使って、連動させるパラメーターを選択します。これは、リンクグループ
ごとに設定できます。
LINK PARAMETER フィールドで選べるパラメーターは、次の表のとおりです。

NOTE
･ 複数のインプット系チャンネルでダイナミクス 1、2をリンクさせた場合、パラメーターの設定
値は共通になりますが、キーインソースは共通にならず、チャンネルごとに設定できます。また
キーイン信号の挙動は8ch単位 *で連動します。ダイナミクスについては「EQ/ダイナミクス」 
( → P.54) をご参照ください。
* 8ch 単位とは、Ch1 ～ 8/Ch9 ～ 16/Ch17 ～ 24/Ch25 ～ 32/Ch33 ～ 40/Ch41 ～ 48/Ch49 ～ 56/
Ch57 ～ 64/ST IN 1L ～ ST IN 4R/ST IN 5L ～ ST IN 8R です。

･ EQボタン /DYNAMICS1、2ボタンをオンにした場合、ライブラリーのリコール操作も連動し
ます。
･ HAアナログゲインとフェーダーの操作は、チャンネル間でレベル差を保ったまま連動します。
･ インサートの設定ではインサート 1とインサート 2のパラメーターをまとめて選択します。

4 SEND PARAMETERSフィー
LINK PARAMETERSフィー
各ボタンをオンにした場合、こ

NOTE
SEND PARAMETERSフィ
ベルは連動しません。

5 INPUT/OUTPUTボタン
インプット系チャンネル画面と

■ チャンネルリンクの各種操作

・ 3チャンネル以上をリンクさせ
リンク元の [SEL] キーを押した
[SEL] キーを順に押します。

・ 既存のリンクグループに新しい
グループ内の任意の [SEL] キー

NOTE
リンク先のインプット系チャ
のグループのリンクからは解
す。

・ リンクを解除する
同じリンクグループに登録され
[SEL] キーを押します。

・ リンクグループに設定されてい
リンクされている任意のチャン
します。レベル差を保ったまま
ては、リンクするすべてのチャ
を押している間は、HAアナログ
のリコールでフェード中の場合

HA ヘッドアンプの設定

HPF HPFの設定

DIGITAL GAIN デジタルゲインの設定

EQ EQの設定

DYNAMICS1、2 ダイナミクス 1、2の設定

INSERT インサートの設定

DIRECT OUT ダイレクトアウトの設定

MIX SEND MIX バスに送られる信号のセンドレベル

MIX ON MIX バスに送られる信号のオン /オフ

MATRIX SEND MATRIX バスに送られる信号のセンドレベル

MATRIX ON MATRIX バスに送られる信号のオン /オフ

FADER フェーダーの操作

DCA DCAグループの割り当て

CH ON チャンネルのオン /オフ

MUTE ミュートグループの割り当て

TO STEREO STEREO/MONOバスに送られる信号のオン /オフ

DELAY チャンネルディレイの設定

MIX1 ～ 16 MIX バス 1

MTRX1 ～ 8 MATRIX バ
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ド
、連動させるパラメーターを選択します。これは、リンクグループ

ドで選べるパラメーターは、次の表のとおりです。

ネルでダイナミクスをリンクさせた場合、パラメーターの設定値
ンソースは共通にならず、チャンネルごとに設定できます。また
位 * で連動します。ダイナミクスについては「EQ/ダイナミクス」 
。
MIX9 ～ MIX16/MATRIX1 ～ MATRIX8 です。

ンをオンにした場合、ライブラリーのリコール操作も連動しま

ート 1とインサート 2のパラメーターをまとめて選択します。

ルド
ドで、MATRIX ON、MATRIX SEND の各ボタンをオンにした場
使って送り先となるバスを指定します。

ルドで何も選択しなかった場合、センドのオン / オフやセンドレ

アウトプット系チャンネル画面を切り替えます。

定

ミクスの設定

ートの設定

IX バスに送られる信号のセンドレベル *1

IX バスに送られる信号のオン /オフ *1

ダーの操作

ネルのオン /オフ

O/MONOバスに送られる信号のオン /オフ *1

ループの割り当て

トグループの割り当て

ス 1～ 8
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CH LINK MODE画面 ( アウトプット系チャンネル )
リンクさせるアウトプット系チャンネルを表示したり、連動させるパラメーターを設定したりできま
す。

1 アウトプット系チャンネル表示フィールド
リンクグループを作成すると、対応するアウトプット系チャンネルがハイライト表示されます。複
数のリンクグループがあるときは、グループごとに異なる色で表示されます。このフィールドを押
すと、CH LINK SET 画面が表示されます。この画面でアウトプット系チャンネルをリンクさせる
こともできます。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

2 リンクインジケーター
リンクグループに所属しているアウトプット系チャンネルを選んだ場合は、所属するリンクグ
ループを表示します。LINK PARAMETER フィールドとSEND PARAMETER フィールドは、
そのリンクの設定を表示します。
リンクグループに所属していないアウトプット系チャンネルの [SEL] キーを押している間は、次
に組むリンクグループをリンクインジケーターに表示します。LINK PARAMETER フィールド
とSEND PARAMETER フィールドには直前に表示していたリンクグループの設定を表示しま
す。

3 LINK PARAMETER フィール
フィールド内のボタンを使って
ごとに設定できます。
LINK PARAMETER フィール

*1. MATRIX チャンネルは対象外

NOTE
･ 複数のアウトプット系チャン
は共通になりますが、キーイ
キーイン信号の挙動は8ch 単
( → P.54) をご参照ください
* 8ch 単位とは、MIX1 ～ MIX8/

･ EQボタン /DYNAMICSボタ
す。
･ インサートの設定ではインサ

4 SEND PARAMETERフィー
LINK PARAMETER フィール
合、このフィールドのボタンを

NOTE
SEND PARAMETER フィー
ベルは連動しません。

5 INPUT/OUTPUTボタン
インプット系チャンネル画面と

5

2

3

1

4

EQ EQの設

DYNAMICS ダイナ

INSERT インサ

MATRIX SEND MATR

MATRIX ON MATR

FADER フェー

CH ON チャン

TO STEREO STERE

DCA DCAグ

MUTE ミュー

MTRX1 ～ 8 MATRIX バ
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表示フィールドを押すと表示されます。この画面でチャンネルを

びます。選んだチャンネルはインプットチャンネルは青、アウト
表示され、リンクされたチャンネルはリンクグループを示すアル

します。

。

します。

5 4

チャンネルリンク時
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■ チャンネルリンクの各種操作

・ 3チャンネル以上をリンクさせる
リンク元の [SEL] キーを押したまま、リンクグループに加えたいアウトプット系チャンネルの
[SEL] キーを順に押します。

・ 既存のリンクグループに新しいチャンネルを加える
グループ内の任意の [SEL] キーを押しながら、グループに加える [SEL] キーを押します。

NOTE
リンク先のアウトプット系チャンネルがすでに別のリンクグループに登録されていた場合は、
元のグループのリンクからは解除されて、あとから操作を行なった新しいグループに加えられ
ます。

・ リンクを解除する
同じリンクグループに登録されている任意の [SEL] キーを押しながら、解除するチャンネルの
[SEL] キーを押します。

・ リンクグループに設定されているチャンネル間のレベルバランスを変更する
リンクされている任意のチャンネルの [SEL] キーを押しながら変更したいパラメーターを操作
します。レベル差を保ったままリンクするパラメーター( フェーダー) については、リンクするす
べてのチャンネルを一時的にリンクグループから解除できます。[SEL] キーを押している間は、
フェーダーはリンクしません ( ただし、シーンメモリーのリコールでフェード中の場合は、一時的
に解除できません )。

CH LINK SET画面
CH LINK MODE画面のチャンネル
リンクさせることもできます。

1 チャンネル選択ボタン
リンクさせたいチャンネルを選
プットチャンネルはオレンジで
ファベットが表示されます。

2 LINK ボタン
①で選んだチャンネルをリンク

3 UNLINKボタン
①で選んだリンクを解除します

4 UNSELECT ALL
チャンネルの選択をすべて解除

1

2 3

チャンネル選択時
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を行ないます。

4 2 3
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5 CLOSEボタン
画面を閉じます。

NOTE
QL5 の設定データをQL1 で使用した場合、その機種にないチャンネルにアサインされている
と、ボタン上に取り消し線が表示されます。

チャンネルのコピー/移動 /初期化
複数のチャンネル間でミックスパラメーターをコピー/移動したり、特定のチャンネルのパラメーター
を初期設定値に戻したりできます。

チャンネルのパラメーターをコピーする
各チャンネルのミックスパラメーターの設定値を別のチャンネルにコピーできます。コピーを実行する
と、コピー先のパラメーターに上書きされます。
コピーが行なえるチャンネルの組み合わせは次のとおりです。
・ インプット系チャンネルどうし
・ STEREO L/R チャンネルとMONOチャンネル
・ MIX チャンネルどうし
・ MATRIX チャンネルどうし

CH COPY MODE画面
チャンネルの設定をコピーする操作

手順
1. ファンクションアクセスエリアのCH JOBボタンを押す。

2. CH JOBメニューのCOPYボタンを押す。

3. [SEL] キーを押してコピー元のチャンネルを選ぶ。

4. コピー先のチャンネルの [SEL] キーを押す (複数選択可 )。

5. コピー元にMIX/MATRIX チャンネルを選んだ場合は、COPY TARGETフィールドのボタンを
使って、コピーするパラメーターを選択する。

6. COPYボタンを押してコピーを実行する。

ファンクション
アクセスエリア

CH JOB
メニュー

1
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ド
れます。コピー元を設定する
ピー先のチャンネルを選ぶこと
ールドにハイライト表示され
ンネルをすべて解除するには、
ドを押します。

フェーダーは表示されません。

ー元とコピー先を指定したあとでボタンを押すと、コピーが実行さ

す。

移動する
定のチャンネルの設定内容を別のチャンネルに移動できます。移
に含まれるチャンネルの番号が1つずつ前後に移動します。

わせは次のとおりです。

CH JOBボタンを押す。

タンを押す。

ャンネルを選ぶ。

ーを押す。

ンを押す。

5

4

ます
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1 SOURCE CHフィールド
コピー元のチャンネルが表示されます。この画面が表示されているときに、パネル上の [SEL]
キーでチャンネルを1つ選ぶと、対応するチャンネルがこのフィールドにハイライト表示されま
す。コピー元に選んだチャンネルを選択し直すには、このフィールドを押します。

コピー元がMIX/MATRIX チャンネルの場合、コピーするパラ
メーターを選ぶボタンが表示されます。
それぞれのボタンがオンのときにコピーされるパラメーター
は、次のとおりです。

・ MODULE PARAMETERSボタン
選択チャンネルのモジュールパラメーター

・ WITH MIX SEND/WITH MATRIX SENDボタン
選択チャンネルへのSENDパラメーター

2 DESTINATION CHsフィール
コピー先のチャンネルが表示さ
と、パネル上の [SEL] キーでコ
ができ ( 複数選択可 )、このフィ
ます。コピー先に選択したチャ
DESTINATION CHs フィール

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

3 COPYボタン
コピー操作を実行します。コピ
れます。

4 CLOSEボタン
画面を閉じて元の画面に戻りま

チャンネルのパラメーターを
インプット系チャンネルどうしで、特
動を実行すると、移動元と移動先の間

移動が行なえるチャンネルの組み合
・ INPUTチャンネルどうし
・ ST IN チャンネルどうし

選択前 選択後

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. CH JOBメニューのMOVEボ

3. [SEL] キーを押して移動元のチ

4. 移動先のチャンネルの [SEL] キ

5. 移動を実行するには、MOVEボタ

1 2 3 4

1 5 2 3

1 つずつ移動し

移動
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フェーダーは表示されません。

と移動先を指定したあとでボタンを押すと、移動元から移動先に
。また、移動元と移動先の間に含まれるすべてのチャンネルの設定
ル分ずれます。

す。

初期化する
定値に戻せます。この操作はすべてのチャンネルに対して行なえま

CH JOBボタンを押す。

Tボタンを押す。

キーを押して点灯させる (複数選択可 )。

化を実行する。
76

CH MOVE MODE画面

1 SOURCE CHフィールド
移動元のチャンネルが表示されます。この画面が表示されているときに、パネル上の [SEL] キー
でインプットチャンネルをひとつ選ぶと、このフィールドに対応するチャンネルがハイライト表
示されます。移動元に選んだチャンネルを選択し直すには、このフィールドを押します。

2 DESTINATION CHフィールド
移動先のチャンネルが表示されます。移動元を設定すると、パネル上の [SEL] キーで移動先のイ
ンプットチャンネルを選ぶことができます。移動先のチャンネルを選ぶと、このフィールドにハイ
ライト表示されます。移動先に選択したチャンネルを解除するには、DESTINATION CHフィー
ルドを押します。

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

3 MOVEボタン
移動操作を実行します。移動元
チャンネルの設定が移動します
が、移動元の方向に1チャンネ

4 CLOSEボタン
画面を閉じて元の画面に戻りま

チャンネルのパラメーターを
チャンネルのパラメーターを初期設
す。

CH JOB
メニュー

ファンクション
アクセスエリア

1 2

3

4

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. CH JOBメニューのDEFAUL

3. 初期化するチャンネルの [SEL]

4. DEFAULT ボタンを押して、初期
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ボタンを押すと、初期化が実行されます。

す。

て
から特定チャンネルの信号だけを抜くミックスマイナス機能です。
サー用のモニター信号として、本人の音声だけを抜いた信号を素

るモードを切り替えるような操作ではなく、設定を素早く行なう
このため、実行したあとでも画面の各パラメーターは自由に変更

テッドチャンネルセクションのMIX/MATRIX バスキーを押す。

が開く。

を追加する場合は、[SEL] キーを押す。

フィールドでバスを選択する。
るバスは選択できません。

にパラメーターが設定される。

ルから送られる信号のセンドレベルが、- ∞ dBまで下がります。
プットチャンネルから送られる信号のセンドレベルは、ノミナル
す。
ドがオンになり、センドポイントはPOSTに切り替わります。
ルは、両方のチャンネルから送られる信号のセンドレベルが - ∞ 
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NOTE
初期化後は、TARGET CHs フィールドは何も選択されていない状態に戻ります。

CH DEFAULT MODE画面
パラメーターを初期化する操作を行ないます。

1 TARGET CHsフィールド
初期化の対象として選ばれたチャンネルが表示されます。この画面が表示されているときに、パネ
ル上の [SEL] キーでインプットチャンネルを選ぶと ( 複数選択可 )、このセクションに表示され
ます。もう一度同じ [SEL] キーを押すと、選択が解除されます。

NOTE
･ チャンネルが選択された状態で、このフィールドを押すと、選択したチャンネルがすべて解除
されます。
･ QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

2 DEFAULTボタン
チャンネルを選んだあとでこの

3 CLOSEボタン
画面を閉じて元の画面に戻りま

ミックスマイナスについ
MIX/MATRIX バスに送られる信号
これを利用すれば、演奏者やアナウン
早く送ることができます。

NOTE
ミックスマイナスは、いわゆ
ためのショートカットです。
できます。

CH JOB
メニュー

ファンクション
アクセスエリア

1

3

2

手順
1. [SEL] キーを押しながら、セレク

2. MIX MINUSポップアップ画面

3. カットするインプットチャンネル

4. 必要に応じて、DESTINATION
バスタイプが FIXEDになってい

5. OKボタンを押すと、以下のよう

・ 選択したインプットチャンネ
・ 選択した以外のすべてのイン
レベル（0.0dB）に設定されま

・ また、送り先のバスへのセン
・ ステレオインプットチャンネ
dBとなります。
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NOTE
MIX MINUS ポップアップ画面は、ファンクションアクセスエリアのCH JOB ボタン→ MIX 
MINUS ボタンから開くこともできます。
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をより詳しく表示 /設定できるSCENE LIST 画面が表示されま

が表示されます。新しいシーン番号を選ぶと、番号が点滅し、現在
異なることを表わしています。

ロテクトマーク
ーク (READ ONLY) が表示されます。また、ライトプロテクトの
トマークが表示されます。

イトルが表示されます。

ミックスパラメーターを変更すると、このマークが表示されます。
るためにストア操作が必要であることを示しています。

ークが表示されるシーン番号には、ストアできません。

2
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シーンメモリー
QLシリーズでは、ミックスパラメーターや入出力ポートのパッチングなどの設定に名前を付け、シー
ンとしてメモリーにストア ( 保存 ) / リコール ( 読み込み ) できます。
シーンには、000～ 300のシーン番号が付けられており、000はミックスパラメーターを初期値に
戻すための読み込み専用のシーン、001～ 300は読み書き可能なシーンです。
1つのシーンには、トップパネル上のフェーダーの位置や [ON] キーの状態のほか、次のようなパラ
メーターが含まれます。

・ 入力 /出力ポートのパッチング
・ チャンネルネーム、カラー
・ バスの設定
・ ヘッドアンプの設定
・ デジタルゲインの設定
・ EQの設定
・ ダイナミクス1、2の設定
・ インプットディレイの設定
・ ラック (GEQ/ エフェクト /プレミアムラック ) の設定
・ パン /バランスの設定
・ インサート /ダイレクトアウトの設定
・ MIX バスに送られる信号のオン /オフ、センドレベル
・ MATRIX バスに送られる信号のオン /オフ、センドレベル
・ STEREO/MONOバスに送られる信号の設定
・ DCAグループの設定
・ ミュートグループの設定
・ チャンネルリンクの設定
・ パネルの展開状態（PANEL SNAPSHOT）
・ CUSTOM FADER BANKの設定

現在選ばれているシーン番号は、ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドで確認できま
す。

SCENEフィールド

SCENEフィールドを押すと、シーン
す。

1 シーン番号
現在選択されているシーン番号
読み込まれているシーン番号と

2 Rマーク (READ ONLY) / プ
読み込み専用のシーンにはRマ
かかったシーンでは、プロテク

3 シーンタイトル
現在選択されているシーンのタ

4 Eマーク (EDIT マーク )
現在読み込まれているシーンの
この表示は、変更内容を記憶す

NOTE
プロテクトマークまたは Rマ

4

3

21
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ると、シーンのタイトルを入力できます ( 最大 16文字 )。

ると、シーンのコメントを入力できます。シーンごとの覚え書きに
。

( 別紙 ) の「名前を付ける」をご参照ください。

2
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シーンをストア /リコールする
現在のミックス設定をシーンメモリーにストア /リコールするには、SCENE LIST 画面を使用しま
す。

シーンをストアする

■ SCENE LIST画面を使う

NOTE
･ ストア先のシーン番号は複数選択できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオン
にして [TOUCH AND TURN] ノブを回すか、[TOUCH AND TURN] ノブを押しながら回しま
す。
･ ストア先のシーンを複数選択した場合、同じ内容が選択したすべてのシーン番号に保存されま
す。同じミックス内容を元にして、複数のバリエーションを作りたいときに便利です。

SCENE STORE画面

1 SCENE TITLE フィールド
このフィールドを押して選択す

2 COMMENTフィールド
このフィールドを押して選択す
利用できます ( 最大 32文字 )

NOTE
文字の入力方法は取扱説明書

手順
1. トップパネルの各操作子や、タッチスクリーン上のボタンなどを使って、ミックスパラメーターを
設定する。

2. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

3. [TOUCH AND TURN] ノブを回して、ストア先のシーン番号を選ぶ。

4. SCENE LIST 画面のSTOREボタンを押す。

5. 必要に応じて、シーンにタイトルやコメントを付ける。

6. SCENE STORE画面下部のSTOREボタンを押す。

7. STORE CONFIRMATIONダイアログのOKボタンを押してストアを実行する。

1
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効を切り替えるには、選択されているシーンのRマーク /プロテ
に、プロテクト (錠前 )マーク表示、R (READ ONLY) マーク表

ます。

リーからのファイルのロードなどでも上書きができなくなりま
001から連続したシーン番号のみ設定可能です。

は、無効にできません。

いるシーンが、現在選ばれているシーン ( カレントシーン )です。
そのシーンがカレントシーンの位置に来るように、リスト全体が上

操作して、シーンを選択します。ノブの下の数字で現在選ばれてい
。[TOUCH AND TURN] ノブを押しながら回すと、連続した複数

CH AND TURN] ノブを回すと、連続した複数のシーンを選択で

択します。

ます。押すと、シーンに名前を付けて保存するSCENE STORE

前の動作が、上書き保存の場合のみ有効です。

できるのは、上書き保存した直後だけです。
ORE UNDOボタンと同じ機能を割り当てることもできます

ンをリコールします。
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SCENE LIST画面
シーンの各種操作を行ないます。この画面はSCENEフィールドを押すと表示されます。

1 シーンリスト
メモリーに保存されたシーンの各種情報が表示されます。

2 NO./TITLE ボタン
それぞれのボタンを押すたびに、リスト内のシーンが番号順、タイトル順にソートされます。同じ
ボタンを押すと、昇順と降順が切り替わります。

3 シーン番号
シーンの番号が表示されます。

4 シーンタイトル
シーンに付けられたタイトルが表示されます。このボタンを押すと、タイトルを編集するSCENE 
TITLE EDIT 画面が表示されます。

5 Rマーク (READ ONLY)/ プロテクトマーク
読み込み専用のシーンにはRマーク、ライトプロテクトのかかったシーンにはプロテクト (錠前 )
マークが表示されます。

シーンのプロテクトの有効 /無
クトマークを押します。押すたび
示、マークなしを切り替えます。

・ プロテクト (錠前 ) マーク
シーンの上書きができなくなり

・ R (READ ONLY) マーク
プロテクトに加えて、USBメモ
す。なお、この設定はシーン番号

・ マークなし
何もプロテクトされません。

NOTE
シーン番号 000 の Rマーク

6 カレントシーン
リスト内で枠が青く表示されて
別の行のシーン番号を押すと、
下にシフトされます。

7 SCENE SELECTノブ
[TOUCH AND TURN] ノブで
るシーンの番号を確認できます
のシーンを選択できます。

8 MULTI SELECTボタン
このボタンをオンにして [TOU
きます。

9 LAST SCENEボタン
最後にリコールしたシーンを選

0 SCENE STOREボタン
現在のミックス設定をストアし
画面が表示されます。

A STORE UNDOボタン
ストア操作を取り消します。直

NOTE
･ STORE UNDOボタンが使用
･ USER DEFINED キーに、ST
( → P.194)。

B RECALL SCENEボタン
押すと、現在選ばれているシー

7

3

2
5
4

8

B C D9@A

6

1E
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ールします。

直前の動作がリコール操作の場合のみ有効です。

CALL UNDOボタンと同じ機能を割り当てることもできます

チェンジ ) を使用してシーンをリコールすることもできます
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C RECALL UNDOボタン
リコール操作を取り消します。直前の動作がリコール操作の場合のみ有効です。

D ページ切り替えタブ
SCENE LIST 画面の右側の表示を切り替えます。

E PREVIEWボタン
押すと、カレントシーンの信号処理には影響を与えずに、シーンの設定値をディスプレイやパネル
で確認と編集ができるPREVIEWモードになります。

シーンをリコールする

SCENE LIST画面

1 RECALL SCENEボタン
現在選ばれているシーンをリコ

2 RECALL UNDOボタン
リコール操作を取り消します。

NOTE
･ USER DEFINED キーに、RE
( → P.194)。
･ MIDI メッセージ ( プログラム
( → P.164)。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

2. [TOUCH AND TURN] ノブを回してリコールするシーン番号を選ぶ。

3. SCENE LIST 画面のRECALLボタンを押す。

1 2
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USER SETUP画面

面

83

USER DEFINEDキーを使ってリコールする
USER DEFINEDキーを使えば、キーを1回押すだけで選択したシーンを直接リコールしたり、シーン
を順送りしたりできます。これを行なうには、まずUSER DEFINEDキーにシーンをリコールする機能
を割り当てておく必要があります。USER DEFINEDキーに割り当て可能なリコール操作には、次の種
類があります。

・ RECALL
現在読み込まれているシーンを直接リコールします。

・ INC RECALL
現在読み込まれているシーンの次の番号のシーンを直接リコールします。

・ DEC RECALL
現在読み込まれているシーンの前の番号のシーンを直接リコールします。

NOTE
現在読み込まれているシーンの前後のシーン番号にシーンがストアされていない場合、シーン
がストアされている最も近いシーン番号がリコールされます。

・ DIRECT RECALL
特定のシーン番号を指定し、そのリコール操作をUSER DEFINEDキーに割り当てます。この機
能を割り当てたUSER DEFINEDキーを押すと、割り当てたシーンがすぐにリコールされます。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面左上のUSER SETUPボタンを押す。

3. USER SETUP画面のUSER DEFINED KEYSタブを押す。

4. 機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボタンを押す。

5. FUNCTIONの列で「SCENE」を選ぶ。

6. 割り当てる機能を選ぶ。

・ INC RECALL、DEC RECALL を割り当てる場合
PARAMETER 1 の列で「INC RECALL」、または「DEC RECALL」を選択します。

・ DIRECT RECALLを割り当てる場合
PARAMETER 1 の列で「DIRECT RECALL」を選び、PARAMETER 2 の列で、「SCENE #xxx」
(xxx はシーン番号 ) を選択します。

7. 設定が終わったらOKボタンを押して画面を閉じる。

8. 機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーを押す。

SETUP画面

USER DEFINED KEY SETUP画
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に並び替えが実行されます。

ト順に並び替えます。

ト順に並び替えます。

リストの並び方 ( 昇順または降順 ) が変わります。

されます。押すと、そのシーンが書き込み禁止になり、錠前のアイ
押すと、書き込み禁止が解除されます。

力するSCENE TITLE EDIT 画面が表示されます。この画面でタ

力するSCENE COMMENT EDIT 画面が表示されます。この画面

 TIME ( フェードタイム )、PLAYBACK ( プレイバックリンク：
後に任意のソングを再生する機能 )、GPI ( 汎用インターフェース )
表示されます。

表示されます。
ットは「内蔵時計の日時を合わせる」（→P.218）をご参照くださ

ルド
内容を設定します。ここでの変更は、すぐにQLシリーズに反映さ

って画面の右半分を5種類 (COMMENT/FOCUS/FADE TIME/
) のフィールドに切り替えることができます。
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シーンメモリーを編集する
ここでは、シーンメモリーにストアしたシーンの並び替え、タイトル変更、コピー( 複製 ) / ペースト
( 貼り付け )などの編集操作を行なう方法を説明します。

シーンメモリーを並び替える

SCENE LIST画面

1 ソートボタン
押した場所に応じて、次のよう

・ NO.
シーン番号順に並び替えます。

・ TITLE
タイトルの数字 /アルファベッ

・ COMMENT
コメントの数字 /アルファベッ

・ TIME STAMP
作成日時の順に並び替えます。

NOTE
同じ場所を繰り返し押すと、

2 ライトプロテクト
ライトプロテクトの有無が表示
コンが表示されます。もう一度

3 TITLE フィールド
押すと、シーンのタイトルを入
イトルを編集できます。

4 COMMENTフィールド
押すと、シーンのコメントを入
でコメントを編集できます。

5 STATUSフィールド
FOCUS ( フォーカス )、FADE
シーンをリコールした一定時間
の設定状況がインジケーターで

6 TIME STAMPフィールド
シーンを保存した日付 /時間が
TIME STAMPの表示フォーマ
い。

7 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される
れます。

8 タブ
項目を切り替えます。タブを使
GPI OUT/PLAYBACK LINK

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

2. SCENE LIST 画面下部のCOMMENTタブを押す。

3. トップパネルにある [TOUCH AND TURN] ノブを回してシーンを選ぶ。

4. シーンを編集する。

7

8

4

5
6

1 11 2

3
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る
にコピーし、別のシーン番号にペースト ( 貼り付け )します。

用すると、カレントシーンの任意のチャンネル /パラメーターの
リー内の任意のシーンデータ ( 複数選択可能 ) にペーストするこ

シーンのコピー/カット操作を行なうと、バッファーメモリーに上
さい。
を選ぶことはできません。
選択できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオン
]ノブを回します。この場合は、選択したすべてのシーンに同じ内

ートすることもできます ( → P.86)。
ピーされていないとき、PASTEボタンは使用できません。

できます。これを行なうには、MULTI SELECT ボタンをオンにし
ブを回します。
ライトプロテクトのかかったシーンはクリアできません。

SCENEフィールドを押す。

回してコピー元のシーン番号を選び、SCENE LIST 画面のCOPY

OKボタンを押して、コピーを実行する。

回してペースト先のシーン番号を選び、PASTEボタンを押す。

OKボタンを押して、ペーストを実行する。

SCENEフィールドを押す。

してクリアするシーン番号を選び、SCENE LIST画面のCLEAR

OKボタンを押して、クリアを実行する。
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シーンメモリーの編集について
シーンメモリーにストアしたシーンは、別のシーン番号にコピー/ペーストしたり、クリア ( 消去 )した
りできます。シーンの編集は、SCENE LIST 画面の上部にあるボタンで行ないます。

1 COPYボタン
押すと、選択したシーンがバッファーメモリーにコピーされます。

2 PASTEボタン
押すと、バッファーメモリー内のシーンが選択したシーンに上書きされます。

3 CLEARボタン
押すと、選択したシーンが消去されます。

4 CUTボタン
選択したシーンが削除され、バッファーメモリーにコピーされます。削除されたシーン以降のシー
ンの番号が前に詰まります。

5 INSERTボタン
バッファーメモリー内のシーンを、選択したシーン番号に挿入します。その番号以降のシーンは、
番号が1つずつ後ろにずれます。

6 UNDOボタン
直前に行なったシーンメモリーのペースト、クリア、カット、インサート操作を取り消して、1つ前
の状態に戻します。

シーンをコピー/ペーストす
任意のシーンをバッファーメモリー

NOTE
グローバルペースト機能を利
設定内容をコピーして、メモ
ともできます ( → P.86)。

NOTE
･ ペーストを行なう前に、別の
書きされますのでご注意くだ
･ コピー元として複数のシーン
･ ペースト先のシーンは複数を
にして [TOUCH AND TURN
容がペーストされます。
･ コピーしたシーンは、インサ
･ バッファーメモリーに何もコ

シーンをクリアする

NOTE
･ クリアするシーンは複数選択
て [TOUCH AND TURN] ノ
･ 読み込み専用のシーン、また

1 2 3 4 5 6

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. [TOUCH AND TURN] ノブを
ボタンを押す。

3. CONFIRMATIONダイアログの

4. [TOUCH AND TURN] ノブを

5. CONFIRMATIONダイアログの

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. [TOUCH AND TURN]ノブを回
ボタンを押す。

3. CONFIRMATIONダイアログの
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を使う
ンの任意のチャンネル /パラメーターの設定内容を、メモリー内
ピー＆ペーストする機能です。カレントシーンの変更内容を、ス
反映させたいときに便利です。

IST の STORE/SORT がオンになっているユーザーのみ、グロー
ます。

スバーが表示されます。
タンが表示され、ボタンを押すと中止できます。このとき途中まで
はできません。
メーターを選択することはできません。

SCENEフィールドを押す。

 PASTEボタンを押す。

使って、コピーの対象となる項目を選ぶ。

ってコピー元となるチャンネルを選び、画面上のボタンを押してパ

、ペースト先になるシーンの範囲を選ぶ。

トを実行する。

GLOBAL PASTE画面
86

シーンをカットする
ここでは、シーンをカットする方法について説明します。
シーンをカットすると、それ以降のシーンの番号が前に詰まります。なお、カットしたシーンは、任意の
位置にペースト /インサートできます。シーンをカットする場合は、シーン番号順にシーンリストを並
び替えてください。

NOTE
･ 読み込み専用のシーン、またプロテクトされたシーンはカットできません。
･ ペースト、またはインサートを行なう前に、別のシーンをコピー/カットしてしまうと、バッ
ファーメモリーに上書きされますのでご注意ください。

シーンをインサートする
バッファーメモリーにコピーされたシーンを、任意のシーン番号の位置にインサートします。シーンを
インサートする場合は、シーン番号順にシーンリストを並び替えてください。

NOTE
･ インサート先として複数のシーンを選ぶと、選択した数だけ同一内容のシーンを挿入できま
す。
･ バッファーメモリーに何もコピーされていないとき、INSERT ボタンは使用できません。
･ シーンNO. の 300 にストア済みのシーンがある場合や、インサートによってストア済みの
シーンがNO.300 を越える場合、INSERT ボタンは使用できません。
･ シーンをインサートすると、以前その場所にストアされていたシーンの番号が、インサートさ
れたシーンの数だけ後方にずれます。

グローバルペースト機能
グローバルペーストは、カレントシー
のシーンデータ (複数選択可能 )にコ
トア済みの複数のシーンに一括して

NOTE
ユーザーレベルで SCENE L
バルペースト機能を利用でき

NOTE
･ ペースト実行中は、プログレ
･ ペースト実行中は、STOPボ
ペーストされ、元に戻すこと
･ チャンネルごとに異なるパラ

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSCENE LIST 画面のSCENEフィールドを押す。

2. [TOUCH AND TURN]ノブを回してカットするシーン番号を選び、SCENE LIST画面のCUTボ
タンを押す。

3. CONFIRMATIONダイアログのOKボタンを押して、カットを実行する。

4. 必要ならば、カットしたシーン(バッファーメモリーにコピーしたシーン)をペースト(→P.85)ま
たはインサートする。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

2. インサートしたいシーンをコピー(→ P.85) またはカットする。

3. [TOUCH AND TURN] ノブを回してインサート先のシーン番号を選び、SCENE LIST 画面の
INSERTボタンを押す。

4. CONFIRMATIONダイアログのOKボタンを押して、インサートを実行する。

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SCENE LIST 画面のGLOBAL

3. GLOBAL PASTE画面のタブを

4. トップパネルの[SEL]キーを使
ラメーターを選ぶ。

5. [TOUCH AND TURN] ノブで

6. PASTEボタンを押して、ペース

SCENE LIST 画面
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のパラメーターをまとめて選択します。
ャンネルリンクに従って設定が連動します。

ル、左下でそのパラメーターを選択します。
のとおりです。

のパラメーターをまとめて選択します。
ャンネルリンクに従って設定が連動します。

、PREMIUM RACKから選択します。Flex15GEQタイプのGEQ
るエフェクトは、それぞれ個別に選べます。

ス 2の設定 (KEY IN SOURCEを含む )

のセンドレベル、パン、PRE/POST

スへのセンドのセンドレベル、パン、PRE/POST

のレベル

オン /オフ状態

のオン /オフ、インサートポイント

イン /アウトのパッチ、インサートインのヘッドアンプの設定

アウトのオン /オフ、レベル、ダイレクトアウトポイント、パッチ

のセンドのオン /オフ

スへのセンドのオン /オフ

ン /オフ、パン /バランスの設定

のオン /オフ

プに登録されている設定

ト系チャンネルのすべてのパラメーター

トパッチの設定

名、アイコン、チャンネルカラー

ス 1の設定 (KEY IN SOURCEを含む )

のオン /オフ、インサートポイント

イン /アウトのパッチ、インサートインのヘッドアンプの設定

のレベル

オン /オフ状態

ン /オフ、パン /バランスの設定

のオン /オフ (MIX1 ～ 16 のみ )

スへのセンドのセンドレベル、パン、PRE/POST

スへのセンドのオン /オフ

に送られてくる信号の送り元の SENDパラメーター

プに登録されている設定
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GLOBAL PASTE画面

1 SET BY SEL ボタン
このボタンをオンにすると、[SEL] キーでチャンネルを追加できます。

2 CLEAR ALL ボタン /SET ALL ボタン
CLEAR ALL ボタンは、選択したチャンネルをすべて解除します。SET ALL ボタンはすべての
チャンネルを選択します。
NOTE
QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

3 タブ
項目を切り替えます。

・ INPUTタブ
左上でインプット系チャンネル、左下でそのパラメーターを選択します。
選択できるパラメーターは、次のとおりです。

*1. インサート 1とインサート 2
*2. 設定時点のカレントシーンのチ

・ OUTPUTタブ
左上でアウトプット系チャンネ
選択できるパラメーターは、次

*1. インサート 1とインサート 2
*2. 設定時点のカレントシーンのチ

・ RACKタブ
GEQ RACK、EFFECT RACK
やデュアルモードで使用してい

ALL インプット系チャンネルのすべてのパラメーター

INPUT PATCH インプットパッチの設定

NAME チャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

HA 該当するインプット系チャンネルに割り当てられたヘッドアンプの設定、フェーズ

DELAY インプットディレイの設定

HPF HPFの設定

DIGITAL GAIN 該当するインプット系チャンネルのデジタルゲインの設定

EQ EQの設定

DYNA1 ダイナミクス 1の設定 (KEY IN SOURCE、KEY IN FILTER を含む )

1

3

2

DYNA2 ダイナミク

MIX SEND MIX バスへ

MATRIX SEND MATRIX バ

FADER フェーダー

CH ON [ON] キーの

INSERT*1 インサート

INSERT PATCH*1 インサート

DIRECT OUT ダイレクト

MIX ON MIX バスへ

MATRIX ON MATRIX バ

TO ST TO ST のオ

MONO TO MONO

DCA ASSIGN*2 DCA グルー

ALL アウトプッ

OUTPUT PATCH アウトプッ

NAME チャンネル

EQ EQの設定

DYNA1 ダイナミク

INSERT*1 インサート

INSERT PATCH*1 インサート

FADER フェーダー

CH ON [ON] キーの

TO ST/BAL TO ST のオ

MONO TO MONO

MATRIX SEND MATRIX バ

MATRIX ON MATRIX バ

WITH SEND FROM 
SOURCE CHs

チャンネル

DCA ASSIGN*2 DCA グルー
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を使う
ンをリコールしたときに、そのシーンのパラメーターを部分的に
シーンごとに設定できます。たとえば、あるシーンのインプット系
たい、というような場合に便利です。

逆に、特定のチャンネル /パラメーターをリコール操作から除外
あります。ただし、フォーカスリコール機能はシーンごとに設定
ーフ機能の設定はすべてのシーンに共通です。

ォーカス機能の設定を行なえます。フィールド内の各ボタンは
されているシーンリストに対応します。
ーンは、SCENE LIST 画面の STATUS フィールドに「FOCUS」の

セーフ機能と併用できます。どちらか一方で、リコール操作から除
ラメーターは、リコールされません。
AMEパラメーターはDCAインジケーターに含まれます。

SCENEフィールドを押す。

USタブを押す。

いシーンのSETボタンを押す。

P.66) の手順3以降と同様に設定する。

たシーンをリコールする。

SCENE LIST 画面
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・ PATCH/OTHERsタブ
選択できるパラメーターは、次のとおりです。

*1. PREVIEWモード中は、QL Editor からの変更に対して即時反映されません。PREVIEWモードを終了する
ときに反映されます。

・ DCAタブ
ALL や LEVEL/ON、NAMEから選択します。ALL はチャンネルすべてのパラメーターが、
LEVEL/ONはマスターレベルと DCA チャンネルのオン /オフ状態が、NAMEはDCAグルー
プ名がコピー対象になります。対象チャンネルは、DCA1～ 16 個別に選択します。
DCAの場合は、LEVEL/ONボタンとNAMEボタンは両方をオンにすることはできますが、
ALL ボタンをオンにすると、LEVEL/ONボタンとNAMEボタンは２つともオフ状態に切り替
わります。

フォーカスリコール機能
「フォーカスリコール機能」とは、シー
リコール (読み込み ) する機能です。
チャンネルの設定だけをリコールし

NOTE
フォーカスリコール機能とは
する「リコールセーフ」機能も
できるのに対し、リコールセ

NOTE
･ FOCUSフィールドでは、フ
SCENE LIST 画面左側に表示
･ フォーカス機能を設定したシ
文字が表示されます。
･ フォーカス機能は、リコール
外されているチャンネル /パ
･ FOCUS RECALL の場合、N

INPUT PATCH すべてのインプット系チャンネルのインプットパッチ、インサートイン /アウトパッ
チ、ダイレクトアウトパッチの設定

OUTPUT PATCH すべてのアウトプット系チャンネルのアウトプットパッチ、インサートイン /アウト
パッチ

INPUT NAME すべてのインプット系チャンネルのチャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

OUTPUT NAME すべてのアウトプット系チャンネルのチャンネル名、アイコン、チャンネルカラー

HA アナログゲイン、ファンタムオン /オフ、ゲインコンペンセーション、フェーズの設
定

CH LINK チャンネルリンクの設定

MUTE GROUP 
NAME

MUTEグループ名の設定

CUSTOM FADER 

BANK*1
カスタムフェーダーバンクの設定

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SCENE LIST 画面下部の FOC

3. SCENE LIST 画面で、設定した

4.「リコールセーフ機能を使う」(→

5. フォーカスリコール機能を設定し

SCENEフィールド
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ごとに設定します。

LL ボタン
およびグローバルフォーカスパラメーターの設定をすべてオフ、ま

ールド
ンネルが表示されます。表示方法は、RECALL SAFE 画面と共通

9

1

4

7

0

コール対象のチャンネル

コール対象のチャンネル

されたチャンネル
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SCENE LIST画面

1 FOCUSボタン
シーンごとにフォーカス機能の有効 / 無効を切り替えます。

2 SETポップアップボタン
押すと、リコール対象となるパラメーターを選択する FORCUS RECALL ポップアップ画面が表
示されます。

3 FOCUS PARAMETERインジケーター
シーンごとに設定されているフォーカスリコールの設定状態をインジケーターで表示します。

4 CURRENT SETTINGフィールド
次のシーンストアで保存される内容を設定します。

FOCUS RECALL画面
リコールするパラメーターをシーン

1 CLEAR ALL ボタン /SET A
フォーカスチャンネルの選択、
たはすべてオンに設定します。

2 フォーカスチャンネル表示フィ
リコール操作の対象となるチャ
です。

1 2

3

4 8

6

5

2

3

すべてのパラメーターがリ

一部のパラメーターのみリ

フォーカスリコールが解除
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したときに、任意のチャンネル /DCAグループのフェーダーが新
かけて連続変化させる機能です。フェード機能は、シーンごとに独

ンは、SCENE LIST 画面 (COMMENTタブ ) の STATUS フィー
ターが表示されます。
ーをリンクさせた場合でも、フェード機能の設定は個別にできま

る [SEL] キーを押しながら止めると、その位置でフェード効果が

ンをリコールすると、すべてのチャンネル /DCAグループの
すぐに移動します。

SCENEフィールドを押す。

E TIME タブを押す。

いシーンのSETボタンを押す。

EL]キーを押して、フェード効果を加えるチャンネル/DCAグルー

使用して、フェードタイムを調節する。

E画面を閉じる。

タンを押して、フェード機能をオンにする。

をリコールする。
しはじめ、フェードタイムで設定した時間をかけてリコールした

SCENE LIST 画面
(FADE TIME フィールド )
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3 SET BY SEL ボタン
このボタンをオンにすると、[SEL] キーでチャンネルを追加できます。新しいチャンネルを選択
に加えるには、このボタンをオンにして、追加するチャンネルの [SEL] キーを押します。
もう一度同じ [SEL] キーを押すと、選択が解除されます。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

4 FOCUS PARAMETER表示フィールド
すべてのシーンでリコール操作の対象に設定されているパラメーター、およびラックが表示され
ます。操作方法と内容は、RECALL SAFE MODE画面 ( → P.67) と共通です。

5 チャンネル選択ボタン
フォーカスリコールを設定するチャンネルを選びます。

NOTE
このボタンで設定するチャンネルを切り替えても、パネル上で選択されているチャンネルは連
動しません。

6 設定チャンネル表示
現在選択されているチャンネルのアイコン /番号 /カラー/名前が表示されます。

7 APPLY TO ALL INPUTボタン (インプットチャンネルのみ表示 )
このボタンをオンにすると、インプットチャンネルでフォーカスリコールに設定されているパラ
メーターの種類が、すべてのインプットチャンネルに適用されます。
すべてのインプットチャンネルで共通のパラメーターをフォーカスリコールに設定したいときに
オンにします。

8 リコールパラメーター選択ボタン
選択されているチャンネルでフォーカスリコールに設定するパラメーターを選びます。
チャンネルごとに、リコール操作の対象となるパラメーターを選択します。操作方法は、RECALL 
SAFE MODE画面 (→ P.67) と共通です。

NOTE
･ DCA ASSIGN ボタンをオンにすると、そのチャンネルのDCAグループ（1～ 16）へのアサイ
ンが FOCUS RECALL の対象になります。DCA1 ～ 16まで一括の設定です。
･ DCA ASSIGN ボタンは、シーンのチャンネルリンクに従って設定が連動します。

9 FOCUSボタン
フォーカスリコール機能のオン /オフを切り替えます。

0 CLOSEボタン
画面を閉じます。

フェード機能を使う
フェード機能とは、シーンをリコール
しい値に到達するまで、一定の時間を
立して設定できます。

NOTE
･ フェード機能を設定したシー
ルドに「FADE」のインジケー
･ チャンネルリンクでフェーダ
す。
･ 移動中のフェーダーを対応す
停止します。
･ フェーダー移動中に同じシー
フェーダーが、目的の位置に

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SCENE LIST 画面下部の FAD

3. SCENE LIST 画面で、設定した

4. チャンネル/DCAグループの[S
プを選ぶ (複数選択可 )。

5. [TOUCH AND TURN] ノブを

6. OKボタンを押して、FADE TIM

7. SCENE LIST 画面の FADEボ

8. フェード機能をオンにしたシーン
リコール直後にフェーダーが変化
シーンの値に到達します。

SCENEフィールド
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選んだり、フェードタイムを調節したりできます。SCENE LIST
る SETボタンを押すと表示されます。

ル /DCAグループがハイライト表示されます。フェード効果を加
を選ぶには、そのチャンネル /DCAグループの [SEL] キーを押
押すと、選択を解除できます。

[TOUCH AND TURN] ノブを使って調節できます。
ecです。

表示フィールドで選択されているすべてのチャンネル /DCAグ

ンのすべてのフェーダーがフェード効果を加える対象になります。

ンのすべてのフェーダーのフェード機能が解除されます。

フェーダーは表示されません。

2

3 41
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SCENE LIST画面 (FADE TIMEフィールド )

1 SETボタン
押すと、フェード機能を利用するチャンネルを選んだり、フェードタイム ( フェーダーが新しい値
に到達するまでの時間 ) を設定したりする FADE TIME画面が表示されます。

2 FADEボタン
シーンごとにフェード機能の有効 /無効を切り替えます。

3 FADE TIME 表示
シーンごとに設定されているフェードタイムが表示されます。

4 CURRENT SETTINGフィールド
次のシーンストアで保存される内容を設定します。

FADE TIME画面
フェード効果を加えるチャンネルを
画面の FADE TIME フィールドにあ

1 チャンネル表示フィールド
フェード効果を加えるチャンネ
えるチャンネル /DCAグループ
します。もう一度 [SEL] キーを

2 FADE TIMEノブ
フェードタイムを設定します。
設定範囲は0.0sec ～ 60.0s

NOTE
フェードタイムは、チャンネル
ループに適用されます。

3 SET ALL ボタン
このボタンを押すと、そのシー

4 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、そのシー

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

2
1

3

4
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UTフィールド )

トロール信号を設定します。
が切り替わります。
出力しません。
ンがリコールされるとトリガー出力します。
ンがリコールされるとタリー出力します。

ルド
内容を設定します。

2

1
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シーンリコールに連動して外部機器にコントロール信号を出力する
(GPI OUT)
あるシーンをリコールしたときに、QLシリーズのGPI 端子に接続した外部機器に対してコントロール
信号を出力できます。次のように操作します。

NOTE
GPI OUT の設定については、「GPI OUT を使う」 ( → P.231) をご参照ください。

SCENE LIST画面 (GPI O

1 GPI OUT CONTROLボタン
各GPI OUTから出力するコン
ボタンを押すたびに下記の機能
・ ‒‒‒‒ (OFF) ................... 何も
・ TRIGGER ..................... シー
・ TALLY .......................... シー

2 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

2. SCENE LIST 画面下部のGPI OUTタブを押す。

3. GPI OUTの各ポートに出力したいコントロール信号を、シーンごとに設定する。

4. GPI OUTを出力するシーンをリコールする。

SCENE LIST 画面
(GPI OUTフィールド )
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フセットタイムが経過するまでは、ファンクションアクセスエリ
れます。
別のソングがあった場合、オフセットタイムの設定にかかわら
リコール時に停止します。

BACK LINKフィールド )

/ オフをシーンごとに設定します。

ットタイム ( シーンをリコールしてから再生を開始するまでの時
LECT画面が表示されます。また、ボタン内に選択したソングのタ

るオーディオファイルの再生が開始されるまでの時間が表示され
G SELECT画面で設定します。

ルド
内容を設定します。

4

3

2

1
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シーンリコールに連動してオーディオファイルを再生する
あるシーンをリコールしたときに、USBメモリー内の特定のオーディオファイルが再生されるように
リンク設定できます。特定の場面で効果音やBGMを自動再生したいときに便利です。

NOTE
･ 再生するオーディオファイルは、YPEフォルダーの中の SONGSフォルダーに保存してくださ
い。ルートディレクトリーやそのほかのフォルダーに保存しても、指定できません。また、再生
を実行すると、TITLE LIST 画面のパスは、\YPE\SONGS\ に移動します。
･ 録音中や録音待機中は再生できません。
･ 再生モードの設定にかかわらず、指定されたオーディオファイルは 1回だけ再生されます。
･ 指定したファイルは、ファイル名 8文字＋拡張子 3文字で識別されます。指定後にファイル名
を変更したり、ファイルの削除やコピーを繰り返したりすると、指定したファイルがまれに識
別できなくなることがあります。

NOTE
･ シーンをリコールしてからオ
アにカウントダウンが表示さ
･ シーンリコール時に再生中の
ず、再生中のソングはシーン

SCENE LIST画面 (PLAY

1 PLAYボタン
プレイバックリンク機能のオン

2 ソング選択ボタン
押すと、ソングの選択やオフセ
間 ) の設定を行なうSONG SE
イトルが表示されます。

3 オフセットタイム表示
リコール操作のあとで、対応す
ます。オフセットタイムはSON

4 CURRENT SETTINGフィー
次のシーンストアで保存される

手順
1. オーディオファイルを保存したUSBメモリーをUSB端子に装着する。

2. ファンクションアクセスエリアのSCENEフィールドを押す。

3. SCENE LIST 画面下部のPLAYBACK LINK タブを押す。

4. オーディオファイルをリンクしたいシーンのソング選択ボタンを押す。

5. SONG SELECT画面のリストを押すか、[TOUCH AND TURN]ノブを使って、シーンにリンクさ
せたいファイルを選ぶ。

6. [TOUCH AND TURN] ノブを使って、オーディオファイルが再生されるまでのオフセットタイム
を設定する。

7. OKボタンを押す。

8. PLAYボタンを押して、オーディオファイルへのリンクをオンに設定する。

9. オーディオファイルをリンクしたシーンをリコールする。

SCENE LIST 画面
(PLAYBACK LINKフィールド )
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使って、リコール操作後オーディオファイルの再生までにかかる
タイムは、0.0 ～ 99.0 の範囲を0.5sec 単位で設定できます。

使って、リストをスクロールします。

ンの信号処理には影響を与えずに、メモリーにストアされたシー
モードです。このモードでシーンをリコールすると、新規にリコー
ズのパネル上に表示されますが、カレントシーンの信号処理はリ
定を修正しシーンを新規 /上書きでストアしても、カレントシーン
。本番中に、次にリコールする予定のシーンの内容を確認したり、一
たい場合などに便利です。

メモリーに含まれるすべてのパラメーターと、INPUT PATCH/
ションに含まれるすべてのパラメーター、およびHAのパラメー

ALL SAFE や FOCUS RECALL は有効です。

について
作に対しては、カレントシーンが変わります。

REVIEWボタンを押す。

使ってSCENE LIST 画面のSCENE SELECTノブを操作し、リ
する。

SCENEボタンを押す。リコールを実行するにはOKボタンを押す。

を使って、設定値を変更する。

い場合は、ストア先のシーン番号を選び、SCENE LIST 画面の
。

たら、SCENE LIST ウィンドウ内のPREVIEWボタンを押す。
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SONG SELECT画面
シーンにリンクさせるオーディオファイルと、オフセットタイムを設定できます。この画面は、ソング選
択ボタンを押すと表示されます。

1 階層移動ボタン
現在の階層からひとつ上の階層に移動します。

NOTE
\YPE\SONGS\ より上位の階層には移動できません。

2 パス表示
現在の階層が表示されます。

3 SONG TITLE/FILE NAME切り替えボタン
リストの表示をソング名とファイル名とで切り替えます。

4 SONG TITLE リストボタン
5 ARTIST リストボタン
押すと現在の階層にあるオーディオファイルのリストを、それぞれソングタイトル、アーティスト
名で並び替えます。

6 ソングリスト
\YPE\SONGS\ フォルダー内のオーディオファイルのタイトル、アーティスト名、オーディオ
ファイルの時間が表示されます。オーディオファイル名を押してオーディオファイルを選択でき
ます。

7 OFFSETノブ
[TOUCH AND TURN] ノブを
時間を設定します。オフセット

8 スクロールノブ
[TOUCH AND TURN] ノブを

PREVIEWモードを使う
PREVIEWモードとは、カレントシー
ンの設定値を確認 /変更するための
ルしたシーンの設定値がQLシリー
コール前のままとなります。また、設
の信号処理はリコール前のままです
部を修正したあとでストアしておき

NOTE
･ PREVIEWモードは、シーン
OUTPUT PATCHファンク
ターに対して有効です。
･ PREVIEWモードでも、REC

PREVIEWモードでの各機能
下記のソフトウェアや外部からの操
・ QL Editor
・ StageMix
・ MIDI Rx
・ GPI IN

7

1

8

2 3

4

5

6

手順
1. SCENE LIST ウィンドウ内のP

2. [TOUCH AND TURN] ノブを
コール元となるシーン番号を選択

3. SCENE LIST画面のRECALL 

4. 必要に応じて、パネル上の操作子

5. 手順4の設定内容をストアした
SCENE STORE ボタンを押す

6. シーンの設定値を確認 /変更でき



シーンメモリー

 リファレンスマニュアル
95

同様にカレントシーンの変更に対して、下記のソフトウェアや外部へ通知が行なわれます。
・ QL Editor
・ StageMix
・ MIDI Tx
・ GPI OUT

METERはカレントシーンの信号処理の状態を示します。
PLAYBACK LINKはカレントシーンのRECALL に対して働きます。
カスケード接続の挙動はマスター/スレーブ共に独立に動作します。PREVIEWモード中はリンクしま
せん。

PREVIEWモードでは下記の機能が動作しません。
・ QL Editor との同期
・ ユーザーの切り替え
・ USER LEVEL の変更
・ LOAD/SAVE機能
・ CUEの変更
・ USER DEFINED KEYS動作
・ USER DEFINED KNOBS動作
・ モニター(MONITOR、CUE、OSCILLATOR、TALKBACK) の変更、表示
・ Nuendo Live の設定変更、表示
・ レコーダーの変更、表示
・ DANTE SETUPや DANTE PATCHの変更
・ FADE TIME
・ EFFECT FREEZEの PLAY/REC
・ EFFECTのMIDI CLOCK、タップテンポ
・ PREMIUM EFFECTの内部METER (DynamicEQ、Portico5043の GR、Opt-2A、U76の VU)

また下記動作中はPREVIEWモードに入れません。
・ Scene や EQなどのPaste 中
・ GlobalPaste 実行中
・ QL Editor との同期中
・ ファイルのSave/Load 中

NOTE
StageMix で表示されるシーンタイトルは、PREVIEWモード中に操作されたQLシリーズのス
トア時のタイトルに変更されます。
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流れを表わしたものです。

ー選択 )

ベルを検出し、表示します。

ベルだけ減衰させます。

レベル )
ネルの出力レベルを調節します。PHONES LEVEL LINKが ON
のレベルにも影響します。

MONITOR OUT MONO(C)

MONITOR OUT R

MONITOR OUT L
To OUTPUT PATCH

To OUTPUT PATCH

To OUTPUT PATCH

TALKBACK ON

ON

MONITOR
LEVEL

D
IM

M
ER

MONITOR DIMM ON

CUE LOGIC

+MONO(C)

PHONES L

PHONES R

To PHONES OUT

To PHONES OUTDELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

PHONES
LEVEL LINK

An output port delay becomes invalid by 
assigning a monitor out to the output port.

CUE OUT L

CUE OUT R

To OUTPUT PATCH

To OUTPUT PATCH

CUE OUT ON

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

MONITOR
FADER

CUE INTERRUPTION

CUE ON

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

ON

MONITOR DELAY AUTO BYPASS

CUE OUT
LEVEL

METER

METER

METER

METER

METER

METER

UE L

UE R

CUE LOGIC

PHONES L

PHONES R

To PHONES OUT

To PHONES OUT

PHONES
LEVEL LINK

CUE OUT L

CUE OUT R

To OUTPUT PATCH

To OUTPUT PATCH

CUE OUT ON

CUE INTERRUPTION

CUE ON

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

ON

MONITOR DELAY AUTO BYPASS

CUE OUT
LEVEL

D
IM

M
ER

6

MONITOR MATRIX OUT
To SLOT

5.1 Solo
Down Mix 5.1 -> Stereo, Mono

MONITOR
LEVEL

To OUTPUT PATCH

om DANTE, SLOT, INPUT

M
on

ito
r 

M
at

ri
x

MONITOR
LEVEL

MONITOR
FADER

SPEAKER MUTE

DELAY
(MAX:1000ms)

DELAY
(MAX:1000ms)

L
DELAY

(MAX:1000ms)

R
DELAY

(MAX:1000ms)

C
DELAY

(MAX:1000ms)

Ls
DELAY

(MAX:1000ms)

An output port delay becomes invalid by 
assigning a monitor out to the output port.

Rs
DELAY

(MAX:1000ms)

LFE
DELAY

(MAX:1000ms)

SURROUND MONITOR
To DANTE,OMNI OUT,SLOT

To OUTPUT PATCH
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モニター/キュー
モニター機能とは、ニアフィールドモニターやヘッドフォンなどを使って、各種アウトプットをモニ
ターする機能です。QLシリーズのフロントパネル下には、モニター用のPHONESアウト端子が装備
されており、モニターソースとして選んだ信号を常時モニターできます。またMONITOR OUT L/R/C
チャンネルを任意の出力端子に割り当てれば、同じ信号を外部スピーカーでモニターすることもできま
す。
モニターソースとして選択できる信号は、次のとおりです。

・ STEREOチャンネルの出力信号
・ MONOチャンネルの出力信号
・ STEREO＋MONOチャンネルの出力信号
・ INPUT 25-26、27-28、29-30、31-32（QL1は 9-10、11-12、13-14、15-16）の入力信
号 (2チャンネルずつペアでモニター)

・ RECODERの PLAYBACKの出力信号
・ MIX、MATRIX、STEREO、MONOチャンネルの出力信号、RECORDERの PLAYBACKの出
力信号、および INPUT 25-26、27-28、29-30、31-32（QL1は 9-10、11-12、13-14、
15-16）の入力信号のうち、任意の信号を最大8系統組み合わせたもの

また、キュー機能は、選択した個々のチャンネル /DCAグループをチェックするために、MONITOR 
OUTや PHONESに出力して一時的にモニターする機能です。トップパネル上の [CUE] キーを押す
と、対応するチャンネル /DCAグループのキュー信号が、モニター出力として選択した出力ポートから
送り出されます。

NOTE
MONITORポップアップ画面のCUE INTERRUPTIONをオフにしてしまうと、接続されたモニ
タースピーカーにキュー信号が送られなくなりますのでご注意ください。ただし、PHONESア
ウト端子には常にキュー信号が送られます。

次の図は、モニター/キューの信号の

・ MONITOR SELECT ( モニタ
モニターソースを選択します。

・ METER ( メーター)
モニター信号やキュー信号のレ

・ DIMMER ( ディマー)
モニター/キュー信号を一定レ

・ MONITOR LEVEL ( モニター
MONITOR OUT L/R/C チャン
の場合、PHONESアウト端子

CUE / STEREO MONITOR

MONITOR L

MONITOR R

MONITOR MONO(C)

MONO

CUE TRIM
(INPUT/OUTPUT/DCA)

CUE L
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M
O

N
IT

O
R
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T
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MIX
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CUE R BUS
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INPUT 27/28{11/12}
INPUT 29/30{13/14}
INPUT 31/32{15/16}

PLAYBACK OUT

PLAYBACK OUT
INPUT 31/32{15/16}
INPUT 29/30{13/14}
INPUT 27/28{11/12}
INPUT 25/26{9/10}

MATRIX OUT1-8
MIX OUT1-16
STEREO OUT MONO(C)
STEREO OUT L,R

CUE TRIM
(INPUT/OUTPUT/DCA)

CUE L
CUE R

METER C

METER C

2ch
Monitor
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PLAYBACK OUT

CUE L BUS

CUE R BUS

CUE / SURROUND MONITOR

EXT IN ST-1
2

EXT IN 5.1-2 6

EXT IN 5.1-3 6

MIX OUT1-6
6

EXT IN 5.1-1 6

2ch selected
EXT IN ST-2
EXT IN ST-3

STEREO OUT L/R
MONO

MIX OUT1-16
MATRIX OUT1-8 2

Surround
Monitor
Select

EXT IN ** are assignable fr
EXT IN ST-4
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び、PHONESアウト端子または外部のモニタースピーカーでモ

え、モニターソース選択、ディマーのオン /オフ切り替えなどの
に割り当てることもできます ( → P.194)。

2TR OUT DIGITAL端子などにモニターシステムを接続す
場合は、フロントパネル下のPHONESアウト端子にヘッドフォ

MONITORボタンを押す。

示ボタンまたはメーターフィールドを押す。

タンを使ってモニターソースを選ぶ。

R OUT PATCHボタン(L/R/C)のいずれかを押して、モニター信
を指定する (複数選択可 )。

モニターを有効にする。

使って、ファンクションアクセスエリアにあるMONITOR LEVEL
する。

、モノラルに関する設定を行なう。
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・ MONITOR FADER ( モニターフェーダー)
MONITOR OUT L/R/C チャンネルの出力レベルをSTEREO MASTERフェーダーまたは
MONO MASTERフェーダーで調節します。MONITOR LEVEL と直列に配置されています。
PHONES LEVEL LINK がONの場合、PHONESアウト端子のレベルにも影響します。

・ ON ( オン /オフ )
モニター機能のオン /オフを切り替えます。

・ DELAY ( モニターディレイ )
モニター信号を遅延させます。キュー信号を出力している間、ディレイ機能は無効になります。

・ PHONES LEVEL ( ヘッドフォンレベル )
PHONESアウト端子独自の出力レベルを調節します。

・ PHONES LEVEL LINK ( ヘッドフォンレベル連動機能 )
オンにすると、PHONESアウト端子へ送る信号のレベルをMONITOR LEVEL ノブで調節でき
るようになります。

・ CUE INTERRUPTION ( キュー割り込み機能 )
オンのとき、トップパネルの [CUE] キーを押すと、対応するチャンネル /DCAグループのキュー
信号がモニター出力として選択した出力ポートから送り出されます。工場出荷時の設定はオンに
なっています。
モニターにキュー信号を出力しない場合は、オフにしてください。

モニター機能を利用する
ここでは、任意のモニターソースを選
ニターする方法を説明します。

NOTE
モニターのオン /オフ切り替
操作をUSER DEFINEDキー

手順
1. リアパネルのOMNI OUT端子、
る。ヘッドフォンでモニターする
ンを接続する。

2. ファンクションアクセスエリアの

3. MONITOR画面のMONITOR表

4. MONITOR画面のソース選択ボ

5. メーターフィールドのMONITO
号 L、R、Cの出力先となるポート

6. OUTPUTボタンをオンにして、

7. [TOUCH AND TURN] ノブを
ノブを回しモニターレベルを調節

8. 必要に応じて、ディマー、ディレイ

MONITOR画面



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

ド
ターフェーダーの設定 /表示を行ないます。

ブ
調節します。

当てられているフェーダーの種類が表示されます。表示の意味は

......割り当てなし

......マスターAのみ

......マスターA、マスターB、カスタムフェーダーバンク

......マスターBのみ

......マスターB、カスタムフェーダーバンク

......カスタムフェーダーバンクのひとつのフェーダー

......カスタムフェーダーバンクの複数のフェーダー

ンネルの出力レベルが表示されます。このフィールドを押すと、
。

り替えます。

ン
ト端子に送られる信号のレベルをMONITOR FADER LEVEL ノ
できます。

モノラルになります。
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MONITOR画面
MONITOR画面のMONITORフィールドでは、モニターの設定状況を確認したり、オン /オフを切り
替えたりできます。

1 MONITOR表示ボタン
このボタンを押すと、モニターの詳細設定を行なうMONITOR画面が表示されます。

2 SOURCE SELECTフィールド
モニターソースを選択します。DEFINE を選択したときのソースとなるチャンネルは、
MONITOR画面で設定します。

3 DIMMERフィールド
モニター信号を一時的に減衰させるディマー機能の設定を行ないます。

・ DIMMER LEVEL ノブ
ディマーがオンのときにモニター信号を減衰させる量を調整します。

・ DIMMER ONボタン
このボタンをオンにするとディマーがオンになり、モニター信号が減衰します。

4 MONITOR FADERフィール
モニターレベルを調節するモニ

・ MONITOR FADER LEVEL ノ
モニターフェーダーのレベルを

・ FADER ASSIGN表示
現在モニターフェーダーに割り
次のとおりです。
・ ---- ...........................................
・ MASTER A .........................
・ MASTER A+ ......................
・ MASTER B..........................
・ MASTER B+.......................
・ CUSTOM .............................
・ CUSTOMs...........................

5 メーターフィールド
モニターアウトの L、R、Cチャ
MONITOR画面が表示されます

6 MONITOR OUTPUTボタン
モニター出力のオン /オフを切

7 PHONES LEVEL LINK ボタ
オンにすると、PHONESアウ
ブやモニターフェーダーで操作

8 MONO MONITORボタン
オンにすると、モニター信号が

1
6

7

8

2 3 4 5



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

せるディマー機能の設定を行ないます。

ー信号を減衰させる量を調整します。

り替えます。このボタンをオンにするとモニター信号が減衰しま

ルド
にモニター信号を一時的に減衰させるディマー機能の設定を行

L ノブ
のモニターレベルの減衰量を調節します。

ー
を表示します。

ン
ベルをモニターレベルとリンクさせるボタンです。このボタンを
端子へ送る信号のレベルをMONITOR FADER LEVEL ノブや
るようになります。

り込ませるボタンです。このボタンがオンのときにキューを有効
ー出力に送られます。工場出荷時の設定はオンになっています。
りたくない場合はオフにしてください。

ニター出力がモノラルになります。

り替えます。
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MONITOR画面
モニターの詳細設定を行ないます。この画面は、MONITOR画面のMONITOR表示ボタンまたは、メー
ターフィールドを押すと表示されます。

1 SOURCE SELECTフィールド
MONITORバスに出力するソースを次の中から1系統選択します。

*1. QL1: 9-10 ～ 15-16
*2. QL1: 9 ～ 16

2 DIMMERフィールド
モニター信号を一時的に減衰さ

・ DIMMER LEVEL ノブ
ディマーがオンのときにモニタ

・ DIMMER ONボタン
ディマー機能のオン /オフを切
す。

3 TALKBACK DIMMERフィー
TALKBACKをオンにしたとき
ないます。

・ TALKBACK DIMMER LEVE
トークバックをオンにしたとき

・ TALKBACK ONインジケータ
トークバックのオン /オフ状態

4 PHONES LEVEL LINK ボタ
PHONESアウト端子の信号レ
オンにすると、PHONES OUT
モニターフェーダーで調節でき

5 CUE INTERRUPTIONボタン
キュー信号をモニター信号に割
にすると、キュー信号がモニタ
キュー信号をモニター出力に送

6 MONO MONITORボタン
このボタンをオンにすると、モ

7 MONITOR OUTPUTボタン
モニター出力のオン /オフを切STEREO L/R STEREO L/R チャンネルの LR信号

MONO(C) MONOチャンネルの信号

LCR STEREO L/R ＋MONOチャンネルの信号

INPUT 25-26 ～ 31-32*1 INPUT 端子 25 ～ 32*2の信号 (2 チャンネルごと )

PB OUT レコーダーの PLAYBACK OUT の信号

DEFINE ASSIGNフィールドで選択した信号

LINK SENDS ON FADER モードで選ぶMIX/MATRIX バスにモニ
ターソースを連動するボタンです。

0

A

2 3 51 4 76
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モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

の出力レベルを表示します。

ポートだけを指定し、2本のスピーカーでモニターすることも可能

ートを指定しなかった場合、モニターソースとしてMONO(C) ボタ
ONOチャンネルの信号が自動的にMONITOR OUT L/R に振り

でDEFINE を選んだ場合は、ASSIGNフィールドで複数のモニ
SIGNフィールドで選択できるモニターソースは次の表のとおり

ィオネットワークへの出力チャンネル 1～ 64*1

OUT 端子 1～ 16 *2

DIGITAL OUT 端子

ト 1～ 2に挿入された各 I/O カードの出力チャンネル 1～ 16

チャンネル 1～ 16の出力信号

TRIX チャンネル 1～ 8の出力信号

レオ L/R チャンネルの出力信号

NOチャンネルの出力信号

ーダーの PLAYBACK OUTの信号

UT端子 25 ～ 32*2の信号 (2 チャンネルごと )

画面
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8 MONITOR FADERフィールド
モニターレベルを調節するモニターフェーダーの設定 /表示を行ないます。

・ MONITOR FADER LEVEL ノブ
モニターフェーダーのレベルを調節します。[TOUCH AND TURN] ノブを使って調節できます。

・ FADER ASSIGN表示
現在MONITOR FADERを割り当てているフェーダーの種類を表示します。表示の意味は次のと
おりです。

9 MONITOR DELAYフィールド
モニターアウトの信号を遅延させるモニターディレイに関する設定を行ないます。

・ AUTO BYPASSボタン
オンにすると、キューがオンのときに、モニターディレイが自動的にバイパスされます。

・ MONITOR DELAYノブ
モニター信号の遅延時間を設定します。ノブの上にはms単位、ノブの下には現在選択されてい
るスケールの単位でディレイタイムが表示されます。ただし、スケールをmsにした場合、ノブ上
部のディレイタイム値は表示されません。
ノブを押すと、［TOUCH AND TURN］ノブを使って操作が行なえます。

・ MONITOR DELAY ONボタン
このボタンをオンにすると、モニター信号がMONITOR DELAYノブの設定に従って遅延しま
す。

0 メーターフィールド

・ メーター
モニターの L/R/C チャンネル

*1. QL1: 1 ～ 32
*2. QL1: 1 ～ 8

NOTE
･ MONITOR OUT L、Rの出力
です。
･ MONITOR OUT C の出力ポ
ンや LCRボタンを選ぶと、M
分けられます。

A ASSIGNフィールド
SOURCE SELECT フィールド
ターソースを指定できます。AS
です。

*1. QL1: 9-10 ～ 15-16
*2. QL1: 9 ～ 16

---- 割り当てなし

MASTER A MASTER A フェーダーのみ

MASTER A+ MASTER A 以外に、MASTER B フェーダーやカスタムフェーダーバンクにもアサイン

MASTER B MASTER B フェーダーのみ

MASTER B+ MASTER B 以外に、カスタムフェーダーバンクにもアサイン

CUSTOM カスタムフェーダーバンクの 1つ

CUSTOMs 複数のカスタムフェーダーバンク

DANTE1 ～ 64*1 オーデ

OMNI1 ～ 16*2 OMNI 

DIGI OUT L/R 本体の

SLOT1-1 ～ SLOT2-16 スロッ

MIX 1 ～ 16 MIX

MTRX1 ～ 8 MA

STEREO ステ

MONO(C) MO

PB OUT レコ

INPUT 25-26 ～ 31-32*1 INP

PORT SELECT



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

画面 ( サラウンドモード )
ないます。この画面は、BUS SETUPでバス設定をサラウンド
画面のMONITOR表示ボタンまたはメーターフィールドを押す

ド
ウンドソースを次の中から1系統選択します。

Pボタン
R SOURCE SETUP画面が開きます。EXT 5.1-1 ～
) や、EXT ST-1 ～ 4(EXTERNAL STEREO) のソース及びネー

るかを選択します。

ミックスしているサラウンド信号

NITOR SOURCE SETUP にて設定されたサラウンド信号 (3 系統 )

NITOR SOURCE SETUP にて設定されたステレオ信号

7

6

5

3 4
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NOTE
ASSIGN フィールドで選択できるモニターソースは最大 8系統です。8系統のモニターソース
を選択すると、それ以上は選択ができなくなります。先に不要なソースのボタンをオフにして
ください。

MONITOR画面 ( サラウンドモードでのモニターフィールド )
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、MONITOR画面のモニターフィールドは
以下のようになります。

1 SURROUND MONITOR表示ボタン
このボタンを押すと、サラウンドモニターの詳細設定を行なうSURROUND MONITOR画面が
表示されます。

2 SOURCE SELECTフィールド
モニターサラウンドソースを選択します。２CH MONITORを選択したときのソースとなるチャ
ンネルは、SURROUND MONITOR画面で設定します。

3 スピーカーミュートフィールド
モニターするスピーカーを個別にミュートできます。

4 DOWNMIX フィールド
どのモードでダウンミックスするかを選択します。

・ STEREOボタン
ステレオモードでダウンミックスします。

・ MONOボタン
モノラルモードでダウンミックスします。

5 メーターフィールド
モニターしているサラウンド信号のメーターを表示します。メーターの並びは、SURROUND 
SETUP画面にて設定された並びと同じになります。

SURROUND MONITOR
サラウンドモニターの詳細設定を行
モードに設定した場合に、MONITOR
と表示されます。

1 SOURCE SELECTフィール
MONITORバスに出力するサラ

2 MONITOR SOURCE SETU
このボタンを押すとMONITO
3(EXTERNAL SURROUND
ムを設定します。

3 DOWNMIXフィールド
どのモードでダウンミックスす

1

2 3 54

MIX1-6 現在

EXT5.1-1 ～ 3 MO

2CH MONITOR MO

1

2



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

UP画面
ONITOR SOURCE SETUPボタンを押すと、この画面が開きま

E画面 (NAMEタブ選択 )が開きます。キーボード画面でソース

E画面 (PATCHタブ選択 ) が開きます。パッチするポートを選択

1
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・ STEREOボタン
ステレオモードでダウンミックスします。

・ MONOボタン
モノラルモードでダウンミックスします。

4 DOWNMIX SETUPボタン
このボタンを押すと、DOWNMIX SETUP画面が開きます。ダウンミックスに関するパラメー
ターを設定します。

5 メーターフィールド
モニターしているサラウンド信号のメーターを表示します。メーターの並びは、SURROUND 
SETUP画面にて設定された並びと同じになります。

6 スピーカーミュートフィールド
モニターするスピーカーを個別にミュートできます。

7 SOLOボタン
モニタースピーカーのソロ機能をオンにします。オンにするとスピーカーミュートフィールドの
すべてのスピーカーボタンはオンになります。このときどれかスピーカーボタンを押すとそれだ
けオンになり、他のボタンはオフになります。別のスピーカーボタンを押した場合も、他のボタン
はオフになります。

NOTE
サラウンドモードに切り替えている場合、モニター出力のパッチはこの画面ではなくOUTPUT 
PORT 画面にて設定します。( → P.51 をご参照ください。)

MONITOR SOURCE SET
SURROUND MONTIOR画面のM
す。

1 NAMEフィールド
ボタンを押すとPATCH/NAM
名を入力します。

2 PATCHフィールド
ボタンを押すとPATCH/NAM
します。

1 2



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

つのグループに分類できます。

ー信号です。このグループのキューを有効にするには、INPUT
してオンに切り替えます。

す。このグループのキューを有効にするには、DCAグループのい
オンに切り替えます。

の [CUE] キー

CUE] キー
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DOWNMIX SETUP画面
SURROUND MONTIOR画面のDOWNMIX SETUPボタンを押すと、この画面が開きます。チャン
ネルの並びは、SURROUND SETUP画面にて設定された並びと同じになります。

1 アウトプットチャンネルフィールド
出力チャンネルを選択します。L、Rボタンはオン /オフを切り替えできます。

2 ダウンミックスパラメーターフィールド
各チャンネルおよびマスターチャンネルのモニター用ダウンミックスパラメーターを設定しま
す。

3 APPLY TO MIX1-6 TO STEROボタン
設定したモニター用ダウンミックスパラメーターを本線用ダウンミックスパラメーター(MIX1-
6 to STEREO) に反映させる場合、このボタンを押します。

キュー機能を利用する

キューのグループについて
QLシリーズのキュー信号は、次の4

1 INPUT CUEグループ
インプット系チャンネルのキュ
チャンネルの [CUE] キーを押

2 DCA CUEグループ
DCAグループのキュー信号で
ずれかの [CUE] キーを押して

3

2

1 INPUT チャンネル

DCAグループの [



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

ループの [CUE] キーを使って、キュー信号をモニターする方法

のCUE INTERRUPTIONをオフにすると、接続したモニタース
送られませんのでご注意ください。ただし、フロントパネルの
、モニターのオン /オフ設定とは関係なく、常にキュー信号が出力
定については「モニター機能を利用する」 ( → P.97) をご参照くだ

MONITORボタンを押す。

タンまたは INPUT/DCA/OUTPUT CUEフィールドを押す。

ャンネルをミックスして検聴するモードか、最後に選択したチャ
選択する。

PUT CUEフィールドのボタンやノブを使って、それぞれのCUE
レベルを設定する。

T PATCHボタン(L/R)のいずれかを押して、キュー信号L/Rの出
数選択可 )。

ーアウトを有効にするには、CUE OUTPUTボタンを押してオン

グループの [CUE] キーを押してオンにする。

って、CUEフィールドにあるCUE LEVELノブを回してキュー信

になっている[CUE]キーをもう1回押す。すべてのキューを解除
フィールドのCLEAR CUEボタンを押す。
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3 OUTPUT CUEグループ
アウトプット系チャンネルのキュー信号です。このグループのキューを有効にするには、アウト
プット系チャンネルのいずれかの [CUE] キーを押します。

4 そのほかのCUEグループ
タッチスクリーンに表示されるボタンを使って操作するキュー信
号です。EFFECT画面やPREMIUM画面のCUEボタンや
DYNAMICS1画面のKEY IN CUEボタンがオンになったとき
に、このグループが有効になります。このグループは、対応する画
面を抜け出たときに、自動的に無効となります。

NOTE
異なるグループどうしで、同時にキューをオンにすることはできません。通常は、あとから押し
た [CUE] キー( または画面内のCUE/KEY IN CUEボタン ) の属するグループが優先され、以
前に選択されていたグループの [CUE] キーは解除されます。
ただし、CUE MODEの設定がMIX CUEモードのときに特定の順番でキュー信号のグループ
を切り替えた場合、現在のキューを解除したときに、直前に選ばれていたグループの [CUE]
キーの設定状態が再現されます。
右の図は、[CUE] キーの優先順位を
表わしたものです。下から上へとグ
ループを切り替えたあとで、上にある
グループのキューを解除すると、すぐ
下のグループで直前に選ばれていた
[CUE] キーの状態が再現されます。
たとえば、OUTPUT CUE グループ→
DCA CUE グループ→ INPUT CUE
グループ→そのほかのCUEグルー
プの順にグループを切り替えた場合、
[CUE] キー(CUE/KEY IN CUE ボタ
ン ) を解除していくことで、1つ前に
選んでいたグループの [CUE] キーの状態が順番に再現されます。

キュー機能の操作
ここでは、任意のチャンネル /DCAグ
を説明します。

NOTE
MONITOR ポップアップ画面
ピーカーなどにキュー信号が
PHONESアウト端子からは
されます。モニター機能の設
さい。

アウトプット系チャンネルの [CUE] キー

MIX/MATRIX チャンネルの [CUE] キー

ディスプレイ上のCUEボタン

その他のCUEグループ

INPUT CUE グループ

DCA CUE グループ

OUTPUT CUE グループ

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. MONITOR画面のCUE表示ボ

3. CUE MODEボタンを使って、チ
ンネルのみを検聴するモードかを

4. INPUT CUE/DCA CUE/OUT
グループの信号の出力位置や出力

5. メーターフィールドのCUE OU
力先となるポートを指定する (複

6. 手順5で設定したポートへのキュ
に設定する。

7. モニターするチャンネル /DCA

8. [TOUCH AND TURN]ノブを使
号のレベルを調節する。

9. キューを解除するには、現在オン
する場合は、CUE画面のメーター

MONITOR画面



モニター /キュー

 リファレンスマニュアル

では、キューの設定状況を確認したり、キューのオン /オフを切り

詳細設定を行なうCUE画面が表示されます。

 CUEモード (選択したすべてのチャンネルをキュー) または
択したチャンネルのみをキュー) が選べます。

セクション
Aキュー、アウトプットキューの設定状態が表示されます。この
が表示されます。

示します。［TOUCH AND TURN］ノブを使って調節が行なえま

替えます。

5

6

43
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NOTE
･ モニターアウトや PHONESアウト端子へは、CUE OUTPUT ボタンのオン /オフに関係なく
CUE信号が送られます。ただし、CUE INTERRUPTION をオフにしてしまうと、モニターアウ
トへキュー信号が送られなくなります。PHONESアウト端子にはCUE INTERRUPTION の設
定に関係なく常にキュー信号が送られます。
･ SENDS ON FADER画面のMIX/MATRIX バス選択ボタンを使用するときに、選択したボタン
をもう 1回押すと、対応するMIX/MATRIX チャンネルのキューがオンになります ( → P.36)。
･ キューの操作とチャンネル選択の操作を連動させたい場合は、USER SETUP画面の
PREFERENCEタブで [CUE] → [SEL] LINK をオンに設定してください ( → P.192)。
･ USER DEFINEDキーに、CLEAR CUEボタンと同じ機能を割り当てることもできます
( → P.194)。
･ MONITOR画面の PHONES LEVEL LINK ボタン ( → P.98) が ONの場合、ヘッドフォンでモ
ニターしているときは、MONITOR LEVEL ノブと PHONES LEVEL ノブの両方を使って
キュー信号のレベルを調節します。
･ キュー信号の出力先ポートへの LEVEL 調節は、パッチした先のOUTPUT PORT の GAIN で行
なってください。
･ [CUE] キーをオンにすると、CUEの出力レベルが確認できます。CUEメーターの上部には、現
在オンになっているCUEグループ /ボタンの略号が表示されます。CUEメーターに表示され
る略号の意味は次のとおりです。

MONITOR画面
MONITOR画面のCUEフィールド
替えたりできます。

1 CUE表示ボタン
このボタンを押すと、キューの

2 CUE MODEボタン
キューモードを選びます。MIX
LAST CUEモード ( 最後に選

3 INPUT/DCA/OUTPUT CUE
それぞれインプットキュー、DC
フィールドを押すと、CUE画面

4 CUE LEVEL ノブ
キューアウトの出力レベルを表
す。

5 CUE OUTPUTボタン
キュー出力のオン /オフを切り

IN INPUT CUE グループ

DCA DCA CUE グループ

OUT OUTPUT CUE グループ

EFFECT EFFECT、PREMIUM RACK 画面のCUEボタン
( その他のCUEグループ )

KEY IN DYNAMICS1 画面の KEY IN CUE ボタン
( その他のCUEグループ )

CUEメーター

1

2



モニター /キュー
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レベルが表示されます。レベルの調節は、[TOUCH AND TURN]

ます。

RE PAN ( パンの直前 )またはPOST PAN ( パンの直後 ) から選

ターレベルを表示します。［TOUCH AND TURN］ノブを使って調

グループのマスターレベルを0dB( ユニティゲイン ) に設定し
。

関する設定を行ないます。

を行なう位置をPFL ( フェーダーの直前 )、AFL ( フェーダーの

レベルを表示します。ノブを押すと、［TOUCH AND TURN］ノ

種類をインジケーター( インプット : 青、DCA: 黄、アウトプット : 

アのCUEメーター部分を押して、すべてのキューを解除するこ

力レベルが表示されます。
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6 CLEAR CUEボタン
キューを一括で解除します。MIX CUEモードが選ばれているときは選択されているチャンネル
すべてが解除されます。

CUE画面
キューの詳細設定を行ないます。この画面は、INPUT/DCA/OUTPUT CUEフィールドを押すと表示
されます。

1 CUE MODEボタン
キューのモードを次の2つから選択します。

・ MIX CUE
選択されたすべてのチャンネルをミックスしてモニターします。

・ LAST CUE
最後に選択したチャンネルのみをモニターします。

NOTE
CUE MODEセクションでMIX CUEモードと LAST CUE モードを切り替えると、すべての
キューが解除されます。

■ INPUT CUEフィールド
インプットチャンネルのキューに関する設定を行ないます。

2 キューポイント選択ボタン
検聴を行なう位置をPFL ( フェーダーの前 (INPUT DELAY直前 ))、AFL ( フェーダーの直後 )、
POST PAN ( パンの直後 )の中から選びます。

NOTE
POST PANボタンをオンにすると、LCRモードに設定したインプット系チャンネルかMONO
バスへ送られる信号をモニターできなくなりますのでご注意ください。

3 PFL TRIMノブ
PFL を選択したときのモニター
ノブで行ないます。

■ DCA CUEフィールド
DCAのキューに関する設定を行ない

4 キューポイント選択ボタン
DCAの検聴を行なう位置をP
びます。

5 DCA TRIM ノブ
DCAをキューするときのモニ
節が行なえます。

6 UNITY ボタン
オンにすると、それぞれのDCA
たときと同じ音量で検聴します

■ OUTPUT CUEフィールド
アウトプットチャンネルのキューに

7 キューポイント選択ボタン
アウトプットチャンネルの検聴
直後 )の中から選びます。

8 PFL TRIMノブ
PFL を選択したときのモニター
ブを使って調節が行なえます。

■ メーターフィールド

9 ACTIVE CUEインジケーター
現在モニターしているキューの
橙 ) の点灯で表示します。

0 CLEAR CUEボタン
キューを一括で解除します。

NOTE
ファンクションアクセスエリ
ともできます。

A メーターセクション
キューの L/Rチャンネルの出

F

E

BA74

D >965 8

1 2

3

C
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ドモードでのCUEフィールド )
ドモードに設定すると、MONITOR画面のCUEフィールドは以

となるインプットチャンネルのみをCUEします。アウトプット
Tの CUEはできません。

ド )
ドモードに設定すると、キューの詳細設定を行なうCUE画面は

チャンネルのみです。アウトプットやPLAYBACK OUT、
。
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B CUE OUTPUTボタン
キュー出力のオン /オフを切り替えます。

C CUE LEVEL ノブ
キューアウトの出力レベルを表示します。［TOUCH AND TURN］ノブを使って調節できます。

D CUE OUT PATCHボタン
押すと、キュー出力の L/Rチャンネルにパッチする出力ポートを選ぶPORT SELECTポップ
アップ画面が表示されます。

*1. QL1: 1 ～ 32
*2. QL1: 1 ～ 8

■ FADER CUE RELEASE フィールド
CUEしているチャンネルのフェーダーを動かしてCUEをリリースする FADER CUE RELEASE機
能を設定します。

E ONボタン
FADER CUE RELEASE機能のオン /オフを切り替えます。

F THRESHOLDノブ
CUEがリリースされるフェーダー値を設定します。ノブで設定した値を、フェーダー値が超えた
ときにCUEがリリースされます。

MONITOR画面 ( サラウン
BUS SETUPでバス設定をサラウン
下のようになります。

1 5.1SOLOボタン
5.1 チャンネルのミックス対象
やPLAYBACK OUT、EFFEC

CUE画面 ( サラウンドモー
BUS SETUPでバス設定をサラウン
以下のようになります。

1 5.1SOLOボタン
5.1SOLOの対象はインプット
EFFECTの CUEはできません

DANTE1 ～ 64*1 オーディオネットワークへの出力チャンネル 1～ 64*1

OMNI1 ～ 16*2 OMNI OUT 端子 1～ 16*2

DIGI OUT L/R 本体のDIGITAL OUT 端子

SLOT1-1 ～ SLOT2-16 スロット 1～ 2に挿入された各 I/O カードの出力チャンネル 1～ 16

1

1
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を、任意のバスに送り出します。

8dB の間で変化させると、内部的に PADのオン /オフが切り替

INPUT 端子に接続されている機器のHot と Cold 間の出力イン
はノイズが発生することがあります。
ークバックのオン /オフや ASSIGNの変更を割り当てることも可
とアンラッチ動作 ( キーを押している間だけオンになる ) を選択

、トークバックディマーを使ってトークバック以外のモニターレ
( → P.99)。

MONITORボタンを押す。

表示ボタンまたはASSIGNフィールドを押す。

クを接続する。

GNフィールドのボタンを押して、トークバックの信号の送り先と

TALKBACK ONボタンを押してオンにする。

を押して、入力を選択する。[TOUCH AND TURN］ノブで音量を
108

トークバック /オシレーター
トークバックとは、選択した INPUT端子の信号を任意のバスに送り出す機能です。主にオペレーター
からの指示を演奏者やスタッフに伝える目的に利用します。
また、QLシリーズにはサイン波やピンクノイズを任意のバスに出力するオシレーターが内蔵されてお
り、外部機器のチェックや会場の特性をテストするのに利用できます。
トークバック /オシレーターの信号の流れは、次の図のとおりです。

トークバックを利用する
任意の入力用端子に入力された信号

NOTE
･ HAのゲインを +17dB と +1
わります。
･ ファンタム電源を使用中で、
ピーダンスに差がある場合に
･ USER DEFINED キーに、ト
能です。この場合、ラッチ動作
できます ( → P.194)。
･ トークバックがオンのときに
ベルを下げることもできます

64{32}

SLOT1 1-16
SLOT2 1-16

CASCADE IN

TALKBACK

INPUT
SELECT

ON

DANTE IN 1-64{32}
INPUT 1-32{16}

MIX
1 2 15... 16

ST
L R

M
O
N
O

(C)
MATRIX
1 2 7 8...

CUE
L R

[INPUT]
[1-32{16}]

METER
HA

[DANTE] DANTE
INPUT

METER

DANTE 
IN

32{16}

DANTE IN 1-64{32}

INPUT 1-32{16}

+48V
+48V MASTER

ON +48V

ADINPUT +
-1

2

3
GAIN/TRIM

METER
PRE GC

Compensation 
Gain

To CH 1-64{32},ST IN 1L-8R

LEVEL ON

HPF LPF

METER
OSCOSCILLATOR

Pink Noise
Burst Noise

Sine Wave
Sine Wave 2CH

CASCADE
IN

SELECT

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. MONITOR画面の TALKBACK

3. リアパネルの INPUT端子にマイ

4. TALKBACK画面にあるASSI
なるバスを選ぶ (複数選択可 )。

5. トークバックを有効にするには、

6. INPUT TO TALKBACKボタン
調節する。

MONITOR画面
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ンまたはASSIGNフィールドを押して、TALKBACKポップアッ
ップ画面では、トークバックの詳細設定が行なえます。

ールド
マイクをトークバック入力として使用します。

チボタン
トをトークバックにパッチするPORT SELECT ポップアップ画
ート名がボタン内に表示されます。

るファンタム電源 (+48V) のオン /オフを切り替えます。

ゲインを調節します。押すと、［TOUCH AND TURN］ノブを使っ

たマイクの入力レベルを表示します。

イン補正機能 ) のオン /オフを切り替えます。I/Oデバイスの入
に表示されます。

ター
るメーターです。I/Oデバイスの入力端子がパッチされていると

い場合、これらのパラメーターやメーターは非表示になります。

2

3
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MONITOR画面
MONITOR画面の TALKBACKフィールドでは、トークバックの設定状況を確認したり、トークバッ
クのオン /オフを切り替えたりできます。

1 TALKBACK表示ボタン
このボタンを押すと、トークバックの詳細設定を行なうTALKBACK画面が表示されます。

2 INPUT TO TALKBACKフィールド
・ INPUT TO TALKBACKパッチボタン

.......................... 押すと、任意のインプットポートをトークバックにパッチする
PORT SELECT 画面が表示されます。選択したポート名がボ
タン内に表示されます。

・ INPUT GAIN ノブ.................... 選択したポートのインプットゲインを設定します。
・ インプットレベルメーター ....... インプットゲイン通過後のレベルが表示されます。

3 TALKBACK ASSIGNフィールド
現在選ばれているトークバックの出力先がインジケーターで表示されます。

4 TALKBACK ONボタン
トークバックのオン /オフを切り替えます。

TALKBACK画面
TALKBACKポップアップ表示ボタ
プ画面を表示させます。このポップア

1 INPUT TO TALKBACKフィ
通常の入力ポートに接続された

・ INPUT TO TALKBACKパッ
押すと、任意のインプットポー
面が表示されます。選択したポ

・ +48Vボタン
選択した入力ポートに供給され

・ ANALOG GAIN ノブ
選択した入力ポートのアナログ
て操作が行なえます。

・ HAメーター
選択した入力ポートに接続され

・ GC ONボタン
ゲインコンペンセーション ( ゲ
力端子がパッチされているとき

・ ゲインコンペンセーションメー
ゲイン補正後のレベルを表示す
きに表示されます。

NOTE
入力ポートが選択されていな

1 2 3 4

1
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フィールドでは、オシレーターの設定状況を確認したり、オシ
りできます。

ターの詳細設定を行なうOSCILLATOR画面が表示されます。

ルド
ます。LEVELノブ横にオシレーターの出力レベルをメーター表
 MODEにて SINE WAVEが選ばれているとき、オシレーターの
ブを押すと、[TOUCH AND TURN] ノブを使ってオシレーター

ルド
モードが表示されます。MODEボタンを押すたびにモードが切り

ールド
の出力先 ( インプットチャンネル、バス ) をインジケーターで表
せるチャンネル /バスを選択します。

チャンネルは表示されません。

54
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2 TALKBACK ONボタン
トークバックのオン /オフを切り替えます。

3 ASSIGNフィールド

・ チャンネル選択ボタン
トークバックの信号を送るチャンネル ( バス ) を選択します。

・ CLEAR ALL ボタン
押すと、すべての選択を解除できます。

オシレーターを利用する
内蔵オシレーターのサイン波やピンクノイズを任意のバスに出力します。

MONITOR画面
MONITOR画面のOSCILLATORの
レーターのオン /オフを切り替えた

1 OSCILLATOR表示ボタン
このボタンを押すと、オシレー

2 OSCILLATOR LEVEL フィー
オシレーターのレベルを調節し
示します。また、OSCILLATOR
周波数を表示します。LEVELノ
のレベルを調節できます。

3 OSCILLATOR MODEフィー
現在選ばれているオシレーター
替わります。

4 OSCILLATOR ASSIGNフィ
現在選ばれているオシレーター
示します。左側のタブで表示さ

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

手順
1. ファンクションアクセスエリアのMONITORボタンを押す。

2. MONITOR画面のOSCILLATOR表示ボタンまたはASSIGNフィールドを押す。

3. OSCILLATOR画面のOSCILLATOR MODEフィールドにあるボタンを押して、出力したい信号
の種類を選ぶ。

4. パラメーターフィールドのノブやボタンを使って、オシレーターのパラメーターを調節する。

5. ASSIGNフィールドのボタンを押して、オシレーターの信号の送り先となるインプットチャンネル
やバスを選ぶ (複数選択可 )。

6. OUTPUTボタンを押してオシレーターを有効にする。

MONITOR画面

1

3

2
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波の出力レベルが表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを
操作できます。
波の周波数が表示されます。[TOUCH AND TURN] ノブを使っ
できます。

......ODD/L側のサイン波の出力レベルが表示されます。[TOUCH 
AND TURN] ノブを使って操作できます。

......ODD/L 側のサイン波の周波数が表示されます。[TOUCH 
AND TURN] ノブを使って操作できます。

......EVEN/R 側のサイン波の出力レベルが表示されます。
[TOUCH AND TURN] ノブを使って操作できます。

......EVEN/R 側のサイン波の周波数が表示されます。[TOUCH 
AND TURN] ノブを使って操作できます。

EVEN(R) が 400Hz です。このときメーターは L/R２つになり

ノイズの出力レベルが表示されます。[TOUCH AND TURN] ノ
って操作できます。
ノイズを加工するHPFのカットオフ周波数が表示されます。
CH AND TURN] ノブを使って操作できます。ノブの下にあるボ
HPFのオン /オフを切り替えます。
ノイズを加工する LPFのカットオフ周波数が表示されます。
CH AND TURN] ノブを使って操作できます。ノブの下にあるボ
LPFのオン /オフを切り替えます。
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5 OSCILLATOR OUTPUTボタン
オシレーター出力のオン /オフを切り替えます。

OSCILLATOR画面
オシレーターの詳細設定が行なえます。この画面は、MONITOR画面のOSCILLATOR表示ボタンを
押すと表示されます。

1 OSCILLATOR MODEボタン
オシレーターがオンのときの動作モードを次の4つから選択します。

2 パラメーターフィールド
オシレーターのパラメーターを設定します。このセクションの内容や機能は、モードによって異な
ります。

モード＝SINE WAVE

・ LEVELノブ ................サイン
使って

・ FREQノブ ..................サイン
て操作

モード＝SINE WAVE 2CH

・ LEVELノブ (ODD/L)........

・ FREQノブ (ODD/L)..........

・ LEVELノブ (EVEN/R) .....

・ FREQノブ (EVEN/R) .......

初期値は、ODD(L) が 1kHz で
ます。
モード＝PINK NOISE

・ LEVELノブ ................ピンク
ブを使

・ HPFノブ ....................ピンク
[TOU
タンで

・ LPFノブ .....................ピンク
[TOU
タンで

SINE WAVE 1CH サイン波を連続的に出力します。

SINE WAVE 2CH 周波数の違う２つのサイン波を別々に出力します。

PINK NOISE ピンクノイズを連続的に出力します。

BURST NOISE ピンクノイズを断続的に出力します。

21

5

4

3
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モード＝BURST NOISE

・ LEVELノブ、HPFノブ、LPFノブ ........モード＝PINK NOISEと共通です。
・ WIDTH .......................断続的に出力されるノイズ部分の長さが表示されます。[TOUCH AND 

TURN] ノブを使って操作できます。
・ INTERVAL ................ノイズとノイズの間の無音部分の長さが表示されます。[TOUCH AND 

TURN] ノブを使って操作できます。

3 ASSIGNセクション
オシレーターの信号を送るチャンネルを選択します。下に並んだ3つのタブで表示させるチャン
ネルの種類を選び、ボタンを押して個々のチャンネルを指定します ( 複数選択可 )。選択ありのタ
ブには、「ASSIGNED」のインジケーターが緑で点灯します。
SINE WAVE 2CHをモードとして選択した場合、選択チャンネルの番号が奇数（ODD（L）側）か
偶数（EVEN（R）側）かで出力される信号が決まります。例えば、MIX1にはODD(L) で設定された
信号が、MIX2には EVEN(R) で設定された信号が出力されます。
CLEAR ALL ボタンを押せば、すべての選択を解除できます。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。

4 メーターセクション
オシレーターの出力レベルが表示されます。

5 OSCILLATOR OUTPUTボタン
オシレーターの出力のオン /オフを切り替えます。オンにすると、オシレーターの信号が
ASSIGNセクションで選んだインプットチャンネルやバスに送られます。もう一度ボタンを押す
と、オシレーターがオフになります。

INTERVAL

WIDTH

レベル

時間

ピンクノイズの出力

BURST NOISE ボタンをオンにする
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ーターとフェーダーが一覧表示されます。

チャンネルは表示されません。

メーターとフェーダーが一覧表示されます。
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メーター
ここでは、すべてのチャンネルの入出力レベルメーターを表示するMETER画面に関する操作方法に
ついて説明します。

METER画面を操作する
METER画面を呼び出せば、すべてのチャンネルの入出力レベルを画面上に表示したり、レベルメー
ターのメーターポイント (レベルを検出する位置 ) を切り替えたりできます。METER画面を表示する
には、ファンクションアクセスエリアのMETERフィールドを押します。

INPUT/OUTPUT/RTAタブ
INPUT METER画面とOUTPUT METER画面、RTA画面を切り替えます。

INPUT METER画面
すべてのインプットチャンネルのメ

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

OUTPUT METER画面
すべてのアウトプットチャンネルの
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ルド
を次の中から選びます。レベルメーターのメーターポイントは、イ
ト系チャンネルとで個別に設定できます。

 COMPENSATIONの直前
AL GAIN の直前
AL GAIN の直後
ダーの直前（INPUT DELAY直前）
キーの直後

直前
ダーの直前
キーの直後

ーのピークが保持されます。オフにすると、ピーク
ンのオン /オフは、インプット系 /アウトプット
のボタンをオフにすると、それまで保持されてい
ます。

AK HOLD ボタンのオン /オフを切り替える機能を割り当てるこ

ン
 ON FADERモードにすると、INPUT METER画
、送り先バスの種類やそのバスへ送るレベル、ON/
114

フェーダーレベル /メーター表示
チャンネルのメーターとフェーダーが表示されます。

1 チャンネル番号
チャンネルの番号が表示されます。

2 Σクリップインジケーター
チャンネル内のいずれかの位置でクリップすると点灯します。

3 OVERインジケーター
チャンネルの入力部または出力部でクリップすると点灯します。

4 メーター
チャンネルの入力または出力レベルが表示されます。

5 フェーダー
チャンネルのレベルがフェーダーの位置と、すぐ下の数値 (dB単位 ) で表示されます。
チャンネルの [ON] キーをOFFにした場合、フェーダーの色がグレー になります。

NOTE
この表示部分を押すことで、該当するフェーダーバンクをチャンネルストリップセクションに
割り当てることができます。

METERING POINTフィー
レベルを検出するメーターポイント
ンプット系チャンネルとアウトプッ

■ INPUT METERの場合
・ PRE GC......................GAIN
・ PRE D.GAIN .............DIGIT
・ POST D. GAIN.........DIGIT
・ PRE FADER..............フェー
・ POST ON ..................[ON]

■ OUTPUT METERの場合
・ PRE EQ ......................EQ の
・ PRE FADER..............フェー
・ POST ON ..................[ON]

PEAK HOLDボタン
このボタンをオンにすると、各メータ
が解除されます。PEAK HOLDボタ
系チャンネルの両方に影響します。こ
たピークレベルの表示がクリアされ

NOTE
USER DEFINED キーに、PE
とも可能です ( → P.194)。

SHOW SEND LEVELボタ
このボタンがオンのときにSENDS
面のフェーダーの色や位置を使って
OFFの状態を表示します。

1

4

5

2
3

チャンネル 7の [ON] キーが ONで、チャンネル 8の
[ON] キーが OFFの場合。
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す。選択したソースを1/6オクターブバンド (61バンド ) で周波

解析したグラフが表示されます。

ト系チャンネルを指定します。

 インジケーターと同じ表示をします。

の周波数値とレベル値を表示します。

5

7

6

4
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■ INPUT METERの場合

フェーダーカラー
現在選択されているMIX/MATRIX バス (SEND MASTER) と同じチャンネルカラーになります。
フェーダーの位置が、バスに送っている信号レベルです。
SENDボタンをOFFにしている、またはチャンネルをOFFにしていると、フェーダーカラーはグレー 
になります。

■ OUTPUT METERの場合
MIXバスからMATRIX バスに送るフェーダーだけカラーが切り替わります。

RTA METER画面
リアルタイムアナライザーの画面で
数解析をした結果を表示します。

1 周波数特性グラフ
1/6オクターブバンドで周波数

2 ソース選択ボタン
周波数特性を見たいアウトプッ

3 OVER表示
0dB を超えたデータはOVER

4 十字カーソル表示
グラフ内でタッチしたポイント

2

3

1
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ード )
ドモードに設定すると、METER画面は以下のようになります。

。L R C LFE Ls Rs の並びはSURROUND SETUP画面で設定

タン
に表示するメーターを選択します。

択されたソースになります。2CH MONITORのときは、レイアウ
ターが振れている状態になります。

1 2
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5 CUE OVERRIDE ボタン
これをON すると、CUE 画面で設定されたキュー信号をリアルタイムアナライザー に送り、その
特性が表示されます。

・ CUE MODE をMIX CUE に設定している場合、CUE 画面で選択されたすべてのチャンネルを
ミックスした信号を周波数解析します。

・ CUE MODE を 5.1 SOLOに設定している場合、LAST CUE 扱いになります。つまりインプッ
ト系チャンネルのPOST ON 信号が周波数解析されます。

6 BALLISTICSフィールド

・ BALLISTICS ボタン
このボタンをON にすると、グラフ描画に減衰速度を持たせることができます。

・ FAST/SLOW切り替えボタン
減衰速度 (FAST/SLOW) を切り替えます。

7 HOLDボタン
周波数特性を表示しているグラフが保持されます。

METER画面 ( サラウンドモ
BUS SETUPでバス設定をサラウン

1 MONITOR
MIX1-6 のメーターになります
した並びと同じになります。

2 SURROUND METER選択ボ
ファンクションアクセスエリア

・ MIX1-6
MIX1-6 がソースになります。

・ MONITOR
SURROUND MONITORで選
トは5.1 のままで LRのみメー



メーター

 リファレンスマニュアル
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ファンクションアクセスエリア画面
BUS SETUPでバス設定をサラウンドモードに設定すると、ファンクションアクセスエリアの
METER画面は以下のようになります。

表示仕様は以下のようになります。

・ 左側にSURROUND信号のメーター、右側にSTEREO信号のメーターを表示します。L R C 
LFE Ls Rs の並びはSURROUND SETUP画面で設定した並びと同じになります。

CUE動作中の場合

・ EFFECT CUEは、従来通り右側に表示されます。

・ 5.1 SOLO CUEは、左側に上書き表示されています。ただし、CUE MODEを 5.1SOLO に設定
しているときは、5.1SOLO CUE以外のCUEはできません。

・ CUE( あるいは5.1 SOLO) 表示部をタッチすれば従来どおりにCUEが CLEARされます。
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ェクト /PREMIUM RACK 用のバーチャルラック以外に、I/O デ
部ヘッドアンプ ( ヤマハ AD8HRや SB168-ES など ) をマウン
きます。詳しくは「I/Oデバイスと外部ヘッドアンプ」 ( → P.149)

FX1-8 OUT
A(L)/B(R)

-8) (same as GEQ RACK1)

8) (same as EFFECT RACK1)

 RACK1(FX1)

T

METER RACK OUT L
METER RACK OUT R

EQ

RACK OUT A
RACK OUT B

EFFECT CUE

EQ
RACK OUT

GEQ1-8 
OUT
A/B

INPUT
1-32{16}
SLOT1 1-16
SLOT2 1-16
DANTE IN
1-64{32}

same as PREMIUM RACK1)

 RACK1(PR1)

SOR

RACK OUT L
RACK OUT R

EFFECT CUE

h RACK1-8 (GEQ1-8)

mixer16ch
1 6

PR1-8 OUT
A(L)/B(R)

 RACK1-4 (GEQ1-4)

omixer8ch
8

METER

ACK1(GEQ1)

EQ
RACK OUT

EQ

RACK OUT A
RACK OUT B

EQ

RACK OUT A
RACK OUT B

EQ

RACK OUT A
RACK OUT B

METER

To RTA

INSERT 1,2 IN
PATCH

METER

METER
METER

METER
METER

METER
METER

METER
METER

METER
METER

METER

MIX INSERT 1,2 IN 1-16

STEREO INSERT 1,2 IN L,R,MONO(C)
16

3

CH INSERT 1,2 IN 1-64{32}

MATRIX INSERT 1,2 IN 1-8
8

To MATRIX INSERT 1,2 IN

To STEREO INSERT 1,2 IN

To MIX INSERT 1,2 IN

To CH INSERT 1,2 IN
64{32}
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グラフィックEQ/パラメトリックEQ/エフェクト /
PREMIUM RACK
ここでは内蔵のグラフィックEQとパラメトリックEQ、エフェクト、PREMIUM RACKの操作方法に
ついて説明します。

バーチャルラックについて
QLシリーズでは、内蔵のグラフィックEQ ( 以下「GEQ」) やパラメトリック EQ( 以下「PEQ」)、エフェ
クトと、プロセッサーを使って信号を加工できます。GEQは、31バンド ( 帯域 )を自由に操作できる
31BandGEQと、31バンドのうち任意の15バンドを操作できる Flex15GEQの 2つのタイプが
利用できます。PEQは、8バンド ( 帯域 ) を自由に操作でき、さらにHPFと LPF と 3つのNOTCH
フィルターを搭載した8BandPEQが利用できます。また、エフェクトでは54種類のエフェクトタイ
プが利用できます。また、アナログ回路を部品レベルで忠実に再現するVCMテクノロジーにより、至高
のアナログサウンドを実現したPREMIUM RACKでは、7種類のプロセッサーを利用できます。
GEQ/PEQ/ エフェクト /PREMIUM RACKを利用する場合は、それぞれのバーチャルラックに
GEQ/PEQ/ エフェクト /PREMIUM RACKをマウント ( 設置 )し、それぞれのラックの入出力を任意
の信号経路にパッチします。つまり、あたかも実際のラックにシグナルプロセッサーやエフェクターを
設置し、パッチコードを使って配線するような感覚で操作できます。GEQ/PEQは１～8の 8ラック
と EFFECT、EFFECTラックは1～ 8の 8ラック、PREMIUMラックは1～ 8の 8ラックにマウ
ントできます。
各ラックの入力と出力は、それぞれ最大2チャンネルが利用できます ( ただし、GEQの
「31BandGEQ」をラックにマウントしたときは、入力 /出力とも常に1チャンネルになります )。
バーチャルラックの信号の流れは次の図のとおりです。

NOTE
QLシリーズでは、GEQ/ エフ
バイス (Rシリーズなど ) や外
トするためのラックが利用で
をご参照ください。

EFFECT 
RACK IN
PATCH

INSERT 1,2 OUT

[CH 1-64{32},
MIX 1-16,
STEREO 

L,R,MONO(C),
MATRIX 1-8]

FX1 IN
A(L)/B(R)

FX2-8 IN
A(L)/B(R)

GEQ RACK2-8(GEQ2

EFFECT RACK2-8(FX2-

EFFECT

EFFEC

RACK IN L
RACK IN R

Flex15G

RACK IN A
RACK IN B

31BandG
RACK IN

PREMIUM 
RACK IN
PATCH

PR1 IN
A(L)/B(R)

PR2-8 IN
A(L)/B(R) PREMIUM RACK2-8 (

PREMIUM

PROCES

RACK IN L
RACK IN R

Automixer 16c

Auto
METER

1 6

OUT

[MIX 1-16,
STEREO 

L,R,MONO(C),
MATRIX 1-8]

Automixer 8ch

Aut
METER

8

GEQ R

31BandG
RACK IN

Flex15G

METER RACK IN A
RACK IN B

8BandP

METER RACK IN A
RACK IN B

GEQ
RACK IN
PATCH

GEQ1 IN
A/B

GEQ2-8 IN 
A/B

GEQ1-4 IN 
A/B

GEQ1-8 IN 
A/B

8BandP

RACK IN A
RACK IN B

METER
METER

METER
METER

METER

METER

METER

METER

METER
METER

METER
METER
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を選びます。GEQ (GEQラック )、EFFECT ( エフェクトラック )、
) が選べます。

マウントするタイプを選ぶRACK MOUNTER画面が表示されま

/オフを切り替えます。このボタンがオンのラックは、シーンをリ
パラメーターが変化しません。リコールセーフについては「リコー
6) をご参照ください。
ては、ラックごとのリコールセーフ設定ではリコールセーフされ
ネルでパッチをリコールセーフ設定する必要があります。

5 23 4 56

1
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バーチャルラックを操作する
ここでは例として、バーチャルラックにGEQ/PEQ/ エフェクトをマウントし、ラックの入出力のパッ
チを設定する方法について説明します。

NOTE
･ 手順 6と 8で、操作を確認するダイアログを表示させないようにすることもできます
( → P.193)。
･ ラックにマウントしたGEQ/PEQ/ エフェクト /プレミアムラックの種類とパラメーターの設
定や入力元 /出力先チャンネルのパッチ設定はシーンの一部として保存されます。

VIRTUAL RACK画面

1 ラックタブ
画面に表示させるラックの種類
PREMIUM ( プレミアムラック

2 ラックマウントボタン
このボタンを押すと、ラックに
す。

3 SAFE ボタン
ラックのリコールセーフのオン
コールしても、ラックの内容や
ルセーフ機能を使う」 ( → P.6
ラックへの入出力パッチにおい
ません。入力元 /出力先チャン

手順
1. ファンクションアクセスエリアのRACKボタンを押す。

2. VIRTUAL RACK画面上部のGEQまたは EFFECTタブを押す。

3. ラックにGEQ/PEQ/ エフェクトをマウントするには、そのラックに対応するラックマウントボタ
ンを押す。

4. RACK MOUNTER画面にあるMODULE SELECTフィールドの各種ボタンを使ってマウントす
る項目を選び、OKボタンを押す。

5. INPUT PATCHボタンを押す。

6. CH SELECT画面で入力元を選び、OKボタンを押す。

7. OUTPUT PATCHボタンを押す。

8. CH SELECT画面で出力先を選び、OKボタンを押す。

ファンクション
アクセスエリア

VIRTUAL RACK画面

23 4 6

1
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/R の 2つのボタン、Flex15GEQまたは8BandPEQのときは
dGEQのときは1つのボタンだけが表示されます。
アウトプットにパッチする信号経路を選択するCH SELECT画面

は以下のとおりです。
....................CH1-32*1、*2

....................CH33-64*1、*2（QL5のみ）

....................ST IN 1L ～ 8R*1、*2

....................CH1-32

....................CH33-64（QL5のみ）
IX...............MIX1-16、MATRIX1-8
....................STEREO L/R、MONO
....................CH1-32
....................CH33-64（QL5のみ）
IX...............MIX1-16、MATRIX1-8
....................STEREO L/R、MONO

せん。
されません。PREMIUM1-2 RACK のみ表示されます。

チャンネルは表示されません。
使用した場合、その機種にないチャンネルにアサインされている
表示されます。
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4 INPUT PATCHボタン
タイプがエフェクトのときは L/Rの 2つのボタン、Flex15GEQまたは8BandPEQのときは
A/Bの 2つのボタン、31BandGEQのときは1つのボタンだけが表示されます。
このボタンを押すと、ラックのインプットにパッチする信号経路を選択するCH SELECT画面が
表示されます。

選べるカテゴリーとチャンネルは以下のとおりです。
・ MIX/MATRIX .........................................MIX1-16、MATRIX1-8*1

・ ST/MONO............................................... STEREO L/R、MONO*1

・ INSERT 1 OUT 1-32 .......................... CH1-32
・ INSERT 1 OUT 33-64 ....................... CH33-64（QL5のみ）
・ INSERT 1 OUT MIX/MATRIX ..........MIX1-16、MATRIX1-8
・ INSERT 1 OUT ST/MONO ............... STEREO L/R、MONO
・ INSERT 2 OUT 1-32 .......................... CH1-32
・ INSERT 2 OUT 33-64 ....................... CH33-64（QL5のみ）
・ INSERT 2 OUT MIX/MATRIX ..........MIX1-16、MATRIX1-8
・ INSERT 2 OUT ST/MONO ............... STEREO L/R、MONO

*1. GEQ1-8 RACK では表示されません。

NOTE
･ QL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。
･ GEQや PEQの場合、インサートアウトもしくはインサートインのどちらかをパッチしたら、
自動的にもう一方のパッチも同じRACKに設定されます。同時に、インサートが自動的にオン
になります。また、GEQや PEQをインサートアウトもしくはインサートインから解除した場
合は、自動的にもう一方のパッチも解除され、同時にインサートが自動的にオフになります。
･ エフェクトの場合、EFFECT TYPEとして“DYNAMICS&EQ”を選択したものに対しては、
上記GEQの場合と同じ動作になります。
･ PREMIUM RACK の場合、上記GEQの場合と同じ動作になります。
･ インサートアウト /インについては「チャンネルに外部機器をインサート接続する」 ( → P.18)
をご参照ください。

5 OUTPUT PATCHボタン
タイプがエフェクトのときは L
A/Bの 2つのボタン、31Ban
このボタンを押すと、ラックの
が表示されます。

選べるカテゴリーとチャンネル
・ CH1-32 ...............................
・ CH33-64 ............................
・ ST IN ....................................
・ INSERT 1 IN 1-32 ...........
・ INSERT 1 IN 33-64 ........
・ INSERT 1 IN MIX/MATR
・ INSERT 1 IN ST/MONO
・ INSERT 2 IN 1-32 ...........
・ INSERT 2 IN 33-64 ........
・ INSERT 2 IN MIX/MATR
・ INSERT 2 IN ST/MONO

*1. GEQ1-8 RACK では表示されま
*2. PREMIUM3-8 RACK では表示

NOTE
･ QL1 の場合、その機種にない
･ QL5 の設定データをQL1で
と、ボタン上に取り消し線が
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Qラック１～8)

ラック１～4)

を変更するAUTOMIXER EDIT 画面が表示されます。
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6 ラックコンテナ
ラックの設定内容が表示されます。RACK MOUNTER画面で選択したタイプに応じて、次のよう
に変わります。

・ 何もマウントされていない場合

押すと、ラックにマウントするGEQ/ エフェクトを選ぶRACK MOUNTER画面が表示されま
す。

・ 31BandGEQの場合

各バンドの設定、GEQのオン /オフ、入出力のレベルが表示されます。押すと、GEQの設定を変
更するGEQ EDIT 画面が表示されます。

・ Flex15GEQの場合

A/Bのそれぞれに対し、各バンドの設定、GEQのオン /オフ、入出力のレベルが表示されます。押
すと、A/Bそれぞれに対し、GEQの設定を変更するGEQ EDIT 画面が表示されます。

・ 8BandPEQの場合

A/Bのそれぞれに対し、EQの周波数特性、PEQのオン /オフ、入出力のレベルが表示されます。
押すと、A/Bそれぞれに対し、PEQの設定を変更するPEQ EDIT 画面が表示されます。

・ エフェクトの場合 (EFFECTラックのみ )

エフェクトタイプや入出力の数、バイパスのオン /オフおよび入出力のレベルが表示されます。押
すと、エフェクトの設定を変更するEFFECT EDIT 画面が表示されます。

・ 16ch Automixer の場合 (GE

・ 8ch Automixer の場合 (GEQ

押すと、オートミキサーの設定
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、パッチはイン /アウトともに外れます。
から 8までを、8ch Automixer はラック 1から 4までを使用しま

った変更を取り消して画面を閉じます。

った変更を確定して画面を閉じます。

GEQ/PEQ/ エフェクトを解除して RACK MOUNTER 画面を閉
フェクトのパラメーター変更はすべて破棄されますのでご注意く
れば、再度同じGEQ/PEQ/ エフェクトをマウントすることで、復

する
ックにマウントし、インプットチャンネル、MIX/MATRIX チャン
のインサートアウト /インにパッチして利用します。または、
ントし、INPUTチャンネル、MIX/MATRIX チャンネル、
サートアウト /インにパッチして利用します。各バンドのゲイン
のフェーダーや [ON] キーを使って操作します。
ます。

。バンド幅は1/3オ
5dBで、31のすべ
。
た場合、ラックの入
す。

。バンド幅は1/3オ
5dBです。
同じ31バンドのう
作できます (15バン
ずれかのバンドをフ
インは調節できません )。
ラックの中に2台の Flex15GEQ ( それぞれ「A」「B」と表示され
の入出力は2チャンネルずつ利用できます。

INPUT

31BandGEQ

OUTPUT
ラック

INPUT

Flex15GEQ (B)

Flex15GEQ (A)

OUTPUT
ラック
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7 リンクインジケーター
31BandGEQの奇数 - 偶数番号のラックどうし、または Flex15GEQの A/Bもしくは
8BandPEQの A/Bがリンクされているときに表示されます。

RACK MOUNTER画面
ラックにGEQ、PEQまたはエフェクトをマウントします。この画面は、VIRTUAL RACK画面のラッ
クマウントボタンを押すと表示されます。

1 ラック番号
選択したラックの番号が表示されます。

2 バーチャルラック
MODULE SELECT で選んだGEQ/ エフェクトが表示されます。

3 MODULE SELECTフィールド
ラックにマウントするGEQ/ エフェクトを選びます。それぞれのボタンの機能は、次のとおりで
す。
・ BLANKボタン .......................... ラックに現在マウントされているGEQ/ エフェクトを解除し

て、ラックを空にします。
・ 31BandGEQボタン................ 31BandGEQをラックにマウントします。
・ Flex15GEQボタン.................. Flex15GEQをラックにマウントします。
・ 8BandPEQボタン ................... 8BandPEQをラックにマウントします。
・ EFFECTボタン (EFFECTラックのみ）

.......................... エフェクトをラックにマウントします。
・ 16ch Automixer ボタン（GEQラック1のみ）

.......................... 16ch Automixer をラックにマウントします。
・ 8ch Automixer ボタン（GEQラック1のみ）

.......................... 8ch Automixer をラックにマウントします。

NOTE
･ マウントを変更した場合には
･ 16ch Automixer はラック 1
す。

4 CANCEL ボタン
RACK MOUNTER画面で行な

5 OKボタン
RACK MOUNTER画面で行な

NOTE
ラックにマウントされていた
じると、そのGEQ/PEQ/ エ
ださい。画面を閉じる前であ
帰できます。

グラフィックEQを操作
QLシリーズのGEQは、GEQ1-8 ラ
ネル、STEREO/MONOチャンネル
EFFECT1-8 (FX1-8) ラックにマウ
STEREO/MONOチャンネルのイン
は、チャンネルストリップセクション
GEQのタイプには次の2種類があり

■ 31BandGEQ
モノラル仕様の31バンドGEQです
クターブ刻み、ゲインの可変幅は±1
てのバンドでゲインを調節できます
31BandGEQをラックにマウントし
出力は1チャンネルずつ利用できま

■ Flex15GEQ
モノラル仕様の15バンドGEQです
クターブ刻み、ゲインの可変幅は±1
Flex15GEQでは、31BandGEQと
ち、任意の15バンドまでゲインを操
ドを使い切ったあとは、設定済みのい
ラットに戻すまで、新しいバンドのゲ
Flex15GEQを選んだラックは、同じ
ます ) がマウントされるため、ラック

7

43 5

21

43 5

21
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の画面の表示は、ほぼ共通です。ただし、Flex15GEQでは、1つの
GEQ (A/B) を個別に表示して操作します。
ルの [SEL] キーを押すと、そのチャンネルにインサートされてい
アムラックのポップアップ画面に変わります。

切り替えます。Flex15GEQをマウントしたラックのタブは、
れます (x はラック番号 )。

入力元を選ぶCH SELECT画面が表示されます。操作方法は、
タンと同じです。

出力先を選ぶCH SELECT画面が表示されます。操作方法は、
ボタンと同じです。

3 4 5 6
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GEQをチャンネルにインサートする
ここでは、選択したチャンネルにGEQをインサートして使用する方法を説明します。

NOTE
･ ステレオソースを利用する場合は、Flex15GEQをマウントするか、奇数 /偶数の順に番号が隣
り合う 2つのラックに 31BandGEQをマウントします。このように設定しておけば、あとの操
作で 2台のGEQをリンクできます。
･ GEQの入出力レベルは、GEQフィールドのラックで確認できます。
･ GEQの操作方法については、次の「31BandGEQを操作する」( → P.125) または「Flex15GEQ
を操作する」 ( → P.126) をご参照ください。

GEQ EDIT 画面
NOTE
･ 31BandGEQと Flex15GEQ
ラックにマウントした 2台の
･ GEQを操作中にトップパネ
るGEQ、エフェクト、プレミ

1 ラック切り替えタブ
GEQ1～ 8、EFFECT1～ 8を
xA、xBのように2つに分割さ

2 INPUTボタン
このボタンを押すと、ラックの
GEQフィールドの INPUTボ

3 OUTPUTボタン
このボタンを押すと、ラックの
GEQフィールドのOUTPUT

手順
1.「バーチャルラックを操作する」 (→P.119)の手順1～8を参考にして、ラックにGEQをマウントし
て、ラックの入力元 /出力先を設定する。

2. GEQフィールドのラックまたは EFFECTフィールドのラックの中から、GEQがマウントされた
ラックコンテナを押す。

3. ステレオソースを利用するときは、RACK LINKボタンを押して2台のGEQをリンクさせる。

4. GEQ ON/OFF ボタンを押してGEQをオンにする。

2

1
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BandGEQ、Flex15GEQ)

性グラフが EQの下地に薄くオーバーレイ表示します。

持されます。
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4 RACK LINKボタン
このボタンを押すと、隣り合ったGEQどうしをリンクさせるRACK LINK画面が表示されま
す。
31BandGEQの場合は、奇数→偶数の順にラック番号が隣り合ったGEQどうしがリンクしま
す。また、Flex15GEQの場合は、同じラック内のGEQ(A) と GEQ(B) がリンクします。

・ GEQ x → yボタン (「x」、「y」はラック番号、またはラック番号とA、Bのアルファベット )
x のパラメーターを yにコピーしてからリンクします。

・ GEQ y → xボタン
y のパラメーターを xにコピーしてからリンクします。

・ RESET BOTHボタン
両方のパラメーターを初期化してからリンクします。

・ CANCELボタン
リンクを中止して画面を閉じます。

NOTE
RACK LINK ボタンは、リンクが可能な場合にのみ表示されます。GEQを
リンクさせると、GEQフィールドにリンク状態を表わすマークが表示さ
れます。

5 FLATボタン
現在選ばれているGEQのすべてのバンドを0dBに戻します。

6 GEQ ON/OFF ボタン
現在選ばれているGEQのオン /オフを切り替えます。

GEQ EDIT 画面の場合 (31

1 RTAボタン
これをONにすると、周波数特

2 HOLDボタン
RTA表示しているグラフが保

2

1



グラフィック EQ/ パラメトリック EQ/ エフェクト /PREMIUM RACK

 リファレンスマニュアル

な特性が表示されます。

スト /カット量がフェーダーで表示されます。実際の設定値は、下
。

ンのフェーダーを使って操作する帯域を選びます。FADER 
ンは、次の帯域に対応しています（QL1のみ）。

れた帯域のフェーダーが白く変わり、対応するチャンネルストリッ
号が表示されます。チャンネルストリップセクションのフェー
なります。

GEQの設定を、ほかのラックのGEQにコピーしたり、初期化した
方法については取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」

バンド以下の 31BandGEQのみ、Flex15GEQにコピーできます。
ラリーを使っていつでもストア /リコールが行なえます。

0Hz の 16 バンド

kHz の 16 バンド

0kHz の 16バンド
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31BandGEQを操作する
チャンネルストリップセクションのフェーダー1～ 8と [ON] キーを使って、31BandGEQを操作し
ます。

NOTE
･ チャンネルストリップセクションのフェーダーが中央 ( フラット ) の位置にあるとき、対応す
る [ON] キーが消灯します。これは、その帯域が変更されていないことを表わします。フェー
ダーを少しでも上下させると、[ON] キーが点灯し、その帯域が変更されたことを表わします。
なお、点灯した [ON] キーを押して消灯させると、該当する帯域が即座にフラットに戻ります。
もう一度、[ON] キーを押すと変更された値となります。ただし、[ON] キーを消灯させた状態で
別の周波数に対応するフェーダーの [ON] キーを押した場合、変更した値はキャンセルされ
±0dB に戻ります。
･ ディスプレイがほかの画面やラックに切り替わると、チャンネルストリップセクションの
フェーダーの割り当ては強制的に解除されます。ただし、再度同じラックを表示させたときに、
以前操作していた帯域が自動的にフェーダーに割り当てられます。
･ GEQ EDIT 画面を閉じると、自動的に FADER ASSIGNフィールドのボタンがオフになります。

GEQ EDIT 画面 (31BandGEQ)

1 EQグラフ
31BandGEQの現在の大まか

2 フェーダー
31BandGEQの各帯域のブー
の数値ボックスで確認できます

3 FADER ASSIGNフィールド
チャンネルストリップセクショ
ASSIGNフィールドの各ボタ

ボタンを押すと、画面上の選ば
プセクションのフェーダーの番
ダーを使って操作できるように

4 ツールボタン
現在表示されている31Band
りします。ツールボタンの操作
をご参照ください。

NOTE
･ 使用しているバンド数が 15
･ GEQの設定は、専用のライブ

手順
1. GEQフィールドまたは EFFECTフィールドのラックの中から、31BandGEQがマウントされた
ラックのラックコンテナを押す。

2. GEQ ON/OFF ボタンを押して31BandGEQをオンにする。
3. FADER ASSIGNフィールドの各ボタンを押して、操作する帯域を選ぶ。
4. チャンネルストリップセクションのフェーダーで、選んだ帯域を調節する。
5. 操作が終わったら、FADER ASSIGNフィールドのボタンをオフにする。

4

3

2

1

20-630 20Hz ～ 63

125-4k 125Hz ～ 4

630-20k 630Hz ～ 2
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GEQ)

ですが、「AVAILABLE BANDS」に現在のGEQで操作できる残
ルタイムに表示されます。
15GEQをマウントしたラックのタブが、xA、xBのように2つに
)。

る
の4バンド EQと別に、ラックにマウントできる8バンドのパ
。そのPEQは、GEQ1-8 ラックにマウントし、インプットチャン
ATRIX チャンネル、STEREO/MONOチャンネルのインサート
す。または、EFFECT1-8(FX1-8) ラックにマウントし、INPUT
ル、STEREO/MONOチャンネルのインサートアウト /インに
プには次の1種類があります。

す。独立したHPF、LPFと３つのノッチフィルターも搭載してい

た場合、2 台の 8BandPEQ ( それぞれ「A」「B」と表示されます ) 
力は 2 チャンネルずつ利用できます。
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Flex15GEQを操作する
チャンネルストリップセクションのフェーダーと [ON] キーを使って、Flex15GEQを操作します。
Flex15GEQがマウントされたラックは、VIRTUAL RACK画面にGEQ2台分 (A/B) の情報が表示
されます。

NOTE
Flex15GEQをマウントすると、1つのラックにモノラルの 31バンドGEQが 2台搭載されま
す。ただし、調節できるバンドの数は、1台につき最大 15バンドに制限されています。

NOTE
･ チャンネルストリップセクションのフェーダーが中央 ( フラット ) の位置にあるとき、対応す
る [ON] キーが消灯します。これは、その帯域が変更されていないことを表わします。フェー
ダーを少しでも上下させると、[ON] キーが点灯し、その帯域が変更されたことを表わします。
なお、点灯した [ON] キーを押して消灯させると、該当する帯域が即座にフラットに戻ります。
もう一度、[ON] キーを押すと変更された値となります。ただし、[ON] キーを消灯させた状態で
別の周波数に対応するフェーダーの [ON] キーを押した場合、変更した値はキャンセルされ
±0dB に戻ります。
･ ディスプレイの表示がほかの画面に切り替わると、チャンネルストリップセクションのフェー
ダーの割り当てが強制的に解除されます。ただし、再度同じラックを表示させたときに、以前操
作していた帯域が自動的にフェーダーに割り当てられます。
･ GEQ EDIT 画面を閉じると、自動的に FADER ASSIGNフィールドのボタンがオフになりま
す。

GEQ EDIT 画面 (Flex 15

画面は31バンドGEQと同じ
りのバンド数 ( 最大 15) がリア
ラック切り替えタブでは、Flex
分割されます (x はラック番号

パラメトリックEQを操作す
QLシリーズにはチャンネル標準搭載
ラメトリックEQ(PEQ) があります
ネル (GEQ1-8 ラックのみ )、MIX/M
アウト /インにパッチして利用しま
チャンネル、MIX/MATRIX チャンネ
パッチして利用します。PEQのタイ

■ 8BandPEQ
モノラル仕様の8バンドのPEQで
ます。
8BandPEQをラックにマウントし
がマウントされるため、ラックの入出

手順
1. Flex15GEQがマウントされたラックのラックコンテナを押す。

2. GEQ ON/OFF ボタンを押して Flex15GEQをオンにする。

3. FADER ASSIGNフィールドの各ボタンを押して、操作する帯域を選ぶ。

4. チャンネルストリップセクションのフェーダーで、選んだ帯域を調節する。

5. 操作が終わったら、FADER ASSIGNフィールドのボタンをオフにする。
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ターの設定値が表示されます。

入力元を選ぶCH SELECT画面が表示されます。操作方法は、
タンと同じです。

出力先を選ぶCH SELECT画面が表示されます。操作方法は、
ボタンと同じです。

ブラリー画面が表示されます。

ターの設定を初期値に戻します。

が、バッファーメモリーにコピーされます。

ーメモリーにコピーされている設定値が、現在の EQにペーストさ
有効なデータがコピーされていないときは、何も起きません。

Qの設定値とバッファーメモリーのデータが入れ替わります。バッ
がコピーされていないときは、何も起きません。

たPEQどうしをリンクさせるRACK LINK画面が表示されます。
ック内のPEQ(A) と PEQ(B) がリンクします。

ラック番号、またはラック番号とA、Bのアルファベット )
してからリンクします。

してからリンクします。
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■ PEQ をチャンネルにインサートする
ここでは、選択したチャンネルに PEQ をインサートして使用する方法を説明します。

NOTE
･ PEQ の入出力レベルは、GEQまたは EFFECT フィールドのラックで確認できます。
･ PEQ の操作方法については、次の「PEQ EDIT 画面」（→P.127）をご参照ください。

PEQ EDIT 画面

1 PEQグラフ
PEQやフィルターのパラメー

2 INPUTボタン
このボタンを押すと、ラックの
GEQフィールドの INPUTボ

3 OUTPUTボタン
このボタンを押すと、ラックの
GEQフィールドのOUTPUT

4 LIBRARYボタン
このボタンを押すと、PEQライ

5 DEFAULTボタン
このボタンを押すと、パラメー

6 COPYボタン
EQの各パラメーターの設定値

7 PASTEボタン
このボタンを押すと、バッファ
れます。バッファーメモリーに

8 COMPAREボタン
このボタンを押すと、現在の E
ファーメモリーに有効なデータ

9 RACK LINK ボタン
このボタンを押すと、隣り合っ
8BandPEQの場合は、同じラ

・ GEQ x → y ボタン (「x」、「y」は
x のパラメーターを yにコピー

・ GEQ y → x ボタン
y のパラメーターを x にコピー

手順
1.「バーチャルラックを操作する」（→P.119）の手順1～8を参考にして、ラックにPEQをマウントし
て、ラックの入力元 /出力先を設定する。

2. GEQフィールドのラックまたは EFFECTフィールドのラックの中から、PEQがマウントされた
ラックコンテナを押す。

3. ステレオソースを利用するときは、RACK LINKボタンを押して2 台の PEQをリンクさせる。
4. PEQ ON/OFF ボタンを押してPEQをオンにする。

5

E

D

4 312 76 8

C

B

0

9

A
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きます。

F/ ノッチフィルターを操作する画面に切り替わります。

ドのQ、FREQUENCY、GAIN パラメーターが表示されます。
使って調節できます。

3

2

1
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・ RESET BOTHボタン
両方のパラメーターを初期化してからリンクします。

・ CANCELボタン
リンクを中止して画面を閉じます。

NOTE
RACK LINK ボタンは、リンクが可能な場合にのみ表示されます。RACKをリンクさせると、
GEQフィールドにリンク状態を表わすマークが表示されます。

0 PEQ ON/OFF ボタン
現在選ばれているPEQのオン /オフを切り替えます。

A PEQ FLATボタン
このボタンを押すと、PEQのすべてのバンドのGAIN パラメーターが0dBにリセットされま
す。
HPF、LPF、およびノッチフィルターのONボタンはすべてオフになります。
上記以外のパラメーターの値はリセットされず、保持されます。

B PEQ IN/OUTレベルメーター
PEQ通過前と通過後のピークレベルが表示されます。

C ラック切り替えタブ
GEQ1～ 8または EFFECT1～ 8を切り替えます。8BandPEQをマウントしたラックのタブ
は、xA、xBのように2つに分割されます (x はラック番号 )。

NOTE
ボタンの操作方法については、取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」をご参照くだ
さい。

D RTAボタン
これをONにすると、周波数特性グラフがEQの下地に薄くオーバーレイ表示します。

E HOLDボタン
RTA表示しているグラフが保持されます。

PEQ EDIT 画面（8PEQ)

1 BYPASSボタン
バンドごとにBYPASS操作で

2 HPF/LPF NOTCHボタン
このボタンを押すと、HPF/LP

3 EQパラメーター設定ノブ
BAND1～ BAND8の各バン
[TOUCH AND TURN] ノブを

13
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装備しています。オートミキサーは、台本がないようなスピーチ
てゲイン配分を自動最適化することで、エンジニアがフェーダー
数のマイク間で一貫したシステムゲインを維持します。

anスピーチシステムでは、スピーチ用途において最大16 本のマ
調整します。

ターやオートレベルコントローラーの機能とは異なります。複数
はフェーダーで通常どおり個々のレベルを操作できます。誰も話
出して自動的にゲインを配分するので、フェーダーを上げた状態

合 複数のマイクで二人が話す場合

インが瞬時に上
。別の 1人が

2人が同時に話した場合には、トータルゲインが一定と
なるよう 2本のマイク間でゲインが自動配分され、残
り 1本のマイクのゲインは下がります。

オートミックス
でのゲイン (dB)

マイクの入力
音声 (dB)
129

PEQ EDIT 画面（HPF/LPF NOTCH)

1 減衰量選択ボタン
HPFや LPFのタイプは4つあり、オクターブあたりの減衰量を -24dB/oct または -18dB/
oct 、-12dB/oct、-6dB/oct から選択できます。

2 8PEQボタン
このボタンを押すと、8バンドのPEQを操作する画面に切り替わります。

3 HPF/LPF 周波数ノブ
HPFや LPFの周波数を調整します。

4 ONボタン
HPFや LPF、3つのノッチフィルターそれぞれにONボタンがあります。

5 ノッチフィルターQノブ
ノッチフィルターのQを調整します。

6 ノッチフィルター周波数ノブ
ノッチフィルターの周波数を調整します。

AUTOMIXERについて
QLシリーズはオートミキサーを標準
用途において、有効なマイクを検出し
操作に掛かり切りになることなく、複

オートミキサーの動作原理
オートミキサーで使用しているDug
イクのオートミックスゲインを自動

Dugan スピーチシステムは、リミッ
の人が話しているときに、エンジニア
していない場合でも、マイク音声を検
のままにしておくことができます。

56565 4 4 4 6

2

3

4
3

1 1

4

複数のマイクで一人が話す場

1 人が話した場合には、そのマイクのゲ
がり、他のマイクのゲインは下がります
話した場合も同様の動作です。

オートミックス
でのゲイン (dB)

マイクの入力
音声 (dB)
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ルド
te のいずれかのモードになっています。有効なチャンネルモード
ドを選択するには、そのモードボタンかマスターフィールドの

レベルになると緑に点灯します。

したら、入力ゲインを上げます。
点灯したら、入力ゲインを下げます。

ドがあります。マスターフィールドのmeters ボタンを押すたび

ドにしてください。

キサーのゲインを表示 緑

ルを表示 黄

ルを表示 青
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オートミキサーをチャンネルのポストフェーダーにインサートする
ここでは、バーチャルラックにオートミキサーをマウントして、オートミキサーの入出力を任意のチャ
ンネル (ST IN チャンネル除く ) のポストフェーダー(POST ON) にインサートする方法を説明しま
す。オートミキサーの操作方法については、次の「オートミキサーを操作する」をご参照ください。

オートミキサーを操作する

チャンネル表示
チャンネル1～ 8およびチャンネル9～16に対し、各チャンネルの auto mix gain( オートミック
スゲイン ) メーターと、man( 黄 )/auto( 緑 )/mute( 赤 ) の状態を表示します。
チャンネル1～ 8または9～ 16の領域を選択すると、チャンネルコントロールフィールドの表示
チャンネルが1～ 8または9～ 16に切り替わります。
(8ch Automixer の場合、チャンネル1～8のみの表示です。）

■ チャンネルコントロールフィー
各チャンネルは常にman/auto/mu
のインジケーターが点灯します。モー
PRESETボタンを押します。

1 レベルインジケーター
音声がオートミックスに適切な

NOTE
･ level インジケーターが点滅
･ level インジケーターが赤く

2 メーターインジケーター
メーターには3種類の表示モー
にモードが変わります。

NOTE
通常はメーターを gain モー

手順
1.「バーチャルラックを操作する」 （→P.119)の手順1～8を参考にして、ラック1にオートミキサー
をマウントして、ラックの入力元 /出力先を設定する。

2.「チャンネルに外部機器をインサート接続する」（→P.18）を参考にして、オートミキサーをポスト
フェーダー（POST ONのフィールド）にインサートする。

マスターフィールド

チャンネルコントロール
フィールド

gain オートミ

input 入力レベ

output 出力レベ

8

5

3

7

6

4

2

1
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とチャンネルネームが表示されます。

切り替えます。
ーディオをそのまま通過させます。 マイクで歌うときはこのモー

なります。会話のときにこのモードを使います。
ます。

Tボタンを押したときのチャンネルモード（man、auto、mute）を
プリセットをプログラムすると preset ボタンが点灯します。

ルドで選択されている各グループ (a/b/c) ごとに各設定をしま
み表示します。

ネルの override ボタンがオンのチャンネルは0dB（ユニティゲイ
。オフのチャンネルはすべてミュートされます。

ンネルが、点灯 preset インジケーターの横にあるモードボタン
に入ります。

ンネルが瞬時に（0.5 秒）フェードアウトします。

32
131

3 weight
入力チャンネル間の相関的な感度を調整します。入力がない場合に auto mix gain メーターがど
れもほぼ同レベルになるようにウェイト設定を調整します。たとえば、1本のマイクの近くでノイ
ズが聞こえる場合（例 : コンピューターの通気ファンやエアコンの通風音など）、そのチャンネル
のウェイト値を下げるとノイズが抑えられます。
チャンネルのウェイト設定を変更するには、weight スライダーを [TOUCH AND TURN] ノブ
を使って調整します。
オートミキサーは、グループ内のすべての入力のミックスに対する特定チャンネルの入力レベル
の比を計算します。次の例でweight コントロールの仕組みを説明します。

■1つのチャンネルでウェイト設定値を上げた場合
・ そのチャンネルのオートミックスゲイン値が上がり、他のチャンネルの値は下がります。
・ ウェイト設定値が高いチャンネルは、他のチャンネルに比べてオートミックスゲインを得やす
くなります。

■1つのチャンネルでウェイト設定値を下げた場合
・ そのチャンネルのオートミックスゲイン値が下がり、他のチャンネルの値は上がります。
・ 複数のマイクで同時に話している場合に、他のマイクとの聞き分けが難しくなります。
1本のマイクの近くでノイズが聞こえる場合（例 : コンピューターの通気ファンやエアコンの通
風音など）、そのチャンネルのウェイト値を下げるとノイズが抑えられます。

4 group
各チャンネルは3つのグループ (a/b/c) に割り振ることができます。
グループ機能は以下の用途に便利です。
・ 複数の部屋を使用時：各部屋のマイクをグループ分けし、個々のオートミキサーとして使用し
ます。

・ ステレオパン： 左右中央にパンさせたマイクをグループ a、b、cに割り当て、安定したステレオ
臨場感を維持します。

5 override
マスターフィールドのOVERRIDE ボタンをオンにすると、チャンネル override ボタンの設定
によって、該当チャンネルがmanモードまたはmute モードに変わります。
・ チャンネル override ボタンがオンのとき、マスターのOVERRIDEボタンをオンにすると、
チャンネルのモードがmanになります。

・ チャンネル override がオフのとき、マスターのOVERRIDEボタンをオンにすると、チャンネ
ルモードがmute になります。

・ マスターのOVERRIDE ボタンをオフにすると、そのチャンネルは以前のモードに戻ります。

オーバーライド機能は、パネルディスカッションのリーダーがシステムをコントロールしたいと
きに便利です。
以下の手順で設定します。
1. リーダーのチャンネルの override ボタンをオンにします。

2. その他のチャンネルの override ボタンはオフにします。

3. 必要に応じてマスターフィールドのOVERRIDE ボタンをオンにします。

6 チャンネル番号
インサートするチャンネル番号

7 man/auto/mute
man/auto/mute をトグルで
man: ゲインを変化させずにオ

ドにします。
auto: オートミキサーがオンに
mute: チャンネルをミュートし

8 preset
マスターフィールドのPRESE
選択します。チャンネルごとに

■ マスターフィールド

1 OVERRIDE/PRESET/MUTE
チャンネルコントロールフィー
す。選択されているグループの
・ OVERRIDE
このボタンを押すと、チャン
ン）までフェードインします

・ PRESET
このボタンを押すと、各チャ
（man、auto、mute）のモード
・ MUTE
このボタンを押すと、全チャ

1
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ャンネルの入力信号を個別に処理する「STEREOタイプ」(2IN/
クスしてから処理する「MIX タイプ」(1IN/2OUT) の 2種類があ

経路を割り当てた場合は、STEREOまたはMIX のどちらかのエ
応じて、L/Rチャンネルの処理方法が次のように異なります。

片方にのみ信号を割り当てた場合は、STEREOまたはMIX のど
ているときでも、モノラル入力 /ステレオ出力として処理されま
S、COMP260、COMP260S、EQUALIZER601、
。

L RETURN

R RETURN

L RETURN

R RETURN

L RETURN

R RETURN
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2 meters
チャンネルコントロールフィールドのメーターインジケーターを切り替えます。ボタンを押すた
び、gain, input, output に切り替わります。

NOTE
通常はメーターを gain モードにしてください。

3 reset
オートミキサーの設定が初期化されます。

内蔵エフェクトを操作する
QLシリーズの内蔵エフェクトは、EFFECTラック1-8 にマウントし、アウトプット系チャンネルの出
力 /インプット系チャンネルの入力にパッチしたり、各チャンネルにインサートして利用します。ラッ
クにマウントしたエフェクトは、それぞれ54種類のエフェクトタイプの中から1つを選びます。
ラック5～ 8は初期状態でMIX チャンネル13～ 16からの信号が入力され、ST IN 1 ～ 4 (L/R)
に出力されています。ラック1～ 4には何も割り当てられていません。

NOTE
エフェクトタイプによっては、ラック 1、3、5、7でのみ使用できるものがあります。

内蔵エフェクトをセンド /リターン経由で使用するには、MIXチャンネルなどの出力をエフェクトの
入力に、エフェクトの出力をインプット系チャンネルに割り当てます。この場合、該当するアウトプット
系チャンネルをエフェクトセンド用のマスターチャンネルとして、またインプット系チャンネルをエ
フェクトリターン用チャンネルとして使用します。

内蔵エフェクトの入出力を任意のチャンネル (ただし、ST IN チャンネルを除く ) のインサートアウト
/インに割り当てて、そのチャンネルにインサートすることもできます。

内蔵エフェクトのタイプには、L/Rチ
2OUT) と、両方のチャンネルをミッ
ります。
エフェクトの L/R入力の両方に信号
フェクトタイプが選ばれているかに

■ STEREOタイプのエフェクト

■ MIXタイプのエフェクト

また、2系統あるエフェクトの入力の
ちらかのエフェクトタイプが選ばれ
す。ただし、COMP276、COMP276
OPENDECKは例外になっています

O
U

T
P

U
T

 P
AT

C
H

IN
P

U
T

 P
AT

C
H

EFFECT

EFFECT

EFFECT

EFFECT

ラック 2

ラック 7

ラック 8

アウトプット系
チャンネルの出力

インプット系
チャンネルの入力

ラック 1

EFFECT任意チャンネルの
インサートアウト *

任意チャンネルの
インサートイン *

* ST IN チャンネルを除く

INPUT L EFFECT L

INPUT R EFFECT R

INPUT L

INPUT R
EFFECT

EFFECT
INPUT L
または R
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ェクトセンドレベルを調節する
のSENDフィールドで、ラックの入力元に設定したMIX バスの
て選び、[TOUCH AND TURN] ノブで各チャンネルからそのMIX
を調節します。

節するときは、ラックの出力先として選んだST IN チャンネルか
ドレベルを、必ず - ∞ dB に設定してください。このセンドレベル
力を同じエフェクトの入力に返すことになり、発振を引き起こす

先のMIX バスに対応するMIX SEND画面 (8ch) が表示されます。
から対応するバスに送られる信号のオン /オフ切り替え、および
択が行なえます ( → P.35 )。

ベルを調節する
ンネルに対応するフェーダーを操作します。
ない範囲で、なるべく高いレベルに設定してください。

、EFFECT EDIT 画面の右上に表示される入力 /出力メーターで

節する
ャンネルに対応するフェーダーを操作してエフェクトリターンレ
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内蔵エフェクトをセンド /リターン経由で利用する
ここでは、MIXバスをエフェクトセンドバス、ST IN チャンネルをエフェクトリターンチャンネルとし
て利用し、センド /リターン経由でエフェクトを使用する方法について説明します。

NOTE
･ MIX バスをエフェクトセンドバスとして使用するときは、バスのタイプとして「VARI」を選択し
ておきます。こうすれば、インプット系チャンネルごとにセンドレベルを調節できます。
･ また、エフェクトへの入力をステレオで使用したいときは、送り先のMIX バスをステレオに指
定しておくと便利です ( バスの設定方法については、「MIX バス /MATRIX バスの基本設定」( →
P.216) をご参照ください )。

NOTE
･ ステレオソースを利用する場合は、ラックの L/R 入力に、ステレオに設定したMIX チャンネル
の L/R を割り当てます。
･ エフェクトの出力をステレオで使用するには、ラックの R出力にも手順 3で選んだ ST IN チャ
ンネルの R入力を割り当てます。
･ エフェクトの出力先は複数選択できます。
･ エフェクトのパラメーターの設定方法については、「内蔵エフェクトのパラメーターを操作す
る」 ( → P.134) をご参照ください。

■ インプット系チャンネルのエフ
SELECTED CHANNEL VIEW画面
TO MIX SEND LEVEL ノブを押し
バスに送られる信号のセンドレベル

NOTE
･ エフェクトセンドレベルを調
ら該当するMIX バスへのセン
を上げると、エフェクトの出
おそれがあります。
･ ノブをもう 1回押すと、送り
この画面では、各チャンネル
送出位置 (PRE/POST) の選

■ エフェクトセンドのマスターレ
ラックの入力元に指定したMIXチャ
エフェクト通過後の信号がOVERし

NOTE
エフェクトの入出力レベルは
確認できます。

■ エフェクトリターンレベルを調
ラックの出力先に指定したST IN チ
ベルを調節します。

手順
1.「バーチャルラックを操作する」 (→P.119)の手順1～3を参考にして、ラックにエフェクトをマウ
ントする。

2. VIRTUAL RACK画面のINPUT PATCH Lボタンを押して、ラックの入力元となるMIXチャンネ
ルを選ぶ ( → P.119)。

3. VIRTUAL RACK画面のOUTPUT PATCH Lボタンを押して、ラックの出力先となるST INチャ
ンネルの L入力を選ぶ (→ P.119)。

4. SELECTED CHANNEL VIEW画面のSENDフィールドで、各チャンネルからのセンドレベルを
調節する。

5. ラックの入力元に選んだMIXチャンネルでエフェクトセンドのマスターレベルを調節する。

6. ラックの出力先に選んだST IN チャンネルでエフェクトリターンレベルを調節する。
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ーを操作する
ラメーターを調節したりする操作について説明します。エフェク
TUAL RACK画面に次の情報が表示されます。

れているタイプの名称、イメージが表示されます。また、エフェクト
 OUT、または2 IN/2 OUT) が確認できます。

号レベルが表示されます。

されているラックのラックコンテナを押す。

は、EFFECT EDIT 画面のエフェクトタイプフィールドを押し、
トタイプを選ぶ。

トパラメーターフィールドにあるノブを押して選択し、[TOUCH 
ェクトパラメーターを操作する。

フィールドを設定する。

2
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内蔵エフェクトをチャンネルにインサートする
内蔵エフェクトの入出力を任意のチャンネル (ST IN チャンネルを除く )のインサートアウト /インに
割り当てて、チャンネルにエフェクトをインサートする方法を説明します。エフェクトの操作方法につ
いては、「内蔵エフェクトのパラメーターを操作する」(→ P.134) をご参照ください。

NOTE
･ ステレオソースを扱うチャンネルにインサートする場合は、手順 3と同じ要領でエフェクトの
R入力 /出力に Rチャンネルのインサートアウト /インサートインを割り当ててください。
･ INSERT/DIRECT OUT 画面での詳しい操作方法は「チャンネルに外部機器をインサート接続
する」 ( → P.18) をご参照ください。
･ エフェクト通過前 /通過後のレベルは、EFFECT EDIT 画面の右上に表示される入力 /出力
メーターで確認できます。
･ エフェクトの入力 /出力段で信号がOVERしないように、エフェクトセンドのマスターレベル
やエフェクトパラメーターを調節してください。

内蔵エフェクトのパラメータ
エフェクトのタイプを変更したり、パ
トがマウントされたラックでは、VIR

1 エフェクトタイトル /タイプ
エフェクトのタイトル、使用さ
の入出力チャンネル数 (1 IN/2

2 入力 /出力メーター
エフェクト通過前 /通過後の信

手順
1.「バーチャルラックを操作する」 (→P.119)の手順1～3を参考にして、ラックにエフェクトをマウ
ントする。

2. VIRTUAL RACK画面の INPUT PATCH L ボタンを押して、ラックの入力元としていずれかの
チャンネルのインサートアウトを選ぶ ( → P.119)。

3. VIRTUAL RACK画面のOUTPUT PATCH Lボタンを押して、ラックの出力先として同じチャン
ネルのインサート1インまたはインサート2インを選ぶ ( → P.119)。

4. バンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、エフェクトをインサートしたチャンネルを選択する。

5. SELECTED CHANNEL VIEW画面の INSERTフィールドにあるポップアップボタンを押す。

6. INSERT/DIRECT OUTポップ画面で、エフェクトを挿入したチャンネルの INSERT ON/OFFボ
タンをオンにする。

7. EFFECT EDIT 画面を再度表示させ、エフェクトタイプの選択やエフェクトパラメーターを調節す
る。

8. 手順3でラックの出力先に選択したチャンネルのフェーダーを操作して、適切なレベルに調節する。

手順
1. 操作したいエフェクトがマウント

2. エフェクトタイプを切り替えるに
EFFECT TYPE画面でエフェク

3. EFFECT EDIT 画面のエフェク
AND TURN] ノブを回して、エフ

4. 必要に応じて、特殊パラメーター

1
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、エフェクトタイプを切り替えることもできます。
H」と「FREEZE」は、ラック 1、3、5、7でのみ使用できます。また、こ
プをコピーしても、ラック 2、4、6、8にペーストすることはでき

の出力をキューモニターします。なお、このキュー機能は、この画
です。ほかの画面に切り替えると、キューが自動的に解除されま

E モード ([CUE] キーがオンのチャンネルをすべてミックスして
れている場合でも、EFFECT CUEボタンをオンにしたときは、エ
先的にモニターできます ( それまでオンになっていた [CUE]
れます )。

の特殊パラメーターが表示されます。

プが選ばれているときに表示されます。

IDI ポートから入力されるMIDI
合わせて、そのエフェクトの
ます。
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EFFECT EDIT 画面
エフェクトのパラメーターを調節します。

NOTE
･ エフェクトタイプごとのパラメーターの内容については、QLデータリスト（巻末）をご参照く
ださい。
･ エフェクトのパラメーターを操作中にトップパネルの [SEL] キーを押すと、そのチャンネルに
インサートされているGEQ、エフェクト、プレミアムラックのポップアップ画面に変わります。

1 INPUT L/R ボタン

2 OUTPUT L/R ボタン
このボタンを押すと、CH SELECT画面が表示されます。

3 エフェクトタイプフィールド
エフェクトのタイトル、使用されているタイプの名称、イメージが表示されます。また、エフェクト
の入出力チャンネル数 (1 IN/2 OUT、または2 IN/2 OUT) が確認できます。このフィールドを
押すと、エフェクトタイプを選択する EFFECT TYPE画面が表示されます。

NOTE
･ ライブラリーをリコールして
･ エフェクトタイプ「HQ.PITC
れら 2種類のエフェクトタイ
ません。

4 EFFECT CUEボタン
現在表示されているエフェクト
面が表示されている間だけ有効
す。

NOTE
キューモードとしてMIX CU
モニターするモード ) が選ば
フェクトの出力信号のみを優
キーは、一時的に強制解除さ

5 特殊パラメーターフィールド
一部のエフェクトタイプに固有

■ TEMPO
ディレイ系、変調系のエフェクトタイ

・ MIDI CLK ボタン
このボタンをオンにすると、M
タイミングクロックのテンポに
BPMパラメーターが設定され

7

6

0

1

A

8

3 24 5

9
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ルド
イプに応じたパラメーターが表示されます。フィールド内のノブ
を [TOUCH AND TURN] ノブで操作できます。
とで細かい単位で設定できます。

る原音とエフェクト音のバランスを調節します。このノブを押し
 TURN] ノブを使って調節できます。エフェクトをセンド /リター
% ( エフェクト音のみ ) に設定します。

の設定を、ほかのラックのエフェクトにコピーしたり、初期化した
方法については取扱説明書 ( 別紙 ) の「ツールボタンを使用する」

ライブラリーを使っていつでもストア /リコールが行なえます。

。

に応じて、ディレイエフェクトのディレイタイムや、変調系エフェ
。タップテンポ機能は、BPMパラメーターが含まれているディレ
使用でき、ディレイタイムや変調速度が設定できます。タップ機能
ーにタップテンポ機能を割り当ててから、USER DEFINEDキー

メーターの内容については、QLデータリスト（巻末）をご参照く

プテンポ機能を割り当てる

SETUPボタンを押す。

UPボタンを押す。

EFINED KEYSタブを押す。

、タップテンポ機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応

画面のFUNCTIONの列で「TAP TEMPO」、PARAMETER 1の
、OKボタンを押す。
136

■ PLAY/REC
エフェクトタイプとして FREEZEが選ばれているときに表示されます。

・ PLAYボタン /RECボタン
フリーズエフェクトの録音 (サンプリング )と再生を行ないま
す。詳しい操作は「フリーズエフェクトを利用する」 
( → P.139) をご参照ください。

■ SOLO
エフェクトタイプとしてM.BAND DYNA. またはM.BAND 
COMP. が選ばれているときに表示されます。

・ HIGH/MID/LOWボタン
選択した帯域のみを通過させます (複数選択可 )。

・ ゲインリダクションメーター
各帯域のゲインリダクション量を確認できます。

■ ゲインリダクションメーター
エフェクトタイプとしてComp276/276SまたはComp260/
260Sが選ばれているときに表示されます。

・ ゲインリダクションメーター
コンプレッサーがかかっているとき、ゲインリダクション量が
表示されます。

■ タイプ
エフェクトタイプとして Equalizer601が選ばれているときに表示
されます。

・ DRIVE/CLEANボタン
効果の異なる2種類のイコライザータイプのどちらかを選択
します。
DRIVEは歪みを加えてアナログらしさが強調されたドライブ
感のある音でアナログ回路の周波数特性の変化をエミュレートします。
CLEANはデジタルが得意とする歪みのないクリアな音でアナログ回路の周波数特性の変化をエ
ミュレートします。

・ FLATボタン
すべてのバンドのゲインを0dBにリセットします。

6 BYPASSボタン
エフェクトを一時的にバイパス状態にします。

7 入力 /出力メーター
エフェクト通過前 /通過後の信号レベルが表示されます。

8 エフェクトパラメーターフィー
現在選ばれているエフェクトタ
を押すと、横一列に並んだノブ
また、ノブを押しながら回すこ

9 MIX BAL. ノブ
エフェクトの出力信号に含まれ
て選択すると、[TOUCH AND
ン経由で利用するときは、100

0 ツールボタン
現在表示されているエフェクト
りします。ツールボタンの操作
をご参照ください。

NOTE
エフェクトの設定は、専用の

A ラック切り替えタブ
EFFECT1～ 8を切り替えます

タップテンポ機能を利用する
「タップテンポ」とは、キーを叩く間隔
クトの変調速度を指定する機能です
イ系や変調系のエフェクトタイプに
を利用するには、USER DEFINEDキ
を操作します。

NOTE
エフェクトタイプごとのパラ
ださい。

■ USER DEFINEDキーにタッ

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面左上のUSER SET

3. USER SETUP画面のUSER D

4. USERDEFINED KEYSページで
するボタンを押す。

5. USER DEFINED KEY SETUP
列で「CURRENT PAGE」を選び
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の平均値 (BPM) が算出され、その値がBPMパラメーターに反映

範囲外のときは無視されます。
のMIDI CLK ボタンをオンにすれば、MIDI ポートから入力される
テンポに応じて BPMパラメーターの値が変化します。

RACKボタンを押す。

CTタブを押す。

されたラックのラックコンテナを押す。

トタイプフィールドを押す。

ラメーターを含むエフェクトタイプを選ぶ。

ドのSYNCパラメーターをオンにする。

USER DEFINEDキーを、希望するテンポに合わせて繰り返し押し
る。

c

ーターに入力される
平均 )

3 回目の
タッピング

4回目の
タッピング
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NOTE
･ USER DEFINED KEY SETUP 画面の PARAMETER 1 の列で「CURRENT PAGE」に設定する
と、現在表示されているエフェクト ( ラック ) に対してタップテンポ機能が利用できます。
･ USER DEFINED KEY SETUP画面の PARAMETER 1 の列で「RACK x」 (x ＝ 1～ 8) に設定す
れば、タップテンポ機能を特定のエフェクト ( ラック ) のみで使用できます。
･ USER DEFINEDキーについては「USER DEFINEDキー」 ( → P.194) をご参照ください。

■ タップテンポ機能を使う
USER DEFINEDキーを押した間隔
されます。

NOTE
･ 平均値が 20～ 300BPMの
･ 特殊パラメーターフィールド
MIDI タイミングクロックの

USER SETUP画面SETUP画面

USER DEFINED KEY SETUP画面USER DEFINED KEYSページ

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. VIRTUAL RACK画面の EFFE

3. 操作したいエフェクトがマウント

4. EFFECT EDIT 画面のエフェク

5. EFFECT TYPE画面で、BPMパ

6. エフェクトパラメーターフィール

7. タップテンポ機能を割り当てた
て、BPMパラメーターを設定す

a b

各間隔の平均がパラメ
(a、b、cの

1回目の
タッピング

2回目の
タッピング
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 (60/TEMPO) sec
) / (NOTE x 4) Hz

50 ms、TEMPO=120で、NOTEを 8分音符から4分音符に変

TE x 4 x (60/TEMPO)
 (60/120)

 ms から500 msに変化します。
50 ms、NOTE=8分音符で、TEMPOを 120から 121に変更

x (60/ 変更後の TEMPO)
 (60/121)
ec)
)
 ms から247.9 msに変化します。

*a 計算結果には近似値が適用されます。

ーターと違って、以下のような特徴があります。
ただし、MIDI IN 端子にMIDI クロックが入力されているときに、
、同時にSYNCがONの場合のみです。)
ア / リコールされない (シーンにはストア /リコールできます )
ール時の TEMPOの値が異なる場合があります。たとえば次のよ

=120 → TEMPOを 60に変更： TEMPO=60 → 
O=60
伴ってDELAY ( または FREQ.) が再設定されます。しかしここで
と、エフェクトのストア時とリコール時で聴こえ方が変わってし
フェクトが変わってしまわないようにするため、エフェクトのリ
わってしまっていても、DELAY ( または FREQ.) の値は更新しま

れます。

= 1/16

= 3/8

= 1/12

= 1/2 = 3/4

= 3/32 = 1/8

= 1/1 = 2/1

= 1/6
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NOTE
･ TAP TEMPOを設定しているEFFECT EDIT ポップアップ画面が開いている場合、このポップ
アップ画面は表示されません。
･ QL V3.0 以降の場合、ディレイ値 (msec) も表示するようになりました。 

エフェクトとテンポの同期
QLシリーズの一部のエフェクトでは、効果をテンポに同期させることができます。同期させることが
できるのは、ディレイ系、変調系の2種類のエフェクトです。ディレイ系のエフェクトでは、テンポに合
わせてディレイタイムが変化します。変調系のエフェクトでは、テンポに合わせて変調信号の周波数が
変化します。

テンポ同期に関するパラメーター
テンポ同期には、次の5つのパラメーターが関係します。

1) SYNC　2) NOTE　3) TEMPO　4) DELAY　5) FREQ.
SYNC: ...............................テンポ同期ON/OFF のスイッチです。
NOTEと TEMPO: ...........テンポ同期の基準になるパラメーターです。
DELAYと FREQ.: ...........DELAYはディレイタイムを表わす値、FREQ. は変調信号の周波数を

表わす値です。エフェクト音の変化に直接影響を与えます。DELAYは
ディレイ系エフェクトのときだけ、FREQ. は変調系エフェクトのとき
だけ関係します。

各パラメーターの関係
テンポ同期は、TEMPOとNOTEからDELAY ( または FREQ.) の値 *a を算出します。

SYNCをONにする
NOTEを変更する→DELAY ( または FREQ.) が設定される
このとき、DELAY ( または FREQ.) の値は次の式で計算されます。

DELAY ( または FREQ.) = NOTE x 4 x (60/TEMPO)

TEMPOを変更する→DELAY ( または FREQ.) が設定される
このとき、DELAY ( または FREQ.) の値は次の式で計算されます。

DELAY = NOTE x 4 x
FREQ. = (TEMPO/60

例1：SYNC=ON、DELAY=2
更した場合

DELAY = 変更後のNO
= (1/4) x 4 x
= 0.5 (sec)
= 500 ms

となり、DELAYは 250
例2：SYNC=ON、DELAY=2

した場合
DELAY = NOTE x 4 

= (1/8) x 4 x
= 0.2479 (s
= 247.9 (ms

となり、TEMPOは 250

TEMPOパラメーターの特徴
TEMPOパラメーターは他のパラメ
・ すべてのエフェクトで共通の値 (
MIDI CLKボタンがONの場合で

・ エフェクトライブラリーにはスト
このため、エフェクトストア時とリコ
うな場合です。

エフェクトをストア： TEMPO
エフェクトをリコール： TEMP

通常 TEMPOを変更すると、それに
DELAY ( または FREQ.) を変更する
まいます。ストア時とリコール時でエ
コール時にストア時と TEMPOが変
せん。

＊NOTEは以下の値で計算さ

タップテンポ
ポップアップ画面

= 1/48

= 3/16

= 1/24

= 1/4
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EZE選択時 )
れているときは、特殊パラメーターフィールドにPLAYボタン、
されます。

る代わりに、エフェクトライブラリーからエフェクトタイプ
ともできます。

する
と内蔵エフェクトに加えて、厳選されたビンテージアナログプロ
プロセッサーや、新開発のプロセッサー群を使える「プレミアム
部品レベルで忠実に再現し、さらに入念にチューニングを施した
タル領域でアナログを凌駕する音作りを実現します。
プが用意されています。

概要

バンド EQのモデリング

ンプレッサー /リミッターのモデリング

コンプレッサー /リミッターのモデリング

学式 ) コンプレッサーのモデリング

シブ型のビンテージ EQのモデリング

して、入力レベルに合わせてカット量やブースト量をコントロールでき

たディスクリート回路方式のコンプレッサー /リミッターのモデリング

1 3 2
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フリーズエフェクトを利用する
簡易サンプラー機能を持つエフェクトタイプ「FREEZE」の操作方法について説明します。このエフェ
クトタイプが選ばれているときは、画面上の操作で録音 (サンプリング )や再生が行なえます。

NOTE
エフェクトタイプ「FREEZE」と「HQ.PITCH」は、ラック 1/3/5/7 でのみ使用できます。

NOTE
･ 現在の録音位置は、EFFECT EDIT 画面のプログレスバーで確認できます。一定時間が経過する
と、自動的にそれぞれのボタンがオフになります。
･ EFFECT EDIT 画面内のパラメーターを操作すれば、録音時間、録音の開始方法やサンプルの再
生方法などを細かく設定できます。パラメーターについて詳しくは、QLデータリスト（巻末）を
ご参照ください。
･ 録音をし直したり、エフェクトを切り替えたり、本体の電源を切ると、サンプリングされた内容
は消去されます。

EFFECT EDIT 画面 (FRE
エフェクトタイプ「FREEZE」が選ば
RECボタン、プログレスバーが表示

1 PLAYボタン

2 RECボタン

3 プログレスバー

NOTE
エフェクトタイプを切り替え
「FREEZE」をリコールするこ

プレミアムラックを操作
QLシリーズには、グラフィック EQ
セッサーを忠実にエミュレートした
ラック」があります。アナログ回路を
「VCMテクノロジー」を使って、デジ
プレミアムラックには、7種類のタイ

手順
1. ファンクションアクセスエリアのRACKボタンを押す。

2. VIRTUAL RACK画面の EFFECTタブを押す。

3. ラック1/3/5/7 のどれかのエフェクトコンテナを押す。

4. EFFECT EDIT 画面のエフェクトタイプフィールドを押して EFFECT TYPE画面を表示し、
「FREEZE」を選ぶ。

5. 録音 (サンプリング )を開始するには、RECボタンを押し、続けてPLAYボタンを押す。

6. 録音したサンプルを再生するには、PLAYボタンを押す。

名前

Portico 5033 RND社アナログ 5

Portico 5043 RND社アナログコ

U76 代表的なビンテージ

Opt-2A 代表的な真空管 (光

EQ-1A 代表的な真空管パッ

Dynamic EQ 動的にゲインが変化
る新開発の EQ

Buss Comp 369 1970 年代に作られ
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ネルにインサートする場合は、手順 5、6と同じ要領でプロセッ
ャンネルのインサートアウト /インサートインを割り当ててくだ

いては、次の「プレミアムラックのパラメーターを操作する」をご

で信号がOVERしないように、デジタルゲインやプロセッサーの
さい。

ト方法があります。
ッサーをモノラル2系統で使用します。
ッサーをステレオ1系統で使用します。

、そのプレミアムラックが何U使うかが表示されています。

す。2Uのプレミアムラックをマウントすると、マウントしたラッ
くなります。また、偶数のラックには、2Uのラックをマウントでき
140

プレミアムラックを操作する
ラックの入出力のパッチを設定する方法は、エフェクトラックと同じです。(→ P.132)
プレミアムラックにおいて、センド /リターン経由を利用できるのは、ラック1～2のみです。ラック
3～ 8は、インサートパッチのみになります。(「バーチャルラックを操作する」(→ P.119) をご参照く
ださい )。

NOTE
･ ステレオソースを扱うチャン
サーの R入力 /出力に Rチ
さい。
･ パラメーターの操作方法につ
参照ください。
･ プロセッサーの入力 /出力段
パラメーターを調節してくだ

■ プロセッサーのマウント方法
各プロセッサーには2種類のマウン

・ DUAL ..........................プロセ
・ STEREO.....................プロセ

DUAL ボタン、STEREOボタンには

U76は 2U、そのほかは1U使いま
クの下のラックにはマウントできな
ません。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのRACKボタンを押す。

2. VIRTUAL RACK画面上部のPREMIUMタブを押す。

3. PREMIUM RACKフィールドで、マウントするラックのラックマウントボタンを押す。

4. PREMIUM RACK MOUNTER画面のMODULE SELECTフィールドで、マウントするプロセッ
サーとマウント方法を選び、OKボタンを押す。

5. INPUT PATCH L ボタンを押して、CH SELECT画面を表示させ、入力元を選ぶ。

6. OUTPUT PATCH Lボタンを押して、CH SELECT画面を表示させ、出力先として同じチャンネル
のインサートインを選ぶ。

7. バンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、エフェクトをインサートしたチャンネルを選ぶ。

8. SELECTED CHANNEL VIEW画面の INSERTフィールドにあるポップアップボタンを押す。

9. INSERT/DIRECT OUTポップ画面で、プロセッサーを挿入したチャンネルの INSERT ON/OFF
ボタンをオンにする。

10.プロセッサーのパラメーターを調節する。

11.手順6でラックの出力先に選択したチャンネルのフェーダーを操作して、適切なレベルに調節する。

PREMIUM RACK MOUNTER画面VIRTUAL RACK画面
(PREMIUM RACKフィールド )
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esigns (RND) 社の 5バンドアナログ EQをエミュレートしたプ
rt Neve 氏が開発した往年の名機と評価されている「1073」から
トロール特性を持っています。また、Rupert Neve 氏がみずから
トランスフォーマーまでもVCMテクノロジーでモデリングする
音楽性の高いサウンドを実現するモデルです。その特性は、ローを
ても耳が痛くならずに必要な帯域が上がってくる独特の効きを

ます。バイパス状態でも、信号はインプット /アウトプットトラン
ります。

uency ノブ
。

ノブ
調節します。

します。Qの値を大きくすると、その帯域でゲインを操作する範囲

7

3
5

6
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プレミアムラックのパラメーターを操作する
プレミアムラックの各画面には以下の項目があります。

1 ASSIST ボタン
このボタンを押すと、各パラメーターを操作する番号が表示されます。

2 LIBRARYボタン
このボタンを押すと、プレミアムラックのライブラリー画面が表示されます（各モジュールタイ
プ）。

3 DEFAULT ボタン
パラメーターの設定を初期値に戻します。

NOTE
･ ASSIST ボタンをオンにしておくと、現在操作できるパラメーターと、切り替えて操作できるパ
ラメーターとが簡単に区別できます。
･ [TOUCH AND TURN] ノブを押しながら回すことで細かい単位でパラメーターを操作できま
す。
･ プレミアムラックのパラメーターを操作中にトップパネルの [SEL] キーを押すと、そのチャン
ネルにインサートされているGEQ、エフェクト、プレミアムラックのポップアップ画面に変わ
ります。

■ Portico 5033
Portico 5033は、Rupert Neve D
ロセッサーです。5033EQは、Rupe
の歴史を受け継ぎ、独特のトーンコン
設計したインプット /アウトプット
ことにより、バイパス状態でも非常に
絞れば低域が引き締まり、ハイを上げ
持っています。

1 ALL BYPASSボタン
EQのバイパスをオン /オフし
スフォーマーとアンプ回路を通

2 TRIMノブ
入力ゲインを調節します。

3 LF/LMF/MF/HMF/HF Freq
各バンドの周波数を調節します

4 LF/LMF/MF/HMF/HF Gain
各バンドの増幅または減衰量を

5 LMF/MF/HMF Q ノブ
各バンドのQ ( 急峻度 )を調節
が狭くなります。

1 2 3

1

2

8

4
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ッサーでは主流の方式です。音色の変化を抑えつつ、しっかりとコ
に使用します。
プレッサーで使用されている方式です。音色に対して機器固有の
ンプレッションをかけたい場合に使用します。

れます。

るレベルを調節します。

番右まで振り切るとリミッターになります。

るアタックタイムを調節します。

ムを調節します。
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6 LMF/MF/HMF IN ボタン
LMF/MF/HMFの EQをそれぞれオン /オフします。

7 LF/HF IN ボタン
LF と HFの EQを同時にオン /オフします。

8 グラフ表示
EQの特性が視覚的に表示されます。

■ Portico 5043
Portico 5043は、Portico 5033と同じくRND社のアナログコンプレッサーをエミュレートした
プロセッサーです。実機の5043 Compressor は、5033 EQにも搭載されているインプット /アウ
トプットトランスフォーマーを搭載し、アナログらしい自然な音質とかかり具合で、ハードコンプから
ナチュラルサウンドまで、ソースもドラムからボーカルまで幅広く対応します。最大の特長はゲインリ
ダクションタイプの切り替えができることです。現在主流の FF (Feed-Forward) 回路方式ゲインリダ
クションと、ビンテージコンプレッサーで使われていた FB (Feed-Back) 回路方式とを切り替えて使
用できるので、目的に応じてキャラクターの異なる音作りができます。

1 IN ボタン
コンプレッサーのバイパスをオン /オフします。バイパスのときはボタンが消灯します。ただし、
バイパス状態でも、信号はインプット /アウトプットトランスフォーマーとアンプ回路を通りま
す。

2 INPUTメーター
入力信号のレベルが表示されます。
DUALの場合はひとつのメーター、STEREOの場合は、2つのメーターがそれぞれ表示されます。

3 FB ボタン
ゲインリダクション方式を FF (Feed-Forward) 回路方式と FB (Feed-Back) 回路方式とで切り
替えます。FB回路方式のときにボタンが点灯します。

FF回路方式は、現代のコンプレ
ンプレッションをかけたい場合
FB回路方式は、ビンテージコン
色づけをしつつ、スムーズなコ

4 GAIN REDUCTIONメーター
ゲインリダクション量が表示さ

5 THRESHOLDノブ
コンプレッサーがかかりはじめ

6 RATIO ノブ
圧縮率を調節します。ノブを一

7 ATTACKノブ
コンプレッサーがかかりはじめ

8 RELEASEノブ
コンプレッサーのリリースタイ

9 GAINノブ
出力ゲインを調節します。

1 32 4

5 6 7 8 9
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ルの基準を -18dBとして、その基準から+4dBまたは+8dB
Uとして表示されます。
をオフにします。

リダクションの効き具合を調節したときは、聴感上の音量も変化
ノブで音量を調節します。

サーの代表的なビンテージモデルをエミュレートしたプロセッ
l や EL panel といった光学素子を使ったスムーズなコンプレッ
よる美しい高域の倍音により、エレガントでソフィスティケイト

レッサーが効いているときのゲインリダクション量が表示されま

は、出力信号レベルの基準を -18dBとし、その基準から+10dB
して表示されます。

3 4
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■ U76
U76はさまざまな場面でオールマイティーに活躍する代表的なビンテージコンプレッサーをエミュ
レートしたプロセッサーです。通常のコンプレッサーにあるスレッショルドはパラメーターとして用意
されておらず、入力ゲインと出力ゲインのバランスでコンプレッサーのかかり具合を調節するスタイル
を持っています。RATIO パラメーターの「All モード」と呼ばれる設定では、非常に強力なコンプレッ
ションサウンドになり、このモデルのキャラクターとなっています。音質は豊かな倍音を付加してアグ
レッシブなサウンドを生み出します。

1 INPUTノブ
入力レベルを調節します。また、入力が大きくなるにつれて、コンプレッサーの効き具合も強くな
ります。

2 ATTACKノブ
コンプレッサーがかかりはじめるアタックタイムを調節します。右に振り切るとアタックタイム
が最速になります。

3 RELEASEノブ
コンプレッサーのリリースタイムを調節します。右に振り切るとリリースタイムが最速になりま
す。

4 RATIO 切り替えボタン
コンプレッサーの圧縮率を5つのボタンで設定します。
数字が大きいボタンほど、圧縮率も高くなります。ALLボタンを押すとAII モードとなり、RATIO
が高くなるだけでなく、リリースも速くて鋭角的なコンプレッションとなり、歪みの多い攻撃的な
サウンドになります。

5 METER切り替えボタン
メーター表示を切り替えます。
・ GR ....................コンプレッサーが効いているときのゲインリダクション量が表示されます。

・ +4/+8 .............出力信号レベ
した値が0V

・ OFF...................メーター表示

6 OUTPUTノブ
出力レベルを調節します。
INPUTノブを操作してゲイン
します。このときにOUTPUT

■ Opt-2A
Opt-2Aは、真空管光学式コンプレッ
サーです。レベルの制御にCdS-Cel
ションと、真空管回路の温かい歪みに
されたサウンドを生み出します。

1 GAINノブ
出力レベルを調節します。

2 PEAK REDUCTIONノブ
信号の圧縮量を調節します。

3 RATIO ノブ
圧縮率を調節します。

4 METER SELECTノブ
メーター表示を切り替えます。
GAIN REDUCTIONは、コンプ
す。
OUTPUT +10、OUTPUT +4
または+4dBした値が0VUと

21
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定した周波数帯域の増幅量を調節します。

波数帯域の減衰量を調節します。

帯域を切り替えます。

ミュレートしたものではなく、新しく開発されたイコライザーで
を取り出すフィルターが設定されるので、入力信号のある帯域が
さくなったときだけ、EQゲインを動的に変化させ、特定の帯域に
ように EQをかけることができます。たとえば、ボーカルに対して
音や高周波数の擦過音が耳障りなレベルになったときだけその帯
なわず自然な音に仕上がります。フルバンドのDynamic EQが
材に活用できます。

替えます。

信号を、CUEバスに送信してモニターできます。このとき、グラフ
の特性が表示されます。

B

C
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■ EQ-1A
EQ-1A はパッシブ型EQの代表といわれるビンテージEQをエミュレートしたプロセッサーです。低
域と高域の2つの帯域を、それぞれブーストとアッテネート (カット )でコントロールする独特の操作
スタイルを持っています。一般的な EQとはまったく異なる周波数特性は、このモデルならではの個性
的なキャラクターになっています。また、入出力回路や真空管による音の質感も非常に音楽的で、バラン
スのよいサウンドを生み出します。

1 IN スイッチ
プロセッサーのオン /オフを切り替えます。
オフのときは、フィルター部はバイパスしますが、インプット /アウトプットトランスフォーマー
とアンプ回路を通ります。

2 LOW FREQUENCYノブ
低域のフィルターの周波数を調節します。

3 (LOW) BOOSTノブ
LOW FREQUENCYノブで設定した周波数帯域の増幅量を調節します。

4 (LOW) ATTENノブ
LOW FREQUENCYノブで設定した周波数帯域の減衰量を調節します。

5 BAND WIDTHノブ
高域のフィルターで操作する帯域幅を設定します。
右 (Broad) 側に回すほど、幅が広くなると同時にピークレベルが下がります。ブースト側の特性
にのみ効果があります。

6 HIGH FREQUENCYノブ
高域のフィルターの周波数を調節します。ブースト側の特性にのみ効果があります。

7 (HIGH) BOOSTノブ
HIGH FREQUENCYノブで設

8 (HIGH) ATTENノブ
ATTEN SEL ノブで設定した周

9 (HIGH) ATTEN SEL ノブ
ATTENノブで減衰する周波数

■ Dynamic EQ
Dynamic EQは、特定のモデルをエ
す。サイドチェーンに EQと同じ帯域
大きくなったときにだけ、あるいは小
コンプレッサーやエキスパンダーの
ディエッサーとして使用すると、歯擦
域に EQがかかるので、元の音質を損
2系統搭載されており、さまざまな素

1 BAND ON/OFF ボタン
該当バンドのオン /オフを切り

2 SIDECHAIN CUEボタン
オンにすると、サイドチェーン
にはサイドチェーンフィルター

2 61

3 4 5 7 8 9

82 A

4
3
1

9

0

6

5

7
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ます。
すリファレンス EQグラフ、動的に変化するEQの特性を示すダイ
ます。

ECHAIN LISTENがオンのときは、サイドチェーンフィルターの

ダイナミック EQグラフ

リファレンス EQグラフ

サイドチェーンフィルターグラフ
145

3 SIDECHAIN LISTENボタン
オンにするとダイナミクスに連動させるサイドチェーン信号を、インサートしているチャンネル
が送信されているバス (STEREOバスやMIX/MATRIX バスなど ) に出力します。このとき、グ
ラフにはサイドチェーンフィルターの特性が表示されます。

4 FILTER TYPEボタン
メインバスのイコライザーとサイドチェーンフィルターのタイプを切り替えます。メインEQと
サイドチェーンフィルターは、以下のように連動します。

5 FREQUENCYノブ
イコライザーとサイドチェーンフィルターで操作する周波数を設定します。

6 Qノブ
イコライザーとサイドチェーンフィルターのQ ( 急峻度 ) を設定します。
右に回すほどイコライザーやサイドチェーンフィルターのかかる帯域が広くなります。

7 THRESHOLDノブ
プロセッシング効果がかかりはじめるしきい値 (スレッショルド値 ) を設定します。

8 RATIO ノブ
入力信号に対するブースト /カット量の比率を設定します。
右に回すとブースト、左に回すとカットとなり、それぞれ回しきったときに最大の効果になりま
す。

9 ATTACK/RELEASEボタン
コンプレッションやブーストがかかるときのアタックタイム /リリースタイムを3種類から選
びます。
FASTはアタック速めでリリース速め、SLOWはアタック速めでリリース遅め、AUTOは帯域に
よって自動的にアタック /リリースを調節した動きになります。

0 MODEボタン
サイドチェーン信号がスレッショルド値を上回ったときに動作するか (ABOVE)、下回ったとき
に動作するか (BELOW) を設定します。

A EQ GAIN メーター
動的に変化する EQのゲインが表示されます。

B THRESHOLDメーター
スレッショルドのレベルを基準として、サイドチェーン信号のレベルが表示されます。

C グラフ表示
イコライザーの特性が表示され
通常は、周波数や効き具合を示
ナミックEQグラフが表示され

SIDECHAIN CUEまたはSID
特性が表示されます。

FILTER TYPE

(Low Shelf) (Bell) (Hi Shelf)

メイン EQ Low Shelf Bell Hi Shelf

サイドチェーンフィルター LPF BPF HPF
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います。ただし、通過音量（COMP IN と LIMIT IN がオフのときの
トプットゲインが逆向きに連動して変化します。例えば、INPUT 
ンプットゲインは+5dBになり、アウトプットゲインは -5dBに

下のとおりです。

ルが低くてスレッショルドに引っかからないときにインプット

スやクラスAアンプ）への入力レベルを変えて音質を調整する。

た場合 )

ド。ただし、値が INPUT ADJUSTに連動して変化します。

ム。 a1(auto 1) と a2(auto 2) は自動的にリリースタイムが変
ecの間で自動的に変化します。 a2：50ms～ 5sec の間で自動的

dBFSdBFS

COMP THRESHOLD LIMIT THRESHOLD

Buss Comp 369

COMPRESSOR/LIMITER SECTION

OUTPUT
CIRCUIT

OUTPUT GAINCOMPRESSOR LIMITER

O
U
T

O
U
T

IN IN

ョルドが変わるため、表示値が連動して変化する。ただし
LIMITER SECTION の内部状態が変わるわけではない。

逆向きに連動する
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■ Buss Comp 369
Buss Comp 369は、1980年代から現在に至るまで、レコーディングスタジオや放送局で標準的に
使われているバスコンプレッサーをエミュレートしたプロセッサーです。積極的なコンプレッションサ
ウンド作りに長けたU76とは対照的に、ソースの表現力を損なわないスムーズで自然なコンプレッ
ションが特長です。コンプレッサーとリミッターの両方が内蔵されており、用途によって使い分けたり
組み合わせたりすることができます。また入出力回路のオーディオトランスやディスクリートクラスA
アンプによる豊かな倍音が、音質に深みとまとまり感を加えます。

STEREOでマウントした場合

DUALでマウントした場合

1 INPUT ADJUST
インプットゲインの調整を行な
音量）が変わらないように、アウ
ADJUSTが +5dBのとき、イ
なります。
INPUT ADJUSTの用途は、以

・ エフェクトへの入力信号レベ
ゲインで上げる。

・ 入力回路（オーディオトラン

INPUT ADJUSTの仕組み

2 LINK(STEREOでマウントし
ステレオリンクのオン /オフ

3 COMP IN
コンプレッサーのオン /オフ

4 COMP THRESHOLD
コンプレッサーのスレッショル

5 COMP RECOVERY
コンプレッサーのリリースタイ
化します。 a1：100ms～ 2s
に変化します。

31

8 > A B C

42 5 6 7

1

9 > A B C

43 5 6 7

INPUT
CIRCUIT

INPUT GAIN

INPUT ADJUST

実質的にスレッシ
COMPRESSOR/
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トした場合 )
択します。入力レベル /出力レベルの二つから選択できます。

。FAST： 2ms、SLOW： 4ms

ただし、値が INPUT ADJUSTに連動して変化します。

a1 (auto 1) と a2 (auto 2) は自動的にリリースタイムが変化し
間で自動的に変化します。 a2：50ms～ 5sec の間で自動的に変
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6 COMP GAIN
コンプレッサーのメイクアップゲイン。リミッターの前で作用する。

7 COMP RATIO
コンプレッサーのレシオ

8 METER SELECT(STEREOでマウントした場合 )
メーターの信号ソースを選択します。IN( 入力レベル )/GR( ゲインリダクション )/OUT( 出力レ
ベル ) の三つから選択できます。切り替えるとメーターのデザインも VU/GR/VU と切り替わり
ます。

「METER」が INのとき

「METER」がGRのとき

「METER」がOUTのとき

9 VU SELECT(DUAL でマウン
VUメーターの信号ソースを選

0 LIMIT IN
リミッターのオン・オフ

A LIMIT ATTACK
リミッターのアタック・タイム

B LIMIT THRESHOLD
リミッターのスレッショルド。

C LIMIT RECOVERY
リミッターのリリースタイム。
ます。a1：100ms～ 2sec の
化します。

8

8

8
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イプにライブラリーが7種類あります。プレミアムラックの設定
ュールタイプのライブラリーを使用します。各ライブラリーは
読み込み専用の初期化データになっています。000番以外は自由

び出すには、各プレミアムラックの画面が表示されているときに、
を押します。
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グラフィックEQ/パラメトリックEQ/エフェクト /プレミアム
ラックのライブラリーを操作する

■ GEQ/PEQライブラリー
GEQや PEQの設定をストア /リコールするには、「GEQライブラリー」または「PEQライブラリー」
を使用します。QLシリーズで使用するすべてのGEQやPEQで、このGEQライブラリーやPEQラ
イブラリーを使用できます。GEQライブラリーには31BandGEQと Flex15GEQの 2つのタイプ
がありますが、タイプ違いでもリコールできます。ただし、Flex15GEQにおいては、使用しているバン
ド数が15バンド以下の31BandGEQのみ Flex15GEQにリコールできます。
ライブラリーからリコールできる設定数は200です。000番は読み込み専用のプリセットで、そのほ
かのライブラリー番号は自由に読み書きできます。
GEQライブラリーを呼び出すには、GEQ EDIT 画面が表示されているときに、画面の上部にある
LIBRARYボタンを押します。
同様に、PEQライブラリーを呼び出すには、PEQ EDIT 画面が表示されているときに、画面の上部にあ
る LIBRARYボタンを押します。

NOTE
･ GEQ1 台ごとにストア /リコールが行なわれます。ラックに対して 2台分の Flex15GEQや
8BandPEQは A/B 個別にストア /リコールすることができます。
･ GEQ EDIT 画面や PEQ EDIT 画面を表示させるには、GEQフィールドのラックコンテナを押
します。

■ エフェクトライブラリー
エフェクトの設定をストア /リコールするには、「エフェクトライブラリー」を使用します。エフェクト
ライブラリーからリコールできる設定数は199個です。001～ 027番の設定は読み込み専用のプ
リセットです。その他のライブラリー番号は、自由に読み書きできます。
エフェクトライブラリーを呼び出すには、EFFECT EDIT 画面が表示されているときに、画面の上部に
ある LIBRARYボタンを押します。

NOTE
エフェクトタイプとしてCOMP276、COMP276S、COMP260、COMP260S、 
EQUALIZER610、OPENDECK、M.BAND DYNA.、M.BAND COMPをリコールした場合、それ
以外のエフェクトが一瞬ミュートする場合があります。

■ プレミアムラックライブラリー
プレミアムラックは、各モジュールタ
をストア /リコールするには、各モジ
000～ 100番まであり、000番は
に読み書きできます。
プレミアムラックライブラリーを呼
画面の上部にある LIBRARYボタン
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 PATCHページ）

を表示します。
力ポートから I/Oデバイスへのパッチを設定するOUTPUT 
以前設定されて、現在はDANTEオーディオネットワークに存在
その機器の左下に「VIRTUAL」と黄色で表示されます。同じ IDで
が接続されている場合は、その機器の左下に「CONFLICT」と赤色
見つかった場合は、その機器の左下に「DUPLICATE」と黄色で表

オネットワークの設定を行なうDANTE SETUP画面が表示され

ン
スからコンソールに入力する64チャンネル（QL1は 32チャ
T PATCH画面が表示されます。

ン
ルの出力ポートから I/Oデバイスに出力する64チャンネル
ぶOUTPUT PORT画面のPATCH VIEW1タブが表示されま

2

3

4
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I/O デバイスと外部ヘッドアンプ
ここでは、QLシリーズに接続する I/Oデバイスや外部ヘッドアンプの操作について説明します。この
操作の前にDANTE SETUPにてマウントする I/Oデバイスを決定してください。詳しくは「Dante
オーディオネットワークにある I/Oデバイスをマウントする」 ( → P.224) をご参照ください。

I/O デバイスを利用する
QLシリーズは、Dante 端子に接続した I/Oデバイス (Rシリーズなど ) を、チャンネルごとにリモー
ト操作できます。
QLシリーズと I/Oデバイスの接続については、取扱説明書 ( 別紙 ) の「I/O デバイスとの接続」をご参
照ください。

I/O デバイスのパッチ
Dante 端子に接続した I/OデバイスとDante オーディオネットワークとのパッチを行ないます。

I/O DEVICE画面（DANTE

1 I/O デバイスリスト
I/O デバイスの ID番号、機種名
ここを押すと、コンソールの出
PATCH画面が表示されます。
していない機器がある場合は、
DEVICE TYPEが異なる機器
で表示されます。同じ ID が複数
示されます。

2 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディ
ます。

3 DANTE INPUT PATCHボタ
このボタンを押すと、I/Oデバイ
ンネル）を選ぶDANTE INPU

4 OUTPUT PORT SETUPボタ
このボタンを押すと、コンソー
（QL1は 32チャンネル）を選
す。

手順
1. QLシリーズと I/Oデバイスを接続する。
取扱説明書 (別紙 ) の「I/O デバイスとの接続」や「クイックガイド」をご参照ください。

2. ファンクションアクセスエリアの I/O DEVICE ボタンを押す。

3. I/O DEVICE 画面上部のDANTE PATCHタブを押す。

4. I/O DEVICE 画面（DANTE PATCHページ）で、DANTE  INPUT PATCHボタンを押す。

5. AUTO SETUPボタンを押す。
個別にパッチを変更する場合は、ポート選択ボタンを押す。

6. I/O DEVICE 画面（DANTE PATCHページ）で、I/Oデバイスを選んで押す。

7. OUTPUT PATCH画面で、ポート選択ボタンを押す。

8. PORT SELECT画面で、出力ポートを選択する。

1
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押すと、PORT SELECT画面が表示されます。
は「Dante Device ID 番号 (16進 ) －チャンネル番号 (10進 )」
す。
は各ポートのチャンネルラベル (Dante Audio Channel Label)
字が表示されます。
場合は、上段に「---」と表示され、下段は表示なしとなります。

いる I/Oデバイス以外の製品を接続した場合、ボタン上段の表示
4文字―チャンネル番号 (10 進 )」となります。
いる場合、ボタン上段の表示が「CL#X(X はマウントしているCL

l が設定されていない場合、下段はチャンネル番号に相当した数字

の設定は、Audinate 社のソフトウェア「Dante Controller」で行ない
ロオーディオのウェブサイトをご参照ください。
o.com/japan/jp/

TPUT PATCH画面で、ポート選択ボタンを押すと表示されま
ートを選択します。

/Oデバイスを選びます。

2

3
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DANTE INPUT PATCH画面
I/O DEVICE 画面（DANTE PATCHページ）で、DANTE  INPUT PATCHボタンを押すと表示されま
す。I/Oデバイスからコンソールに入力する64チャンネルを設定します。

1 LIBRARYボタン
DANTE INPUT PATCHの設定をライブラリーとしてストア /リコールします。ライブラリー
には10種類の設定を保存できます。
NOTE
･ I/O デバイスの登録状態がストアしたときと異なるデータをリコールする場合、I/Oデバイス
リストに登録されていないデバイスへのパッチは、リコールされずに現状を維持します。（Rシ
リーズや外部のQLシリーズの場合は、リコールします。）
･ また、UNIT ID がストアしたときと異なっている場合も、リコールはされずに現状を維持します。

2 AUTO SETUPボタン
現在の I/Oデバイスの接続状況を把握して、I/Oデバイスリストの登録順に自動的にコンソール
への入力パッチを行ないます。
押すと自動パッチの実行を確認するポップアップが表示されますので、OKを押すと実行されま
す。CANCELを押すとそのまま元の画面に戻ります。

3 ポート選択ボタン
このボタンを
ボタンの上段
が表示されま
ボタンの下段
の先頭の8文
パッチがない

NOTE
･ QLシリーズがサポートして
が「DEVICE LABEL の先頭
･ CLシリーズをマウントして
の ID番号 )」となります。
･ Dante Audio Channel Labe
が表示されます。
･ Dante Audio Channel Label
ます。最新の情報は、ヤマハプ
http://www.yamahaproaudi

PORT SELECT画面
DANTE INPUT PATCH画面やOU
す。パッチを変更する場合に入出力ポ

1 カテゴリー選択リスト
設定したい入力ポートのある I

1 2

3

1
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作する
リモート操作します。

ブを押して、I/O DEVICE画面（I/Oページ）を表示させる。

ウントされたラックを押す。

、I/OデバイスのHAをリモート操作する。

ト操作する場合はSELECTED CHANNEL VIEW画面が表示さ
ャンネルセクションのいずれかのノブを押す。

PATCHフィールドを押して、GAIN/PATCH 画面を表示させる。

イスのHAを操作する。

して画面を閉じる。

ウントされたラックを押す。

に応じて出力ポートの設定をする。
手順7 ( → P.149) 以降をご参照ください。
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2 ポート選択ボタン
入力ポートを設定します。

3 CLOSEボタン
設定を終了して画面を閉じます。

OUTPUT PATCH画面
I/O DEVICE 画面（DANTE PATCHページ）で、I/Oデバイスを選んで押すと表示されます。アウト
プットパッチを設定します。

1 ポート選択ボタン
押すと、PORT SELECTポップアップ画面が表示されます。

Rシリーズをリモート操
Dante 端子に接続したRシリーズを

1

手順
1. I/O DEVICE 画面上部の I/Oタ

2. HA機能を持つ I/Oデバイスがマ

3. I/O DEVICE HA画面を開いて

4. インプットチャンネルからリモー
れていなければ、セレクテッドチ

5. 操作したいチャンネルのGAIN/

6. GAIN/PATCH画面で、I/Oデバ

7. 操作が終わったら、×マークを押

8. OUTPUT側の I/Oデバイスがマ

9. OUTPUT PATCH画面で、必要
設定は「I/Oデバイスのパッチ」の
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 リファレンスマニュアル

ます。画面を押すと、HAの詳細を設定する I/O DEVICE HA画面

L] キーを押すと、対応するポートが点灯します（外部のQLシリー

します。この画面は表示のみで、値を変更することはできません。

ム電源のオン /オフ状態を表示します。

を示すインジケーターです。

ーのオン /オフ状態を表示します。

されていない I/Oデバイスの INPUTを表示します。

L] キーを押すと、対応するポートが点灯します（外部のQLシリー

ます。画面を押すと、I/Oデバイスの出力ポートを設定する
ます。

EL] キーを押すと、対応するポートが点灯します（外部のQLシ
152

I/O デバイス画面（I/Oページ）

1 表示切り替えボタン
このボタンを押すと、対応する I/Oデバイスが表示されます。このボタンを押し続けると、該当す
る I/Oデバイスの全 LEDが点滅します。
このボタンの下に表示されるVIRTUAL/CONFLICT/DUPLICATEについては、P.149の①
「I/Oデバイスリスト」をご参照ください。

2 ID/ 機種名表示
I/O デバイスの ID番号、機種名、バージョンを表示します。
REMOTE HA  SELECT 画面でWITH RECALL ボタンをオンに設定している場合、「w/
RECALL」が表示されます。マウントしている機器の+48V MASTERスイッチがオンに設定さ
れている場合、「+48V MASTER」が表示されます。

3 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディオネットワークの設定を行なうDANTE SETUP画面が表示され
ます。

4 SYSTEM/SYNC インジケーター
エラー/警告 /インフォメーションの各メッセージを表示します。メッセージの詳細に関しては、
一覧表 (→ P.228) を参照ください。

■ HA表示
I/O デバイスのHAの設定を表示し
が表示されます。

任意のインプットチャンネルの [SE
ズは点灯しません）。

5 アナログGAINノブ
アナログゲインの設定値を表示

6 +48Vインジケーター
ポートごとの+48Vファンタ

7 OVERインジケーター
入力レベルがクリップしたこと

8 HPF インジケーター
ポートごとのハイパスフィルタ

■ INPUT表示
REMOTE HA ASSIGNにアサイン

任意のインプットチャンネルの [SE
ズは点灯しません）。

■ OUTPUT表示
I/O デバイスのOUTPUTを表示し
OUTPUT PATCH画面が表示され

任意のアウトプットチャンネルの [S
リーズは点灯しません）。

1 2

4

3 6

8

5

7
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ータス
テータス
情報 ( フレーム周波数 /チャンネル数 )を表示します。

ンジケーター
ケーター
ジケーター
ADI/DANTEボタン
ます。

ーター
ック周波数を表示します。同期が取れていないときは点滅します。

ジケーター
ルでのみ操作できるパラメーターが有効になっているときに点灯

きるパラメーターについてはRMio64-D の取扱説明書の「リ
ください。

-Dの出力ポートを設定するOUTPUT PATCH画面が表示され

パネルのWORD CLOCK IN 端子から入力されているワードクロック信号
効なワードクロック入力がないときはインジケーターが点滅します。

ワードクロックを使用します。有効なワードクロック入力がないときはイ
滅します。

クのワードクロックを使用します。
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■ RMio64-D 表示
RMio64-D のパネルを表示します。ボタンを押すことで設定を変更することができます。

1 MADI SRC ONインジケーター
MADI SRC ONボタン
SRC (Sampling Rate Converter) のオン /オフを切り替えます。

2 MADI SRC WCLK IN インジケーター
MADI SRC WCLK IN ボタン
RMio64-D のリアパネルのMADI WCLK IN FOR SRC端子から入力されているワードクロッ
クをSRCの基準クロックとして使用する ( 点灯 )/ 使用しない ( 消灯 )を切り替えます。

3 MADI INPUT RATE Fs 44.1kHz インジケーター
MADI INPUT RATE Fs 48kHz インジケーター
MADI の入力信号が44.1 kHz ベースか48 kHz ベースかを自動判別して点灯します。有効な
MADI の入力信号がないときは消灯します。

4 MADI INPUT RATE 1Fs インジケーター
MADI INPUT RATE 2Fs インジケーター
MADI INPUT RATE 4Fs インジケーター
MADI INPUT RATE 1Fs/2Fs/4Fs ボタン
MADI の入力周波数に合わせて1Fs (1 倍 )/2Fs (2 倍 )/4Fs (4 倍 ) を選択します。たとえば
MADI の入力信号が192 kHz (48 kHz の 4倍 ) のときは、MADI INPUT RATE Fs 48kHz イ
ンジケーターが点灯していることを確認して「4Fs」を選択します。

NOTE
「2Fs」選択時は、MADI 入力信号のフレーム周波数 (48 kHz/96 kHz) を本体が自動判別します。

5 MADI STATUS INPUTステ
MADI STATUS OUTPUTス
MADI の入力信号と出力信号の

6 WORD CLOCK WCLK IN イ
WORD CLOCK MADI インジ
WORD CLOCK DANTEイン
WORD CLOCK WCLK IN/M
ワードクロックソースを選択し

7 WORD CLOCK Fs インジケ
本体が動作しているワードクロ

8 EXTERNAL CONTROL イン
外部からのリモートコントロー
します。
リモートコントロールで操作で
モートコントロール」をご参照

9 OUTPUT PATCHボタン
このボタンを押すと、RMio64
ます。

5421 3

6

9

87

WCLK IN RMio64-D のリア
を使用します。有

MADI MADI 入力信号の
ンジケーターが点

DANTE Dante ネットワー
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ンのときに、オーディオネットワークに出力される固定されたゲイ
。

ート操作する場合
から I/OデバイスのHAをリモート操作するには、操作したい
操作します。

る
ート操作します。

タブを押す。

）で、表示された I/Oデバイスを押す。

に応じて出力ポートの設定をする。
手順7 ( → P.149) 以降をご参照ください。
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I/O DEVICE HA画面
I/O DEVICE 画面（I/O ページ）で、HA側の I/O デバイスがマウントされたラックを押すと表示されま
す。QLシリーズのディスプレイに表示されるノブやボタン、またはトップパネルの [TOUCH AND 
TURN] ノブを使って I/OデバイスのHAをリモート操作できます。

1 +48V MASTER
I/O デバイスのマスターファンタム電源のオン /オフ状態が表示されます ( オン /オフの切り替
えは、I/Oデバイス本体で行ないます )。

2 +48Vボタン
チャンネルごとのファンタム電源のオン /オフを切り替えます。

3 GAINノブ
I/O デバイスのHAのゲイン量を表示します。値を調節するには、ノブを押して選択し、［TOUCH 
AND TURN］ノブを使います。なお、ノブのすぐ右側にあるレベルメーターで、対応するポートの
入力レベルを確認できます。

4 GCボタン
オーディオネットワーク上の信号レベルを一定にするゲインコンペンセーションのオン /オフを
切り替えます。

5 FREQUENCYノブ /HPF ボタン
I/O デバイスのHAに内蔵されているハイパスフィルターのオン /オフ切り替え、およびカット
オフ周波数の調節を行ないます。FREQUENCYノブを押して選択すると、対応する［TOUCH 
AND TURN］ノブを使って調節できます。

6 表示ポート切り替えタブ
I/O DEVICE HA 画面に表示するポートを切り替えます。

7 GC ALL ONボタン /GC ALL OFF ボタン
すべてのインプットチャンネルのゲインコンペンセーションを一括でオン /オフするボタンです。

8 G.C. インジケーター
ゲインコンペンセーションがオ
ン値を示すインジケーターです

■ インプットチャンネルからリモ
QLシリーズのインプットチャンネル
チャンネルのGAIN/PATCH画面で

AMPをリモート操作す
Dante 端子に接続したAMPをリモ

2

3

4

5

6

7

1

8

手順
1. I/O DEVICE 画面上部のAMP

2. I/O DEVICE 画面（AMPページ

3. OUTPUT PATCH画面で、必要
設定は「I/Oデバイスのパッチ」の
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 リファレンスマニュアル

操作する
 をリモート操作します。

ESS ページ）

 I/O デバイスが表示されます。
IRTUAL/CONFLICT/DUPLICATE については、P.149の①
ください。

、バージョンを表示します。

LESS タブを押す。

 ページ）で、表示された I/O デバイスを押す。

に応じて出力ポートの設定をする。
手順7 ( → P.149) 以降をご参照ください。

3
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I/O DEVICE 画面（AMPページ）

1 表示切り替えボタン
このボタンを押すと、対応する I/Oデバイスが表示されます。
このボタンの下に表示されるVIRTUAL/CONFLICT/DUPLICATEについては、P.149の①
「I/Oデバイスリスト」をご参照ください。

2 ID/ 機種名表示
I/O デバイスの ID番号、機種名、バージョンを表示します。

3 DANTE SETUPボタン
このボタンを押すと、オーディオネットワークの設定を行なうDANTE SETUP画面が表示され
ます。

WIRELESS をリモート
Dante 端子に接続した WIRELESS

I/O DEVICE 画面（WIREL

1 表示切り替えボタン
このボタンを押すと、対応する
このボタンの下に表示される V
「I/O デバイスリスト」をご参照

2 ID/ 機種名表示
I/O デバイスの ID 番号、機種名

1 2

3
手順
1. I/O DEVICE 画面上部の WIRE

2. I/O DEVICE 画面（WIRELESS

3. OUTPUT PATCH 画面で、必要
設定は「I/Oデバイスのパッチ」の

1 2
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AD8HR 1

NAI48-ES

AD8HR 2

AD8HR 3

MY16- ES64

GITAL OUT A 端子

GITAL OUT A 端子

DIGITAL 
OUT A 端子

HA REMOTE 端子

HA REMOTE 1 端子

HA REMOTE 2 端子

4台まで

オーディオ信号

リモート信号

HA REMOTE 2 端子

HA REMOTE 2 端子

HA REMOTE 1 端子

HA REMOTE 1 端子
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3 DANTE  SETUP ボタン
このボタンを押すと、オーディオネットワークの設定を行なう DANTE SETUP 画面が表示され
ます。

外部ヘッドアンプを利用する
スロット経由のヘッドアンプコントロールに対応した I/Oカード (MY16-ES64など ) を QLシリー
ズのスロットに装着すると、外部ヘッドアンプ ( ヤマハSB168-ES や AD8HR) のファンタム電源
(+48V) のオン /オフ、ゲイン、HPFなどのパラメーターをQLシリーズからリモートコントロールで
きます。
I/Oカードの設定については、I/Oカードの取扱説明書をご参照ください。

QLシリーズとAD8HRの接続
QLシリーズを使用してAD8HRをリモート操作するには、まずEtherSound カードMY16-ES64
を QLシリーズのスロット1に装着して、イーサネットケーブルでNAI48-ES と接続します。次に、
NAI48-ES のHA REMOTE端子とAD8HRのHA REMOTE 1 端子をRS422 D-sub9ピンの
ケーブルを使って接続します。この接続によりQLシリーズからAD8HRのリモート操作ができます。
AD8HRに入力されたオーディオ信号をQLシリーズに送るには、AD8HRのDIGITAL OUT A ( ま
たはB) と NAI48-ESの AES/EBU端子をD-sub25ピン AES/EBUケーブルを使って接続しま
す。NAI48-ES からQLシリーズへはMY16-ES64経由で信号が送受信されます。
また、「デイジーチェーン」と呼ばれる接続方法を使って、複数のAD8HRを同時にリモート操作するこ
ともできます。これを行なうには、AD8HRのHA REMOTE 2 端子を、2台目のAD8HRのHA 
REMOTE 1 端子に接続します。NAI48-ESを使った場合、最大4台のAD8HRを接続できます。この
ときAD8HRのオーディオ信号をQLシリーズに入力するには、QLシリーズのスロットが1つに対
して16チャンネルまでの入力のため、QLシリーズにMY16-EXを 1枚装着して、MY16-ES64と
イーサネットケーブルで接続します。

QL5

MY16-EX

DI

DI
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ドやEtherSound ネットワークのセットアップについては、
照ください。

Y16-EX

オーディオ信号

リモート信号
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QLシリーズとSB168-ESの接続
QLシリーズを使用してSB168-ESをリモート操作するには、EtherSound カードMY16-ES64を
QLシリーズのスロット1に装着して、イーサネットケーブルでSB168-ESと接続します。この接続
によって、QLシリーズからSB168-ESをリモート操作できるようになります。
また、複数のSB168-ES をデイジーチェーン接続またはリング接続して、QLシリーズのスロットに
拡張カードMY16-EX を 1枚装着することにより、最大2台のSB168-ES を同時にリモート操作
することもできます。

NOTE
リモート操作をする情報は、QLシリーズのSLOT1 からのみ送受信できます。

■ デイジーチェーン接続

■ リング接続

NOTE
MY16-ES64/MY16-EX カー
SB168-ES 取扱説明書をご参

SB168-ES

SB168-ES

MY16-ES64 MY16-EX

QL5

オーディオ信号

リモート信号

OUT

IN

IN

OUT

SB168-ES

SB168-ES

QL5

MY16-ES64 M

OUT

OUT

IN

IN

OUT
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NAL HAページ )

示されます。

Aの情報が表示されます。ID番号は、接続された機器から順に、1
れます。また、マスターファンタム電源のオン /オフ状態も確認

マウントする最大4つのラックです。外部HAがマウントされて
IN設定、ファンタム電源やHPFのオン /オフ )が表示されます。
対応するEXTERNAL HA画面が表示されます。

ECTボタン
T SELECT 画面が表示され、ラックにマウントされた外部HAの

ロットに接続されている場合、必ず手動で適切な入力ポートを設
定にすると、インプット系チャンネルに入力ポートをパッチする
識されません。

3 4

6
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外部ヘッドアンプをリモート操作する
MY16-ES64やNAI48-ES などを使用して接続した外部ヘッドアンプ (以下「外部HA」) を、QLシ
リーズでリモート操作します。QLシリーズと外部HAの接続方法については、「外部ヘッドアンプを利
用する」 ( → P.156) や、外部HAの取扱説明書をご参照ください。

I/O DEVICE画面 (EXTER

1 EXTERNAL HAフィールド
接続された外部HAの状態が表

2 ID/ 機種名 /+48V Master
ラックにマウントされた外部H
から4まで自動的に割り当てら
できます。

3 バーチャルラック
リモート操作できる外部HAを
いるときは、その設定内容 (GA
ラックを押すと、そのラックに

4 EXTERNAL HA PORT SEL
このボタンを押すと、HA POR
入力ポートを設定できます。

NOTE
外部HAが QL シリーズのス
定してください。間違った設
ときに、外部HAが正しく認

手順
1. QLシリーズと外部HAを接続する。

2. ファンクションアクセスエリアのRACKボタンを押す。

3. I/O DEVICE 画面上部の EXTERNAL HAタブを押す。

4. I/O DEVICE 画面 (EXTERNAL HAページ )で、ラックに対応する EXTERNAL HA PORT 
SELECTボタンを押す。

5. EXTERNAL HA PORT SELECT画面のPORT SELECTボタンを使って、外部HAのオーディオ
出力を接続した入力ポートを選ぶ。

6. CLOSEボタンを押して、EXTERNAL HA PORT SELECT画面を閉じる。

7. I/O DEVICE画面(EXTERNAL HAページ)で、操作したい外部HAがマウントされたラックを押
す。

8. EXTERNAL HA画面で、外部HAをリモート操作する。

VIRTUAL RACK画面
(EXTERNAL HAページ )

2

1

5
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画面は、I/O DEVICE 画面 (EXTERNAL HAページ )のバーチャ

は、マスターファンタム電源のオン /オフ状態が表示されます
HA本体で行ないます )。

源のオン /オフを切り替えます。

ます。GAIN ノブを押して選択すると、[TOUCH AND TURN] ノ
お、ノブのすぐ右側にあるレベルメーターで、対応するポートの入

ン
パスフィルターのオン /オフ切り替え、およびカットオフ周波数
NCYノブを押して選択すると、[TOUCH AND TURN] ノブを

るラックを切り替えます。

きは、設定は新しく接続されたAD8HRの状態になります。
D8HRがつながっていなくても、これらのノブやボタンは表示さ
ンにSTOREすれば AD8HRがない状態で作成しておくことがで

ジを表示することはできません。また、EtherSound パラメーター
。この場合は、AVS-ESMonitor を使用してください。

1
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5 VIEW切り替えボタン
バーチャルラックをSB168-ES用と AD8HR用に切り替えます。接続されている機器に応じて
切り替えてください。

6 COMM PORT切り替えボタン
スロットに接続された外部ヘッドアンプを使用するときに、リモート操作するかどうかを設定し
ます。操作するときは、「SLOT1」を選びます。

EXTERNAL HA PORT SELECT画面
外部HAの入力ポートを設定します。この画面は、I/O DEVICE 画面 (EXTERNAL HAページ ) の
EXTERNAL HA PORT SELECTボタンを押すと表示されます。

1 PORT SELECTボタン
外部HAが接続されている入力ポートを設定します。

EXTERNAL HA画面
外部HAをリモート操作します。この
ルラックを押すと表示されます。

1 +48V MASTER
外部HAが接続されている場合
(オン /オフの切り替えは、外部

2 +48Vボタン
チャンネルごとのファンタム電

3 GAINノブ
外部HAのゲイン量が表示され
ブでゲインを調節できます。な
力レベルを確認できます。

4 FREQUENCYノブ /HPFボタ
外部HAに内蔵されているハイ
の調節を行ないます。FREQUE
使って調節できます。

5 ラック切り替えタブ
EXTERNAL HA画面に表示す

NOTE
･ 新たに AD8HRをつないだと
EXTERNAL HA画面では、A
れますので、設定をしてシー
きます。
･ SB168-ES のエラーメッセー
を設定することもできません

1

2

3

5

4
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 / オフ状態が表示されます。

源のオン /オフを切り替えます。

す。値を調節するには、ノブを押して選択し、［TOUCH AND 
ノブのすぐ右側にあるレベルメーターで、対応するポートの 入力

号レベルを一定にするゲインコンペンセーションのオン/オフを 

るポートを切り替えます。

1

160

■ QLシリーズのインプットチャンネルから外部HAをリモート操作する
外部HAを I/O デバイスや本体のHAと同様に使用できます。GAIN/PATCH画面については
「HA ( ヘッドアンプ ) を設定する」 ( → P.26) をご参照ください。

内部ヘッドアンプを操作する
QLシリーズの内部ヘッドアンプ（以下「内部HA」）を操作します。インプットパッチを変更する必要は
ありません。

INTERNAL HA画面

1 +48V MASTER
マスターファンタム電源のオン

2 +48Vボタン
チャンネルごとのファンタム電

3 A. GAIN ノブ
内部HAのゲイン量を表示しま
TURN］ノブを使います。なお、
レベルを確認できます。

4 GCボタン 
オーディオネットワーク上の信
切り替えます。

5 表示ポート切り替えタブ
INTERNAL HA画面に表示す

手順
1. バンクセレクトキーと [SEL] キーを使って、HAを操作したいチャンネルを含むSELECTED 
CHANNEL VIEW画面を表示させる。

2. 外部HAを操作したいチャンネルのGAIN/PATCHフィールドを押す。

3. GAIN/PATCH画面のPATCHボタンを押して、外部HAが割り当てられた入力ポートを選ぶ。

4. GAIN/PATCH画面で外部HAをリモート操作する。

手順
1. I/O DEVICE 画面上部の INTERNAL HAタブを押す。

2. INTERNAL HA画面で、必要に応じて出力ポートの設定をする

SELECTED CHANNEL 
VIEW画面

GAIN/PATCH画面

I/O DEVICE 画面 (INTERNAL HAページ )

2

4

3

5
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 リファレンスマニュアル

使用するポートは、リアパネルのMIDI IN/OUT端子、スロット 1
から選択できます。選択したポートは、上記のすべての機能に共

セージの種類、使用するMIDI ポート、MIDI チャンネルなどを選

法については、「プログラムチェンジでシーン /ライブラリーの
.164) をご参照ください。
方法については、「コントロールチェンジでパラメーターを操作
ださい。

SETUPボタンを押す。

ボタンを押す。

タブを押す。

)または受信 (Rx) のポート選択ボタンを押す。

面で、MIDIメッセージの送信または受信を行なうポートの種類と
押す。

ル選択ボタンを押す。

P 画面で、MIDIメッセージの送信または受信を行なうチャンネル

ッセージごとに送受信のオン /オフを選ぶ。

MIDI/GPI 画面
(MIDI SETUPページ )
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MIDI
ここでは、外部機器からQLシリーズにMIDI メッセージを送ってQLシリーズのパラメーターを操作
したり、逆にQLシリーズの操作に応じてMIDI メッセージを外部機器に出力したりする方法について
説明します。
次の図は、MIDI IN/OUT端子を使ってMIDI メッセージの送受信を行なう場合の接続例です。

QLシリーズのMIDI について
QLシリーズでは、MIDI を使って以下の操作が行なえます。

■ プログラムチェンジの送受信
QLシリーズ上で特定のイベント ( シーン /エフェクトライブラリーのリコール操作 ) を実行したとき
に、対応するナンバーのプログラムチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また、外部機器から
プログラムチェンジメッセージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。

■ コントロールチェンジの送受信
QLシリーズで特定のイベント (フェーダー/ノブ、キーの操作 ) を実行したときに、対応するコント
ロールチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また外部機器からコントロールチェンジメッ
セージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。この機能を利用すれば、フェーダーやキー
の操作をMIDI シーケンサーなどの外部機器に記録しておき、あとからそれを再生できます。

■ パラメーターチェンジ (SysEx) の送受信
QLシリーズで特定のイベント (フェーダー/ノブ、キーの操作、システム設定やユーザー設定の変更 )
を実行したときに、「パラメーターチェンジ」と呼ばれるSysEx ( システムエクスクルーシブ )メッ
セージを外部機器に送信できます。また外部機器からパラメーターチェンジを受信したときに、対応す
るイベントを実行できます。
QLシリーズの操作をMIDI シーケンサーなどの外部機器に記録 /再生したり、システム設定やユー
ザー設定を変更したときに、もう1台のQLシリーズを同期させる目的に利用できます。

NOTE
MIDI メッセージの送受信に
に装着された I/O カードの中
通です。

MIDI の基本設定
QLシリーズが送受信するMIDI メッ
択します。

NOTE
･ プログラムチェンジの操作方
リコールを操作する」 ( → P
･ コントロールチェンジの操作
する」 ( → P.166) をご参照く

QL5

MIDI OUTMIDI IN MIDI OUTMIDI IN

外部機器
手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面中央のMIDI/GPI

3. MIDI/GPI 画面のMIDI SETUP

4. MIDI SETUPページの送信 (Tx

5. ポート選択用のMIDI SETUP 画
ポート番号を選び、OKボタンを

6. MIDI SETUPページのチャンネ

7. チャンネル選択用のMIDI SETU
を選び、OKボタンを押す。

8. MIDI SETUPページで、MIDI メ

SETUP画面



MIDI

 リファレンスマニュアル

E フィールド
法を選択します。
タンがオンのときは、単一のMIDI チャンネルのプログラムチェン
を送受信します ( シングルモード )。
タンがオンのときは、複数のMIDI チャンネルのプログラムチェン
受信します ( マルチモード )。
タンがオンのときは、シングルモードですべてのMIDI チャンネル
グラムチェンジを受信します。シングルモードの送信、マルチモー
受信に対しては無効です。
タンがオンのときは、シングルモードでバンクセレクトメッセー
用するプログラムチェンジのグループを切り替える機能 )の送受
きます。

ルド
ッセージの送受信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
ロールチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したコントロール
ジをそのまま出力する機能 )のオン /オフを切り替えます。

フィールド
モードを選択します。
タンがオンのときは、QLシリーズの各種ミックスパラメーターを
IDI チャンネルのNRPNとして送受信します (NRPNモード )。
タンがオンのときは、QLシリーズの各種ミックスパラメーターを
IDI チャンネルのコントロールチェンジとして送受信します
Eモード )。

ールド
るSysEx メッセージ (QLシリーズのパラメーター変更に使用す
送受信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
ーターチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したパラメーター
ジをそのまま出力する機能 )のオン /オフを切り替えます。

ド
コー出力 ( 外部から受信したその他のメッセージをそのまま出力
替えます。
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MIDI/GPI 画面 (MIDI SETUPページ )
送受信するMIDI メッセージの種類や使用するポートなどを選択できます。

1 PORT/CHフィールド
MIDI の送受信を行なう端子の選択とMIDI チャンネルの設定を行ないます。
・ Tx PORT/Tx CH....押すと、それぞれMIDI メッセージを送信するポートと送信するMIDI

チャンネルを選択する画面が表示されます。
・ Rx PORT/Rx CH ...押すと、それぞれMIDI メッセージを受信するポートと受信するMIDI

チャンネルを選択する画面が表示されます。

NOTE
パラメーターチェンジを送受信するときは、ここで指定したチャンネル番号をデバイスナン
バー( 送受信する機器を特定するための番号 ) として利用します。

2 PROGRAM CHANGEフィールド
MIDI プログラムチェンジメッセージの送受信のオン /オフを切り替えます。
・ Tx ...............................プログラムチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
・ Rx ...............................プログラムチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
・ ECHO ........................プログラムチェンジのエコー出力 ( 外部から受信したプログラムチェン

ジをそのまま送信する機能 ) のオン /オフを切り替えます。

3 PROGRAM CHANGE MOD
プログラムチェンジの送受信方
・ SINGLE .................... このボ

ジのみ
・ MULTI....................... このボ

ジを送
・ OMNI......................... このボ

のプロ
ドの送

・ BANK........................ このボ
ジ (使
信がで

4 CONTROL CHANGEフィー
MIDI コントロールチェンジメ
・ Tx............................... コント
・ Rx .............................. コント
・ ECHO........................ コント

チェン

5 CONTROL CHANGE MODE
コントロールチェンジの送受信
・ NRPNボタン ........... このボ

単一M
・ TABLE ボタン ......... このボ

単一M
(TABL

6 PARAMETER CHANGEフィ
パラメーターチェンジと呼ばれ
る特殊なMIDI メッセージ ) の
・ Tx............................... パラメ
・ Rx .............................. パラメ
・ ECHO........................ パラメ

チェン

7 OTHER COMMANDフィール
その他のMIDI メッセージのエ
する機能 ) のオン /オフを切り

1

2

4

6

7

3

5



MIDI

 リファレンスマニュアル

ネル選択用 )
ネルを選びます。この画面は、PORT/CHフィールドのチャンネ
。

受信するチャンネルをCH1～ CH16から選択します。

を閉じます。

2
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MIDI SETUP画面 ( ポート選択用 )
MIDI メッセージを送受信するポートを選びます。この画面は、PORT/CHフィールドにある送信 (Tx)
または受信 (Rx) のポート選択ボタンを押すと表示されます。

1 TERMINALフィールド
MIDI メッセージの送信または受信を行なうポートを選びます。
選択できる項目は次のとおりです。

2 PORT NO. フィールド
TERMINALフィールドでSLOT1を選択した場合は、このフィールドでポート番号1～8を選
択します ( 使用できるポートの数は、装着されているカードによって異なります )。現在使用でき
るカードはポート1でのみ有効です。

3 OKボタン
設定した内容を確定して、画面を閉じます。

MIDI SETUP画面 ( チャン
MIDI メッセージを送受信するチャン
ル選択ボタンを押すと表示されます

1 CHフィールド
MIDI メッセージを送信または

2 OKボタン
設定した内容を確定して、画面NONE ポートを使用しません。

MIDI リアパネルのMIDI IN (Rx)、OUT (Tx) 端子

SLOT1 リアパネルのスロット 1に装着されたシリアル通信をサポートするカード

1 2

3

1
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 リファレンスマニュアル

M CHANGEページ )
プログラムチェンジの送受信方法や、プログラムナンバーごとに
ール /エフェクトライブラリーのリコール )を設定します。

ルド
受信のオン /オフを切り替えます。MIDI SETUPページの
ョンと連動しています。
、リスト内に登録されたイベントを実行したときに対応するプロ
ジを送信します。
、プログラムチェンジを受信したときに対応するイベントを実行

、外部から受信したプログラムチェンジをそのまま出力します。

E フィールド
ードを選択します。MIDI SETUPページのPROGRAM 
と連動しています。

オンのとき )
ログラムチェンジを送受信します (MIDI SETUPページで設定し
ります )。プログラムチェンジを受信すると、リスト内の対応する
ナンバーに割り当てられたイベントを実行します。
を実行すると、リスト内の対応するMIDI チャンネル /プログラム
が送信されます ( 同じイベントが複数のMIDI チャンネル /複数
てられている場合、MIDI チャンネルごとに最も小さいプログラム
。

5

6

2
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プログラムチェンジでシーン /ライブラリーのリコールを操作する
QLシリーズでは、プログラムチェンジのナンバーごとに特定のイベント (シーンのリコール /エフェ
クトライブラリーのリコール ) を割り当てて、QLシリーズ上で実行したときに、対応するナンバーの
プログラムチェンジメッセージを外部機器に送信できます。また、外部機器からプログラムチェンジ
メッセージを受信したときに、対応するイベントを実行できます。

NOTE
プログラムナンバーへのイベントの割り当ては、シーンではなくシステム全体の設定として保
存されます。

MIDI/GPI 画面 (PROGRA
PROGRAM CHANGEページでは、
割り当てるイベント ( シーンのリコ

1 PROGRAM CHANGEフィー
MIDI プログラムチェンジの送
PROGRAM CHANGEセクシ
・ Tx......................オンのときは

グラムチェン
・ Rx .....................オンのときは

します。
・ ECHO...............オンのときは

2 PROGRAM CHANGE MOD
プログラムチェンジの送受信モ
CHANGE MODEセクション

・ マルチモード (MULTI ボタンが
すべてのMIDI チャンネルのプ
た送受信チャンネルは無効にな
MIDI チャンネル /プログラム
QLシリーズで特定のイベント
ナンバーのプログラムチェンジ
のプログラムナンバーに割り当
ナンバーだけが送信されます )

手順
1. QLシリーズと外部機器を接続する。

2.「MIDIの基本設定」(→P.161)を参考にプログラムチェンジを送受信するポートとMIDIチャンネ
ルを選ぶ。

3. MIDI/GPI 画面の PROGRAM CHANGEタブを押す。

4. PROGRAM CHANGEページで、プログラムチェンジの送受信モードと送受信のオン /オフ、エ
コー出力の設定を行なう。

5. プログラムナンバーごとのイベントの割り当てを変更するには、リスト内の該当するイベントを押
して、イベントの種類とリコールの対象となるシーン /ライブラリーを選ぶ。

MIDI/GPI 画面
(PROGRAM CHANGEページ )

1

4

3
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 リファレンスマニュアル

ENT
ャンネル ( バンクナンバー) / プログラムナンバーに割り当てら
の種類 /番号 /タイトルが表示されます。個々のイベントの表示
、割り当てるイベントを選択するMIDI PROGRAM CHANGE
れます。

使って、リストを上下にスクロールできます。

ベントが消去されます。

割り当てが初期状態に戻ります。

E画面
ベントを設定します。この画面は、MIDI/GPI 画面の PROGRAM 
すと表示されます。

2 3

4
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・ シングルモード (SINGLE ボタンがオンのとき )
MIDI SETUPページで設定した送信 (Tx)/ 受信 (Rx) チャンネルのプログラムチェンジのみを送
受信します。Rxチャンネルのプログラムチェンジを受信すると、リスト内の該当するチャンネル
の中から、対応するプログラムナンバーに割り当てられたイベントを実行します。
QLシリーズで特定のイベントを実行したときは、リスト内の Txチャンネルの中から、対応する
プログラムナンバーのプログラムチェンジメッセージが送信されます ( 同一イベントが同じチャ
ンネルの複数のプログラムナンバーに登録されているときは、最も小さいプログラムナンバーが
送信されます )。

・ シングルモード、OMNI ボタンがオンのとき
すべてのMIDI チャンネルのプログラムチェンジを受信します。ただし、どのMIDI チャンネルを
受信した場合でも、Rxチャンネルの対応するプログラムナンバーに割り当てられているイベン
トが実行されます。なお、プログラムチェンジの送信に関しては、OMNI ボタンをオンにしても動
作は変わりません。

・ シングルモード、BANKボタンがオンのとき
リスト内のCHの表示がBANK ( バンクナンバー) に変わり、バンクセレクト (コントロール
チェンジ #0、#32) ＋プログラムチェンジメッセージを送受信できます。1つのMIDI チャンネ
ルで128を越えるイベントを操作したいときに便利です。
Rxチャンネルのバンクセレクト→プログラムチェンジの順で受信すると、リスト内の対応する
バンクナンバー/プログラムナンバーに割り当てられたイベントを実行します。
また、QLシリーズで特定のイベントを実行すると、そのイベントが割り当てられたバンクナン
バー/プログラムナンバーに対応するバンクセレクト＋プログラムチェンジメッセージが Tx
チャンネルで送信されます (リスト内に同一イベントが複数登録されているときは、最も小さい
バンクナンバー/プログラムナンバーが送信されます )。

NOTE
･ OMNI、BANKの各ボタンの設定は、マルチモードでは無効です。
･ BANKボタンがオンのときに、適切なMIDI チャンネルのプログラムチェンジのみを受信した
ときは、最後に選ばれたバンクナンバーが有効となります。
･ BANKボタンがオンのときに、OMNI ボタンを同時にオンにすることもできます。この場合は、
すべてのMIDI チャンネルのバンクセレクト＋プログラムチェンジメッセージを受信します。

3 リスト
MIDI チャンネル /プログラムチェンジナンバーごとに、割り当てられているイベント (シーンや
ライブラリーのリコール操作 ) が表示されます。リストに表示される項目は、次のとおりです。
・ CH/BANK ......「CH」と表示されているときは、プログラムチェンジを送受信するMIDI チャン

ネル (1～ 16) を表わします。プログラムチェンジの送受信モードがシングル
モードで、BANKボタンがオンのときには、表示が「BANK」に変わり、この欄
の番号がバンクナンバーに相当します。

・ NO. ................... 1 ～ 128のプログラムナンバーを表わします。

・ PROGRAM CHANGE EV
....................それぞれのチ

れたイベント
部分を押すと
画面が表示さ

4 スクロールノブ
[TOUCH AND TURN] ノブを

5 CLEAR ALL ボタン
押すと、リスト内のすべてのイ

6 INITIALIZE ALL ボタン
押すと、リスト内のイベントの

MIDI PROGRAM CHANG
プログラムナンバーに割り当てるイ
CHANGEページにあるリストを押

1



MIDI

 リファレンスマニュアル

ベントの割り当ては、シーンとしてではなく、システム全体の設

る。

参考に、コントロールチェンジを送受信するポートとMIDIチャン

HANGEタブを押す。

ードや送受信のオン /オフやエコー出力の設定を行なう。

ントの割り当てを変更するには、リスト内の該当するイベントを
ルの対象となるシーン /ライブラリーを選ぶ。
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1 TYPEフィールド
イベントの種類を選択します。
選択できる項目は、次の表のとおりです。

2 DESTINATIONフィールド
ライブラリーをリコールするラックを選択します。TYPEフィールドで EFFECTまたは
PREMIUM RACKを選んだときは、ラック番号が表示されます。SCENEのときは「---」と表示さ
れ、このフィールドの選択はありません。

3 LIBRARY NUMBER/LIBRARY TITLE フィールド
リコールするシーン /ライブラリーを選択します。
TYPEフィールドでSCENEまたはEFFECTを選んだときはLIBRARY TITLEが、PREMIUM 
RACKを選んだときは LIBRARY NUMBERがそれぞれ表示されます。

4 OKボタン
設定した内容を確定して、画面を閉じます。

コントロールチェンジでパラメーターを操作する
QLシリーズでは、MIDI コントロールチェンジメッセージを使って、特定のイベント (フェーダー/ノ
ブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り替えなど )を制御できます。フェーダーやキーの操作をMIDI
シーケンサーなどの外部機器に記録しておき、あとからそれを再生するといった目的に利用できます。
コントロールチェンジを使ってイベントを操作するには、次の2つの方法があります。

■ コントロールチェンジを使う
一般的なコントロールチェンジ (コントロールナンバー1～ 31、33～ 95、102～ 119) を使用す
る方法です。それぞれのコントロールナンバーに割り当てるイベントは自由に指定できます。

■ NRPN (Non Registered Parameter Number) を使う
NRPNと呼ばれる特殊なメッセージを使用する方法です。
NRPNでは、コントロールナンバー99と98のコントロールチェンジを使って、それぞれパラメー
ター番号のMSB ( 最上位番号 )と LSB ( 最下位番号 ) を指定し、その直後に送られるコントロール
#6 ( または #6と #38) のコントロールチェンジを使ってパラメーターの値を変更します。
なお、それぞれのMSBと LSBの組み合わせに割り当てられているイベントはあらかじめ定義されて
おり、変更はできません。

NOTE
NRPNに割り当てられているイベントの内容については、QLデータリスト（巻末）をご参照く
ださい。

NOTE
コントロールナンバーへのイ
定として保存されます。

NO ASSIGN 割り当てなし

SCENE シーンメモリーをリコールする操作

EFFECT エフェクトライブラリーをリコールする操作

PREMIUM RACK プレミアムラックライブラリーをリコールする操作

手順
1. QLシリーズと外部機器を接続す

2.「MIDIの基本設定」(→P.161)を
ネルを選ぶ。

3. MIDI/GPI 画面のCONTROL C

4. コントロールチェンジの送受信モ

5. コントロールナンバーごとのイベ
押して、イベントの種類とリコー

MIDI/GPI 画面
(CONTROL CHANGEページ )



MIDI

 リファレンスマニュアル

り当てられたイベント ( フェーダー/ノブの操作、[ON] キーのオ
されます。
ナンバーを表わします。使用できるコントロールナンバーは、1
95、102～ 119です。
NT
ントロールナンバーに割り当てられたイベントの種類を表示 /
各イベントを押すと、コントロールナンバーへの割り当てを変更
ONTROL CHANGE画面が表示されます。

のイベントの割り当てがすべて消去されます。

のイベントの割り当てが初期状態に戻ります。

るノブです。[TOUCH AND TURN] ノブで操作できます。
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MIDI/GPI 画面 (CONTROL CHANGEページ )
コントロールチェンジの送受信方法や、コントロールナンバーごとに割り当てるイベント (フェー
ダー/ノブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り替えなど )を設定できます。

1 CONTROL CHANGEフィールド
コントロールチェンジの送受信のオン /オフを切り替えたり、エコー出力させるかどうかを設定
します。MIDI SETUPページのCONTROL CHANGEフィールドと連動しています。
・ Txボタン...................コントロールチェンジの送信のオン /オフを切り替えます。
・ Rxボタン ..................コントロールチェンジの受信のオン /オフを切り替えます。
・ ECHOボタン............受信したコントロールチェンジを、送信MIDI ポートからエコー出力する

かどうかを選択します。

2 CONTROL CHANGE MODEフィールド
コントロールチェンジの送受信モードを選択します。MIDI SETUPページのCONTROL 
CHANGE MODEフィールドと連動しています。

・ NRPNモード (NRPNボタンがオンのとき )
QLシリーズの各種ミックスパラメーターを単一MIDI チャンネルのNRPNとして送受信しま
す。このモードを選んだときは、リスト内の割り当ては無効となります。

・ TABLE モード (TABLE ボタンがオンのとき )
リスト内の割り当てに従って、QLシリーズの各種ミックスパラメーターを単一MIDI チャンネル
のコントロールチェンジとして送受信します。

NOTE
コントロールチェンジの送受信を行なうチャンネルは、MIDI SETUP ページのPORT/CH
フィールドで設定します ( → P.162)。

3 リスト
コントロールナンバーごとに割
ン /オフ切り替えなど ) が表示
・ NO. ...................コントロール

～31、33～
・ CONTROL CHANGE EVE

....................それぞれのコ
選択します。
する、MIDI C

4 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リスト内

5 INITIALIZE ALL ボタン
このボタンを押すと、リスト内

6 スクロールノブ
リストの表示をスクロールさせ

1

6
4

5

2

3



MIDI

 リファレンスマニュアル

パラメーターを操作する
ジやNRPNの代わりに、「パラメーターチェンジ」と呼ばれる
ベント ( フェーダー/ノブの操作、[ON] キーのオン /オフ切り
変更など )を制御できます。
ついては、QLデータリスト（巻末）にある「MIDI データフォー

信する機器を特定するために、「デバイスナンバー」と呼ばれる
ナンバーには、MIDI SETUP ページで設定された送信 (Tx) チャ
を使用します。
ンジに含まれるデバイスナンバーと、受信するQLシリーズのデ
ないと、メッセージは無視されますので、ご注意ください。
トロールチェンジの送受信を同時にオンにすると、MIDI ポートに
になり、オーバーフローなどの原因となりますので、避けてくだ

。

参考に、パラメーターチェンジを送受信するポートとMIDIチャン

ETER CHANGEフィールドにあるTxボタン/Rxボタンを使っ
をオンに設定する。
168

MIDI CONTROL CHANGE画面
CONTROL CHANGEページの各イベントを押すと表示されます。この画面で、コントロールナンバー
に割り当てるイベントを設定します。

1 MODEフィールド
イベントの種類を選択します。

2 PARAMETER1/2 フィールド
MODEフィールドと組み合わせて、イベントの種類を設定します。

3 OKボタン
設定した内容を確定して、画面を閉じます。

NOTE
･ 表示されるリストはQLシリーズ共通です。QL1 の場合、その機種にないパラメーターを設定
すると、「Cannot Assign!」と表示されます。
･ コントロールチェンジの送受信モードがNRPNモードに設定されている場合、この画面の設定
は無効です。
･ コントロールチェンジに割り当てできるイベントの内容については、QLデータリスト（巻末）
をご参照ください。

パラメーターチェンジで
QLシリーズでは、コントロールチェン
SysEx メッセージを使って、特定のイ
替え、システム設定やユーザー設定の
送受信できるパラメーターチェンジに
マット」をご参照ください。

NOTE
･ パラメーターチェンジは、送受
番号が付加されます。デバイス
ンネルと、受信 (Rx) チャンネル
･ 送信されるパラメーターチェ
バイスナンバーが一致してい
･ パラメーターチェンジとコン
大量のデータが集中すること
さい。

1 2

3

手順
1. QLシリーズと外部機器を接続する

2.「MIDIの基本設定」(→P.161)を
ネル ( デバイスナンバー)を選ぶ。

3. MIDI SETUPページのPARAM
て、パラメーターチェンジの送受信



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ャンネルを割り当てる
力にチャンネルをパッチします。入力には任意のアウトプット系
のダイレクト出力、出力には任意のインプット系チャンネルを

、常にステレオで録音 /再生が行なわれます。モノラルで左右同じ
のインプットに同じチャンネルを割り当ててください。
のチャンネルをパッチできます。
ポートが割り当てられているチャンネルを選んだ場合、パッチの
グが表示されます。ダイアログのOKボタンを押してください。
チャンネルは表示されません。

RECORDERボタンを押す。

を押す。

Rボタンを押す。

リストとポート選択ボタンを使って、USBメモリーレコーダーの
ぶ。

ボタンを押す。

トにもチャンネルを割り当てる。

はRボタンを押す。

リストとチャンネル選択ボタンを使って、USBメモリーレコー
ルを選ぶ。

ボタンを押す。

チャンネルを割り当てる。
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レコーダー
ここではレコーダーの機能や操作方法について説明します。

USBメモリーレコーダーについて
QLシリーズには、簡単な操作で内部信号をUSBメモリーに録音したり、USBメモリーに保存された
オーディオファイルを再生したりするUSBメモリーレコーダー機能が搭載されています。
録音時のファイルフォーマットはMP3 (MPEG-1 Audio Layer-3) に対応しています。また、再生時に
はMP3以外に、WMA (Windows Media Audio)、AAC (MPEG-4 AAC) の各ファイルも再生できま
す。ただし、DRM (Digital Rights Management) には対応しておりません。
USBメモリーレコーダーを使えば、STEREOバスやMIXバスなどの出力をUSBメモリーに録音し
たり、USBメモリー上に保存されたBGMや効果音を任意のインプット系チャンネルに割り当てて再
生したりできます。

■ USBメモリーレコーダーの信号の流れ

* QL1: INPUT1-32

NOTE
･ 録音と再生は同時に行なえません。
･ 録音中の信号を INPUTチャンネルに入力することはできません。

レコーダーの入出力にチ
USBメモリーレコーダーの入力 /出
チャンネルまたは INPUTチャンネル
パッチできます。

NOTE
･ USBメモリーレコーダーは
信号を録音する場合は、両方
･ レコーダーの出力には、複数
･ 手順 4と 8で、すでにほかの
切り替えを確認するダイアロ
･ QL1 の場合、その機種にない

MIX1-16

MATRIX1-8

STEREO L/R

MONO

INPUT1-64* 
DIRECT OUT

RECORDER
INPUT

PLAYBACK
OUT INPUT1-64*

ST IN 1L1R-8L8R

L

R

L

R

USBメモリー
レコーダー

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. RECORDER画面のUSBタブ

3. RECORDER INPUT L または

4. CH SELECT画面のカテゴリー
入力にパッチするチャンネルを選

5. 割り当てが終わったら、CLOSE

6. 同じ要領で、もう片方のインプッ

7. PLAYBACK OUTPUT L また

8. CH SELECT画面のカテゴリー
ダーの出力にパッチするチャンネ

9. 割り当てが終わったら、CLOSE

10.同じ要領で、もう片方の出力にも

RECORDER画面



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ボタン
レイバックの出力信号をモニターできます。

タンと同時にオンにすることはできません。

が表示されます。

たはPLAYBACK OUTPUT L/R ボタンを押すと表示されます。

出力にパッチするチャンネルを選びます。入力と出力でパッチで

るチャンネル
ャンネル1～ 16
IX チャンネル1～ 8
EOチャンネル L/R
EOチャンネルＬとMONO(C) チャンネルのミックス
EOチャンネルRとMONO(C) チャンネルのミックス
チャンネル
32（QL1）
チャンネル1 ～ 64（QL5）、INPUTチャンネル1～ 32（QL1）
レクト出力
1～32 （QL1: INPUT1～ 16）
1(1) ～ SLOT1(16)
2(1) ～ SLOT2(16)
E1 ～DANTE32
E33～DANTE64（QL5のみ）

2

21
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RECORDER画面 (USBタブ選択時 )
この画面では、USBメモリーレコーダーの入出力に信号を割り当てたり、録音 /再生を行ないます。

1 RECORDER INPUT L/R ボタン
押すと、レコーダーのインプットの L/Rチャンネルにパッチする信号を選択するCH SELECT
画面が表示されます。

2 RECORDER INPUT GAIN ノブ
レコーダーへの入力信号のレベルを設定します。

3 RECORDER INPUT CUEボタン
オンにすると、レコーダーに入力される信号をモニターできます。

NOTE
PLAYBACK OUTPUT CUEボタンと同時にオンにすることはできません。

4 メーター
レコーダーへの入力信号のレベルが表示されます。

5 PLAYBACK OUTPUT L/R ボタン
押すと、プレイバック ( 再生 ) のアウトプットの L/Rチャンネルにパッチする信号を選択する
CH SELECT画面が表示されます。

6 PLAYBACK OUTPUT GAIN ノブ
レコーダーの出力信号のレベルを設定します。

7 PLAYBACK OUTPUT CUE
オンにすると、レコーダーのプ

NOTE
RECORDER INPUT CUE ボ

8 メーター
レコーダーの出力信号のレベル

CH SELECT画面
RECORDER INPUT L/R ボタンま

1 カテゴリーリスト
チャンネルの種類を選びます。

2 チャンネル選択ボタン
USBメモリーレコーダーの入
きるチャンネルが異なります。
レコーダーの入力にパッチでき
・ MIX1～ 16 ............. MIX チ
・ MTRX1～ 8 ............ MATR
・ ST L/R...................... STER
・ ST L+C .................... STER
・ ST R+C .................... STER
・ MONO....................... MONO
・ CH1～ 64（QL5）、CH1～

............................. INPUT
のダイ

・ INPUT....................... INPUT
・ SLOT1 IN ................ SLOT
・ SLOT2 IN ................ SLOT
・ DANTE1-32 ........... DANT
・ DANTE33-64 ........ DANT

1 2 3 4 8 7 6 5

1



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ブ選択時 )

ック番号、タイトル、アーティスト名が表示されます。再生中録音
ます。

経過時間、録音中は録音経過時間が表示されます。

時間が表示されます。

イル ) のファイルフォーマット情報が表示されます。

34A 5 6

録音中
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レコーダーの出力にパッチできるチャンネル
・ CH1～64（QL5）、CH1～ 32（QL1）

............................................................ INPUTチャンネル1～ 64（QL5）、INPUTチャンネ
ル1～ 32（QL1）

・ STIN 1L/1R～ STIN 8L/8R............. ST IN チャンネル1～8の L/R

USBメモリーに録音する
任意の出力チャンネルの信号を、ディスプレイ右側のUSB端子に装着されたUSBメモリーにオー
ディオファイル (MP3) として録音します。

NOTE
･ USBメモリーの空き容量は、FREE SIZE フィールドで確認できます。
･ 録音中の信号は、レコーダーの出力端子 (PLAYBACK OUT) から出力されません。
･ レコーダーの通過前 /通過後の信号レベルは、RECORDER画面のレベルメーターで確認でき
ます。必要ならば、RECORDER INPUT フィールドのGAIN ノブを使ってレコーダーへの入力
レベルを調節します。GAIN ノブを操作しても、該当するアウトプット系チャンネルからほかの
ポートに出力される信号のレベルには影響しません。
･ 初期状態のとき、録音したオーディオファイルはUSBメモリーの YPEフォルダー内にある
SONGSフォルダーに保存されます。ただし、SONGSフォルダーより下の階層のフォルダーを
指定することもできます。
･ 録音したファイルには、初期設定のタイトルとファイル名が付けられます。これらはあとで修
正できます。

RECORDER画面 (USBタ

■ TRANSPORTフィールド
ソングの録音 /再生を操作します。

1 カレントソング
現在選ばれているソングのトラ
中は、次のように表示が変わり

2 経過時間表示
再生中はカレントソングの再生

3 残り時間表示
再生中はカレントソングの残り

4 カレントソングのフォーマット
カレントソング ( 録音中のファ

手順
1.「レコーダーの入出力にチャンネルを割り当てる」(→P.169)を参考に、USBメモリーレコーダー
の入出力にチャンネルを割り当てる。

2. 十分な空き容量のあるUSBメモリーをUSB端子に装着する。

3. レコーダーに録音する信号がモニターできるように、レコーダーの入力にパッチしたチャンネルの
フェーダーを上げる。

4. RECORDER画面右下のREC RATEボタンを押して、録音するオーディオファイルのビットレー
トを選ぶ。

5. 画面下部のREC ( ● ) ボタンを押す。

6. 録音を開始するには、画面下部のPLAY/PAUSE ( ) ボタンを押す。

7. 録音を終了するには、STOP ( ■ ) ボタンを押す。

8. 録音内容を確認するには、次のように操作する。
8-1. PLAY/PAUSE ( ) ボタンを押して、録音内容を再生する。
8-2. 再生を終了するには、STOP ( ■ ) ボタンを押す。

1
2

0987

再生中
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ると、USBメモリーのルートディレクトリーにYPEフォル
ONGSフォルダーが自動的に作成されます。
記のSONGSフォルダー、またはその下の階層にあるフォルダー
に保存されます。

ソング
( オーディオファイル )

ONGSフォルダー

ルダー
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5 REC RATEボタン
録音時の録音レートを切り替えます。
96kbps、128kbps、192kbps が選択できます。ビットレートが大きくなるほど音質が向上し
ますが、データサイズも大きくなります。

NOTE
オーディオファイルのサンプリングレートは、QLシリーズが現在動作しているワードクロッ
クのレートが自動的に選ばれます。

6 表示切り替えボタン
ソングリストの下部にRECORDER INPUT/PLAYBACK OUTPUTフィールドを表示させる
かどうかを切り替えます。

7 REWボタン
再生ポイントをカレントソングの先頭に移動して、停止します。すでに先頭位置にある場合は、
PLAYチェックの入った1つ前のソングの先頭に移動します。
カレントソングの先頭位置ではないときに、このボタンを2 秒以上押し続けると、巻き戻しを行
ないます。
再生中にこのボタンを操作すると、ボタンを離したときの位置から再生を再開します。

8 STOPボタン
再生 /録音 /録音待機のモードから停止モードに移行します。

9 PLAYボタン
以下のようにモードを切り替えます。
停止モード→再生モードに移行し、カレントソングの先頭から再生開始。
再生モード→再生一時停止モード
再生一時停止モード→再生モードに移行し、一時停止しているポイントから再生開始。
録音待機モード→録音モード
録音モード→録音一時停止モード
録音一時停止モード→録音モードに移行し、一時停止しているポイントから録音再開。

0 FF ボタン
再生ポイントを次のPLAYチェックの入ったソングの先頭に移動します。
このボタンを2秒以上押し続けたときは、早送りを行ないます。
再生中にこのボタンを操作すると、ボタンを離したときの位置から再生を再開します。

A RECボタン
録音待機モードに移行します。
PLAY/PAUSE ( )ボタンの一時停止が点灯します。

NOTE
個々のボタンの機能を、USER DEFINEDキーに割り当てることもできます (→ P.194)。

■ USBメモリーの階層
USBメモリーをUSB端子に装着す
ダー、さらにYPEフォルダー内にS
録音操作で作成されるファイルは、上
のうち現在選ばれているフォルダー

S

YPE フォ

ルートディレクトリー



レコーダー

 リファレンスマニュアル

ングやディレクトリーに関する操作を行ないます。

枠で表示されます。

選択ソングの左端に表示されます。

号が表示されます。

9

1

A
0

C
B
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USBメモリー上のオーディオファイルを再生する
USBメモリー上に保存されたオーディオファイルを再生します。QLシリーズ本体で録音されたファ
イル以外に、コンピューターからUSBメモリーにコピーしたファイルも再生できます。
再生可能なファイルフォーマットはMP3 (MPEG-1 Audio Layer-3)、WMA (Windows Media 
Audio) と AAC (MPEG-4 AAC) の 3種類で、サンプリングレートは44.1kHz/48kHz、ビットレー
トは64kbps から 320kbps です。

NOTE
･ オーディオファイルを再生するには、YPEフォルダーの中のSONGSフォルダー、またはそれ
より下の階層に作成したフォルダーにオーディオファイルを保存してください。ほかのフォル
ダーにあるファイルや、対応していないフォーマットのファイルは認識できません。
･ QL シリーズで認識できるファイル名は最長 64文字 ( 半角 ) です。それより長いファイル名の
場合は、希望するファイルが正しく再生されないことがあります。
･ 1 つのディレクトリーで管理できる楽曲数は、最大 300 曲です。サブディレクトリーは最大 64
個まで管理できます。

NOTE
･ QL シリーズが動作するワードクロックのレートと再生するオーディオファイルのサンプリン
グレートが異なっていても、SRC ( サンプリングレートコンバーター) 機能により自動的に
レートが変換され、正常に再生できます。
･ REPEAT ボタンがオンの場合は、停止操作を行なうまで再生し続けます。

RECORDER画面

■ タイトルリスト
USBメモリー内に保存されているソ

1 選択ソング
現在選ばれているソングが、青

2 状態表示
再生中、一時停止中のマークが
：再生中、 ：一時停止中

3 トラック番号
タイトルリスト内のファイル番

手順
1. オーディオファイルを保存したUSBメモリーをUSB端子に装着する。

2. ファンクションアクセスエリアのRECORDERボタンを押す。

3. RECORDER画面のディレクトリー移動アイコンやNo. フィールドのフォルダーアイコンを使っ
て、目的のファイルを含むフォルダーの内容をリストに表示する。

4. [TOUCH AND TURN] ノブを使うか、ファイル名を押して、目的のファイルを選ぶ。

5. PLAY MODEフィールドのボタンを押して、再生モードを選ぶ。

6. 手順5で REPEATボタンをオンにした場合は、再生したい曲のPLAYチェックを押す。

7. PLAY/PAUSE ( ) ボタンを押して、曲を再生する。

8. 再生を停止するには、STOP ( ■ ) ボタンを押す。

6 7 8

3 5 4

2



レコーダー

 リファレンスマニュアル

レントソングの再生終了後、リスト内にPLAYチェックの入った
頭に戻り、PLAYチェックの入った最初のソングを再生します。
の再生終了後に、リスト内にPLAYチェックの入った次の曲がな
タンとREPEATボタンのオン /オフの設定によって、再生方法

る
ィオファイルの順番を入れ替えたり、タイトルやアーティスト名を

表示できない文字が含まれている場合、□に変換されて表示され

ト名の編集は、MP3フォーマットのオーディオファイルのみ行な

モード

現在選択されている曲を、停止操作を行なうまで繰り返し再生します。

現在選択されている曲を 1回だけ再生して停止します。

現在選択されている曲から PLAY チェックの入った曲を順番に再生し、
タイトルリストの最初の曲に戻って再生します。停止操作を行なうま
で繰り返し再生されます。

現在選択されている曲から PLAY チェックの入った曲を順番に再生し
ます。タイトルリストの最後の曲が終わると、再生が停止します。

メモリーをUSB端子に装着する。

RECORDERボタンを押す。

やディレクトリー移動アイコンを押して、目的のファイルを含む
する。

したいときはSONG TITLE/FILE NAME EDIT ボタン、アー
ARTIST EDIT ボタンを押す。

変更し、OKボタンを押す。

TLE/FILE NAME SORTボタン、ARTIST SORTボタン、MOVE 
って、タイトルリストの順番を変更する。

ボタンを押して、変更を保存する。
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4 サブディレクトリー
各ソングのトラック番号、サブディレクトリーの有無 ( ディレクトリーが選ばれている場合 )、
1つ上のディレクリー名が表示されます。
・ 上階層表示 .......押すと、現在より1つ上のディレクトリーに移動します。

・ サブディレクトリー.............押すと、そのサブディレクトリーに移動します。

NOTE
･ フォルダーを切り替えると、そのフォルダーが録音先として選ばれます。
･ 選択できるフォルダーは、YPEフォルダーの中の SONGSフォルダー、またはそれより下の階
層のフォルダーに限られます。

5 PLAYチェック
複数ソングを連続再生するときに、再生するかどうかをソングごとに設定します。

6 SELECTノブ
[TOUCH AND TURN] ノブでソングを選びます。

7 NOW PLAYINGボタン
このボタンをオンにすると、現在再生されているソングが、常にリスト内で選択されます。

8 MOVE UP/MOVE DOWNボタン
選択されているソングのリスト内の順番を入れ替えます。

9 表示切り替えボタン
リスト内のSONG TITLE 表示と FILE NAME表示を切り替えます。

0 SAVE LIST ボタン
現在のタイトルリスト内の順番、PLAYチェックの有無をプレイリストとして保存します。

A RELOADボタン
最後に保存したプレイリストを読み込みます。プレイリストの編集を取り消して以前の状態に戻
したいときに使用します。

■ PLAY MODEフィールド
現在選択されている曲の再生方法を設定します。

B SINGLE ボタン
このボタンがオンのときは、カレントソングの再生終了後に停止します。オフのときは、カレント
ソングの再生終了後に、リスト内の次のソングを再生します。

C REPEATボタン
このボタンがオンのときは、カ
次の曲がなければ、リストの先
オフのときは、カレントソング
ければ、停止します。SINGLEボ
が以下のようになります。

タイトルリストを編集す
タイトルリストに表示されるオーデ
変更したりします。

NOTE
･ タイトルやアーティスト名に
ます。
･ タイトルの編集やアーティス
えます。

SINGLE ボタン REPEAT ボタン

オン オン

オン オフ

オフ オン

オフ オフ

手順
1. オーディオファイルを含むUSB

2. ファンクションアクセスエリアの

3. RECORDER画面のNo. ボタン
フォルダーの内容をリストに表示

4. タイトルリストのタイトルを変更
ティスト名を変更したいときは

5. タイトルまたはアーティスト名を

6. 必要ならば、画面内のSONG TI
UP/MOVE DOWNボタンを使

7. 編集が終わったら、SAVE LIST
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タン
ィールドに表示する項目 (ソングタイトルまたはファイル名 )を

で録音 /再生する
ディオネットワークに、Steinberg Nuendo などのDAWソフ
ェアDante Virtual Soundcard ( 以下DVS) を使います。DVS
割を果たし、QLシリーズや I/Oデバイスが接続されたオーディ
やり取りします。これにより、ライブ演奏のマルチトラック録音や、
てのバーチャルサウンドチェックなどができます。
DAWソフトウェアを組み込むときに必要な作業について説明

ートを搭載したコンピューター(Windows/Mac) と DAWソフト

ブ

irtual Soundcard またはDante Accelerator カード
 Controller

使用には、ライセンス ID が必要です。ライセンス IDを取得するた
れているシートは本体に同梱されています。
Dante Controller に関する最新情報は下記のウェブサイトをご参

o.com/japan/ja/
175

RECORDER画面 (USBタブ選択時 )

1 SONG TITLE/FILE NAME EDIT ボタン
リスト上で選択されている曲のタイトルを編集します。

2 ARTIST EDIT ボタン
リスト上で選択されている曲のアーティスト名を編集します。

NOTE
タイトルやアーティスト名として入力可能な文字数は、タイトル /アーティスト名とも 1バイ
トコードで最大 128文字 (2 バイトコードでは 64文字 ) です。表示しきれないタイトルは、横
にスクロールします。

3 SONG TITLE/FILE NAME SORTボタン
タイトルのアルファベット順に沿って、リストを並び替えます。

4 ARTIST SORTボタン
アーティスト名のアルファベット順に沿って、リストを並び替えます。

5 SAVE LIST ボタン
現在のタイトルリスト内の順番、PLAYチェックの有無をプレイリストとしてUSBメモリーに
保存します。

6 SONG TITLE/FILE NAMEボ
SONG TITLE/FILE NAMEフ
選択します。

コンピューターのDAW
QLシリーズを使ったシステムのオー
トウェアを組み込むときは、ソフトウ
は、オーディオインターフェースの役
オネットワークとオーディオ信号を
前日の本番を録音した素材を利用し
ここでは、オーディオネットワークに
します。

使用する機材とソフトウェア
・ QLシリーズ
・ ギガビット対応のイーサネットポ
ウェア

・ ギガビット対応のスイッチングハ
・ CAT5e ケーブル
・ ドライバーソフトウェアDante V
・ コントロールソフトウェアDante

NOTE
･ Dante Virtual Soundcard の
めのDVSトークンが記載さ
･ Dante Virtual Soundcard と
照ください。
http://www.yamahaproaudi

3 4

2

5

6

1
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d の設定
コンピュー

インストー
定を行ない

ットワーク
グハブに接

は自動取得

チャンネル
してくださ

なうチャン
は8x8)

細については、Dante バーチャルサウンドカードユーザーガイ

ューターに装着したあとで、Dante Accelerator Driver をイン
。ドライバーのインストールの詳細については、ドライバーに付属
。
te端子をネットワークケーブルでDante ネットワークに接続
ネットワークに接続する。
は自動取得 ( デフォルト設定 ) にする。

トロールするコンピューターを選択するには、「DVSまたは
」の「設定方法選択ボタン＝ SPECIFIED IP ADDRESS のとき」
い。

V3.7 未満

V3.7
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ワードクロックの設定
Dante ネットワークでは、マスター機器が正確なワードクロックをネットワークのほかの機器に供給
します。マスターがネットワークから離脱したり、故障したりした場合は別の機器が自動的にクロック
マスターの役割を引き継ぎます。
設定は、ファンクションアクセスエリアのSETUPボタン→WORD CLOCK/SLOTボタンを押して、
WORD CLOCK/SLOT画面で行ないます。

Dante Virtual Soundcar
オーディオレコーディングで使用する
ターにDante Virtual Soundcard 
( 以下 DVS) と Dante Controller を
ルし、DVSをオンにする前に以下の設
ます。
・ コンピューターのギガビット対応ネ
ポートをギガビット対応スイッチン
続する

・ コンピューターの IP アドレス設定
(デフォルト設定 ) にする

・ オーディオフォーマットを設定する
(例 : 48kHz、24ビット )

・ Dante レイテンシーを設定する (多
使用時の安定性のため、高い設定に
い )

・ Advanced 設定で、録音 /再生を行
ネル数を選択する (デフォルト設定

NOTE
ASIO 設定 (Windows OS) の詳
ドを参照ください。

Dante Accelerator の設定
Dante Accelerator カードをコンピ
ストールし、以下の設定を行ないます
のインストールガイドを参照ください
・ Dante Accelerator カードのDan
し、PCのネットワークポートも同じ

・ コンピューターの IP アドレス設定

NOTE
QLシリーズからリモートコン
Dante Accelerator を指定する
( → P.180) を参照してくださ
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ーの設定を行ないます。デバイス設定をする画面で、入出力するサ
ライバー) として「Dante Virtual Sound Card̶ASIO」(Macの
IC128-D」を選択します。
アとの内部パッチが必要となる場合があります。詳しくは、DAW
ください。

せるソフトウェア「Yamaha Console Extension」をインストー
新規プロジェクトを作成すると、DVSで設定されたチャンネル数
ック名に対して、QLシリーズの各チャンネル名とカラー情報が
ます。

の設定が完了したら、オーディオの録音 /再生を行ないます。
AWソフトウェアの各トラックの入力ポートを、I/Oデバイスの
ートに設定します。
うために、録音したオーディオをQLシリーズのインプットチャン
ない、DAWソフトウェアからQLシリーズのDANTE1～ 64
ます。I/Oデバイスからのオーディオ信号を立ち上げる場合と、
信号を立ち上げる場合とで、DANTE INPUT PATCHの設定を
です。ライブラリーに追加しておくことで、パッチ設定の切り替え
行なえます。また、バーチャルサウンドチェック中に特定のチャン
I/Oデバイスとパッチしてサウンドチェックをする、といったこ
177

Dante Controller の設定
コンピューターのネットワークポートをギガビット対応スイッチングハブに接続します。コンピュー
ターの IP アドレス設定は自動取得 ( デフォルト設定 ) にしておきます。
Dante Controller で可能な設定は、下記のとおりです。
・ マルチトラック録音をするために I/Oデバイスからのオーディオ信号をDVSもしくはDante 
Accelerator カードにパッチする

・ バーチャルサウンドチェックを行なうために、コンピューターからのオーディオ信号をDante オー
ディオネットワークに出力して、QLシリーズのチャンネルに立ち上げられるようにパッチする
( → P.149)

下記の例は、I/Oデバイスの1～ 16チャンネルをDVSにパッチしたときのDante Controller の設
定です。

この場合、マルチトラック録音時とマルチトラック再生時とで、QLシリーズのDANTE INPUT 
PATCHを切り替える必要があります。それぞれの設定をDANTE INPUT PATCH LIBRARY
（→ P.150）に保存しておくと、簡単に切り替えできます。

NOTE
Dante Controller の操作や詳しい設定については、Dante Controller のマニュアルをご参照くだ
さい。

DAWソフトウェアの設定
DAWソフトウェア上では、ドライバ
ウンドカード ( またはオーディオド
場合は「Dante」) または「Yamaha A
また、ドライバーとDAWソフトウェ
ソフトウェアのマニュアルをご参照

■ Nuendo Live の設定
Nuendo Live とコンソールを連動さ
ルすると、Nuendo Live を起動して
分のトラックが自動で作成され、トラ
チャンネル数分だけ自動で設定され

オーディオの録音 /再生
DAWソフトウェア上で、ドライバー
マルチトラック録音をする場合は、D
オーディオ信号が入力されているポ
バーチャルサウンドチェックを行な
ネルに立ち上げる場合はパッチを行
（QL1はDANTE1～ 32）に出力し
DAWソフトウェアからのオーディオ
ライブラリーに追加しておくと便利
をDante Controller を起動せずに
ネル ( たとえばボーカルなど ) だけを
ともできます。
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o Live タブ選択時 )

ド
ベルが表示されます。

るピークレベルをクリアします。

ェクトに記録されているマーカーの情報がリスト表示されます。
押して選択できるほか、[TOUCH AND TURN] ノブを使っても選

連携するために通信するデバイスを指定します。( → P.179)

ン
H画面 ( → P.150) が表示されます。

の現在の位置情報が表示されます。右端のボタンを押すと、時間表

1

6

3

2

4

5

FEDCB H I
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Nuendo Live との連携
QLシリーズには、Steinberg 社のDAWソフトウェアNuendo Live との連携機能があります。
QLシリーズとNuendo Live との連携機能を実現するソフトウェア「Yamaha Console Extension」
をコンピューターにインストールすることで、QLシリーズからNuendo Live を操作して、マルチト
ラックレコーディングなどを簡単に行なえます。
ここでは、QLシリーズからNuendo Live を操作する方法を説明します。

プロジェクトの準備
「コンピューターのDAWで録音 /再生する」(→ P.175) のとおり、下記の設定を行ないます。
・ Dante Virtual Soundcard またはDante Accelerator の設定
・ Dante Controller での設定
・ Nuendo Live の設定

プロジェクトに録音する

RECORDER画面 (Nuend

1 Nuendo メーター表示フィール
Nuendo Live のチャンネルレ

2 PEAK CLEARボタン
ピークホールドで表示されてい

3 マーカーリストフィールド
Nuendo Live の現在のプロジ
マーカーは、画面内のリストを
択できます。

4 Nuendo Live SETUPボタン
コンソールがNuendo Live と

5 DANTE INPUT PATCHボタ
押すとDANTE INPUT PATC

6 ロケーション情報表示
Nuendo Live のプロジェクト
示の形式を切り替えできます。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのRECORDERボタンを押す。

2. RECORDER画面の右上にあるNuendo Live タブを押す。

3. EASY RECORDINGボタンを押して録音を開始する。

4. 録音が終了したらレコードロックボタンを押したあとにSTOPボタンを押す。

RECORDER画面
(Nuendo Live タブ選択時 )

A0987

G
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erator を指定する
てマウントする I/O デバイスを決定してください。詳しくは
ある I/Oデバイスをマウントする」 （→ P.224）をご参照くださ

でDVSまたはDante Accelerator を指定できます。
ら、同一のDVSや Dante Accelerator を選ばないようにしてく

面
o Live と連携するために通信するデバイスを指定します。

O Live SETUPボタンを押す。

、設定方法選択ボタンを押す。

使って、設定する。

して、画面を閉じる。
179

■ トランスポートフィールド
Nuendo Live のトランスポートを操作します。

7 GO TO PROJECT STARTボタン
ロケーションをプロジェクトの最初に戻します。

8 GO TO PREVIOUS MARKERボタン
ロケーションをひとつ前のマーカーに戻します。

9 GO TO NEXT MARKERボタン
ロケーションをひとつ先のマーカーに進めます。

0 GO TO PROJECT ENDボタン
ロケーションをプロジェクトの最後に進めます。

A CYCLEボタン
プロジェクトのリピートをオン /オフします。

B STOPボタン
プロジェクトの再生 /録音を停止します。

C PLAYボタン
プロジェクトの再生を開始します。

D RECORDボタン
プロジェクトの録音を開始 /終了します。

E EASY RECORDINGボタン
すぐに全トラックでの録音を開始するボタンです。
押すと、最後に録音された位置にロケーションを移動し、全トラックを録音状態にして録音を開始
し、レコードパネルを表示してパネルをロックします。録音は時間をさかのぼって記録されます。
( 初期設定 : 10秒 )

F レコードロックボタン
録音状態の保持をオン /オフします。録音中に、誤って録音を停止してしまうのを防ぎます。

G DVS情報表示
選択されているDVSのデバイスラベルを表示します。

H ADD MARKERボタン
現在のロケーションで、プロジェクトにマーカーを追加します。

I RECALL LINKボタン
シーンリコールをしたときにマーカーを作成するかしないかを設定します。オンのときはボタン
が点灯します。

NOTE
トランスポートの機能は、USER DEFINED キーでも操作できます ( → P.194)。

DVSまたはDante Accel
この操作の前にDANTE SETUP に
「Dante オーディオネットワークに
い。

NOTE
･ NUENDO LIVE SETUP 画面
･ ただし、複数のQLシリーズか
ださい。

NUENDO LIVE SETUP画
この画面では、コンソールがNuend

手順
1. Nuendo Live 画面で、NUEND

2. NUENDO LIVE SETUP画面で

3.［TOUCH AND TURN］ノブを

4. 設定が終わったらOKボタンを押

1
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FIED IP ADDRESSのとき
は、SPECIFIED IP ADDRESSフィールドでコンピューターの
ccelerator の IP アドレスとYamaha Console Extension が
 手動で IP アドレスを指定する必要があります。

操作して、IPアドレスを指定します。

を実行するコンピューターの IP アドレスを指定してください。
スは、169.254.0.0 ～ 169.254.255.255 の範囲で、サブネットマ
ださい。
ているコンピューターでは、Dante Accelerator の Dante ポートの
rnet ポートも同じネットワークに接続する必要があります。

SW
(Primary)

SW
(Secondary)

P
S

te

P
S
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1 設定方法選択ボタン
DVSや Dante Accelerator を指定する方法を次の中から選びます。
・ NO ASSIGN ............................. 設定しない
・ DVS ............................................ デバイスリストからDVSを選択して設定する
・ SPECIFIED IP ADDRESS ... Dante Accelerator を使用する場合に、コンピューターの IP

アドレスを指定して設定する

■ 設定方法選択ボタン＝DVSのとき
Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスのリストから選択する場合は、DVSボタンを押
して、DEVICE LIST フィールドを表示させます。

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスのリストが表示されます。
リストから、Nuendo Live で使用するDVSを選びます。

2 DEVICE LIST 選択ノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで操作して、切り替えるDVSを選択します。

■ 設定方法選択ボタン＝SPECI
Dante Accelerator を使用する場合
IPアドレスを 指定します。Dante A
使用する IP アドレスが異なるので、

1 IP ADDRESSノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで

NOTE
･ IP アドレスは、Nuendo Live
･ そのコンピューターのアドレ
スクは 255.255.0.0 としてく
･ Dante Accelerator を装着し
他にコンピューターのEthe
以下の図をご参照ください。

1

2

1

Computer
Ethernet

Dante Accelerator

QL Dan
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定をライブラリーに保存しておくと、QLシリーズ上での設定を簡
.150)。

DANTE INPUT PATCH画面
181

NOTE
･ Dante Accelerator は、ファームウェアのバージョンによってはリダンダンシーネットワークに
対応していません。下記のウェブサイトで、Dante Accelerator のファームウェアがリダンダン
シーネットワークに対応しているバージョンかどうかをご確認ください。
http://www.yamahaproaudio.com/japan/jp/

マルチトラックのプロジェクトを再生する

NOTE
DANTE INPUT PATCHの設
単に切り替えできます ( → P

手順
1. RECORDER画面のNuendo Live ページで、DANTE INPUT PATCHボタンを押す。

2. DANTE INPUT PATCH画面で、Nuendo Live からの信号を割り当てたいポートのPORT 
SELECTボタンを押す。

3. PORT SELECT画面の左のリストからNuendo Liveで使用しているDVSを選び、割り当てるポー
トを選ぶ。

4. 画面上部にある＋ボタンを押してポートを切り替え、同様にDVSのポートを割り当てる。

5. 設定が終わったら、CLOSEボタンを押して画面を終了する。

6. DANTE INPUT PATCH画面の右上にある×マークを押して画面を閉じる。

7. Nuendo Live 画面のSTARTボタンを押す。

8. 各チャンネルを操作して音を出す。

9. 再生を終了するにはSTOPボタンを押す。

RECORDER画面
(Nuendo Live タブ選択時 )

PORT SELECT画面
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ン
PASSWORD CHANGE画面が表示されます。

書き保存を行なうSAVE KEY画面が表示されます

ブ /ロードを行ないます。

ーを作成するCREATE USER KEY画面が表示されます。

ソールファイルなどのセーブ /ロードを行なうSAVE/LOAD画

行ないます。

/オフを切り替えます。このボタンがオフのとき、すべてのHAの

各チャンネルの +48Vボタンをオンにしても、ファンタム電源は

やスロットごとの各種設定を行なうWORD CLOCK/SLOT画面

ッチ設定を行なうCASCADE画面が表示されます。

定を行なうOUTPUT PORT画面が表示されます。

ットアップを行なうMIDI/GPI 画面が表示されます。

クの設定 ( コンソール ID、SECONDARY PORTの機能設定、
テンシー設定、I/O DEVICE 画面）でコントロールする機器の選択
が表示されます。
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セットアップ

SETUP画面について
QLシリーズ全体に関する各種設定は、SETUP画面で行ないます。SETUP画面を呼び出すには、ファ
ンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押します。画面に含まれる項目は、次のとおりです。

■ CURRENT USERフィールド
ユーザーに関する各種設定を行ないます。

1 USER SETUPボタン
押すと、ユーザーごとの各種設定を行なうUSER SETUP画面が表示されます。

2 CURRENT USERボタン
押すと、ログインするユーザーを切り替える LOG IN 画面が表示されます。

3 COMMENT EDIT ボタン
押すと、コメント欄に表示されるコメントを入力するCOMMENT EDIT 画面が表示されます。

4 PASSWORD CHANGEボタ
押すと、パスワードを変更する

5 SAVE KEYボタン
押すと、ユーザー認証キーの上
( → P.189)。

■ STORAGEフィールド
ユーザー認証キーの新規作成やセー

6 CREATE USER KEYボタン
押すと、新規のユーザー認証キ

7 SAVE/LOADボタン
押すと、ユーザー認証キー、コン
面が表示されます。

■ SYSTEM SETUPフィールド
QLシリーズ全体に関する各種設定を

8 +48V MASTERボタン
本体の+48Vマスターのオン
+48Vが無効になります。

NOTE
このボタンがオフのときは、
供給されません。

9 WORD CLOCK/SLOT ボタン
押すと、ワードクロックの設定
が表示されます。

0 CASCADEボタン
押すと、カスケード接続時のパ

A OUTPUT PORTボタン
押すと、出力ポートに関する設

B MIDI/GPI ボタン
押すと、MIDI や GPI に関するセ

C DANTE SETUPボタン
押すと、オーディオネットワー
オーディオのビット深度、レイ
を行なうDANTE SETUP画面

1 6 72 543
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どのチャンネルにアサインするか選択します。APPLYボタンを
アログが開きますので、OKボタンを押しバスをサラウンドモー

ドモードに設定すると、MIX1/2、3/4、5/6 のシグナルタイプは

オモードに設定すると、MIX1/2、3/4、5/6 のシグナルタイプは

ドモードに設定すると、STEREOとMONO(C) のインサートはオ

ドモードの場合
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■ BUS SETUPフィールド
バスに関する設定を行ないます。

D BUS SETUPボタン
押すと、MIX バス /MATRIX バスに関する設定を行なうBUS SETUP画面が表示されます。

E SURROUND SETUPボタン
このボタンを押すことで、SURROUND SETUP画面が表示されます。この画面でバス設定をス
テレオモードからサラウンドモードに切り替えます。ステレオモードに設定されている場合、
MIX1～ 6のバス設定はグレーアウトしています。5.1 SURROUNDボタンを押してサラウン
ドモードに切り替えると、MIX1～ 6のバス設定が可能になります。

MIX1～ 6をサラウンド出力の
押すとCONFIRMATIONダイ
ドに設定します。

NOTE
･ ステレオモードからサラウン
MONO x2 に変更されます。
･ サラウンドモードからステレ
MONO x2 のままです。
･ ステレオモードからサラウン
フになります。ステレオモードの場合

サラウン
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ワードが設定されているときにこのボタンを押すと、
、正しいパスワードを入力するとコンソールロックが実行されま

を押すと、ただちにコンソールロックが実行されます。

Sフィールド
します。

設定を保存するバンクを選択します。バンクA/Bのそれぞれに設
てバンクを切り替えることができます。

のコントラストを調節します。

の輝度を調節します。
ノブ
ネームディスプレイの輝度バランスを調節します。

す。

します。

の輝度を調節します。
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サラウンドモードに設定した場合、BUS SETUP画面は以下のようになります。

■ DATE/TIMEボタン
押すと、日付と時刻を設定するDATE/TIME 画面が表示されます。

■ NETWORKボタン
押すと、ネットワークのアドレスを設定するNETWORK画面が表示されます。

■ インジケーターフィールド
本体の各種情報が表示されます。

F BATTERYインジケーター
内蔵バッテリーの状態が表示されます。

NOTE
バッテリーが消耗してくると LOWまたはNOと表示されます。その場合は、すぐにお買い上げ
の販売店または取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談センターにバッ
クアップバッテリーの交換をご依頼ください。

G POWER SUPPLYインジケーター
現在稼働している電源が表示されます。
・ INT ...................内蔵

H バージョンインジケーター
CPU、Dante モジュールのバージョンが表示されます。

■ CONSOLE LOCKボタン
コンソールロックを実行します。パス
AUTHORIZATION画面が表示され
す。
パスワードがない状態でこのボタン

■ CONTRAST/BRIGHTNES
LEDの明るさやコントラストを設定

I BANK A/BANK B ボタン
ブライトネス /コントラストの
定を保存しておき、必要に応じ

J CONTRAST NAMEノブ
チャンネルネームディスプレイ

K BRIGHTNESS NAMEノブ
チャンネルネームディスプレイ
BRIGHTNESS CH COLOR
チャンネルカラーとチャンネル
BRIGHTNESS SCREENノブ
ディスプレイの輝度を調節しま
BRIGHTNESS PANELノブ
パネル上の LEDの輝度を調節
BRIGHTNESS LAMPノブ
LAMP端子に接続されたランプ
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なります。

ED
レン
セッ
集

ユーザーレベル
の編集

パスワード
設定

コメント
編集

ユーザー認証キー

新規作成 上書き保存

定と
を
)

◎
( 管理者は常にすべ
て操作可能なため
編集不可・ゲスト
用設定を編集可能 )

○ ー ○ ー

○ ○ ○ ○ ○

×
(閲覧のみ可能 )

○ ○ ー
○

( ユーザーレベル
以外の設定のみ )

×
( 閲覧のみ可能 )

ー ○ ー ー
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ユーザー設定
ユーザーレベルを設定することにより、操作できるパラメーターをユーザーごとに制限したり、USER 
DEFINEDキーやプリファレンス設定をユーザーごとに切り替えたりできます。ユーザーごとの設定は
「ユーザー認証キー」として本体に保存したり、USBメモリーにまとめて記憶しておいて、簡単にユー
ザーを切り替えできます。たとえば、以下のような場合に便利です。

・ 不用意な誤操作を防止できます。
・ 外部のエンジニア ( ゲストエンジニア )が操作できる範囲を制限できます。
・ 複数のオペレーターが交代で操作する場合などに、出力設定をロックするなどして、誤操作を
防止できます。

・ オペレーターごとに好みの設定に簡単に切り替えられます。

ユーザーの種類とユーザー認証キー
ユーザーの種類には、次の3つがあります。QLシリーズを操作するには、いずれかのユーザーでログイ
ンします。

・ 管理者 (Administrator) ......... QL シリーズの管理者で、すべての機能を使用できます。管理者
設定は本体内に1つだけ保存されます。ほかのユーザーのユー
ザー認証キーを作成できます。また、他のユーザーがロックし
たコンソールであっても、管理者は、管理者パスワードでロッ
クを解除できます。

・ ゲスト (Guest) ............管理者 (Administrator) が許可した範囲でのみ操作できます。ゲスト
設定は本体内に1つだけ保存されます。

・ ユーザー(User)............管理者 (Administrator) が許可した範囲でのみ操作できます。ユー
ザー設定は本体やUSBメモリーにユーザー認証キーとして保存され、
任意のユーザー名で複数保存できます ( 本体には10個まで )。
パワーユーザー(Power User) 権限がある場合は、ユーザーレベルを
設定したユーザー認証キーを作成したり編集したりできます。

ユーザーにはそれぞれのユーザーの情報が設定されていて、ログインするとそれらの設定が有効になり
ます。ユーザー設定には次のような情報が含まれます。

・ パスワード ( ゲストは除く )
・ ユーザーレベル (管理者は除く )
・ プリファレンス設定
・ USER DEFINEDキー
・ USER DEFINEDノブ
・ CUSTOM FADER BANK
・ MASTER FADER

ユーザーごとの権限は、以下のように

ログイン中のユーザー

USER DEFIN
キーやプリファ
スなどユーザー
トアップの編

管理者

◎
( 管理者用設
ゲスト用設定
編集可能

ユーザー

パワーユーザー ○

通常ユーザー
(パワーユーザー権
限のないユーザー )

○

ゲスト ○
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ーに作成する場合は、USBメモリーをUSB端子に挿入する。

SETUPボタンを押す。

R KEYボタンを押す。

ーザー名、コメント、パスワード、パワーユーザー属性のオン /オ
ら、CREATEボタンを押す。

証キーを作成する場合は、CREATE KEY画面にあるCREATE 
ィールドのボタンを押す。USBメモリーに作成する場合は、
ィールドのボタンを押す。

CREATE USER KEY画面
186

管理者パスワードの設定
工場出荷時の状態では、管理者パスワードが設定されていませんので、誰でも管理者権限でログインし
てすべての操作ができます。ほかのユーザーの操作を制限したい場合は、必ず管理者パスワードを設定
してください。

NOTE
･ パスワードは最大 8文字です。入力した 2つのパスワードが一致すると、管理者パスワードが
設定されます。
･ パスワードの入力方法は、取扱説明書 ( 別紙 ) の「名前を付ける」をご参照ください。

ユーザー認証キーの作成
ユーザー認証キーを作成して、本体やUSBメモリーに保存します。ユーザー認証キーの作成は、管理者
(Administrator) およびパワーユーザー(Power User) だけが行なえます。ユーザーレベルは作成時に
設定しますが、ユーザーレベル以外のUSER SETUPの設定 (プリファレンスやUSER DEFINED
キーなど ) は、現在ログインしているユーザーの設定がそのまま引き継がれます。

NOTE
･ 本体には 10個のキーを保存できます。
･ ユーザー認証キーのファイル名は現在のユーザー名に、作成先はルートディレクトリーに、保
存されます。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のPASSWORD CHANGEボタンを押す。

3. キーボード画面でNEW PASSWORDフィールドにパスワードを入力したあと、確認のためにRE-
ENTER PASSWORDフィールドにも同じパスワードを入力して、OKボタンを押す。

SETUP画面 キーボード画面

手順
1. ユーザー認証キーをUSBメモリ

2. ファンクションアクセスエリアの

3. SETUP画面のCREATE USE

4. CREATE USER KEY画面で、ユ
フ、各種ユーザー権限を設定した

5. 本体の内部メモリーにユーザー認
TO INTERNAL STORAGEフ
CREATE TO USB STRAGEフ

6. CREATE TOボタンを押す。

7. 確認画面のOKボタンを押す。

SETUP画面

CREATE KEY画面
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ゲスト、またはユーザーのどれかでログインします。
に保存されていますが、ユーザーでログインするときは、本体の
か、ユーザー認証キーが保存されたUSBメモリーを挿入する必
ー認証キーを使った場合、ログイン後にUSBメモリーを抜いて
ります。

には最後に電源を切ったときのログイン状態で起動します。パ
ーザーの場合はパスワードを入力する必要がありますが、入力を
にゲストでログインします。

ていない場合は、手順 3で LOGIN ボタンを押すと、そのままログ
定されている場合は、パスワードを入力するキーボード画面が

は画面下部に「Wrong Password!」のメッセージが表示されます。

SETUPボタンを押す。

Rボタンを押す。

ORのボタンを押す。

を押す。

LOGIN画面
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CREATE USER KEY画面

1 USER NAME
ユーザー名が表示されます。ここを押すと、キーボード画面が表示され、最大8文字のユーザー名
を設定できます。

2 COMMENT
ユーザーに関するコメントが表示されます。ここを押すと、キーボード画面が表示され、最大32
文字のコメントを入力できます。

3 PASSWORD
パスワードを設定します。ここを押すと、キーボード画面が表示され、最大8文字のパスワードを
設定できます。

4 POWER USER
パワーユーザー権限を与えるかどうかを設定します。

5 ACCESS PERMISSION
ユーザーが操作できる範囲を設定します。各項目について詳しくは、P.190をご参照ください。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

ログイン
QLシリーズを操作するには、管理者、
管理者とゲストのユーザー設定は本体
内部メモリーに保存されたキーを選ぶ
要があります。USBメモリーのユーザ
も、ログインしたユーザーのままにな

NOTE
電源を入れ直した場合、基本的
スワードが設定されているユ
キャンセルした場合は強制的

■ 管理者でログインする

NOTE
･ 管理者パスワードが設定され
インされます。パスワードが設
表示されます。
･ パスワードが正しくない場合

1

2 3 4

5
手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のCURRENT USE

3. LOGIN 画面のADMINISTRAT

4. パスワードを入力してOKボタン

SETUP画面
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い場合は、手順 3で LOGIN ボタンを押すと、そのままログインさ

は画面下部に「Wrong Password!」のメッセージが表示されます。

場合

入する。

SETUPボタンを押す。

ERボタンを押す。

SB STORAGEフィールドの(LOAD .CLU FILE)ボタンを押す。

したいユーザーのユーザー認証キーを選ぶ。

を押す。

LOGIN画面

SVAE/LOAD画面
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■ ゲストでログインする

■ ユーザーでログインする
本体やUSBメモリーに保存したユーザー認証キーを使って、ユーザーでログインします。USBメモ
リーを使うと、別のQLシリーズで作成したユーザー認証キーを使ってログインすることもできます。

本体のユーザー認証キーの場合

NOTE
･ パスワードが設定されていな
れます。
･ パスワードが正しくない場合

USBメモリーのユーザー認証キーの

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のCURRENT USERボタンを押す。

3. LOGIN 画面のGUESTのボタンを押してから LOGINボタンを押す。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のCURRENT USERボタンを押す。

3. LOGIN画面のLOAD FROM INTERNAL STORAGEフィールドからログインしたいユーザーの
ユーザー認証キーを選んで LOGINボタンを押す。

4. パスワードを入力してOKボタンを押す。

SETUP画面 LOGIN画面
手順
1. USBメモリーをUSB端子に挿

2. ファンクションアクセスエリアの

3. SETUP画面のCURRENT US

4. LOGIN画面のLOAD FROM U

5. SAVE/LOAD画面で、ログイン

6. LOADボタンを押す。

7. パスワードを入力してOKボタン

SETUP画面

LOGIN画面
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グインしているユーザーのプリファレンス設定、USER 
ブ、カスタムフェーダーバンク、マスターフェーダー、コメントや
キーに保存できます。パワーユーザーでログインしている場合は、
す。

ている場合は、ユーザーレベルも変更できます。
認証キーをロードした場合、SAVE KEYボタンを押すまでUSBメ
。もし抜いてしまった場合は、再度ロードしてください。

ァレンス設定 (→ P.192)、USER DEFINEDキー(→ P.194)、
99)、カスタムフェーダーバンク (→ P.202) を編集する。

ンを押す。

ンを選んで、SAVE TOボタンを押す。

確認するダイアログのOKボタンを押す。

SAVE KEY画面
189

NOTE
･ パスワードが設定されていない場合は、手順 6で LOADボタンを押すと、そのままログインさ
れます。
･ パスワードが正しくない場合は画面下部に「Wrong Password!」のメッセージが表示されます。
･ 別のQLシリーズで作成したユーザー認証キーを選択した場合は、使用するQLシリーズの管
理者パスワードを入力するキーボード画面が表示されます ( 管理者パスワードが同じ場合は表
示されません )。正しい管理者パスワードを入力すると、選択したユーザーのパスワードを入力
するキーボード画面が表示されます。ユーザー認証キーを保存し直すと、次回からは管理者パ
スワードの確認が行なわれません。「ユーザー認証キーの編集」 ( → P.189)
･ USBメモリーからのロード方法について詳しくは、「USBメモリーからファイルをロードす
る」 ( → P.207) をご参照ください。

パスワードの変更
ログインしているユーザーのパスワードを変更します。ゲストにパスワードはありません。

NOTE
パスワードを変更したあとにユーザー認証キーを保存しないでログアウトすると、変更したパ
スワードは無効になります。

ユーザー認証キーの編集
ユーザーでログインしている場合、ロ
DEFINEDキー、USER DEFINEDノ
パスワードを編集して、ユーザー認証
さらにユーザーレベルも変更できま

NOTE
･ パワーユーザーでログインし
･ USBメモリーからユーザー
モリーを抜かないでください

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のPASSWORD CHANGEボタンを押す。

3. キーボード画面で現在のパスワードを入力して、OKボタンを押す。

4. NEW PASSWORDフィールドに新しいパスワードを入力したあと、確認のためにRE-ENTER 
PASSWORDフィールドにも同じパスワードを入力して、OKボタンを押す。

5.「ユーザー認証キーの編集」 ( → P.189) を参考にして、ユーザー認証キーを上書きする。

手順
1. ユーザーでログインして、プリフ
USER DEFINEDノブ (→ P.1

2. USER SETUP 画面を閉じる。

3. SETUP画面のSAVE KEYボタ

4. SAVE KEY画面で保存先のボタ

5. ユーザー認証キーの上書き保存を

SETUP画面
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トプット系チャンネル、DCAグループについて、チャンネルごとに
現在選択されているチャンネルが設定の対象となります。
選択中のチャンネルの設定が表示されます。設定の対象チャンネル
ァンクションアクセスエリアの選択チャンネルを押して選択し
プによって、表示されるボタンの種類が異なります。
...... [HA]、[PROCESSING]、[FADER/ON]
...... [WITH SEND]、[PROCESSING]、[FADER/ON]
ル
...... [PROCESSING]、[FADER/ON]
...... [DCA MASTER]、[DCA GROUP ASSIGN]
......そのチャンネルにパッチされたHA( ヘッドアンプ ) に対する
操作を制限します。

......そのチャンネルの信号処理全般のパラメーター( フェーダー、
チャンネルのON/OFF、センドレベルなどは除く )の操作を
制限します。

......そのチャンネルのフェーダー、チャンネルのON/OFF、センド
レベルなどの操作を制限します。

......そのチャンネルへのセンドパラメーター操作を制限します。
(From MIX、From MATRIX)

8

2

6

7

5
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ユーザーレベルの変更
ユーザーレベルを表示 /変更します。

・ 管理者の場合 .............管理者自身に設定はありませんが、ゲストの設定を変更できます。
・ ゲストの場合 .............ゲスト自身の設定を表示できます。変更はできません。
・ 通常のユーザーの場合.........ユーザー自身の設定を表示できます。変更はできません。
・ パワーユーザーの場合.........ユーザー自身の設定を変更できます。

USER SETUP画面

1 CH OPERATION
インプット系チャンネル、アウ
操作できる範囲を設定します。
CH OPERATIONの下部には
はパネルの [SEL] キーまたはフ
ます。選択チャンネル /グルー
・ INPUTチャンネル ..............
・ MIX/MATRIX チャンネル .
・ STEREO/MONOチャンネ

.........................................
・ DCAグループ ......................
・ HA .........................................

・ PROCESSING....................

・ FADER/ON .........................

・ WITH SEND........................

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のUSER SETUPボタンを押す。

3. USER SETUP画面のUSER LEVELタブを押す(管理者でログインしている場合は、FOR GUEST
ボタンを押してUSER LEVEL for Guest ページに切り替える )。

4. 許可する項目のボタンを押して、ユーザーレベルを設定する。

5. 設定が終わったら、画面を閉じ、ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

SETUP画面 USER SETUP画面

3

4

1



セットアップ
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ファイルに対して、どの設定を反映させるかを指定します。ユー
ル、プリファレンスやUSER DEFINEDキーなどの各種設定
されます。その他のデータは「ALL」ファイルに保存されます。
dministrator) やゲスト (Guest) の USER SETUP設定も含ま

ンスやUSER DEFINEDキー設定など )
OR SETUP ( システムセットアップおよびモニターセットアップ )

きる範囲を設定します。
ー)
)

きる範囲を設定します。
セットアップ )

限される内容は以下のとおりです。

の変更
導権 (THIS CONSOLE or DANTE CONTROLLER) の変更

更

の変更 (Store、Recall、Clear、Library Name の変更 )
更
 This operation is not allowed.」というメッセージを画面下部に表

い ) となっています。

ン
/ クリアします。
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・ DCA MASTER......................... その DCAグループのフェーダー、ON/OFF、ICON/COLOR/
NAMEの操作を制限します。

・ DCA GROUP ASSIGN ......... その DCAグループへのアサインの変更操作を制限します。
・ SET BY SEL............................. このボタンがオンの場合は、パネル上の該当するチャンネルの

[SEL] キーを押すことで、そのチャンネルの上記の操作権限を
まとめて設定 /解除します。

2 CURRENT SCENE
カレントのシーンメモリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ INPUT PATCH/INPUT NAME

.......................... インプット系チャンネルのパッチや名前に対する操作を制限
します。

・ OUTPUT PATCH/INPUT NAME
.......................... アウトプット系チャンネルのパッチや名前に対する操作を制

限します。
・ BUS SETUP............................. バスのセットアップに対する操作を制限します。
・ GEQ RACK/EFFECT RACK/PREMIUM RACK

.......................... 各ラックに対する操作を制限します。このエリアを押すと表示
されるRACK USER LEVEL 画面で設定します。
ただし、ディレイ系、変調系エフェクトで表示されるMIDI 
CLKボタンおよび、FREEZEで表示されるPLAY/RECボタ
ンは制限されません。

・ MUTE GROUP ASSIGN/MUTE GROUP MASTER
.......................... ミュートグループアサインやミュートグループマスターに対

する操作を制限します。

NOTE
QL1 の場合、その機種にないフェーダーは表示されません。

3 SCENE LIST
シーンメモリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ STORE/SORT ( ストア /ソート操作 )
・ RECALL ( リコール操作 )

4 LIBRARY LIST
各種ライブラリーに対して操作できる範囲を設定します。
・ STORE/CLEAR ( ストア /クリア操作 )
・ RECALL ( リコール操作 )

5 FILE LOAD
USBメモリーからロードする
ザー認証キーにはユーザーレベ
(USER SETUP設定 ) が保存
「ALL」ファイルには、管理者 (A
れます。
・ USER SETUP ( プリファレ
・ SYSTEM SETUP/MONIT
・ CURRENT SCENE
・ SCENE LIST
・ LIBRARY LIST

6 MONITOR SETUP
モニターセットアップの操作で
・ OSCILLATOR ( オシレータ
・ TALKBACK ( トークバック

7 SYSTEM SETUP
システムセットアップの操作で
・ MIXER SETUP ( ミキサー
・ OUTPUT PORT
・ MIDI/GPI
・ DANTE SETUP

NOTE
･ DANTE SETUP ボタンで、制
･CONSOLE ID の変更
･ SECONDARY PORT 設定
･DANTE PATCH変更の主
･ BIT DEPTHの変更
･ LATENCYの変更
･DEVICE MOUNT の変更
･ REMOTE HA ASSIGNの変
･Dante Input Patch の変更
･Dante Output Patch の変更
･Dante Input Patch Library
･ PREFERED MASTER の変
･ 操作が制限された場合には、「
示します。
･ 工場出荷時は Off ( 制限しな

8 SET ALL/CLEAR ALL ボタ
設定できる項目のすべてを許可
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/ リコール操作を行なうときに、確認のメッセージが表示されま

機能のオン /オフを選択します。

ウトプットパッチを変更するときに、確認のメッセージが表示され

TION
パッチされたインプット /アウトプットパッチを変更するときに、
す。

DER画面で、日本語を表示したい場合は JAを選択してくださ

のではありません。)

ド
しないかを選択します。

ィオの入出力にエラーが起きたときに、エラーメッセージが表示さ

エラーが起きたときに、エラーメッセージが表示されます。

機能を選択します。

フェーダーを操作したときに、そのチャンネルを選択状態にする
 ( インプットチャンネル )と OUTPUT ( アウトプットチャンネ

状態を連動させるかどうかを設定します。LINKボタンをオンに
チャンネルが選択されます。

INK
ンネルの選択を連動させるかどうかを設定します。INPUT ( イン
 ( アウトプットチャンネル )、CUSTOM ( カスタムフェーダーバ

応するフェーダーバンクを選んだときに、そのバンクで最後に選
EL] キーが点灯します。
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プリファレンス設定
画面の表示やSEL キーの連動のON/OFF などの操作環境に関する設定を、ユーザーの好みに合わせ
て設定します。ログインしているユーザーの設定を変更しますが、管理者でログインしている場合は、ゲ
ストの設定も変更できます。

NOTE
管理者でログインしている場合は、FOR GUESTボタンを押してPREFERENCE for Guest
ページに切り替えて、ゲストのプリファレンス設定を行なうこともできます。

USER SETUP画面 (PREFERENCEページ )

1 STORE/RECALLフィールド
ストア /リコール操作に関するオプション機能のオン /オフを選択します。

・ STORE CONFIRMATION
・ RECALL CONFIRMATION
オンにすると、それぞれストア
す。

2 PATCHフィールド
パッチ操作に関するオプション

・ PATCH CONFIRMATION
オンにすると、インプット /ア
ます。

・ STEAL PATCH CONFIRMA
オンにすると、すでにポートが
確認のメッセージが表示されま

3 LOCALE SETUPフィールド
SAVE/LOAD画面やRECOR
い。
(HELPの言語を選択できるも

4 ERROR MESSAGEフィール
エラーメッセージを表示するか

・ DIGITAL I/O ERROR
オンにすると、デジタルオーデ
れます。

・ MIDI I/O ERROR
オンにすると、MIDI の送受信に

5 PANEL OPERATION
パネル操作に関するオプション

・ AUTO CHANNEL SELECT
あるチャンネルの [ON] キーや
かどうかを設定します。INPUT
ル ) を個別に設定できます。

・ [CUE] ▶ [SEL] LINK
キュー操作にチャンネルの選択
すると、キュー操作を行なった

・ [FADER BANK] ▶ [SEL] L
フェーダーバンクの選択にチャ
プットチャンネル )、OUTPUT
ンク )を個別に設定できます。
LINKボタンをオンにすると、対
択したチャンネルが選ばれ、[S

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のUSER SETUPボタンを押す。

3. USER SETUP画面のPREFERENCEタブを押す。

4. 画面の各ボタンを使って、プリファレンス設定を行なう。

5. 設定が終わったら、画面を閉じ、ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

1

2

3

4

5



セットアップ
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イにDynamics1 および 2 のゲインリダクションメーターなどが

のときにチャンネルがオフの場合、チャンネルネームディスプレイ

ションの動きを簡易的に確認するための機能です。

反転表示
・SENDS ON FADER モードのときにチャ
ンネルがオフ
・チャンネルがDCAグループに割り当て
られていて、そのDCA [ON] キーがオフ
・チャンネルがミュートグループに割り当
てられていて、そのミュートグループマ
スターがオン
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・ IDENTIFY I/O DEVICE PORT BY [SEL]
[SEL] キーを使って該当するチャンネルに接続されている I/Oデバイスのポートの確認
(IDENTIFY) を行なう機能を使用するかどうかを設定します。
このボタンがオンのときにパネルの [SEL] キーを押すと､該当チャンネルの INPUT PATCH/
OUTPUT PATCHに設定されている I/Oデバイスのポートのシグナルインジケーターが点滅し
ます。

・ POPUP APPEARS WHEN KNOB(S) PRESSED
SELECTED CHANNEL VIEW画面を表示させ、パネル上のセレクテッドチャンネルセクション
にあるノブを押したときに、画面 (1CH) を表示させるかどうかを選択します。オンにすると、ノ
ブを押すたびに画面 (1CH) が開きます ( または閉じます )。

NOTE
PANのノブを押したときは、8CHの画面が開きます。

・ GAIN KNOB FUNCTION
[TOUCH AND TURN] ノブを操作したときの動作を選択します。ANALOG GAIN をオンにす
るとHAのアナログゲイン、DIGITAL GAIN をオンにするとミキサーのデジタルゲインを操作で
きます。

・ SCENE UP/DOWN
SCENE画面で INC RECALL、DEC RECALL を割り当てたUSER DEFINED キーを押したと
きの動作を選択します。
｢ SCENE +1/-1 ｣では、シーン番号が1つずつ上下します (キーの上下とシーン番号の増減が一
致します )。
｢ LIST UP/DOWN ｣では、リスト自体が上下します ( キーの上下とリストがスクロールする方向
が一致します )。

・ LIST ORDER
シーンメモリーや各種ライブラリーの画面に表示されるリストの順番を選択します。
｢ NORMAL ｣では番号の小さい順、｢ REVERSE ｣では番号の大きい順に表示されます。

・ NAME DISPLAY
チャンネルストリップセクションのネームディスプレイに表示される内容を選択します。
｢ NAME ONLY ｣ではチャンネルネームとチャンネル番号が表示されます。「GR METER」では
GR METERの情報、フェーダーのレベル値も合わせて表示されます。

NOTE
･ チャンネルネームディスプレ
表示されます。
･ SENDS ON FADER モード
が反転表示します。
･ GR METERはゲインリダク

GR METER 表示



セットアップ

 リファレンスマニュアル

UP画面に表示されるリストはQLシリーズ共通です。
パラメーターを設定すると、「Cannot Assign!」と表示されます。
ーに対応するパラメーターが存在しない場合、キーを操作しても

ATE機能 (ALTERNATE FUNCTION) を割り当ててそのキーを
ルセクションのノブを操作してパラメーターのオン /オフ切り替

USER DEFINEDキーを押した状態 ( オンの状態 )を

UNLATCHが選択できます。
INEDキーを押しているときのみALTERNATEモードがオンに

INEDキーを押すごとにALTERNATEモードのオン /オフが切
。USER DEFINEDキーを押したままにしなくても機能を利用で

にした場合、OVERVIEW画面と SELECTED CHANNEL VIEW
かの画面を表示したりすると、ALTERNATE 機能がオフになりま

ファンクションアクセスエリアのユーザー名に ALT が表示され

変わるノブとその動作は以下のとおりです。

できます。USER SETUP画面のPREFERENCEページのHA 
AL GAIN] を選択している場合は、HAのアナログゲイン値を調節

ン /オフが切り替わります。

/オフが切り替わります。

/オフが切り替わります。

は、セレクテッドチャンネルセクションにある上記以外のノブの
194

USER DEFINEDキー
トップパネルのUSER DEFINED KEYSセクションにあるUSER DEFINEDキーに機能を割り当て
ておき、その機能を実行する方法を説明します。
ユーザーでログインしている場合は、そのユーザーのUSER DEFINEDキーを設定できます。管理者で
ログインしている場合はゲストのUSER DEFINEDキーも設定できます。

NOTE
割り当てできるファンクションやそのパラメーターについては、「USER DEFINED キーに割り
当て可能な機能」 ( → P.195) をご参照ください。

NOTE
･ 管理者でログインしている場合は、FOR GUEST ボタンを押してUSER DEFINED KEYS for 
Guest ページに切り替えて、ゲストのUSER DEFINED キーを設定することもできます。
･ パネル上にあるUSER DEFINED キー[1] ～ [12] に対応した 12個のボタンがUSER 
DEFINED KEYSページにあり、それぞれに割り当てられている機能やパラメーターがボタン
の右に表示されます。何も割り当てられていないボタンには「----」と表示されます。

･ USER DEFINED KEY SET
QL1 の場合、その機種にない
･ 登録したUSER DEFINEDキ
何も起こりません。

ALTERNATE機能を使う
USER DEFINEDキーにALTERN
オンにすると、セレクテッドチャンネ
えなどができます。
ALTERNATE機能が割り当てられた
ALTERNATEモードといいます。

ALTERNATE機能では LATCHと
・ UNLATCH ......USER DEF

なります。
・ LATCH ............USER DEF

り替わります
きます。

NOTE
･ ALTERNATE機能を LATCH
画面で画面を切り替えたりほ
す。
･ ALTERNATEモードのとき、
ます。

ALTERNATEモードのときに動作が

・ [GAIN] ノブ
回すとデジタルゲイン値を調節
KNOB FUNCTIONで [DIGIT
できます。

・ [HPF] ノブ
押すとハイパスフィルターのオ

・ [DYNAMICS 1] ノブ
押すとDYNAMICS 1 のオン

・ [DYNAMICS 2] ノブ
押すとDYNAMICS 2 のオン

NOTE
ALTERNATEモードのときに
機能は無効になります。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のUSER SETUPボタンを押す。

3. USER SETUP画面のUSER DEFINED KEYSタブを押す。

4. 機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボタンを押す。

5. USER DEFINED KEY SETUP画面のFUNCTIONフィールドで、割り当てたいファンクションを
選ぶ。

6. 選択したファンクションにパラメーターがある場合は、PARAMETER 1または2フィールドを押
して枠を移動し、同様にパラメーター1および2を選ぶ。

7. OKボタンを押して、USER DEFINED KEY SETUP画面を閉じる。

8. 割り当てた機能を実行するには、パネル上の対応するUSER DEFINED [1] ～ [12] キーを押す。

USER SETUP画面
(USER DEFINED KEYSページ )

USER DEFINED KEY SETUP画面
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割り当て可能な機能
PARAMETER 2 解説

割り当て無し。
押すたびに、ALTERNATE FUNCTIONをトグ
ルさせる。
バンクを切り替えるとOFF になります。
押している間だけ、ALTERNATE FUNCTION
に切り替える。
バンクを切り替えるとOFF になります。
override ボタンがオンになっているグループ a
のチャンネルは 0dB（ユニティゲイン）まで
フェードインする。オフのチャンネルはすべて
ミュートされる。
グループ aのチャンネルが点灯 preset インジ
ケーターの横にあるモードボタン（man、
auto、mute）のモードに入る。
override ボタンがオンになっているグループ b
のチャンネルは 0dB（ユニティゲイン）まで
フェードインする。オフのチャンネルはすべて
ミュートされる。
グループ bのチャンネルが点灯 preset インジ
ケーターの横にあるモードボタン（man、
auto、mute）のモードに入る。
override ボタンがオンになっているグループ c
のチャンネルは 0dB（ユニティゲイン）まで
フェードインする。オフのチャンネルはすべて
ミュートされる。
グループ cのチャンネルが点灯 preset インジ
ケーターの横にあるモードボタン（man、
auto、mute）のモードに入る。
A/B に記憶された Brightness の設定を、押す
たびにトグルで切り替え。

4) CHの ON/OFF を切り替え。

CH の SEL を加減する。

1) リスト 1) から選んだチャンネルをSEL する。
キュー出力のオン /オフを切り替え。
CUE をクリアします。

2) リスト 2) から選んだチャンネルをCUEする。
キューモードを切り替える。
サラウンドモードの場合、押すたびにトグルで
MIX、LAST、5.1 SOLO を切り替えます。また
MIX で無灯、LAST では点灯、5.1 SOLOでは
点滅します。
CUE INTERRUPTION 機能のオン /オフを切
り替え。
CUE RELEASE 機能のオン /オフを切り替え。

IBRARY #000～ #010
任意の番号のDANTE INPUT PATCHライブラ
リを直接リコール。ただし、シーンリコール中
は動作しません。
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USER DEFINEDキー設定内容のバンク切り替え
USER DEFINEDキーの設定 (QL シリーズは12キー)を、最大４つのバンクに登録できます。

左にある４つのBANK SELECTボタンでバンクを選択します。
右上にあるCLEAR ALL ボタンを押すことで、選択したバンクの内容をクリアすることができます。

USER DEFINEDキーに
ファンクション PARAMETER 1

NO ASSIGN — —

ALTERNATE 
FUNCTION

LATCH —

UNLATCH —

AUTOMIXER

group a OVERRIDE ON —

group a PRESET ON —

group b OVERRIDE ON —

group b PRESET ON —

group c OVERRIDE ON —

group c PRESET ON —

BRIGHTNESS BANK CHANGE —

CH ON SPECIFIC CH *

CH SELECT

INC
—

DEC

SPECIFIC CH *

CUE

OUTPUT —

CLEAR CUE —

SPECIFIC CH *

CUE MODE —

CUE INTERRUPTION —

FADER CUE RELEASE —

DANTE 
INPUT 
PATCH LIB

DIRECT RECALL L
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PREMIUM 8A

QL EDITOR の各画面を呼び出す。

PREMIUM 8B

INPUT METER

OUTPUT METER

DCA GROUP

MUTE GROUP

CHANNEL LINK

OUTPUT CHANNEL LINK

SCENE MEMORY

RECALL SAFE

FADE TIME

FOCUS RECALL

—

—

—

—

—

—

—
バンク設定を記憶 ( キーを 2秒以上押す )、ま
たは最後に記憶したバンク設定を表示 ( キーを
押し、2秒未満で離す )。

—

GAIN KNOBの機能 (ANALOG GAIN/DIGITAL 
GAIN) をトグルする。DIGITAL GAIN のときに
点灯。
バンクを切り替えるとOFF になります。

—

GAIN KNOBの機能 (ANALOG GAIN/DIGITAL 
GAIN) を、押しているときだけDIGITAL GAIN
に設定する。
※ただし、PREFERENCE画面等でGAIN 
KNOB FUNCTION を DIGITAL GAIN に切り替
わった際は、次に押すまで点灯したままにな
る。
バンクを切り替えるとOFF になります。

— GEQ EDIT 画面で、周波数バンクを加減する。

PORT1–PORT5

GPI OUT の機能をトグルする。アクティブの
ときに点灯。
GPI OUT を、押しているときだけアクティブ
にする。

—

HELP 画面を開いたり閉じたりする。このキー
を押しながらパネル上の操作子
( フェーダーを除く ) や画面上の操作子を操作
すると、該当する説明を表示する。

— SELECTED CHANNEL VIEW 画面を表示す
る。

— OVERVIEW画面を表示する。 

— 押すたびに、SELECTED CHANNEL VIEW画
面とOVERVIEW画面を交互に呼び出す。

PARAMETER 2 解説
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EDITOR 
CONTROL

MASTER —

QL EDITOR の各画面を呼び出す。

SENDS ON FADER —

OVERVIEW

CH 1-16 {QL5/QL1}

CH17-32 {QL5/QL1}

CH33-48 {QL5/QL1}

CH49-64 {QL5}

ST IN

MIX1-16

MATRIX

STEREO/MONO

DCA

CUSTOM FADER BANK

B1

B2

B3

B4

SELECTED CHANNEL —

LIBRARY

DYNAMICS LIBRARY

INPUT EQ LIBRARY

OUTPUT EQ LIBRARY

EFFECT LIBRARY

GEQ LIBRARY

INPUT CH LIBRARY

OUTPUT EQ LIBRARY

PEQ LIBRARY

PREMIUM RACK 
LIBRARY

Portico5033 LIBRARY

Portico5043 LIBRARY

U76 LIBRARY

Opt-2A LIBRARY

EQ-1A LIBRARY

DynamicEQ LIBRARY

Buss Comp 369 LIBRARY

PATCH EDITOR

INPUT PATCH

OUTPUT PATCH

INPUT INSERT PATCH

OUTPUT INSERT PATCH

DIRECT OUT PATCH

PATCH LIST

RACK EDITOR

RACK

GEQ 1–8

EFFECT 1–8

PREMIUM 1A

PREMIUM 1B

:

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

EDITOR 
CONTROL

RACK EDITOR

METER

GROUP/LINK

SCENE

EFFECT 
BYPASS

EFFECT RACK1–8

PREMIUM RACK1A

PREMIUM RACK1B

:

PREMIUM RACK8A

PREMIUM RACK8B

FADER BANK 
SNAPSHOT —

GAIN KNOB 
FUNCTION

LATCH

UNLATCH

GEQ FREQ 
BANK

INC

DEC

GPI OUT
LATCH

UNLATCH

HELP —

HOME

SELECTED CH VIEW

OVERVIEW

TOGGLE

ファンクション PARAMETER 1
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GO TO PROJECT START

Nuendo Live のトランスポート機能を操作す
る。

GO TO PREV MARKER

REWIND

FAST FORWARD

GO TO NEXT MARKER

GO TO PROJECT END

CYCLE

STOP

START

REC

EASY RECORDING

— Nuendo Live 画面の PEAK表示をクリアする。
— NUENDO Live の ADD MARKER を実行する。
— OSCのオン /オフ切り替え。

—

このキーを押している間、チャンネルの SEL
を押してアサインのオン /オフを切り替え。こ
の間 [SEL] LED はアサインONで点灯、OFF
で消灯となる。
バンクを切り替えるとOFF になります。

*1) リスト 1) から選んだチャンネルにオシレー
ターをアサインする。

—

現在選ばれている画面を記憶 ( キーを 2 秒以上
押す )、または最後に記憶した画面を表示
( キーを押し、2秒未満で離す )。ポップアップ
画面も記憶可能。RACKの場合は、その RACK
番号も含めて記憶する。

— 上記 BOOKMARKを、更に SEL の状態を含め
て記憶する。

— 1 つ前のページ /1 つ後のページを表示する。

— 表示されている画面を閉じる。 
PLAY/PAUSE, STOP, 
FF/NEXT, 
REW/PREVIOUS, REC

RECORDER のトランスポート機能。

AUTO REC

STOP → REC → PLAY のショートカット機
能。
1アクションで録音が開始される。録音中に実
行すると録音中のファイルは一旦閉じて、新し
いファイルに録音が継続される。 

REC & START 待機状態なしに、録音がすぐ始められる機能。
NO ASSIGN 指定したオーディオファイルを先頭から 1回再

生する。
再生するオーディオファイルは、YPE フォル
ダーの中の SONGSフォルダーに保存してくだ
さい。ルートディレクトリーやその他のフォル
ダーに保存しても、指定できませんのでご注意
ください。また再生を実行すると、TITLE LIST 
画面のパスは、 \YPE \SONGS \ に移動しま
す。

(TITLE 1)

:

PARAMETER 2 解説
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METER

PEAK HOLD ON — メーターのピークホールドをON/OFF させる。
ONのときに点灯。

SURROUND METER —

サラウンドモードの場合、ファンクションアク
セスエリアのメーター部に表示する内容をトグ
ルで選択します。MIX1-6 の場合は消灯し、
SURROUND MONITOR の場合は点灯します。

MIDI

PROGRAM CHANGE PGM 1–128

各種MIDI 信号を送信する。
NOTE ON の場合、バンクを切り替えるとOFF
になります。

CONTROL CHANGE CC 1–31, 33–95, 
102–119

NOTE ON

NOTE ON C-2 (0)

:

NOTE ON G 8 (127)

MONITOR

OUTPUT — モニター出力のオン /オフを切り替え。

SELECTED CH ASSIGN —

このキーを押している間、MIX またはMATRIX
チャンネルの [SEL] キーを押してアサインのオ
ン /オフを切り替え。この間 [SEL] LEDはア
サインONで点灯、OFFで消灯。
また、このキーを押しているときのアサイン設
定が保存され、再度このキーを押したときに設
定が呼び出される。複数のキーに設定を保存し
ておいて、アサインを切り替えられる。
バンクを切り替えるとOFFになります。

DIMMER ON ディマーがオンになり、モニター信号が減衰す
る。

SOURCE SELECT

STEREO L/R

選択した信号をモニターに呼び出す。

MONO(C)

LCR

PB OUT

*5)

DEFINE

SURROUND SOURCE 
SELECT *6) 選択した信号をサラウンドモニターに呼び出

す。
SURROUND DOWN-
MIX STEREO、MONO オフ ( 消灯 ) のときは、5.1 モニターに戻りま

す。

SURROUND SPEAKER

SOLO

オン ( 点灯 ) のときは、SURROUND 
MONITOR 画面が開きます。
オフ ( 消灯 ) のときは、SURROUND 
MONITOR 画面を閉じます。

L、R、C、Ls、Rs、LFE
SURROUND MONITOR 画面での SPEAKER 
MUTE 機能と同じです。SOLO ボタンがオンの
場合は、SOLOキーとして機能します。

MUTE 
MASTER

MUTE GROUP 1

— MUTE GROUP MASTER のオン /オフ切り替
え。

:

MUTE GROUP 8

ALL MUTE — すべてのMUTE GROUP MASTER の一斉に
ON/OFF 切り替える。

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

NUENDO 
LIVE

TRANSPORT

PEAK CLEAR

ADD MARKER

OSCILLATOR

OSCILLATOR ON

SELECTED CH ASSIGN

DIRECT ASSIGN

PAGE 
CHANGE

BOOKMARK

BOOKMARK with “SEL”

PREVIOUS PAGE

NEXT PAGE

CLOSE POPUP

RECORDER

TRANSPORT

DIRECT PLAY

ファンクション PARAMETER 1
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*5)
サラウンドモードの場合、リスト 5) から選ん
だチャンネルに対して、バスアサインのオン /
オフを切り替える。

*5)
サラウンドモードの場合、リスト 5) から選ん
だチャンネルに対して、ハードパンニングの設
定をする。

*5)

サラウンドモードの場合、リスト 5) から選ん
だチャンネルに対するハードパンニングの設定
をトグルで切り替える。
押すたびに、Center → L → Front Center → R 
→ Side R → Rs → Back、Ls → Side L → 
(Center) の順で設定される。

LATCH TALKBACKのオン /オフ切り替え。

UNLATCH 押している間、TALKBACKがオンになる。
バンクを切り替えるとOFF になります。

—

このキーを押している間、アウトプット系チャ
ンネルの [SEL] キーを押してアサインのオン /
オフを切り替え。この間 [SEL] LED はアサイ
ンONで点灯、OFFで消灯。
また、このキーを押しているときのアサイン設
定が保存され、再度このキーを押したときに設
定が呼び出される。複数のキーに設定を保存し
ておいて、アサインを切り替えられる。
バンクを切り替えるとOFF になります。

*3)

キーを押したときの動作は以下のようになりま
す。
・リスト 3) から選んだチャンネルのアサイン
をトグルでON/OFF させます。
この間、LED表示は以下のようになります。
・チャンネルがアサインされていれば LEDは
点灯します。そうでなければ消灯します。

PARAMETER 2 解説
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SCENE

INC RECALL — 1 つ後に存在する番号のシーンをリコール。
DEC RECALL — 1 つ前に存在する番号のシーンをリコール。
DIRECT RECALL SCENE #000–#300 任意の番号のシーンを直接リコール。
RECALL UNDO — RECALL UNDOを実行する。
STORE UNDO — STORE UNDOを実行する。
INC — 1 つ後に存在する番号のシーンを選択する。
DEC — 1 つ前に存在する番号のシーンを選択する。
RECALL — 現在選ばれているシーンをリコールする。
STORE — 現在の設定をストアする。

SEND MODE MIX/MATRIX —

INPUT や ST IN が選択されている場合に、
SELECTED CHANNEL VIEW 画面の SEND
フィールドに表示させるアウトプット系バス
(MIX、MATRIX) を切り替える。

SENDS ON 
FADER

MIX1–MIX16

NORMAL/WITH CUE

通常の機能オン /オフの切り替え (NORMAL)
と CUE付きの機能オン /オフの切り替え
(WITH CUE)。WITH CUE は、SENDS ON 
FADER モードに入るときやSENDS ON 
FADER モード中に切り替えるときに、キュー
が有効になる。また、WITH CUE で SENDS 
ON FADER モードから抜けるときに、すべて
のアウトプットチャンネルのキューが解除され
る。

MTRX1–MTRX8

MIX ON FADER

MATRIX ON FADER

SENDS ON FADER

SET BY SEL

SET [+48V]

—

このキーを押しながら SEL を押してオン /オ
フ切り替え。
この間 [SEL] LED は、ONで点灯、OFF で消
灯となる。
SET [PRE SEND] を選択している場合、[SEL]
キーを押している間“SENDS ON FADER”
モードになる。
バンクを切り替えるとOFFになります。

SET [Ø]

SET [INSERT ON]

SET [DIRECT OUT ON]

SET [PRE SEND]

SET [TO STEREO]

SET [TO MONO]

SET [TO LCR]

SET [GAIN 
COMPENSATION]

SET[AUTOMIXER 
AUTO/MAN]

SET DEFAULT 
VALUE — —

このキーを押しながら、パネル上のセレクテッ
ドチャンネルセクションのノブや SELECTED 
CHANNEL VIEW 画面内のノブを押すとデフォ
ルト値に戻る。
バンクを切り替えるとOFFになります。

SET NOMI-
NAL VALUE — —

このキーを押しながら [SEL] キーを押すと、そ
のチャンネルの FADERがノミナルレベルにな
る。また SELECTED CHANNEL VIEW画面の
SENDフィールド内のノブを押すと、SEND 
LEVEL がノミナルレベルになる。
バンクを切り替えるとOFFになります。

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

SURROUND 
PAN

L ON

R ON

C ON

LFE ON

Ls ON

Rs ON

PANNING L

PANNING R

PANNING Front Center

PANNING Ls

PANNING Rs

PANNING Back

PANNING Side L

PANNING Side R

PANNING Center

PANNING TOGGLE

TALKBACK

TALKBACK ON

SELECTED CH ASSIGN

DIRECT ASSIGN

ファンクション PARAMETER 1
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いるUSER DEFINEDノブに機能を割り当てておき、その機能を

、そのユーザーのUSER DEFINEDノブを設定できます。管理者で
SER DEFINEDノブも設定できます。

ンやそのパラメーターについては、「USER DEFINED ノブに割り
) をご参照ください。

SETUPボタンを押す。

ボタンを押す。

EFINED KNOBSタブを押す。

FINEDノブに対応するボタンを押す。

P画面でFUNCTIONフィールドが枠で囲まれていることを確認
を選ぶ。

ーターがある場合は、PARAMETER 1または2フィールドを押
ター1および2を選ぶ。

FINED KNOB SETUP画面を閉じる。

タッチスクリーン下部の対応するUSER DEFINED [1]～[4]ノ
RN] ノブを操作する。

)
USER DEFINED KNOB SETUP画面
199

*1) QL5: CH1-CH64, QL1: CH1-CH32, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, ST L, ST R, MONO
*2) QL5: CH1-CH64, QL1: CH1-CH32, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, STEREO, MONO(C)
*3) MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, ST L, ST R, MONO
*4) QL5: CH1-CH64, QL1: CH1-CH32, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, STEREO, MONO(C), 

DCA1‒DCA16
*5) QL5: INPUT25/26-31/32, QL1: INPUT9/10-15/16

SELECTED CH, QL5: CH1‒CH64, QL1: CH1‒CH32、ST IN 1L‒ST IN 8R
*6) MIX1-6、EXT5.1 1、EXT5.1 2、EXT5.1 3、EXT ST 1、EXT ST 2、EXT ST 3、EXT ST 4、MIX1/2、MIX3/4、MIX5/

6、MIX7/8、MIX9/10、MIX11/12、MIX13/14、MIX15/16、MATRIX1/2、MATRIX3/4、MATRIX5/6、MATRIX7/
8、STEREO、MONO、PB OUT

USER DEFINEDノブ
タッチスクリーン下部に表示されて
実行する方法を説明します。
ユーザーでログインしている場合は
ログインしている場合はゲストのU

NOTE
割り当てできるファンクショ
当て可能な機能」 ( → P.200

TALKBACK DIRECT ASSIGN WITH 
ON *3)

キーを押したときの動作は以下のようになりま
す。
・リスト 3) から選んだチャンネル以外のアサイ
ンを外します。

・チャンネルがアサインされていて、同時に
TALKBACKが ONのときは、TALKBACKを
OFF にして、チャンネルのアサインを外しま
す。

・それ以外は、TALKBACKが ONになりチャ
ンネルのアサインもONになります。
この間、LED表示は以下のようになります。
・チャンネルがアサインされていて、同時に
TALKBACKが ONなら、LEDは点灯します。

・上記以外、LEDは消灯します。

TAP TEMPO

CURRENT PAGE — 表示している画面にあるタップテンポ機能を利
用する。

EFFECT RACK1–8
WITH POPUP 設定したエフェクトのタップテンポ機能を利用

する。WITH  POPUPに設定するとタップテン
ポ画面を表示します。WITHOUT POPUPに設
定するとタップテンポ画面を表示しません。WITHOUT POPUP

USER 
DEFINED 
KEY

BANK SELECT

BANK A 選択時、該当するキーが点灯。

BANK B 選択時、該当するキーが点灯。

BANK C 選択時、該当するキーが点灯。

BANK D 選択時、該当するキーが点灯。

PREVIOUS BANK １つ前のバンクに切り替わります。BANK A
だった場合、BANK D に切り替わります。

NEXT BANK １つ後のバンクに切り替わります。BANK D
だった場合、BANK A に切り替わります。

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2 解説

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のUSER SETUP

3. USER SETUP画面のUSER D

4. 機能を割り当てたいUSER DE

5. USER DEFINED KNOB SETU
し、割り当てたいファンクション

6. 選択したファンクションにパラメ
して枠を移動し、同様にパラメー

7. OKボタンを押して、USER DE

8. 割り当てた機能を実行するには、
ブを押して、[TOUCH AND TU

USER SETUP画面
(USER DEFINED KNOBSページ
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に割り当て可能な機能
PARAMETER 1 PARAMETER 2

—

*1)

—

—

—

OR —

—

FL TRIM —

M —

 PFL TRIM —

EL —

*14)

OLD *2)

*4)

*2)

*4)

*2)N

*13)

OLD

*4)

CY

N

の EFFECT RACK 番号 (1 ～
ントしている EFFECT 
またはGEQ TYPE 名を表示 

EFFECT TYPE に対応した 32個のパ
ラメーター名を表示 *b)、GEQをマウ
ントしている場合は「----」を表示。

*2)

EQUENCY

IN

D Q

D FREQUENCY

D GAIN

ID Q
200

NOTE
･ 管理者でログインしている場合は FOR GUEST ボタンを押して SOFTWARE USER 
DEFINED KNOBS for Guest ページに切り替えて、ゲストのUSER DEFINED ノブを設定する
こともできます。
･ タッチスクリーン下部にあるUSER DEFINED ノブ [1] ～ [4] に対応した 4個のボタンが
SOFTWARE USER DEFINED KNOBS ページにあり、それぞれに割り当てられている機能や
パラメーターがボタンの右に表示されます。何も割り当てられていないボタンには「----」と表示
されます。
･ USER DEFINED KNOB SETUP画面に表示されるリストはQLシリーズ共通です。
QL1の場合、その機種にないパラメーターを設定すると、「Cannot Assign!」と表示されます。
･ 登録したUSER DEFINEDノブに対応するパラメーターが存在しない場合、ノブを操作しても何
も起こりません。

TOUCH AND TURNについて
タッチスクリーン内で操作したいノブを押して、[TOUCH AND TURN]
ノブですぐに操作できます。
このときタッチスクリーン内の操作できるノブにピンク色の枠が表示さ
れます。

USER DEFINEDノブ
ファンクション

NO ASSIGN —

AUTOMIXER WEIGHT

BRIGHTNESS

LAMP

PANEL

SCREEN

CH COL

NAME

CUE

INPUT P

DCA TRI

OUTPUT

CUE LEV

DIRECT OUT LEVEL LEVEL

DYNAMICS1

THRESH

RANGE

RATIO

ATTACK

HOLD

DECAY

RELEASE

OUTGAI

KNEE

WIDTH

DYNAMICS2

THRESH

RATIO

FREQUEN

ATTACK

RELEASE

OUTGAI

KNEE

WIDTH

EFFECT

操作対象
8) とマウ
TYPE 名
*a)

EQ

ATT

LOW Q

LOW FR

LOW GA

LOW MI

LOW MI

LOW MI

HIGH M
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QL1: CH1-CH32, ST IN 1‒ST IN 8, MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, 

QL1: CH1-CH32, ST IN 1L‒ST IN 8R
QL1: CH1-CH32, ST IN 1‒ST IN 8
QL1: CH1-CH32, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX16
L, ST R, MONO
L1: CH1-CH32, ST IN 1L‒ST IN 8R, MIX1‒MIX16, ST L, ST R, MONO

2, QL5: OMNI 1-OMNI 16, QL1: OMNI 1-OMNI 8, SLOT1 1‒SLOT1 16, 
 L, DIGITAL OUT R
X1‒MTRX8, STEREO, MONO (C)
QL1: CH1-CH32
、「----」と表示されます。
示されます。
201

*1) SELECTED CH, Automixer ch1‒16
*2) SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, 

STEREO, MONO (C)
*3) SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, 
*4) SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, 
*5) SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, 
*6) MIX1‒MIX16, MTRX1‒MTRX8, ST 
*7) SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, Q
*10)#1‒#4
*11)REMOTE HA #1-#8
*12)QL5: DANTE1-64, QL1: DANTE1-3

SLOT2 1‒SLOT2 16, DIGITAL OUT
*13)SELECTED CH, MIX1‒MIX16, MTR
*14)SELECTED CH, QL5: CH1-CH64, 
*a) RACK にマウントされていない場合は
*b) パラメーターがない場合は、「----」と表

EQ

HIGH MID FREQUENCY

*2)

HIGH MID GAIN

HIGH Q

HIGH FREQUENCY

HIGH GAIN

EXTERNAL HA GAIN1–GAIN8 *10)

HPF FREQUENCY *4)

I/O DEVICE GAIN1–GAIN32 *11)

INPUT DELAY DELAY TIME *3)

INPUT GAIN
ANALOG GAIN

*4)
DIGITAL GAIN

MIDI CONTROL CHANGE

CTRL 1–CTRL 31 —

CTRL 33–CTRL 95 —

CTRL 102–CTRL 119 —

MONITOR

DIMMER LEVEL —

TALKBACK DIMMER LEVEL —

MONITOR DELAY —

MONITOR FADER —

OSCILLATOR

LEVEL —

FREQUENCY —

LEVEL(EVEN) —

FREQUENCY(EVEN) —

HPF —

LPF —

WIDTH —

INTERVAL —

OUTPUT LEVEL LEVEL *6)

OUTPUT PORT
DELAY TIME

*12)
GAIN

PREMIUM RACK
操作対象の PREMIUM RACK 番号 (1A
～ 8B) とマウントしている
PROCESSOR名を表示 *a)

PROCESSORに対応した 64個のパ
ラメーター名を表示 *b)

RECORDER
INPUT GAIN —

OUTPUT GAIN —

SCENE SELECT —

TO MIX LEVEL MIX1–MIX16 *3)

TO MATRIX LEVEL MATRIX1–MATRIX8 *7)

TO MIX PAN MIX1/2–MIX15/16 *3)

TO MATRIX PAN MATRIX1/2–MATRIX7/8 *7)

TO ST/MONO
PAN/BAL

*5)
CSR

ファンクション PARAMETER 1 PARAMETER 2
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K/MASTER FADERページ )

ィールド

するカスタムフェーダーバンクを選びます。

とフェーダーがトップパネルの配置で表示されます。
変わります。
×2系統 )、MASTER
)、MASTER

択します。このボタンで選択した状態で、トップパネルの [SEL]
がカスタムフェーダーバンクに登録されます。

タン
ルを変更するフェーダーアサインセレクト画面を開きます。

定を、すべて解除します。押すと確認画面が出て、OKを押すと実
、何も変更せずに元の画面に戻ります。

1

5
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カスタムフェーダーバンク
トップパネル上のフェーダーに展開される組み合わせを、フェーダーバンクと呼びます。
フェーダーバンクには、インプット系チャンネル、アウトプット系チャンネルのほかに、チャンネルの種
類に関係なく組み合わせられるカスタムフェーダーバンクがあります。ここでは、カスタムフェーダー
バンクを設定する手順について説明します。

NOTE
･ 管理者でログインしている場合は、FOR GUEST ボタンを押して、CUSTOM FADER BANK/
MASTER FADER for GUEST ページに切り替えて、ゲストのカスタムフェーダーバンクを設定
することもできます。
･ チャンネルセレクトボタンを押して、チャンネルをフェーダーに設定することもできます。

USER SETUP画面
(CUSTOM FADER BAN

1 CUSTOM FADER BANKフ

・ バンク選択ボタン
チャンネルの組み合わせを設定

2 ブロックインジケーター
設定対象になっているブロック
機種によって表示される内容が
QL5： B ( フェーダーは16本
QL1： B ( フェーダーは16本

3 フェーダー選択ボタン
設定対象となるフェーダーを選
キーを押すと、そのチャンネル

4 フェーダーアサインセレクトボ
フェーダーに設定したチャンネ

5 CLEAR ALL ボタン
設定中のフェーダーバンクの設
行されます。CANCEL を押すと

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のUSER SETUPボタンを押す。

3. USER SETUP画面のCUSTOM FADERタブを押す。

4. バンクセレクトキーで、カスタムフェーダーバンクに登録したいチャンネルがあるフェーダーを
トップパネルに呼び出す。

5. CUSTOM FADER BANK/MASTER FADERページで、設定したいカスタムフェーダーバンクの
バンク選択ボタンを押す。

6. CHANNEL ASSIGNフィールドで、設定したいフェーダー選択ボタンを押す。

7. トップパネルの [SEL] キーを押して、手順6で選んだフェーダー番号にチャンネルを設定する。

8. 手順5-7を繰り返して、ほかのフェーダーにもチャンネルを設定する。

USER SETUP画面 (CUSTOM FADER 
BANK/MASTER FADERページ )

3

2

4
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操作を禁止できます。意図せず操作子に触れたり、オペレーターが
たりしないように、パネルにある操作子を操作できないように設定

スワードが設定されている場合は、そのパスワードを使ってロック
ると、CONSOLE LOCK画面が表示されて、すべての操作子が操

本体を工場出荷時の状態に初期化する」( → P.237) をご覧くださ

ることはできません。
DI や QL Editor などによる外部機器からのコントロールに対して
203

シーンデータ中のカスタムフェーダーバンク
カスタムフェーダーバンクの設定はシーン別にストア /リコールできます。
詳しくは「フォーカスリコール機能を使う」（→P.88）をご参照ください。

NOTE
･ カスタムフェーダーバンクの設定はモデルによって異なり、互換性はありません。たとえば、
QL5でストアしたシーンはQL1 でリコールできません。
･ また、カスタムフェーダーバンクの設定はユーザーレベルに応じてストア /リコールされま
す。たとえば、管理者がストアした設定は、ユーザーやゲストでログインした場合はリコールで
きません。

コンソールデータ読み込み時の注意
カスタムフェーダーバンクの設定は、ユーザー設定に含まれているだけでなく、シーンデータにも含ま
れています。ログインしているユーザーや、読み込んだデータのタイプやバージョンによって、呼び出さ
れるカスタムフェーダーバンク設定が異なりますので、以下の点にご注意ください。

・ ALL タイプのコンソールデータをAdministrator でロードすると、セーブされていた
Administrator のカスタムフェーダーバンク設定が呼び出されます。
Guest や他のユーザーでALL データをロードすると、セーブされていたカレントシーンのカスタム
フェーダーバンク設定が呼び出されます。

・ CL V1.70以前で保存したALLデータをロードした場合、シーンにはカスタムフェーダーバンク設
定が含まれていないため、ロードしたときのカレントシーンのカスタムフェーダーバンク設定がす
べてのシーンに適用されます。したがってこの場合は、ALL データをロードする前にユーザーを切り
替えたりしてカスタムフェーダーバンクを希望する設定にしておくか、カスタムフェーダーバンク
にリコールセーフをかけておくことをおすすめします。

コンソールロック
誤操作を防ぐために、一時的に本体の
休憩している間に第三者に操作され
します。
現在ログインしているユーザーにパ
します。コンソールロックが有効にな
作できなくなります。

NOTE
･ パスワードを忘れた場合は、「
い。
･ ゲストはパスワードを設定す
･ コンソールロック中でもMI
は、通常どおり動作します。

Custom fader bank settings

QL1 console

StoreRecallStoreRecall

QL5 QL1

QL5 console
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クセルの BMPファイルで、16/24/32 ビットのものが読み込め
表示されます。

リーにセーブ /ロードする
市販のUSBメモリーを挿入して、QLシリーズ内部の設定デー
モリーにセーブ /ロードできます。

どデータにアクセスしている間は、ACCESSインジケーターが
アに表示されます。このときはUSB端子を抜いたり、QLシリー
ください。記憶メディアのデータが壊れたりするおそれがありま

み動作保証しています。
Bまで動作確認済みです ( ただし、すべてのUSBメモリーの動作
ん )。サポートしているフォーマット形式は、FAT16/FAT32 で
合、4GB以上のメモリーは FAT32 に、2GB以下のメモリーは
ます。

SETUPボタンを押す。

タンを押す。
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コンソールをロックする

コンソールロックを解除する

NOTE
パスワードが設定されていないユーザーでログインしている場合は、CONSOLE LOCK画面を
タッチすると、ロックが解除されます。

CONSOLE LOCK画面の画像を指定する
USBメモリーに画像ファイルが保存されている場合は、CONSOLE LOCK画面にその画像ファイル
を表示できます。
表示させたい画像ファイルは、SAVE/LOAD画面で指定してUSBメモリーからロードしておいてく
ださい。USBメモリーからのロード手順については、「USBメモリーからファイルをロードする」 ( →
P.207) をご参照ください。

NOTE
画像ファイルは 800×600 ピ
ますが、16ビットに変換して

設定データをUSBメモ
ディスプレイ右側にあるUSB端子に
タおよびユーザー認証キーをUSBメ

注記
セーブ /ロード /デリートな
ファンクションアクセスエリ
ズの電源を切ったりしないで
す。

NOTE
･ USBフラッシュメモリーの
･ USBメモリーの容量は、32G
を保証するものではありませ
す。また、フォーマットした場
FAT16 にフォーマットされ

■ 基本操作

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のCONSOLE LOCKボタンを押す。

3. パスワードが設定されているユーザーでログインしている場合は、そのユーザーのパスワードを入
力する。

4. OKボタンを押して、コンソールロックを有効にする。

手順
1. CONSOLE LOCKの画面を押す。

2. パスワードが設定されているユーザーでログインしている場合は、そのユーザーまたは管理者パス
ワードを入力して、OKボタンを押す。

SETUP画面

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のSAVE/LOADボ

3. セーブ /ロード /編集を行なう。

SETUP画面
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るファイルやサブディレクトリーが表示されます。反転した列は、
とを表わしています。
を押すと、その項目名がオレンジ色に変わり、リストが並び替わり
昇順と降順に切り替わります。
ル名またはディレクトリー名と、そのタイプを示すアイコンが表
ます。
ーズのファイルに入れたコメントが表示されます。この部分を押
ァイルにコメントを入力するキーボード画面が表示されます。
プロテクトのかかったファイルには錠前マークが表示されます。
分を押すと、プロテクトの有効 /無効が切り替わります。
プロテクトのかかったファイルは、上書きができなくなります。
ルの種類が表示されます。
Lシリーズの内部設定を保存したファイル
ユーザー認証キー
ヘルプファイル
Bitmap 画像ファイル
MP3ファイル
 ディレクトリー

欄にはファイルフォーマットのバージョンが表示されます。

ルの「更新日時」が表示されます。

ァイルを選びます。このノブは、[TOUCH AND TURN] ノブで操

して保存します (→ P.206)。

ファイルをロードします ( → P.207)。

( → P.185)。

( → P.210)。
ていない状態や過電流の状態のときは、このボタンがUSB 
。押すとUSBメモリーをマウントします。USBメモリーを抜き
ときに使用します。
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SAVE/LOAD画面
保存されているファイルやサブディレクトリーがリスト表示されます。

1 COPYボタン
ファイルをコピー( 複製 )して、バッファーメモリー(一時保管用のメモリー)にコピーします。

2 PASTEボタン
バッファーメモリーにコピーしたファイルをペーストします。

3 DELETEボタン
選択したファイル /ディレクトリーを削除します。

NOTE
ディレクトリーは、空のディレクトリーでない場合は削除できません。「Directory Not Empty!」
と表示されます。

4 MAKE DIR ボタン
新しいディレクトリーを作成します。

5 PATH
現在のディレクトリー(カレントディレクトリー) 名が表示されます。矢印ボタンを押すとひとつ
上の階層に移動します。カレントディレクトリーが一番上の階層の場合は、矢印ボタンがグレーア
ウトします。

6 VOLUME NAME/FREE SIZE
USBメモリーのボリューム名と空き容量が表示されます。USBメモリーが書き込み禁止の場合
は、VOLUME NAME欄にプロテクトマークが表示されます。

7 ファイルリスト
USBメモリーに保存されてい
操作対象として選ばれているこ
ファイルリストの以下の項目名
ます。押すごとに並び替え順が
・ FILE NAME ............. ファイ

示され
・ COMMENT.............. QL シリ

すと、フ
・ READ ONLY ........... ライト

この部
ライト

・ TYPE......................... ファイ
ALL: Q
KEY: 
XML: 
BMP: 
MP3: 
[DIR]:

NOTE
この

・ TIME STAMP ......... ファイ

8 ファイル選択ノブ
ファイルリストに表示されたフ
作します。

9 SAVEボタン
QLシリーズの内部設定を一括

0 LOADボタン
選択しているQLシリーズ設定

A CREATE USER KEYボタン
ユーザー認証キーを作成します

B FORMATボタン
USBメモリーを初期化します
USBメモリーがマウントされ
REMOUNTボタンになります
差ししても認識されないような

1 2 3 45 6

7

8 9 0 A BC
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択します。TYPEフィールドの表示はタブの選択によって異なり

。

りです。

りです。

りです。

データ内容

ンプットチャンネルライブラリー

ウトチャンネルライブラリー

ンプット EQライブラリー

ウトEQライブラリー

イナミックスライブラリー

データ内容

FECT ライブラリー

Qライブラリー

and PEQ ライブラリー

データ内容

rtico5033 ライブラリー

rtico5043 ライブラリー

6ライブラリー

t-2A ライブラリー

-1A ライブラリー

namicEQ ライブラリー

ss Comp 369 ライブラリー
206

C WITH DANTE SETUP AND I/O DEVICEボタン
オフにすると、設定ファイルをロードしたときにDANTE SETUPと I/O デバイスに関する設定
と、ワードクロックの設定を除外してロードします。

NOTE
DANTE SETUPの SECONDARY PORT と CONSOLE ID の設定は、「WITH DANTE SETUP 
AND I/O DEVICE」ボタンがオンになっていても変更されません。 

QLシリーズの内部データをUSBメモリーにセーブする
QLシリーズのすべての内部データをUSBメモリーに設定ファイルとしてセーブします。保存された
ファイルの拡張子は「.CLF」になります。

SAVE SELECT画面

1 TYPEフィールド
セーブするデータのタイプを選
ます。

・ ALL タブ
すべての項目を対象にします。

・ SCENEタブ
シーンメモリーを対象にします

・ INPUT/OUTPUTタブ
選択できる項目は次の表のとお

・ EFFECT/GEQタブ
選択できる項目は次の表のとお

・ PREMIUMタブ
選択できる項目は次の表のとお

手順
1. SAVE/LOAD画面のSAVEボタンを押す。

2. SAVE SELECT画面でセーブするデータ、データのタイプ、セーブ先を選ぶ。

3. SAVE SELECT 画面の SAVEボタンを押す。

4. ファイル名やコメントを入力する。

5. SAVEボタンを押して保存を実行する。

1

47654

2 3

ボタン

IN CH LIB イ

OUT CH LIB ア

IN EQ LIB イ

OUT EQ LIB ア

DYNA LIB ダ

ボタン

EFFECT LIB EF

GEQ LIB GE

8PEQ LIB 8B

ボタン

5033 LIB Po

5043 LIB Po

U76 LIB U7

Opt-2A LIB Op

EQ-1A LIB EQ

DynaEQ LIB Dy

BussComp LIB Bu
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をロードする
定ファイル ( 拡張子 .CLF) を QL シリーズにロードします。
く、以下のファイルをロードすることもできます。

、ロード直後に信号が出力される設定になる場合があります。QL
器の電源をオフにする、またはボリュームを絞るなどしてQLシ
も問題ない状態でロードしてください。

ータの種類を表示する画面が閉じたら、ファイルのロードが完了
場合も、途中までのデータは読み込まれます。
VELの設定によっては、読み込まない設定もあります。

ファイルの内容

シリーズの内部設定ファイル

シリーズのユーザー認証キー

プ表示用 XMLファイル

プ表示用テキストファイル

NSOLE LOCK 画面に表示させる画像ファイル (256 色以上の非圧縮
ap 形式 )

ストに表示されたファイルを押す、または［TOUCH AND 
いファイルを選ぶ。

保存されているDANTE SETUPとI/Oデバイスに関する設定と、
映する場合は、[WITH DANTE SETUP AND I/O DEVICE] ボ

タンを押す。

るデータ、データのタイプ、ロード先を選ぶ。

ァイルをロードする。
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・ SETUPタブ
選択できる項目は次の表のとおりです。

NOTE
アウトプットポートの項目を個別にセーブした場合に、ポートに割り当てられたチャンネルの
設定は保存されません。そのチャンネル設定がある入出力のパッチングを含むシーンも同時に
セーブしてください。

2 SOURCEフィールド
QLシリーズの内部データを表示します。

3 DESTINATIONフィールド
セーブ先を表示します

4 データ選択ノブ
フィールドに表示されたデータを選ぶノブです。

5 MULTI SELECTボタン
このボタンを押すと、複数の設定データをまとめて選択できます。

6 SELECT ALL ボタン
このボタンを押すと、すべての項目を選択できます。

7 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、すべての選択を解除できます。

NOTE
･ 保存するディレクトリーを変更する場合は、SAVE/LOAD画面でディレクトリーアイコンを押
す、またはPATHフィールドにある矢印ボタンを押します。
･ 上書き保存する、または同じフォルダーに同じファイル名で保存する場合、上書き保存の確認
メッセージが表示されます。
･ コメントは 32文字まで入力できます。
･ ファイル名は 8文字以上入力できます。ただし、ドライブ名、パス名、ファイル名の合計で 256
文字までが制限となりますので、ファイル名の長さによってはファイルが保存できない場合が
あります。このエラー表示が画面下部に表示されたときは、ファイル名を短くして保存し直し
てください。

USBメモリーからファイル
USBメモリーにセーブされたQL設
同様の手順で、設定ファイルだけでな

注記
ロードするデータによっては
シリーズに接続されている機
リーズから信号が出力されて

NOTE
･ 読み込みの進行状況およびデ
です。途中でキャンセルした
･ ロードするときのUSER LE

ボタン データ内容

MIXER SETUP ミキサーセットアップ

OUTPUT PORT アウトプットポート

MONITOR CUE/MONITOR/OSCILLATOR/TALKBACK

MIDI SETUP MIDI セットアップ

MIDI PGM MIDI プログラムチェンジ

MIDI CTL MIDI コントロールチェンジ

Dante In Patch DANTE インプットパッチライブラリー

拡張子 タイプ

.CLF ALL QL

.CLU KEY QL

.XML XML ヘル

.TXT TEXT ヘル

.BMP BMP CO
Bitm

手順
1. SAVE/LOAD画面でファイルリ
TURN］ノブを回して、ロードした

2. QL設定ファイル(拡張子.CLF)に
ワードクロックの設定を本体に反
タンを押してオンする。

3. SAVE/LOAD画面の LOADボ

4. LOAD SELECT画面でロードす

5. LOADボタンを押して、選んだフ
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りです。

りです。

りです。

個別にロードした場合に、ポートに割り当てられたチャンネルの
チャンネル設定がある入出力のパッチングを含むシーンをロード
さい。

データ内容

FECT ライブラリー

Qライブラリー

and PEQ ライブラリー

データ内容

rtico5033 ライブラリー

rtico5043 ライブラリー

6ライブラリー

t-2A ライブラリー

-1A ライブラリー

namicEQ ライブラリー

ss Comp 369 ライブラリー

データ内容

キサーセットアップ

ウトプットポート

E/MONITOR/OSCILLATOR/TALKBACK

IDI セットアップ

IDI プログラムチェンジ

IDI コントロールチェンジ

NTEインプットパッチライブラリー
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LOAD SELECT画面

1 TYPEフィールド
ロードするデータのタイプを表示します。表示はタブの選択によって異なります。

・ ALLタブ
すべての項目を対象にします。

・ SCENEタブ
シーンメモリーを対象にします。

・ INPUT/OUTPUTタブ
選択できる項目は次の表のとおりです。

・ EFFECT/GEQタブ
選択できる項目は次の表のとお

・ PREMIUMタブ
選択できる項目は次の表のとお

・ SETUPタブ
選択できる項目は次の表のとお

NOTE
アウトプットポートの項目を
設定が反映されません。その
したあと、リコールしてくだ

ボタン データ内容

IN CH LIB インプットチャンネルライブラリー

OUT CH LIB アウトチャンネルライブラリー

IN EQ LIB インプット EQライブラリー

OUT EQ LIB アウト EQライブラリー

DYNA LIB ダイナミックスライブラリー

1

47654

2 3

ボタン

EFFECT LIB EF

GEQ LIB GE

8PEQ LIB 8B

ボタン

5033 LIB Po

5043 LIB Po

U76 LIB U7

Opt-2A LIB Op

EQ-1A LIB EQ

DynaEQ LIB Dy

BussComp LIB Bu

ボタン

MIXER SETUP ミ

OUTPUT PORT ア

MONITOR CU

MIDI SETUP M

MIDI PGM M

MIDI CTL M

Dante In Patch DA
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たファイルを編集する
ィレクトリーを並び替え、ファイル名 /コメントの編集、コピー
編集操作を行ないます。

LOAD画面の上部にある「FILE NAME」、「COMMENT」、「READ 
のいずれかのタイトルを押します。押した場所に応じて、次のよう

ット順に並び変えます。

ト順に並び変えます。

で並び替えます。

。

リストの並び方 ( 昇順または降順 ) を変更できます。

る

ファイルは、ファイル名 /コメントを変更できません。

の FILE NAME欄またはCOMMENT欄を押す。

メントを入力して、RENAMEボタンまたはSETボタンを押す。

2 3 4 5
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・ ADMINタブ
選択できる項目は次の表のとおりです。

2 SOURCEフィールド
USBメモリーに保存されているデータを表示します。

3 DESTINATIONフィールド
ロード先を表示します。

4 データ選択ノブ
フィールドに表示されたデータを選ぶノブです。

5 MULTI SELECTボタン
このボタンを押すと、複数の設定データをまとめて選択できます。

6 SELECT ALL ボタン
このボタンを押すと、すべての項目を選択できます。

7 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、すべての選択を解除できます。

USBメモリーにセーブされ
USBメモリー内にあるファイルやデ
( 複製 )、ペースト ( 貼り付け )などの

■ ファイルを並び替える
ファイルを並び替えるには、SAVE/
ONLY」、「TYPE」、「TIME STAMP」
に並び替えが実行されます。

1 FILE NAME
ファイル名の数字 /アルファベ

2 COMMENT
コメントの数字 /アルファベッ

3 READ ONLY
ライトプロテクトのオン /オフ

4 TYPE
ファイルタイプで並び変えます

5 TIME STAMP
更新日時の順に並び替えます。

NOTE
同じ場所を繰り返し押せば、

■ ファイル名 /コメントを変更す

NOTE
ライトプロテクトがかかった

タイプ データ内容

ADMIN PREF PREFERENCE (Administrator 用 )

ADMIN UDEF USER DEFINED KEYS/USER DEFINED KNOBS (Administrator 用 )

ADMIN FADER CUSTOM FADER BANK (Administrator 用 )

GUEST PREF PREFERENCE (Guest 用 )

GUEST UDEF USER DEFINED KEYS/USER DEFINED KNOBS (Guest 用 )

GUEST FADER CUSTOM FADER BANK (Guest 用 )

GUEST LEVEL USER LEVEL (Guest 用 )

手順
1. SAVE/LOAD画面の各ファイル

2. キーボード画面でファイル名 /コ

1
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トする
。
2に、2GB以下のUSBメモリーは FAT16にフォーマットされ

SETUPボタンを押す。

タンを押す。

ボタンを押す。

ATボタンを押す。

を実行する。
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■ ファイルをコピー/ペーストする
任意のファイルをバッファーメモリーにコピーし、別のファイル名を付けてペースト ( 貼り付け ) しま
す。

NOTE
存在しているファイル名でのペーストはできません。

■ ファイルを削除する

NOTE
プロテクトされたファイルは削除できません。

■ ディレクトリーを作成する

NOTE
存在しているディレクトリー名での作成はできません。

USBメモリーをフォーマッ
USBメモリーをフォーマットします
4GB以上のUSBメモリーは FAT3
ます。

手順
1.［TOUCH AND TURN］ノブを回してコピー元のファイルを選び、SAVE/LOAD画面のCOPYボ
タンを押す。

2. ディレクトリーアイコンやPATHフィールドにある矢印ボタンを押して、ペーストするディレクト
リーに移動する。

3. PASTEボタンを押す。

4. ファイル名を入力してPASTEボタンを押す。

手順
1.［TOUCH AND TURN］ノブを回して削除したいファイルを選び、SAVE/LOAD画面のDELETE
ボタンを押す。

2. OKボタンを押して、削除を実行する。

手順
1. SAVE/LOAD画面のディレクトリーアイコンやPATHフィールドにある矢印ボタンを押して、
ディレクトリーを移動する。

2. MAKE DIR ボタンを押す。

3. 作成したいディレクトリー名を入力してMAKEボタンを押す。

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のSAVE/LOADボ

3. SAVE/LOAD画面の FORMAT

4. ボリューム名を入力して FORM

5. OKボタンを押してフォーマット

SAVE/LOAD画面
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トの設定
号をデジタル処理するタイミングの基になるクロックのことで
するときは、相互の機器を同一のワードクロックに同期させる必
ジタルオーディオ信号をやりとりすると、仮にサンプリング周波
送受信できなかったり、信号にノイズが乗ったりします。
ロックを送信する機器 ( ワードクロックマスター) を決め、残りの
そのワードクロックに同期するように設定します。
ブとして使用し、外部から供給されるワードクロックに同期させ
ックが供給されるポート )を指定する必要があります。
ロックソースの選択方法を説明します。

SETUPボタンを押す。

UPフィールドにあるWORD CLOCK/SLOTボタンを押す。

ASTER CLOCK SELECTフィールドでクロックソースを選ぶ。

閉じる。

WORD CLOCK/SLOT画面
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USB端子に過電流が発生した場合に復帰する
USB端子に過電流が発生したことによってUSB機器との接続が切れても、本体の電源を入れなおさ
ずにUSB機器が使用できます。

■ 復帰方法
USB端子に過電流が生じた要因を取り除いたあと、SAVE/LOAD画面の FORMATボタンに“USB
REMOUNT”と表示された箇所を押します。

ワードクロック /スロッ
「ワードクロック」とは、オーディオ信
す。デジタルオーディオ信号を送受信
要があります。同期がずれた状態でデ
数が同じであってもデータが正しく
具体的には、まず基準となるワードク
機器 ( ワードクロックスレーブ )は、
QLシリーズをワードクロックスレー
るには、クロックソース ( ワードクロ
ここでは、QLシリーズが動作するク

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のSYSTEM SET

3. WORD CLOCK/SLOT画面のM

4. 右上の×マークを押して画面を

SETUP画面
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e 端子から供給されるワードクロックをクロックソースとして使

場出荷時の状態に初期化すると、ワードクロックの初期値が
やQLを複数台使用するシステムで初期設定のままでもワードク

ジタル I/Oカード経由で供給されるワードクロックをクロック
ドクロックは、スロットごとに2チャンネル単位で選択できます。

ター
ク内でマスターになっているか、スレーブになっているかを表示し

表示されているとき、設定したワードクロックがDante マスター
期していない場合、音切れが発生しますのでご注意ください。

ークロックへの同期状態 ( ステータス )を示します。表示内容は次

したクロックが入力されていることを示します。該当する端子 /
ている場合は、その機器とQLシリーズとの間で正常な入出力が
リング周波数が近接している場合、非同期であってもこのステー

'ED ( 黄色 )
ますが、選択したクロックソースとは同期していません。該当する
る場合、その機器とQLシリーズとの間では、正常な入出力が行な

る特別なステータスです。該当するチャンネルのSRC ( サンプリ
効となっていることを示します。このため、たとえ非同期であって
入出力が行なわれています。

ません。該当する端子に外部機器が接続されている場合、その機器
常な入出力を行なえません。

スターのとき

レーブのとき
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WORD CLOCK/SLOT画面

■ MASTER CLOCK SELECTフィールド

1 マスタークロック周波数表示
現在選ばれているマスタークロックの周波数 (44.1kHz または48kHz) が表示されます。同期が
外れている場合はこの位置に「UNLOCK」と表示されます。

NOTE
･ DANTE Controller アプリケーションでプルアップ処理または
プルダウン処理が設定されている場合、周波数の増減が
「-4.0%」、「-0.1%」、「+0.1%」、「+4.1667%」とパーセントで
表示されます。
･ プルアップ処理またはプルダウン処理を設定しているときにマスタークロックを変更する場
合は、Dante Controller にて一度プルアップ処理またはプルダウン処理を中止し、マスターク
ロックを変更してから、再度プルアップ処理またはプルダウン処理を設定してください。

2 マスタークロック選択ボタン
マスタークロックとして使用するクロックソースを次の中から選択します。

・ INT 48k
・ INT 44.1k
QLシリーズ本体の内蔵クロック (サンプリング周波数48kHz、44.1kHz) をクロックソースと
して使用します。

・ WORD CLOCK IN
本体のリアパネルにあるWORD CLOCK IN 端子から供給されるワードクロックをクロック
ソースとして使用します。

・ DANTE 48k
・ DANTE 44.1k
本体のリアパネルにあるDant
用します。

NOTE
QL V1.07 以降では、本体を工
DANTE 48k になります。CL
ロック同期するためです。

・ SLOT 1 ～ 2
本体のスロットに装着されたデ
ソースとして使用します。ワー

3 クロックステータスインジケー
Dante オーディオネットワー
ます。

NOTE
が

として動作している機器と同

4 クロックステータス表示
クロックソースごとに、マスタ
のとおりです。

・ LOCKED ( 水色 )
選択したクロックソースと同期
スロットに外部機器が接続され
行なわれています。なお、サンプ
タスを示すことがあります。

・ LOCKED, BUT NOT SYNC
有効なクロックが入力されてい
端子に外部機器が接続されてい
えません。

・ SRC ON ( 緑色 )
SLOT 1 ～ 2だけに適用され
ングレートコンバーター) が有
も、QLシリーズとの間で正常な

・ UNLOCKED ( 赤色 )
有効なクロックが入力されてい
とQLシリーズとの間では、正

3

1

5

2

4

7
6
8

マ

ス
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る
ーズと外部ミキサー( ヤマハPM5Dなど ) をカスケード接続す
ば外部ミキサーを使ってインプットの数を追加したい場合などに

ケード接続する場合を例に挙げ、その接続方法や操作方法につい

続する場合は、お互いのスロットにデジタル I/Oカードを装着し、
ポートと受け側 (カスケードマスター) の入力ポートを接続しま

シリーズとカスケードマスターのQLシリーズに、8チャンネル
着し、送り側のDIGITAL OUT端子と受け側のDIGITAL IN 端子

TRIX バス 1～ 8、STEREOバス (L/R)、MONO(C) バス、CUE
を共通化し、ミックスされた信号をカスケードマスターのQLシ
ネルのデジタル I/Oカードを2枚使えば、すべてのバスを共有化
スケードマスターの設定が完了すると、カスケードスレーブ側のバ
ードマスター側のバスに送られ、両方のバスを合わせた信号がカ
。また、カスケードリンク機能が有効なときは、どちらか一方のQL
ー変更を行なったときに、もう一方のQLシリーズが連動します。
ルに割り当てるかは、それぞれのQLシリーズで指定する必要があ
ードマスターに分けて操作方法を説明します。

QL B

DIGITAL 
IN

A+B の音声信号

( カスケードマスター)
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・ UNKNOWN ( 黒色 )
外部機器が接続されていない、有効なクロック入力がないなどの理由で、クロックの状態を検出で
きないことを示しています。その端子 /スロットを選択することはできますが、有効な接続が確立
されるまで、正常な同期は行なえません。

NOTE
･ 選択したクロックのインジケーターが水色にならない場合は、外部機器と正しく接続されてい
るかどうか、また、外部機器がクロック情報を送信できるように設定されているかどうかをご
確認ください。
･ ワードクロックの設定を変更したときに、出力端子からノイズが発生することがあります。ス
ピーカーを保護するために、ワードクロックの設定を変更するときは、必ずパワーアンプのボ
リュームを絞ってください。
･ SRCがオンのチャンネルをクロックソースとして選択しようとすると、サンプリングレートコ
ンバーターを解除する旨を警告するメッセージが表示されます。

■ SLOTフィールド
本体のリアパネルにあるMYスロットの各種設定を行ないます。

5 カード名
スロットに装着されているカードの種類が表示されます。未装着の場合は「----」と表示されます。

6 SRCボタン
SRC ( サンプリングレートコンバーター)機能のあるMYカード (MY8-AE96S) が装着されて
いるスロットで、SRC機能のオン /オフを切り替えます。そのほかのカードが装着されている場
合、またはカードが未装着の場合は何も表示されません。

7 FREQUENCY表示
AES/EBUカードなど、入力信号のサブステータスを検出できるカードが装着されている場合、
入力信号のサンプリング周波数が表示されます。その他のカードが装着されている場合、または
カードが未装着の場合は「----」と表示されます。

8 EMPHASIS STATUS表示
AES/EBUカードなど、入力信号のサブステータスを検出できるカードが装着されている場合、
入力信号のエンファシス情報が表示されます。その他のカードが装着されている場合、またはカー
ドが未装着の場合は「----」と表示されます。

カスケード接続を利用す
複数のQLシリーズ、またはQLシリ
ると、バスを共通化できます。たとえ
便利です。
ここでは、2台のQLシリーズをカス
て説明します。

カスケード接続について
2台のQLシリーズをカスケード接
送り側 ( カスケードスレーブ ) の出力
す。
次の図は、カスケードスレーブのQL
のデジタル I/Oカードを2枚ずつ装
を接続した場合の例です。

この例では、MIXバス1～16、MA
バス (L/R) のうち、最大24本のバス
リーズから出力できます。(16チャン
できます。)カスケードスレーブとカ
スの信号が、スロットを通じてカスケ
スケードマスターから出力されます
シリーズで特定の操作やパラメータ
どのバスをどのスロット /チャンネ
ります。カスケードスレーブとカスケ

QL A

DIGITAL 
OUT

A の音声信号

: デジタル I/O カード

(カスケードスレーブ )
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DE OUT PATCHページ )
力ポートを選択します。

(CASCADE OUT PATCHセクション )
、STEREO L/R、MONO、CUE L/R のバスごとに、カスケード接
択するボタンです。押すと、ポートを選択するPORT SELECT 画

ン
ド接続するときに、キュー操作だけをリンクさせるか、シーンのス
なすべての操作をリンクさせるかどうかを選択します。

ラメーターやイベントがリンクします。
無効
CUEまたは LAST CUE)
ネル /アウトプット系チャンネルのキューポイントの設定

ラメーターやイベント ( キュー関連のパラメーターを含む ) が連

ーターとイベント ( 上記参照 )
作

3

1

2
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NOTE
･ サラウンドモードのとき、MIX バス 1～ 6のカスケード出力は使用できなくなります。また
CUEモードで 5.1SOLO を選択しているときは、カスケードスレーブ側のCUEをカスケード
マスター側でモニターすることはできません。
･ PM5Dとカスケード接続する場合は、PM5D側のCASCADE IN PORT SELECT をスロットに
切り替えることで、QLシリーズをカスケードスレーブとして使うこともできます。ただし、音
声信号のカスケードのみでコントロール信号のリンクはできません。
･ AD/DA カードやOMNI OUT 端子を使ってアナログミキサーとカスケード接続することもで
きます。
･ カスケード接続できる台数に制限はありませんが、カスケードマスターからの台数に従って、
カスケードスレーブでの信号の遅延が大きくなります。

カスケードスレーブQLシリーズの操作

NOTE
･ 同じ出力ポートを複数のバスに割り当てることはできません。すでに何らかの信号経路が割り
当てられていたポートを選ぶと、以前の割り当てが解除されます。
･ カスケードリンクのコントロール信号とMIDI メッセージとで同じポートを共有することはで
きません。すでにMIDI メッセージの送受信用に指定されているポートを選択した場合、以前の
設定を解除してもいいかを確認するダイアログが表示されます。

CASCADE画面 (CASCA
各種のバスを出力するスロット /出

1 ポート選択ポップアップボタン
MIX 1 ～ 16、MATRIX 1 ～ 8
続時に使用する出力ポートを選
面が表示されます。

2 CASCADE LINK MODEボタ
QLシリーズどうしをカスケー
トア /リコールなどリンク可能

・ OFF
リンク動作なし。

・ CUE
以下のキューに関するパ
・ 各種キューの有効 /
・ キューモード (MIX 
・ インプット系チャン

・ ALL
リンク可能なすべてのパ
動します。
・ キュー関連のパラメ
・ シーンのリコール操

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のSYSTEM SETUPフィールドにあるCASCADEボタンを押す。

3. CASCADE画面のCASCADE OUT PATCHタブを押す。

4. CASCADE OUT PATCHページで、ポートを割り当てたいバスのOUT PATCHボタンを押す。

5. カテゴリー選択リスト /ポート選択ボタンを使って割り当てたいスロット /出力ポートを選び、
CLOSEボタンを押す。

6. CASCADE COMM PORTフィールドで、カスケードリンク用のコントロール信号を送受信する
ポートを選ぶ。

7. CASCADE LINK MODEボタンで、リンクさせる項目を選ぶ。

4
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ーズの操作

に割り当てることもできます。
ール信号とMIDI メッセージとで同じポートを共有することはで
ージの送受信用に指定されているポートを選択した場合、以前の
認するダイアログが表示されます。

SETUPボタンを押す。

UPフィールドにあるCASCADEボタンを押す。

 IN PATCHタブを押す。

でポートを割り当てたいバスの IN PATCHボタンを押す。

ー選択リスト/ポート選択ボタンを使って割り当てたいスロット/
ンを押す。

ズの操作」(→P.214)の手順6を参考にして、CASCADE LINK 
リンク用のコントロール信号を送受信するポートを選ぶ。

の操作」(→P.214)の手順7を参考にして、CASCADE COMM 
レーブと同じ項目を選ぶ。
215

・ シーンのストア操作
・ DIMMER (MONITOR画面 ) の操作
・ パネル LEDとディスプレイのブライトネス (SETUP画面 ) の操作
・ マスターのミュートグループの操作

3 CASCADE COMM PORT
QLシリーズどうしをカスケード接続し、キュー操作やシーンのストア /リコール操作などをリ
ンクさせるときに、リンク情報の送受信に使用する通信ポートを選択します。
・ NONE ..............リンク動作なし
・ MIDI .................MIDI ポートを使用
・ SLOT1 ............ SLOT1を使用

4 タブ
項目を切り替えます。

PORT SELECT画面
OUT PATCHボタンを押すと表示されます。

1 カテゴリー選択リスト
画面に表示させるポート ( スロット1～ 2) を選択します。

2 ポート選択ボタン
指定したスロットの中から、パッチするポートを選択します。

カスケードマスターQLシリ

NOTE
･ 同じ入力ポートを複数のバス
･ カスケードリンクのコントロ
きません。すでにMIDI メッセ
設定を解除してもいいかを確

2

1

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面のSYSTEM SET

3. CASCADE画面のCASCADE

4. CASCADE IN PATCHページ

5. PORT SELECT画面のカテゴリ
入力ポートを選び、CLOSEボタ

6.「カスケードスレーブQLシリー
PORTフィールドで、カスケード

7.「カスケードスレーブQLシリーズ
LINKフィールドでカスケードス
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を行ないます。

選択します。STEREO ( ステレオ信号 ) またはMONOx2 ( モノ
ます。

択ボタン (MIX バスのみ )
フェーダーを選択したときのセンドポイントを選択します。各ボ
のとおりです。

ATRIX バスのみ )
リフェーダーのセンドポイントを選択します。各ボタンに対応す
。

バスタイプ プリフェーダーのセンドポイント

EQの直前

フェーダーの直前

---

リフェーダーのセンドポイント

前

ダーの直前

4 1 43

5

MATRIX ページ
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MIXバス /MATRIXバスの基本設定
MIXバスやMATRIX バスの基本設定 (ステレオ /モノラルの切り替え、インプット系チャンネルから
信号を送るときのセンドポイントなど )を変更します。以下の操作で設定した内容は、シーンの一部と
して保存されます。

BUS SETUP画面
MIX バス /MATRIX バスの各種設定

1 シグナルタイプ切り替えボタン
2バスごとに信号の処理方法を
ラル信号×2系統 ) が選択でき

2 バスタイプ /センドポイント選
2バスごとにバスタイプとプリ
タンに対応する設定内容は、次

3 センドポイント選択ボタン (M
インプットチャンネルからのプ
る設定内容は、次のとおりです

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面のBUS SETUPボタンを押す。

3. BUS SETUP画面のタブを使って、設定変更したいバスを選ぶ。

4. シグナルタイプ切り替えボタンを使って、バスごとにSTEREO (奇数/偶数番号の順に並んだ2つ
のバス単位で主要パラメーターを連動させる )、またはMONOx2 ( モノラル×2チャンネルとし
て使用する )を選ぶ。

5. バスタイプ /センドポイント選択ボタンを使って、バスタイプとインプット系チャンネルから信号
が送られる位置を選ぶ。

6. 必要に応じて、PAN LINKフィールドのボタンのオン /オフを設定する。

SETUP画面 BUS SETUP画面
ボタン

VARI [PRE EQ] VARI

VARI [PRE FADER] VARI

FIXED FIXED

ボタン プ

PRE EQ EQ の直

PRE FADER フェー

1 2

5

MIX ページ
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/ ネーム表示 /ランプの輝度を設定する
LEDとネーム表示、リアパネルの LAMP端子に接続されたラン
、バンクA/Bの 2種類を保存しておき、必要に応じて素早く切り

パラメーターを割り当てておけば、キーを押すたびにバンクA/B
。

ールド )

ルネームディスプレイの文字のコントラストを設定します。

ームディスプレイの明るさを設定します。
CH AND TURN] ノブ下部の LEDの明るさも同時に変わりま
さを設定後、CH COLORの明るさを調整したい場合は、CH 

ラーの明るさを設定します。
の明るさを変えずに、チャンネルカラーの明るさだけを相対的に

SETUPボタンを押す。

ィールドで、BANK AまたはBANK B ボタンを押す。

使って、それぞれの輝度を調節する。

4 5 6 7
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4 PAN LINK ボタン
このボタンは、SIGNAL TYPEが STEREOで、バスタイプがVARI の設定になっている場合に
表示されます。ボタンがオンのときは、インプットチャンネルから該当する2つのバスの送られ
る信号のパンが、STEREOバスのパンと連動します。

5 タブ
MIX/MATRIX バスを切り替えます。

ファンタム電源全体のオン / オフを切り替える

NOTE
DANTE 入力 (I/O デバイス ) などの外部ラックの入力においては、この +48V MASTER の設定
は影響しません。それぞれのラックに +48V MASTER のスイッチがありますのでそちらの設
定で動作します。

タッチスクリーン /LED
タッチスクリーン、トップパネル上の
プの輝度を設定します。輝度の設定は
替えることができます。

NOTE
USER DEFINED キーにこの
を切り替えることもできます

SETUP画面 (輝度設定フィ

1 BANK A/Bボタン
輝度の設定を切り替えます。

■ CONTRASTフィールド

2 NAME
トップパネル上にあるチャンネ

■ BRIGHTNESSフィールド

3 NAME
トップパネル上のチャンネルネ
CH COLOR の明るさと [TOU
す。ネームディスプレイの明る
COLORノブで設定します。

4 CH COLOR
トップパネル上のチャンネルカ
チャンネルネームディスプレイ
設定できます。

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUP ボタンを押して、SETUP 画面を表示させる。

2. SETUP画面の中央にある+48V MASTERフィールドで、ONボタンもしくはOFFボタンを押す。
このボタンがオフのときは、OMNI 端子入力のチャンネルやTALKBACK IN の +48V ボタンを
オンにしても、ファンタム電源は供給されません。

SETUP画面

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面の下段右側にあるフ

3. [TOUCH AND TURN] ノブを

1 2 3
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)
法を選択します。
ます。

暦年 )
暦年 )
/ 日 )

で表示 )
M 11時、PM 0 ～ PM 11時で表示 )

設定する
ってコンピューターと接続するときに必要となるネットワーク

対1で接続する場合は、次の初期設定値に合わせることをおすす

.168.0.128

.168.0.1

.255.255.0
ドレスは、ネットワーク上のほかの機器の IP アドレスと重複し

きるは、管理者だけです。
法は、QL Editor のインストールガイドをご参照ください。

SETUPボタンを押す。

WORKボタンを押す。

て選択し[TOUCH AND TURN]ノブを使ってアドレスを設定す

す。
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5 SCREEN
タッチスクリーンの明るさを設定します。
輝度を2以下に設定したときは、画面が完全に見えなくならないように、次回電源をオンにした
ときに、輝度2で起動します。

6 PANEL
トップパネル上の LEDの明るさを設定します。
NOTE
AD8HRが接続されている場合は、AD8HRの LED輝度も変わります。

7 LAMP
リアパネルの LAMP端子に接続されたランプの明るさを設定します。

内蔵時計の日時を合わせる
本体に内蔵された時計の日時設定、および日付 /時刻の表示方法を選びます。ここで設定した日付と時
刻は、シーン保存時のタイムスタンプに影響します。

DATE/TIME画面
SETUP画面のDATE/TIME ボタンを押すと表示されます。

1 DATE ( 日付 )
内蔵時計の日付を設定します。

2 TIME ( 時刻 )
内蔵時計の時刻を設定します。

3 FORMAT ( 表示フォーマット
内蔵時計の日付 /時刻の表示方
表示方法は次の中から選択でき

・ 日付
MM/DD/YYYY ( 月 / 日 / 西
DD/MM/YYYY ( 日 / 月 / 西
YYYY/MM/DD ( 西暦年 /月

・ 時刻
24-Hour ( 時間を0～23時
12-Hour ( 時間をAM 0～ A

ネットワークアドレスを
QLシリーズのNETWORK端子を使
アドレスを設定します。
QLシリーズとコンピューターを1
めします。

IP アドレス： 192
ゲートウェイアドレス： 192
サブネットマスク： 255

ただし、IP アドレスとゲートウェイア
ないように設定してください。

NOTE
･ ネットワークの設定を変更で
･ LANに接続する場合の設定方

手順
1. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

2. SETUP画面の下段にあるDATE/TIME ボタンを押す。

3. DATE/TIME画面のFORMATフィールドにあるMODEボタンを何度か押し、日付と時刻の表示方
法を選ぶ。

4. [TOUCH AND TURN] ノブを使って現在の日付と時刻を設定する。

5. 設定が終わったらOKボタンを押す。

1 2 3

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. SETUP画面の下段にあるNET

3. NETWORK画面内のノブを押し
る。

4. 設定が終わったらOKボタンを押

5. QLシリーズ本体を再起動する。
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トワークを設定する
nte 端子と接続する I/OデバイスのDante オーディオネット
ます。ここではDante オーディオネットワークの設定について説

SETUPボタンを押して、SETUP画面を表示させる。

にあるDANTE SETUPボタンを押して、DANTE SETUP画面を

ETUPタブを押す。

DANTE SETUP画面
219

NETWORK画面

1 IP ADDRESS
インターネットや LAN内で、個々の装置を識別するアドレスを設定します。

2 GATEWAY ADDRESS
ネットワーク内部で、媒体やプロトコルが異なるデータを相互変換する機器 ( ゲートウェイ ) を
特定するアドレスを設定します。

3 SUBNET MASK
ネットワークで使用する IPアドレスのうち、ネットワークを識別するネットワークアドレスに何
ビットを使用するかを定義します。

4 MAC ADDRESS
ネットワーク内でホストを識別するために設定されるMAC (Media Access Control) アドレ
スが表示されます。このアドレスは表示のみで、変更はできません。

NOTE
QL シリーズのNETWORK端子は、100BASE-TX ( 通信速度：最大 100Mbps) または
10BASE-T ( 通信速度：最大 10Mbps) で通信します。

Dante オーディオネッ
QLシリーズ本体、および本体のDa
ワーク設定は、QLシリーズで行ない
明します。1

2

3

4

手順
1. ファンクションアクセスエリアの

2. 画面中央のDANTEフィールド
表示させる。

3. DANTE SETUP画面下部のS

SETUP画面
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4ビットと32ビットから選択します。
どとデータを送受信するときに使用します。通常、QLシリーズの
この設定で使用します。
データが送受信される場合 ( カスケード、ゲインコンペンセー
)に有利ですが、データ通信量は24bit 時よりも20～ 30%ほ
。

クのレイテンシーを0.25ms/0.5ms/1.0ms/2.0ms/5.0ms

ンシーの設定は変わります。詳しくは「Dante オーディオネット
る」 ( → P.221) をご参照ください。

ン
れているときは、DANTE INPUT PATCHや DANTE 
ーズから変更できます。
ンが選ばれているときは、DANTEのパッチを操作できません。
L/QL シリーズのDANTE PATCH BY選択ボタンの状態にかか
できます。

ン
オネットワーク内でマスターになる優先順位が上がります。
オネットワーク内でマスターになる優先順位が下がります。
台の場合、そのQLがマスターになります。
数いる場合、その内どれか１台がマスターになります。
れている場合、I/Oデバイスを含んだ全てのDante デバイスの中の
ます。

BIT/LATENCY/W.CLOCK) は、CONSOLE ID が #1に設定された
れます。
タンのDANTE CONTROLLERボタンが選ばれているとき、Dante
ようとすると、画面の下部に“This Operation is Not Allowed.”
ます。
ル ( 拡張子 .CLF) をロードしたとき、DANTE パッチ情報が機器に
映されず現状を維持します。
04）でWITH DANTE SETUP AND I/O DEVICE ボタンがオン
で #1、#2、#3、#4 ボタンのいずれかがオン
タンの THIS CONSOLEボタンがオン
ーディオネットワーク設定も含めて初期化およびファームウェ
Preferred Master の設定がオンになります。この設定は、コンソー
は変わらず、必要に応じてDante Controller でオフにすることが
り、CLや QLのワードクロック設定をDante 以外に変更した場
にDante ネットワークのクロックマスターとなりクロック同期エ
また、常時起動させる機器のPreferred Master のみを Dante 
てオフ ) にして、マスターを明示的に指定することもできます。
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DANTE SETUP画面（SETUPページ）

1 STATUSインジケーター
QLシリーズ本体やDante の動作状態を表わすインジケーターです。

2 CONSOLE ID 選択ボタン
QLシリーズ本体の IDを設定します。
5台以上を接続する場合、IDを付与しない本体では、OFFボタンを押して IDをオフにできます。

3 SECONDARY PORT選択ボタン
Dante オーディオネットワークの接続方法を選択します。

4 CANCELボタン
CONSOLE ID や SECONDARY PORTを変更する途中に、ボタンを押して設定を無効にしま
す。

5 APPLYボタン
CONSOLE ID や SECONDARY PORTを変更した場合に、ボタンを押して設定を有効にしま
す。

6 BIT 選択ボタン
オーディオのビットレートを2
・ 24bit................R シリーズな

システムでは
・ 32bit................25bit 以上で

ション使用時
ど増加します

7 LATENCY選択ボタン
Dante オーディオネットワー
から選択します。
接続方法や規模によってレイテ
ワークのレイテンシーを設定す

8 DANTE PATCH BY選択ボタ
THIS CONSOLEボタンが選ば
OUTPUT PATCHを QLシリ
DANTE CONTROLLERボタ
ネットワーク上にあるほかのC
わらず、これらのボタンを操作

9 PREFERRED MASTERボタ
ONにすると、Dante オーディ
OFF にすると、Dante オーディ
･ ONに設定しているQLが１
･ ONに設定しているQLが複
･ すべてQLが OFF に設定さ
どれか１台がマスターになり

NOTE
･ I/O デバイスと共通の設定 (
QL シリーズのものが反映さ
･ DANTE PATCH BY 選択ボ
のパッチや関連情報を変更し
というメッセージが表示され
･ 下記の状態でQL設定ファイ
反映されます。それ以外は反
･ SAVE/LOAD画面（→P.2
･ CONSOLE ID 選択ボタン
･ DANTE PATCH BY 選択ボ
･ QL V1.07 以降では、Dante オ
アアップデートしたときに、
ル本体の設定変更や再起動で
できます。この初期設定によ
合、そのコンソールが優先的
ラーを防ぐことができます。
Controller でオン ( 他をすべ

4

1

2 3

9

8 7

5

6
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する場合には、QLシリーズと I/O デバイスの間の結線方法も変更
NDANT に設定したときの結線のままDAISY CHAIN に変更する
くなります。設定を変更する前に、ケーブルを抜いておくようにし

RY PORT の設定は、QLシリーズを初期化しても変更されませ

2,3,4 にした場合、ネットワーク上にあるCONSOLE ID=1 の QL
TUP 画面で BIT や LATENCYを変更しても、CONSOLE ID が
る QLシリーズ本体の BIT/LATENCYは変更されません。
場合、DANTE PATCH BY フィールド内が“DANTE 
ます。また、DANTE INPUT PATCH画面でパッチを変更すること

にした場合、マウントしているデバイスすべてがVIRTUAL になり

変更操作は行なえますが、未接続のときと同じ状態なので機器側

クのレイテンシーを設定する
受信される信号のレイテンシー設定は、接続方法や規模によって
QLシリーズに接続されたDante 対応機器の接続状況によるレイ
。

イテンシー設定は、そのネットワークのホップ数に依存します。
最も遠くに接続された機器までを直列に考えたとき、間にあるス

に、QLシリーズや I/Oデバイスの各機器にも内蔵されています。
イテンシーの目安がわかります。ホップ数による一般的なレイテ
。

は、ホップ数が少なくてもレイテンシーを大きく設定する必要が

テンシー設定が原因かどうかを切り分けるために 5.0ms を選んで

レイテンシー (ms)

0.25

0.5

1.0

2.0

5.0
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CONSOLE ID と SECONDARY PORTを切り替える

DANTE SETUP画面（SETUPページ）
切り替えたボタンは赤く表示されます。
Dante オーディオネットワーク設定が適用されると、切り替えたボタン表示が戻ります。

NOTE
･ SECONDARY PORT を変更
が必要です。たとえば、REDU
と、音声のやりとりができな
てください。
･ CONSOLE ID と SECONDA
ん。
･ CONSOLE ID を OFF または
シリーズ本体のDANTE SE
OFF または 2,3,4 となってい
･ CONSOLE ID を OFFにした
CONTROLLER”に固定され
はできません。
･ またCONSOLE ID を OFF
ます。
RシリーズのHA GAIN 等の
に設定は通知されません。

Dante オーディオネットワー
Dante オーディオネットワークを送
適切な設定が変わります。ここでは、
テンシー設定の考え方を説明します

■ スイッチとホップ数の関係
Dante オーディオネットワークのレ
ホップ数は、マスターとなる機器から
イッチの数を表わします。
スイッチは、スイッチングハブのほか
このホップ数によって、設定できるレ
ンシー設定の目安は次のとおりです

NOTE
･ ネットワークの状況によって
ある場合もあります。
･ 問題が発生した場合は、レイ
確認します。

手順
1. DANTE SETUP画面（SETUPページ）にてCONSOLE IDとSECONDARY PORTを選択する。

2. APPLYボタンを押す。

3. 切り替えを確認する画面でOKボタンを押す。

ホップ数

3 まで

5まで

10 まで

20 まで

21 以上 ( または問題発生時 )
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トを共用

3

2

3

2
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■ 接続例とレイテンシー設定
ディジーチェーン接続
シンプルな64イン48アウト

ディジーチェーン接続
FOH/ モニターで64イン48アウトを共用

リダンダンシー接続
シンプルな64イン48アウト

リダンダンシー接続
FOH/ モニターで64イン48アウ

QLQL

3

3
2

2

1 1

3 ホップ =0.25 ms 3 ホップ＝ 0.25 ms

4

2

1 1

3

3

2

QL

QLQLQLQL

QLQL

4 ホップ =0.5 ms 3 ホップ =0.25 ms

4

1
QLQL

4 ホップ =0.5 ms

4

1
QLQL

QLQL

4 ホップ =0.5 ms
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規模 ) を 2台のコンソールで共用

4

3

2

223

ディジーチェーン接続
256チャンネルHAリモート ( 最大規模 )

リダンダンシー接続
256チャンネルHAリモート (最大

9

8

7

6

5

4

3

2

2

3

4

1 1
QLQL QLQL

9 ホップ =1.0 ms 4 ホップ =0.5 ms

5

1
QLQL

QLQL

5 ホップ =0.5 ms
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が表示されます。ボタンの上段はデバイスラベルが表示されま
出力数が表示されます。マウントされていない場合は、上段に「---」
なります。
IRTUAL/CONFLICT/DUPLICATE については、P.149の
照ください。

法を次の中から選びます。
......マウントしない
......デバイスリストから選択してマウントする
......サポートデバイスから選択してマウントする
......デバイスラベルを入力してマウントする (DVS専用 )
......デバイスラベルを入力してマウントする
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Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスをマウントする
Dante オーディオネットワークにある複数の I/Oデバイスの中から、どの機器を使うかを選択してマ
ウントします。1台のQLシリーズに対して最大24台マウントできます。

DANTE SETUP画面（DEVICE MOUNTページ）

1 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リストにある I/Oデバイスのマウントをすべて解除します。

2 REFRESHボタン
Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスのリスト表示を、最新の状態に更新します。

3 I/O デバイス選択ボタン
押すと、DEVICE SELECT画面
す。ボタンの下段は製品名と入
と表示され、下段は表示なしと
このボタンの下に表示されるV
①「I/Oデバイスリスト」をご参

DANTE SETUP画面

1 設定方法選択ボタン
I/O デバイスをマウントする方
・ NO ASSIGN........................
・ DEVICE LIST .....................
・ SUPPORTED DEVICE ....
・ DVS.......................................
・ MANUAL .............................

手順
1. DANTE SETUP画面下部のDEVICE MOUNTタブを押す。

2. I/O デバイス選択ボタンを押す。

3. DEVICE SELECT画面で、設定方法選択ボタンを押す。

4. [TOUCH AND TURN] ノブを使って、設定する。

5. 設定が終わったらOKボタンを押して、画面を閉じる。

1 2

3

1
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RTED DEVICEのとき
デバイスから選択してマウントする場合は、SUPPORTED 
TED DEVICE フィールドを表示させます。Dante オーディオ
設定できます。

る I/Oデバイスのタイプがリスト表示されます。
デバイスのタイプを選びます。

操作して、マウントする I/Oデバイスのタイプを選択します。

れます。
パネルが表示されます。
されます。

操作して、UNIT ID を設定します。
が表示されます。

3

4
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■ 設定方法選択ボタン＝DEVICE LIST のとき
Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスのリストから選択してマウントする場合は、
DEVICE LIST ボタンを押して、DEVICE LIST フィールドを表示させます。

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワークにある I/Oデバイスのリストが表示されます。
リストから、マウントする I/Oデバイスを選びます。

2 DEVICE LIST 選択ノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで操作して、マウントする I/Oデバイスを選択します。

3 INPUT/OUTPUTノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで操作して、Dante オーディオネットワークの入出力数を設定しま
す。QLシリーズがサポートしている I/Oデバイスを選択した場合は入出力が自動的に入り、表示
されます。

■ 設定方法選択ボタン＝SUPPO
QLシリーズがサポートしている I/O
DEVICEボタンを押して、SUPPOR
ネットワークに接続していなくても

1 DEVICE TYPE
QLシリーズがサポートしてい
リストから、マウントする I/O

2 DEVICE TYPE選択ノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで

3 I/O デバイス表示
選択した I/Oデバイスが表示さ
上段は I/Oデバイスのフロント
下段は製品名と入出力数が表示

4 UNIT ID ノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで
インジケーターにはUNIT ID

1

2

3

1

2



セットアップ

 リファレンスマニュアル

たはMANUAL のとき
してマウントする場合は、DVS/MANUAL ボタンを押して、
せます。

I/Oデバイスのデバイスラベルが表示されます。

操作して、Dante オーディオネットワークの入出力数を設定しま

ド
を入力するキーボードです。

は、DVSボタンを押してマウントしてください。
定すると、最初に見つけたDVSを自動的にマウントします。
動認識された場合は、INPUT/OUTPUTノブの設定は無視されて
す。

2
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NOTE
･ I/O デバイスが 1台の場合は、I/O デバイスのUNIT ID を「1」に設定します。
･ 接続する機器が複数ある場合、ID は機器どうしで重ならないように割り振ります。
･ R シリーズ以外は、機種が異なればRシリーズや、他の種類の機種と同じ ID を振ることはでき
ます。ただし、I/O デバイスの入出力ポート画面の表示はUNIT ID で表示されるため、区別が付
きにくくなるので、できるだけ重ならないように設定してください。
･ パネル、設定画面等からUNIT ID、デバイスラベルを変更できない機器 (Dante-MY16-AUD
カード、Dante Accelerator 等 ) を SUPPORTED  DEVICE として使用できるようにするには、
Dante Controller からデバイスラベルを変更する必要があります。
･ I/O デバイスは、デバイスラベルを以下のように付けることで SUPPORTED DEVICEとして
認識します。
　Y###-**********
　# は 0～ 9、A～ F（大文字）の 16進数 3桁（000～ FFF）
　* は任意の文字 ( 英字 ( 大文字または小文字 )、数字、－ ( ハイフン ) が使用可 )
･ R シリーズをQLシリーズから制御する場合、Rシリーズの START UP MODEは
“REFRESH”として使用することをおすすめします。“REFRESH”に設定した場合、シス
テム内の REMOTE HA ASSIGN で“WITH RECALL”を設定したQLシリーズとの同期が完
了したときにミュートが解除されるのでより安全に使用できます。
“RESUME”では、Rシリーズ自身がバックアップしている設定で動作開始しミュートも解
除するので、予期せぬ音声が出力される場合があります。
･ 1 台のQL シリーズでは最大 8台の RシリーズのHAを制御できます。
9台以上の Rシリーズを接続する場合は、複数のQLシリーズで分担してHAの制御を行なう
ように設定するか、HAを制御する必要のない Rシリーズに対しては REMOTE HA ASSIGNに
登録せずに、START UP MODEは“RESUME”で使用してください。

■ 設定方法選択ボタン＝ DVSま
I/O デバイスのデバイスラベルを入力
DVS/MANUALフィールドを表示さ

1 DEVICE LABEL
キーボードを使用して入力した

2 INPUT/OUTPUTノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで
す。

3 デバイスラベル入力用キーボー
I/O デバイスのデバイスラベル

NOTE
･ I/O デバイスがDVSの場合
･ DEVICE  LABEL を空白に設
･ 入力したデバイスラベルが自
規定の入出力数が設定されま

1

3
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T 画面が表示されます。ボタンの上段はデバイスラベルが表示さ
と入出力数が表示されます。マウントされていない場合は、上段に
しとなります。
IRTUAL/CONFLICT/DUPLICATE については、P.149の
照ください。

面

クにあるHAデバイスのリストが表示されます。

リーズを起動したときとシーンリコールを行なったときに、QL
を HAデバイスに反映します。

操作して、マウントする HA デバイスを選択します。

バイスを共有する場合に、他のQLシリーズですでに設定されて
を設定しないでください。
ないQLシリーズからもHAデバイスの操作はできます。
トしている場合、そのQLシリーズの INPUT HA をこの画面で設
とができます。ただし、QLシリーズのUNIT ID を他に使っている
複しないように設定してください。

2
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REMOTE HAを設定する
Dante オーディオネットワークにある複数のHAデバイスの中から、どの機器を使うかを選択してマ
ウントします。1台のQLシリーズに対して最大8台マウントできます。

DANTE SETUP画面（REMOTE HAページ）

1 CLEAR ALL ボタン
このボタンを押すと、リストにあるHAデバイスのマウントをすべて解除します。

2 REFRESHボタン
Dante オーディオネットワーク上にあるHAデバイスのリスト表示を、最新の状態に更新しま
す。

3 HAデバイス選択ボタン
押すと、REMOTE HA SELEC
れます。ボタンの下段は製品名
「---」と表示され、下段は表示な
このボタンの下に表示されるV
①「I/Oデバイスリスト」をご参

REMOTE HA SELECT画

1 DEVICE LIST
Dante オーディオネットワー

2 WITH RECALLボタン
このボタンがオンの場合、QLシ
シリーズに保持されている情報

3 DEVICE LIST 選択ノブ
［TOUCH AND TURN］ノブで

NOTE
･ 複数のQLシリーズでHAデ
いるときはWITH RECALL
･ WITH RECALL を設定してい
･ 外部のQLシリーズをマウン
定をしてコントロールするこ
HAデバイスのUNIT ID と重

手順
1. DANTE SETUP画面下部のREMOTE HA ASSIGNタブを押す。

2. HAデバイス選択ボタンを押して、REMOTE HA SELECT画面を表示させる。

3. マウントするHAデバイスを選択したらOKボタンを押す。
WITH RECALLボタンを押して設定を変更した場合は、表示される確認ダイアログでOKボタン
を押す。

13 2
1

3
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にて、Rシリーズの本体とDante ネットワークの状態がインジ

ェアの場合、バージョン表示が黄色になり、インジケーターは消

各メッセージを表示します。
tatus にもメッセージが表示されます。
下のように動作します。

す

す

点滅します

点滅します
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機器状態の表示
接続されているQLシリーズおよびRシリーズ (Ro8-D 除く ) の機器の状態やDante の状態をタッ
チスクリーンで確認できます。Rシリーズの状態をコンソールから確認するには、DANTE SETUPで
REMOTE HAにアサインしている必要があります。

■ QLシリーズ
DANTE SETUP画面のSETUPフィールドにて、QLシリーズの本体とDante ネットワークの状態
がインジケーター表示されます。

■ Rシリーズ
I/O DEVICE 画面の I/O フィールド
ケーター表示されます。
V1.60対応するより前のファームウ
灯します。

メッセージ一覧
エラー/警告 /インフォメーションの
また、Dante Controller の Error S
各インジケーターの点灯 /点滅は以

記載無し 消灯

点灯 点灯し続けま

点滅 点滅し続けま

2回点滅 周期的に2回

3回点滅 周期的に3回
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ーは点灯 /定期的に点滅し続けます。
灯している場合は、機器のクロックが未確定であることを示しま

る場合は、機器がクロックマスターであることを示します。
る場合は、機器がクロックスレーブでありクロックが同期している

内容 対策方法

ドクロックの設定が間違って
。

QL5/QL1 ネイティブ対応機器または
Dante Controller でクロックマスター
とサンプリング周波数を正しく設定し
てください。

nte ネットワークの回線がつな
ていない。

Ethernet ケーブルが抜けていないか、
または断線していないか確認してくだ
さい。

nte ネットワークの結線が間
ているため、他のDante 機器
見できない。

Ethernet ケーブルの結線が正しいかど
うか確認してください。

内容 対策方法

ビットイーサネットに対応し
ない機器が接続されている。

Dante での音声伝送をする場合は、ギ
ガビットイーサネットに対応した機器
をご使用ください。

ンダンシーネットワークのと
、[SECONDARY] 端子で通
している。

[PRIMARY] 端子にされている方の回
線を確認してください。
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■ エラーメッセージ
問題が解消されるまで、SYSTEMのインジケーターが以下のように点灯 /定期的に点滅し続けます。
修理が必要な場合は、QL5/QL1取扱説明書に記載されているヤマハ修理ご相談センターにご連絡く
ださい。

■ 警告メッセージ
問題が解消されるまで、インジケータ
緑色の［SYNC］インジケーターが消
す。

緑色のインジケーターが点滅してい
緑色のインジケーターが点灯してい
ことを示します。

[SYSTEM]インジケーター 内容 対策方法

Dante の内部エラーが発生した。

機器が故障しているので、ヤマハ修理
ご相談センターにご連絡ください。

MAC Address 設定が壊れたため、
Dante による通信ができない。

内蔵メモリーが破損した。

[RESUME] として使用するときに、
電源を入れ直しても問題が解消されな
い場合は、ヤマハ修理ご相談センター
にご連絡ください。

UNIT ID が重複している。
Dante ネットワーク内でUNIT ID が
重複しないように設定し直してくださ
い。

ディップスイッチの設定が間違っ
ている。

ディップスイッチの設定を見直して、
正しく設定してください。

Dante のフロー数が制限を超え
た。

Dante ネットワークのルーティングを
見直してください。

2回点滅

3回点滅

3回点滅点灯

点灯

点滅

点滅点灯

[SYNC]インジケーター

ワー
いる

Da
がっ

Da
違っ
を発

[SYNC]インジケーター

ギガ
てい

リダ
きに
信を

点滅

2回点滅

3回点滅

点灯点灯または
点滅

点滅点灯または
点滅



セットアップ

 リファレンスマニュアル

ース )を使う
(General Purpose Interface) の入出力端子として利用できま
ートと5系統のGPI OUTポートが利用できます。たとえば、外
ズ内部のパラメーターやシーンの切り替えを操作したり、逆にQL
えに応じて外部機器にコントロール信号を送信したりできます。
にコントロール信号を送信する方法については、「シーンリコール
信号を出力する (GPI OUT)」( → P.92) をご参照ください。

、外部からQLシリーズのパラメーターを操作します。たとえば、
のトークバックのオン /オフ切り替えやタップテンポ機能などを
きます。

器を接続する。

SETUPボタンを押す。

ンを押す。

す。

、ポートごとにスイッチ属性とPOLARITY MODEを設定する。

設定するには、GPI IN SETUPボタンを押す。

ルドで、機能とパラメーターを選び、OKボタンを押す。

MIDI/GPI 画面
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■ インフォメーションメッセージ
インジケーターは点灯 /定期的に点滅して、状態を通知します。
橙色の［SYNC］インジケーターが消灯している場合は、正常に動作しています。
緑色の［SYNC］インジケーターが消灯している場合は、機器のクロックが未確定であることを示しま
す。

GPI ( 汎用インターフェ
リアパネルにあるGPI 端子は、GPI 
す。この端子では、5系統のGPI IN ポ
部スイッチなどを使ってQLシリー
シリーズ側の操作やシーンの切り替
シーンの切り替えに応じて外部機器
に連動して外部機器にコントロール

GPI IN を使う
GPI 端子のGPI IN ポートを利用して
外部スイッチを使ってQLシリーズ
操作したり、シーンを切り替えたりで

リダンダンシーネットワークのと
きに、[SECONDARY] 端子に接
続されている回線に異常が発生し
た。

[SECONDARY] 端子に接続されてい
る方の回線を確認してください。

[SYNC]インジケーター 内容 対策方法

起動時のミュート状態もしくは同
期処理中。

起動終了もしくは同期が完了するまで
お待ちください。完了するまで最大
45秒かかることがあります。

ワードクロックマスターとして正
常に機能している。

機器がワードクロックマスターである
ことを示します。

ワードクロックスレーブとして正
常に機能している。

機器がワードクロックスレーブであ
り、クロックが同期していることを示
します。

2回点滅点灯または
点滅

点灯

点滅

点灯

手順
1. QLシリーズのGPI 端子に外部機

2. ファンクションアクセスエリアの

3. SETUP画面のMIDI/GPI ボタ

4. MIDI/GPI 画面のGPI タブを押

5. 使用する外部機器の仕様に従って

6. 操作したい機能やパラメーターを

7. GPI IN SETUP画面の各フィー

SETUP画面
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す。
クティブ ) オン /オフ切り替え式のパラメーターを操作する場合
ッチが接地したときにアクティブになります。
クティブ ) オン /オフ切り替え式のパラメーターを操作する場合
ッチがオープンされたとき、またはハイレベルの電圧が入力された
クティブになります。

ン名やパラメーター名が表示されます。このボタンを押すと、GPI 
。

きる項目は、USER DEFINED キー( → P.194) と同じです。

利用して、QLシリーズの本体操作で外部機器を操作します。

機器を接続する。

SETUP ボタンを押す。

ンを押す。

す。

、ポートごとにPOLARITY MODEを設定する。

設定するには、GPI OUT SETUPボタンを押す。

ールドで機能とパラメーターを選び、OKボタンを押す。
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NOTE
･ ラッチ動作では、外部スイッチからのトリガーが入力されるたびに、アクティブ /非アクティ
ブが切り替わります。この場合、外部スイッチにはノンロックタイプをおすすめします。
･ アンラッチ動作では、外部スイッチからの信号がハイレベルまたはローレベルの間だけ、アク
ティブに切り替わります。この場合、外部スイッチは使用目的によりノンロックタイプまたは
ロックタイプをお使いください。
･ MIDI/GPI 画面のGPI ページの設定は、すべてのシーンに共通です。また、SETUPデータとし
て保存できます。

MIDI/GPI 画面 (GPI ページ )

1 GPI IN ステータスインジケーター
GPI IN ポートに入力されている電圧の状態が表示されます。

2 スイッチ属性 選択ボタン
スイッチ属性を選びます。押すたびに、LATCH（ラッチ）とUNLATCH（アンラッチ）に表示が切
り替わります。

.....................ラッチ ( 押すたびにオン / オフが切り替わるスイッチ ) を選びます。

.....................アンラッチ ( 押している間だけオンになり、離すとオフになるスイッチ ) 
を選びます。

3 POLARITY MODE選択ボタン
GPI IN ポートの極性を選びま

...........................( ローア
は、スイ

...........................( ハイア
は、スイ
ときにア

4 GPI IN SETUPボタン
現在設定しているファンクショ
IN SETUP画面が表示されます

NOTE
GPI IN SETUP画面で選択で

GPI OUTを使う
GPI OUT端子のGPI OUTポートを

1

2

3

4

手順
1. QL シリーズのGPI 端子に外部

2. ファンクションアクセスエリアの

3. SETUP画面のMIDI/GPI ボタ

4. MIDI/GPI 画面のGPI タブを押

5. 使用する外部機器の仕様に従って

6. 操作したい機能やパラメーターを

7. GPI OUT SETUP画面の各フィ
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ン名やパラメーター名が表示されます。このボタンを押すと、GPI 
ます。

す。

PI OUTポートがアクティブになり、コントロール信号が出力され

ETER 1 PARAMETER 2 解説

— 割り当てなし

— 選択チャンネルの [CUE] キーがオン

Y — DCAの [CUE] キーがオン

LY — インプット系チャンネルの [CUE]
キーがオン

ONLY — アウトプット系チャンネルの [CUE]
キーがオン

NCY PRIMARY DANTE オーディオネットワークに関
して、スター接続（リダンダンシー
ネットワーク）使用時に主回線 ( プラ
イマリー ) が動作しているときにアク
ティブになる。

SECONDARY DANTE オーディオネットワークに関
して、スター接続（リダンダンシー
ネットワーク）使用時に副回線 ( セカ
ンダリー ) が動作しているときにアク
ティブになる。

 PORT PORT 1 ～ PORT 5 GPI IN ポート 1～ 5に割り当てられ
た機能がアクティブ

— QL シリーズの電源がオン

 USER DEFINED 
KEY 1 ～ USER 
DEFINED KEY 16

USER DEFINED キーに割り当てられ
た機能がアクティブ
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MIDI/GPI 画面 (GPI ページ )

1 GPI OUTステータスインジケーター
各GPI OUTポートから出力されている電圧の状態が表示されます。

2 POLARITY MODE選択ボタン
GPI OUTポートの極性を選ぶ。

.......................... ( ローアクティブ ) GPI OUTポートがアクティブのときに接地します。

.......................... ( ハイアクティブ )GPI OUTポートがアクティブのときにオープンになり
ます。

3 GPI OUT SETUPボタン
現在設定しているファンクショ
OUT SETUP画面が表示され

設定できる機能は次のとおりで

4 TESTボタン
オンにしている間、対応するG
ます。

SETUP画面 MIDI/GPI 画面
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1

2

ファンクション PARAM

NO ASSIGN —

CUE ACTIVE CUE ON

DCA ONL

INPUT ON

OUTPUT 

DANTE REDUNDA
IND.

GPI IN ACTIVE IND. SPECIFIC

POWER ON —

USER DEF. 
KEY ACTIVE IND.

SPECIFIC
NUMBER



セットアップ

 リファレンスマニュアル

TARTページ )

ィールド

ン
びます。

す。パネル上の [SEL] キーでフェーダーを選びます。

チャンネルは表示されません。

E ノブ
境目となるレベルを設定します。UPSTROKEはそのレベルを超
そのレベルを下回ったときにトリガー信号が出力されます。
操作できます。

7

4

1
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FADER STARTを使う
GPI OUTポートに接続した機器を、フェーダーの操作に連動させる場合は、FADER STARTを設定し
ます。

MIDI/GPI 画面 (FADER S

1 CLEAR ALL ボタン
すべての選択を解除します。

2 OUTPUT DESTINATIONフ

・ GPI OUT1～ GPI OUT5ボタ
設定するGPI OUTポートを選

3 フェーダー表示
選んだフェーダーが表示されま

NOTE
QL1 の場合、その機種にない

4 THRESHOLDフィールド

・ UPSTROKE/DOWNSTROK
トリガー信号を出力するときの
えたとき、DOWNSTROKEは
[TOUCH AND TURN] ノブで

手順
1. QLシリーズのGPI 端子に外部機器を接続する。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

3. SETUP画面のMIDI/GPI ボタンを押す。

4. MIDI/GPI 画面の FADER STARTタブを押す。

5. GPI OUTポートごとに、外部機器を連動させるチャンネルと動作を設定する。

SETUP画面 MIDI/GPI 画面

3

2

5 6



セットアップ

 リファレンスマニュアル

ドでフェーダーを操作したときに、GPI OUTポートからの出力
したものです。THRESHOLDフィールドのUPSTROKEは
設定の場合です ( この図はGPI OUTポートのPOLARITYとし
ITY が の場合は、出力信号の極性が逆になります )。

出力信号としてはオープンになります。受信側でハイレベルが必
ら取ってください。ただし、その場合は流せる電流値に制限があり
ト（巻末）の「コントロール I/O 規格」をご参照ください。

250 msec
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NOTE
･ UPSTROKE/DOWNSTROKEノブで設定する THRESHOLD値は、各チャンネル ( フェーダー)、
各GPI OUT PORT に対して共通です。ただし、GPI OUT PORTごとにチャンネル (フェーダー)
は選択できます。
･ MODEを FADER START にしているときはUPSTROKE の設定値のみ、MODEを FADER 
STOP にしているときはDOWNSTROKE の設定値のみ有効となります。MODEを FADER 
TALLY にしているときは、UPSTROKE/DOWNSTROKE 両方の設定値が有効となります。

5 MODEフィールド
GPI OUTポートから信号を出力するトリガーとなるフェーダー操作のモードを選択します。選
択できるフェーダーモードは次のとおりです。

・ NO ASSIGN
選択したチャンネルのフェーダーが操作されても信号は出力されません。

・ FADER START
選択したチャンネルのフェーダーが、UPSTROKEで設定したレベル (-138.0dB ～ 10.0dB)
未満から、そのレベルを超えたときに、250msec の長さのトリガー信号を出力します。

・ FADER STOP
選択したチャンネルのフェーダーが、DOWNSTROKEで設定したレベル (- ∞ dB～ 9.95dB)
まで到達したときに、250msec の長さのトリガー信号を出力します。

・ FADER TALLY
選択したチャンネルのフェーダーが、UPSTROKEで設定したレベル (-138.0dB ～ 10.0dB)
未満からそのレベルを超えたときに、トリガー信号を出力します。この信号は、フェーダーが
DOWNSTROKEで設定したレベル (- ∞ dB～ 9.95dB) に到達するまで ( または、そのGPI 
OUTポートが別のトリガーを受けるまで )保持されます。

次の図は、それぞれのフェーダーモー
信号がどのように変化するかを表わ
-60.00、DOWNSTROKEは - ∞の
て を選択した場合です。POLAR

NOTE
ハイレベルのとき、ポートの
要な場合は、+5V電源ピンか
ます。詳しくはQLデータリス

FADER
START

FADER
TALLY

FADER
STOP

250 msec



ヘルプ機能

 リファレンスマニュアル

ドは、標準でUTF-8 として認識されます。ただし、ファイルの先頭
859-1] という行を追加しておくと、その文字コードとして認識さ
のテキストエディターでファイルを保存するときに、適切な文字
ださい。
ストファイル ( 文字コード /言語 ) は、以下のとおりです。
で記述したテキストファイル ( 英語、ドイツ語、フランス語、スペイ

述したテキストファイル ( 日本語 )
コードで記述したテキストファイル
イズは 1024KByte です。

のボタンを使って、HELP画面を表示できます。
を回す
ノブで目次エリアを、右側のノブでメインエリアをスクロールし

ン箇所 )を押す
先にスクロールします。
とアンダーラインの箇所 )を押す
画面を閉じ、該当する画面を開きます。
表示位置よりも前の章にスクロールします。

を押した履歴のうち、ひとつ前の履歴へ戻ります。

を押した履歴のうち、ひとつ後の履歴へ進みます。

ルまたはテキストファイルをロードする。

(ヘルプ )ボタンを押す。

クションアクセスエリアの (ヘルプ)ボタンまたはHELP画
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ヘルプ機能
ヤマハから提供されているヘルプファイル ( 拡張子 .xml) を表示できます。ヘルプファイルの最新情報
については、ヤマハプロオーディオウェブサイトをご参照ください。
http://proaudio.yamaha.co.jp/

また、市販のテキストエディターやMicrosoft Windowsシリーズに付属の「メモ帳」などを使って作
成したテキストファイル (拡張子 .txt) を表示することもできます *。

* ヤマハ以外の第三者が制作したヘルプファイルを使用した結果生じた損害については、一切責任を負
いかねますのでご了承ください。

USBメモリーからヘルプ /テキストファイルをロードする
NOTE
ヘルプファイルは本体メモリーに 1言語だけ保存されます。一度ロードすれば、電源を切って
もヘルプファイルは本体メモリーに保持されます。電源再起動後、初めてHELPボタンを押し
てヘルプファイルを表示する際は、本体メモリーからの読み込みに時間を要します。一度読み
込みが完了すれば、その後HELP ボタンを押しても、瞬時にヘルプファイルが表示されます。

NOTE
テキストファイルの文字コー
に [Shift_JIS] または [ISO-8
せることができます。お使い
コードを指定して保存してく
ヘルプ機能で表示できるテキ
･ ISO-8859-1 の文字コード
ン語など )
･ Shift_JIS の文字コードで記
･ 上記言語をUTF-8 の文字
･ テキストファイルの最大サ

ヘルプを表示する

■ ヘルプ画面での操作
[TOUCH AND TURN] ノブや画面

・ [TOUCH AND TURN] ノブ
................左側の

ます。
・ 文書内リンク (アンダーライ

................リンク
・ ウィンドウリンク (→マーク

................HELP
・  ボタンを押す ....現在の

・  ボタンを押す ....リンク

・  ボタンを押す ....リンク

手順
1. ヤマハから提供されているヘルプファイルまたはテキストファイルを、USBメモリーに保存する。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

3. SETUP画面のSAVE/LOADボタンを押す。

4. SAVE/LOAD画面でファイルリストに表示されたヘルプファイルを押す、または[TOUCH AND 
TURN] ノブを回して、ロードしたいヘルプファイルまたはテキストファイルを選ぶ。

5. LOADボタンを押す。

6. 確認ダイアログのOKボタンを押して、ロードを開始する。

SAVE/LOAD画面

手順
1. USBメモリーからヘルプファイ

2. ファンクションアクセスエリアの

3. HELP画面を閉じるには、ファン
面の×マークを押す。



ヘルプ機能

 リファレンスマニュアル

直接呼び出す場合
FINEDキーを押しながら、機能の概要を知りたいパネル上の操作
子の説明がある場合は該当項目のヘルプが表示されます。
FINEDキーをもう一度押すと、画面が閉じます。

ER DEFINED キーを押している間は、フェーダー以外のパネル上

の説明がある場合は、上記の操作を繰り返すことで順に説明を表

ヘルプを直接呼び出す場合
FINEDキーを押しながら、機能の概要を知りたい画面上の操作子
合は該当項目のヘルプが表示されます。
FINEDキーをもう一度押すと、画面が閉じます。

ER DEFINED キーを押している間は、画面上の操作子は機能しま

の説明がある場合は、上記の操作を繰り返すことで順に説明を表
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USER DEFINEDキーを使ってヘルプを直接呼び出す

■ USER DEFINEDキーにヘルプ機能を割り当てる

■ USER DEFINEDキーのみでHELP画面を呼び出す場合
ヘルプ機能を割り当てたUSER DEFINEDキーを押すと、HELP画面が表示されます。ヘルプ機能を
割り当てたUSER DEFINEDキーをもう一度押すと、画面が閉じます。

■ パネル操作子に対するヘルプを
ヘルプ機能を割り当てたUSER DE
子を押す (または回す ) と、その操作
ヘルプ機能を割り当てたUSER DE

NOTE
･ ヘルプ機能を割り当てたUS
の操作子は機能しません。
･ ひとつの操作子に対して複数
示できます。

■ LCD画面上の操作子に対する
ヘルプ機能を割り当てたUSER DE
を押すと、その操作子の説明がある場
ヘルプ機能を割り当てたUSER DE

NOTE
･ ヘルプ機能を割り当てたUS
せん。
･ ひとつの操作子に対して複数
示できます。

手順
1. USBメモリーからヘルプファイルをロードする。

2. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押す。

3. SETUP画面左上のUSER SETUPボタンを押す。

4. USER SETUP画面のUSER DEFINED KEYSタブを押す。

5. USER DEFINED KEYSページで、ヘルプ機能を割り当てたいUSER DEFINEDキーに対応するボ
タンを押す。

6. FUNCTIONの列で「HELP」を選択し、OKボタンを押す。

7. ×マークを押してUSER DEFINED KEYSページを閉じる。

8. ファンクションアクセスエリアのSETUPボタンを押して、SETUP画面を閉じる。

SETUP画面 USER SETUP画面 (USER 
DEFINED KEYSページ )



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

押さないでください。
IT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択することも

位置を調整する (キャリブレーション機能 )
補正をします。

TION ボタンを押してもキャリブレーションが始まらないときは、
にある [B1]/[B2] を押して TOUCH SCREEN CALIBRATIONを
タートできます。
検知位置を正確に調整するため、通常操作する位置および姿勢で

IT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択することも

フェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

CREEN CALIBRATIONボタンを押す。

ION MODE画面のSTARTボタンを押す。

して、キャリブレーションを開始する。

位置に合わせて画面を押す (合計3回 )。

を押して、通常モードで起動する。

TOUCH SCREEN CALIBRATION 
MODE画面
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そのほかの機能
ここでは、QLシリーズのそのほかの機能について説明します。

本体を工場出荷時の状態に初期化する
本体の内蔵メモリーにエラーが起きたとき、またはパスワードを忘れてしまったために操作できなく
なったときは、次の操作で内蔵メモリーを初期化できます。
内蔵メモリーの初期化には、以下の2種類があります。
INITIALIZE ALL MEMORIES
シーンメモリーやライブラリーを含む、すべてのメモリーを工場出荷時の状態に戻します。
INITIALIZE CURRENT MEMORIES
シーンメモリーやライブラリーを除くメモリーを工場出荷時の状態に戻します。

注記
内蔵メモリーを初期化すると、それまでメモリー内に保存されていた内容が失われますの
で、慎重に操作してください。
ただし、DANTE SETUP で設定されている内容は初期化されません。この内容を初期化す
るには、「コンソール設定およびDante オーディオネットワーク設定を初期化する」( →
P.241) をご参照ください。

NOTE
･ 初期化が終わるまでボタンを
･ 初期化が完了したあとは、EX
できます。

タッチスクリーンの検知
LCD表示とタッチスクリーンの位置

NOTE
･ TOUCH SCREEN CALIBRA
フェーダーバンクセクション
選択し、[B4] キーを押してス
･ 十字カーソルを押すときは、
行なってください。
･ 初期化が完了したあとは、EX
できます。

手順
1. パネル上のマスターセクションのフェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

2. 起動メニュー画面で、初期方法を選ぶ。

3. 初期化を確認するダイアログの INITIALIZE ボタンを押す。

4. 確認ダイアログのOKボタンを押して、初期化を実行する。

5. 初期化完了のメッセージが表示されたら、起動メニュー画面の EXIT ボタンを押す。

起動メニュー画面

手順
1. パネル上のマスターセクションの

2. 起動メニュー画面の TOUCH S

3. TOUCH SCREEN CALIBRAT

4. 確認ダイアログのOKボタンを押

5. 画面に表示される十字カーソルの

6. 起動メニュー画面の EXIT ボタン

起動メニュー画面



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

出されたフェーダーは、手順 3であらかじめ選択されています。
た場合は、キャリブレーションに失敗しています。RESTART ボタ
レーションを実行してください。
IT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択することも

る (キャリブレーション機能 )
整できます。

 ALL ボタンを押すと、画面内設定がすべて 0dBになります。
います。
IT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択できます。

フェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

LECTフィールドから調整したい対象のボタンを押す。

択し、[TOUCH AND TURN] ノブで値を調整する。

を押して、通常モードで起動する。
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フェーダーを調整する (キャリブレーション機能 )
使用環境によっては、モーターフェーダーの挙動にずれが生じる場合があります。この挙動のずれは、
キャリブレーション機能を使って調整できます。

NOTE
この操作で、指定したチャンネルストリップセクション、マスターセクションのフェーダーに
対して、半自動でキャリブレーションを行ないます。本体起動時にフェーダー設定に問題が検
出された場合も、この画面が表示されます。

NOTE
･ 起動時のチェックで問題が検
･ RESTART ボタンが表示され
ンを押し、もう一度キャリブ
･ 初期化が完了したあとは、EX
できます。

入出力ゲインを微調整す
必要に応じて、入出力のゲインを微調

NOTE
･ 各設定画面上にある RESET
工場出荷時も 0dB となって
･ 初期化が完了したあとは、EX

手順
1. パネル上のマスターセクションのフェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入る。

2. 起動メニュー画面の FADER CALIBRATIONボタンを押す。

3. [SEL] キーを押してキャリブレーションするフェーダーを選ぶ。

4. FADER CALIBRATION MODE画面のSTARTボタンを押す。

5. 確認ダイアログのOKボタンを押す。

6. 指定したすべてのフェーダーが-∞dB(下突き当て)に移動します。フェーダー位置がずれている場
合は、手動で - ∞ dBの位置に合わせる。

7. フェーダー位置を合わせたら、NEXTボタンを押す。

8. 手順6～7の操作を繰り返して、20dB、0dB、+10dB(上突き当て)の3箇所のフェーダー位置も順
番に調節する。

+10dBの位置の調節が終わると、キャリブレーションが始まります。
9. キャリブレーションが終了したら、APPLYボタンを押す。

10.起動メニュー画面の EXIT ボタンを押して、通常モードで起動する。

起動メニュー画面

手順
1. パネル上のマスターセクションの

2. 起動メニュー画面のMODE SE

3. ディスプレイ内のノブを押して選

4. 起動メニュー画面の EXIT ボタン

起動メニュー画面



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

ポートの微調整 )
表示して、指定したSLOTの出力ポートのゲインを0.01dB単
239

・ INPUT PORT TRIM ( アナログ入力ゲインの微調整 )
INPUT PORT TRIM 画面を表示して、指定したアナログ入力ポートのゲインを0.1dB単位で微
調整します。

・ OUTPUT PORT TRIM ( 出力ポートの微調整 )
OUTPUT PORT TRIM画面を表示して、指定した出力ポートのゲインを0.01dB単位で微調整
します。

・ SLOT OUTPUT TRIM ( 出力
SLOT OUTPUT TRIM画面を
位で微調整します。



そのほかの機能

 リファレンスマニュアル

プレイの輝度を調整する
スプレイの輝度を調整できます。

続きほかのメニューを選択できます。

フェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

R CALIBRATION ボタンを押す。

[CUE] キーまたは [ON] キーを押す。
り、[ON] キーを押すと輝度が下がります。

PPLYボタンを押して、変更を確定する。

を押して、通常モードで起動する。
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LEDカラーを調整する (キャリブレーション機能 )
必要に応じて、LEDカラーの発色を調整できます。LEDカラーの調整は、ひとつずつ行ないます。

NOTE
･ QL1 の場合、その機種にないチャンネルは表示されません。
･ 同時に複数のチャンネルを調整することはできません。
･ APPLY ボタンは、RGB値を変更したときだけ表示されます。
･ すべての LEDカラーインジケーターを工場出荷時の状態に戻したいと
きは、RESET ALL ボタンを押します。
･ 初期化が完了したあとは、EXIT ボタンを押さずに、引き続きほかのメ
ニューを選択できます。

チャンネルネームディス
必要に応じて、チャンネルネームディ

NOTE
EXIT ボタンを押さずに、引き

手順
1. パネル上のマスターセクションのフェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

2. 起動メニュー画面の LED COLOR CALIBRATIONボタンを押す。

3. チャンネルカラーを調整したいインジケーターを、パネル上の [SEL] キーで選ぶ。
[TOUCH AND TURN] ノブのインジケーターカラーを調整したい場合は、LEDフィールドにあ
るTOUCH AND TURNボタンを押す。

4. COLORフィールドのカラーボタンを押して、調整したい色を選ぶ。

5. [SEL] キーが点灯していないほかのインジケーターと見比べながら、[TOUCH AND TURN]ノブ
を使って、RGB ADJUSTMENTフィールドにあるRGBノブを回し、色を調整する。

6. 調整が終わったら、画面右側のAPPLYボタンを押して、変更を確定する。

7. 起動メニュー画面の EXIT ボタンを押して、通常モードで起動する。

LED COLOR CALIBRATION 
MODE画面

LEDフィールド

手順
1. パネル上のマスターセクションの

2. 起動メニュー画面の LED COLO

3. 輝度を調整したいチャンネルの
[CUE] キーを押すと輝度が上が

4. 調整が終わったら、画面右側のA

5. 起動メニュー画面の EXIT ボタン
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チャンネルネームディスプレイの濃淡コントラストを調整する
必要に応じて、チャンネルネームディスプレイの濃淡コントラストを調整できます。

NOTE
･ APPLY ボタンは、値を変更したときだけ表示されます。
･ EXIT ボタンを押さずに、引き続きほかのメニューを選択できます。

コンソール設定およびDante オーディオネットワーク設定を初期
化する
Dante オーディオネットワークにエラーが起きたとき、Dante に関する設定を工場出荷時の状態に
初期化できます。

注記
初期化すると、それまでメモリー内に保存されていたDante オーディオネットワーク設
定を含むすべてのコンソール設定が失われます。
Dante オーディオネットワークとの結線をすべて外してから行ってください。

手順
1. パネル上のマスターセクションのフェーダーBの [SEL] キーを押しながら、電源を入れる。

2. 起動メニュー画面の LED COLOR CALIBRATION ボタンを押す。

3. セレクテッドチャンネルセクションの [GAIN] ノブを回す。
左に回すと全チャンネルのコントラストが薄くなり、右に回すと全チャンネルのコントラストが濃
くなります。

4. 他とコントラストが異なるチャンネルを調整する場合、該当チャンネルの[SEL]キーを押しながら
[CUE] キーまたは [ON] キーを押す。
[CUE] キーを押すとコントラストが濃くなり、[ON] キーを押すとコントラストが薄くなります。

5. 調整が終わったら、画面右側のAPPLYボタンを押して、変更を確定する。

6. 起動メニュー画面の EXIT ボタンを押して、通常モードで起動する。

手順
1. パネル上のマスターセクションのフェーダーAとBの[SEL]キーを同時押ししながら、電源を入れ
る。

2. 初期化が完了したメッセージが表示されますので、CLOSEボタンを押す。
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Dante モジュールが異常動作している。

サポートしない形式のデータをロードした。

ディレクトリーを削除しようとしたが、ディレクトリー内にファイ
ルが残っているため削除できなかった。

QL Editor との間で適切でない信号が通信されている。

QL Editor の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

QL Editor の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

EFFECTポップアップ画面またはプレミアムラックのポップアップ
画面から他の画面に切り替えたので、CUE を解除した。

REDUNDANT設定中にセカンダリーポートのネットワークケーブ
ルが抜けている。

外部HAへの接続状態がシーンをストアしたときと異なるため、外
部HAのデータがリコールできなかった。

現在のバンク設定を記憶しました。

USBメモリーにアクセス中のため、次の操作はまだできない。

USBメモリーで保存 /リネーム /ディレクトリー作成しようとした
名称と、同じ名称のファイル /ディレクトリーが存在する。

内部的なファイルアクセスエラー

USBメモリー上のファイルが書き込み禁止になっているため上書き
できなかった。

メモリーの初期化が完了した。

ヘルプファイルが読み込まれていない。

IP アドレスやゲートウェイアドレスの設定が不正である。

Rシリーズのディップスイッチの設定が不正である。

何らかの理由でMAC Address 設定が壊れたため、Network 端子に
よる通信ができない。
取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されているヤマハ修理ご相談セン
ターにお問い合わせください。

不正なMAC Address で起動している。

USBメモリーのフォーマットが不正もしくは未対応のフォーマット
だったため、アクセスできなかった。

インプットチャンネルのDYNAMICS1 ポップアップ画面から他の画
面に切り替えたので、KEY IN CUE を解除した。

リコールしようとしたライブラリ #xxx にデータがストアされていな
い。

USBメモリーからの読み込みが中断された。

USBメモリーからの読み込みが完了した。

バックアップバッテリーの電圧が下がっている。

USB Memory Recorder が管理できるソング数を超えた。

概要
242

ワーニング /エラーメッセージ
メッセージ 概要

xxx Parameters Copied. xxx のパラメーターがコピーバッファーにコピーされた。

xxx Parameters Initialized. xxx のパラメーターが初期化された。

xxx Parameters Pasted. xxx のパラメーターがコピーバッファーからペーストされた。

xxx Parameters Swapped with Copy 
Buffer. xxx のパラメーターとコピーバッファーの内容を入れ替えた。

ALTERNATE FUNCTION: Turned off! ALTERNATE FUNCTIONが解除された。

Cannot Assign! QL1 の USER DEFINED KEYS ポップアップなどで、その機種には
設定できない項目を設定しようとした。

Cannot Bookmark This Popup. このポップアップはブックマーク登録できない。

Cannot Mount This Type of Device in 
This Position. 特定のデバイスをマウントできない位置にマウントしようとした。

Cannot Open This Page. この画面を開くことはできない。

Cannot Paste to Different Parameter 
Type! タイプが違うためパラメーターをペーストできなかった。

Cannot Paste! 文字列をペーストできない。

Cannot Recall! シーンメモリーやライブラリーのリコールに失敗した。

Cannot Select This Channel. ユーザーレベルなどの理由により操作できないチャンネルを選択し
ようとした。

Cannot Store! シーンメモリーやライブラリーのストアに失敗した。

Cannot Undo! アンドゥできないときに、UNDOボタンを押した。

Channel Copied. チャンネル設定のコピーが完了した。

Channel Moved. チャンネル設定の移動が完了した。

Channel Returned to Default Settings. チャンネルの設定が、初期設定に戻りました。

Console initialized due to memory 
mismatch.

バージョンアップした場合やバックアップバッテリーが消耗してい
るなどの理由で内部バックアップメモリーのデータが壊れたため、
全データを初期化した。取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載されてい
る。ヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせください。

Corrupted data fixed! データが修復された。

Couldn’t Access File. USBメモリー上のファイルが何らかの理由でアクセスできなかっ
た。

Couldn’t Write File. USBメモリーにファイルを保存できなかった。

Current User Changed. [xxx] 現在のユーザーが xxx に変更された。

DANTE audio resource overflow. Dante オーディオネットワーク上のオーディオリソースが足りない。

DANTE Connection Error! デイジーチェーン接続においてプライマリーとセカンダリーの接続
を間違えている。

DANTE is not working by GIGA bit. Dante オーディオネットワークがギガビットイーサネットとして機
能していない。

DANTE is working at Secondary. Dante オーディオネットワークがセカンダリーポートで動作してい
る。

DANTE module Error!

Different File Format! Some Data was 
not Loaded.

Directory Not Empty!

Editor: Data Framing Error!
Editor: Data Overrun!

Editor: Rx Buffer Full!

Editor: Tx Buffer Full!

EFFECT CUE: Turned Off.

Error occurred at Secondary Port.

External HA Connection Conflict!

Fader Bank Snapshot is Done.

File Access is Busy!

File Already Exists!

File Error [xx]!

File Protected!

Flash Memory Initializing Finished.

Help File Not Found!

Illegal Address!

Illegal DIP Switch Setting.

Illegal MAC Address! Cannot Use 
Ethernet.

Illegal MAC Address!

Illegal Storage Format!

KEY IN CUE: Turned Off.

LIBRARY #xxx is Empty!

Loading Aborted.

Loading Finished.

Low Battery!

Maximum Number of Audio Files 
Exceeded!

メッセージ
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Remote 端子の受信データ量が多すぎる。

Remote 端子の送信データ量が多すぎる。

p. チャンネルがリンクグループから外れた。

USBメモリーへの保存が中断された。

USBメモリーへの保存が完了した。

リコールしようとしたシーンにデータがストアされていない、また
はデータが壊れていてリコールできない。

プロテクトがかかったシーンに対して、上書きでストアしようとし
た。

読み込み専用のシーンに対して上書きでストアしようとした。

シーンのオーディオ再生とのリンクが解除された。

SLOT x の入力ポートに適切でない信号が入力されている。

SLOT x の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

SLOT x の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

識別できないソングファイルがあった。 設定したときと異なった
SONGが DIRECT PLAY、SCENE PLAY BACK LINK で使用される
可能性があります。

SCENE LINK または USER DEFINED KEY の DIRECT PLAY に割
り当てていたファイルが存在しない。

StageMix との間で適切でない信号が通信されている。

StageMix の入力ポートの受信データ量が多すぎる。

StageMix の出力ポートの送信データ量が多すぎる。

現在ステレオモードなので、この機能は使えません。

ステレオモードに切り替わった。

USBメモリーに十分な空き領域がなかったため、ファイルを保存で
きなかった。

USBメモリーが認識できなかった。

USBメモリーの準備ができていないため、アクセスできない。

現在サラウンドモードなので、この機能は使えません。

サラウンドモードに切り替わった。

[xxx] の信号がQLシリーズと同期していない。

画面上に TAP TEMPO ボタンが表示されていないので、タップ操作
が無視された。

この操作をする権限が与えられていないため無視された。

この画面ではこの機能が許可されていません。

. QL シリーズにないブックマークや画面を開こうとした。

概要
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Memory Error. R シリーズのバックアップメモリが壊れている。

MIDI: Data Framing Error!
MIDI: Data Overrun! MIDI 入力ポートに適切でない信号が入力されている。

MIDI: Rx Buffer Full! MIDI 入力ポートの受信データ量が多すぎる。

MIDI: Tx Buffer Full! MIDI 出力ポートの送信データ量が多すぎる。

Monitor Assignment is Restricted to 
Max. 8 Sources!

モニターのDEFINE 機能は最大 8つのソースまでしか選択できない
が、それ以上のソースを割り当てようとした。

No Access From Recorder! RECORDER 画面で \YPE\SONGS\ より上の階層に移動できませ
ん。

No Channel Selected. GLOBAL PASTE 画面で、コピー元のチャンネルが選ばれていない。

No Copy Item Selected. GLOBAL PASTE 画面でペーストする項目を選択していない状態で
ペーストしようとした。

No Corresponding Help Items. HELP データ内のセクションが見つからない。

No ID3 Tag exists. You can not edit. 音楽ファイルの ID3 タグがないので、編集できない。

No Response from External HA. 外部接続されている AD8HRからの応答がない。

No Response from I/O DEVICE. I/O デバイスから応答がない。

Operating as the word clock master. QL シリーズがワードクロックマスターとして機能している。

Page Bookmarked. 現在の画面 /ポップアップをブックマーク登録した。

Parameter out of range! パラメータの不一致により一部のデータをロードできなかった。

Password Changed. パスワードが変更された。

PlayBack Failed: Recorder is Busy! 録音中のため、オーディオファイルをリンク再生できない。

PLAYBACK OUT CUE: Turned Off. RECORDER 画面からほかの画面に切り替えたので、PLAYBACK 
OUT の CUEを解除した。

Please use Dante Controller. コンソールのDANTE PATCH設定が有効になっていない。

Please wait, Dante patch is proceeding 
now.

DANTE PATCH画面で PATCHが行なえないタイミングで設定しよ
うとした。

Power Supply Fan has Malfunctioned! 内蔵電源の冷却ファンが停止した。取扱説明書 ( 別紙 ) の巻末に記載
されているヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせください。

PREVIEW Mode : Cannot Use This 
Function. Preview 中にこの機能は使用できないため無視された。

PREVIEW Mode : Disabled Preview が無効になった。

PREVIEW Mode : Enabled Preview が有効になった。

Processing Aborted. 処理が中断された。

Recorder Busy: Operation Aborted! レコーダーの処理に時間がかかり、ボタンの操作をキャンセルした。

RECORDER: CODEC Error [0x%08X] ! RECORDER 画面でコーデックエラーが発生した。

RECORDER IN CUE: Turned Off. RECORDER 画面からほかの画面に切り替えたので、RECORDER 
IN の CUEを解除した。

Re-Enter Password! ユーザーパスワードの設定時に、パスワードの再入力がされていな
い。

REMOTE: Data Framing Error!
REMOTE: Data Overrun! Remote 端子に適切でない信号が入力されている。

メッセージ 概要

REMOTE: Rx Buffer Full!

REMOTE: Tx Buffer Full!

Removed from the Channel Link grou

Saving Aborted.

Saving Finished.

SCENE #xxx is Empty!

SCENE #xxx is Protected!

SCENE #xxx is Read Only!

Scene Playback Link Canceled!

SLOT x: Data Framing Error!
SLOT x: Data Overrun!

SLOT x: Rx Buffer Full!

SLOT x: Tx Buffer Full!

Some Song Files Are Unidentified.

Song File Not Found!

STAGEMIX: Data Framing Error!
STAGEMIX: Data Overrun!

STAGEMIX: Rx Buffer Full!

STAGEMIX: Tx Buffer Full!

STEREO Mode : Cannot Use This 
Function.

STEREO MODE ON.

Storage Full!

Storage Not Found!

Storage Not Ready!

SURROUND Mode : Cannot Use This 
Function.

SURROUND MODE ON.

Sync Error! [xxx]

Tap Operation Ignored.

This Operation is Not Allowed.

This Operation is Not Allowed in This 
View.

This page does not exist in this model

メッセージ
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Too Large Files! Loading Failed.

ビットマップファイルサイズが大きすぎてロードできない。対応し
ているファイルサイズは 307,256Bytes 以下である。
またはテキストファイルが大きすぎてロードできない。対応してい
るファイルサイズは 1024kB 以下である。

Too Many Bands Used! Cannot 
Compare.

31bandGEQをコピーして Flex15GEQとコンペアするときに、コ
ピー元で 16バンド以上が設定されていたため、コンペアできな
かった。

Too Many Bands Used! Cannot Paste to 
Flex15GEQ.

31bandGEQをコピーして Flex15GEQにペーストするときに、コ
ピー元で 16バンド以上が設定されていたため、ペーストできな
かった。

Total Slot Power Capability Exceeded! スロットに装着されている I/O カードの消費電力が規定値を超えた。

Unassigned Encoder. 操作したノブに対応するパラメーターが存在しないため無視された。

Unit Fan has Malfunctioned R シリーズのファンが故障している。

Unit ID Duplicated! Dante オーディオネットワーク上でUINT ID が重複している。

Unsupported File Format! USBメモリーから、対応していないフォーマットのファイルを読み
込もうとした。

USB Currently Active for Recorder 
function!

USB Memory Recorder が録音再生中のため、Save/Load などの機
能が使えない。

USB Currently Active for SAVE or LOAD! USBメモリーにミキサーのシーンメモリー /ライブラリーなどの
データをセーブ /ロードしているのでレコーダーの操作ができない。

USB Memory Busy: Recorder Stopped! USBメモリーの処理に時間がかかり、録音 /再生を停止した。

USB Memory Full ! USBメモリーの空き容量が不足しているため、RECORDERのプレ
イリストを保存できない。

USB Memory Full! Recorder Stopped. USB Memory Recorder 動作中に USBメモリーの容量が不足したた
め、Recorder の処理を停止した。

USB Memory is Protected! USBメモリーのプロテクトがオンになっている。

USB Memory Unmounted! Recorder 
Stopped.

USB Memory Recorder 動作中に USBメモリーを抜いたため、
Recorder の処理を停止した。

USB over current Error! Disconnect USB 
device. USBの過電流のため、USBデバイスを切断した。

USER DEFINED KEY BANK CHANGED [x]. USER DEFINED KEY のバンクが [x] に切り替わった。(x は A、B、
C、D)

Version Changed. All Memories were 
Initialized. バージョンアップによりカレントメモリーの内容が初期化された。

Version mismatch. R シリーズのバージョンがCLシリーズやQLシリーズのバージョン
と互換性がない。

Word Clock Error! Recorder Stopped! ワードクロックとの同期が外れたためレコーダーを停止した。

Wrong Audio File Format! オーディオファイルのフォーマットが不正である。

Wrong Password! 入力したパスワードが間違っている。

Wrong Word Clock! WORD CLOCK画面のMASTER CLOCK SELECTで選択したソー
スが適切ではないので、QLシリーズが同期できない。

You Cannot Create User Key. 現在のユーザーには、ユーザー認証キーを作成する権限が与えられ
ていない。

メッセージ 概要
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22 A. G. Arpeg. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G –0.5 dB 0.0 dB 0.0 dB +2.0 dB

F 224 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 6.70 kHz

Q — 4.5 4.5 0.125

23 A. G. Arpeg. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G 0.0 dB –5.5 dB 0.0 dB +4.0 dB

F 180 Hz 355 Hz 4.00 kHz 4.25 kHz

Q — 7.0 4.5 —

24 Brass Sec.

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –2.0 dB –1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90.0 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0

25 Male Vocal 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –0.5 dB 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB

F 190 Hz 1.00 kHz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 4.5 0.56 0.11

26 Male Vocal 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.0 dB –5.0 dB –2.5 dB +4.0 dB

F 170 Hz 236 Hz 2.65 kHz 6.70 kHz

Q 0.11 10.0 5.6 —

27 Female Vo. 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –1.0 dB +1.0 dB +1.5 dB +2.0 dB

F 118 Hz 400 Hz 2.65 kHz 6.00 kHz

Q 0.18 0.45 0.56 0.14

28 Female Vo. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –7.0 dB +1.5 dB +1.5 dB +2.5 dB

F 112 Hz 335 Hz 2.00 kHz 6.70 kHz

Q — 0.16 0.20 —

29 Chorus & Harmo

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –2.0 dB –1.0 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 90.0 Hz 850 Hz 2.12 kHz 4.50 kHz

Q 2.8 2.0 0.70 7.0

30 Total EQ 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –0.5 dB 0.0 dB +3.0 dB +6.5 dB

F 95.0 Hz 950 Hz 2.12 kHz 16.0 kHz

Q 7.0 2.2 5.6 —

31 Total EQ 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +4.0 dB +1.5 dB +2.0 dB +6.0 dB

F 95.0 Hz 750 Hz 1.80 kHz 18.0 kHz

Q 7.0 2.8 5.6 —

32 Total EQ 3

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +1.5 dB +0.5 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 67.0 Hz 850 Hz 1.90 kHz 15.0 kHz

Q — 0.28 0.70 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
2

EQ Library List

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH

01 Bass Drum 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB –3.5 dB 0.0 dB +4.0 dB

F 100 Hz 265 Hz 1.06 kHz 5.30 kHz

Q 1.25 10.0 0.90 —

02 Bass Drum 2

PEAKING PEAKING PEAKING LPF

G +8.0 dB –7.0 dB +6.0 dB ON

F 80.0 Hz 400 Hz 2.50 kHz 12.5 kHz

Q 1.4 4.5 2.2 —

03 Snare Drum 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –0.5 dB 0.0 dB +3.0 dB +4.5 dB

F 132 Hz 1.00 kHz 3.15 kHz 5.00 kHz

Q 1.25 4.5 0.11 —

04 Snare Drum 2

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G +1.5 dB –8.5 dB +2.5 dB +4.0 dB

F 180 Hz 335 Hz 2.36 kHz 4.00 kHz

Q — 10.0 0.70 0.10

05 Tom-tom 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +2.0 dB –7.5 dB +2.0 dB +1.0 dB

F 212 Hz 670 Hz 4.50 kHz 6.30 kHz

Q 1.4 10.0 1.25 0.28

06 Cymbal

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –2.0 dB 0.0 dB 0.0 dB +3.0 dB

F 106 Hz 425 Hz 1.06 kHz 13.2 kHz

Q — 8.0 0.90 —

07 High Hat

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.0 dB –2.5 dB +1.0 dB +0.5 dB

F 95.0 Hz 425 Hz 2.80 kHz 7.50 kHz

Q — 0.50 1.0 —

08 Percussion

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.5 dB 0.0 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 100 Hz 400 Hz 2.80 kHz 17.0 kHz

Q — 4.5 0.56 —

09 E. Bass 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –7.5 dB +4.5 dB +2.5 dB 0.0 dB

F 35.5 Hz 112 Hz 2.00 kHz 4.00 kHz

Q — 5.0 4.5 —

10 E. Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.0 dB 0.0 dB +2.5 dB +0.5 dB

F 112 Hz 112 Hz 2.24 kHz 4.00 kHz

Q 0.10 5.0 6.3 —

11 Syn. Bass 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB +8.5 dB 0.0 dB 0.0 dB

F 85.0 Hz 950 Hz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q 0.10 8.0 4.5 —

12 Syn. Bass 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.5 dB 0.0 dB +1.5 dB 0.0 dB

F 125 Hz 180 Hz 1.12 kHz 12.5 kHz

Q 1.6 8.0 2.2 —

13 Piano 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –6.0 dB 0.0 dB +2.0 dB +4.0 dB

F 95.0 Hz 950 Hz 3.15 kHz 7.50 kHz

Q — 8.0 0.90 —

14 Piano 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +3.5 dB –8.5 dB +1.5 dB +3.0 dB

F 224 Hz 600 Hz 3.15 kHz 5.30 kHz

Q 5.6 10.0 0.70 —

15 E. G. Clean

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.0 dB –5.5 dB +0.5 dB +2.5 dB

F 265 Hz 400 Hz 1.32 kHz 4.50 kHz

Q 0.18 10.0 6.3 —

16 E. G. Crunch 1

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +4.5 dB 0.0 dB +4.0 dB +2.0 dB

F 140 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.60 kHz

Q 8.0 4.5 0.63 9.0

17 E. G. Crunch 2

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +2.5 dB +1.5 dB +2.5 dB 0.0 dB

F 125 Hz 450 Hz 3.35 kHz 19.0 kHz

Q 8.0 0.40 0.16 —

18 E. G. Dist. 1

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +5.0 dB 0.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 355 Hz 950 Hz 3.35 kHz 12.5 kHz

Q — 9.0 10.0 —

19 E. G. Dist. 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G +6.0 dB –8.5 dB +4.5 dB +4.0 dB

F 315 Hz 1.06 kHz 4.25 kHz 12.5 kHz

Q — 10.0 4.0 —

20 A. G. Stroke 1

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –2.0 dB 0.0 dB +1.0 dB +4.0 dB

F 106 Hz 1.00 kHz 1.90 kHz 5.30 kHz

Q 0.90 4.5 3.5 —

21 A. G. Stroke 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –3.5 dB –2.0 dB 0.0 dB +2.0 dB

F 300 Hz 750 Hz 2.00 kHz 3.55 kHz

Q — 9.0 4.5 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
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10 A. Dr. BD COMPRESSOR

Threshold (dB) –24
Ratio (   :1) 3
Attack (ms) 9
Out gain (dB) 5.5
Knee 2
Release (ms) 58

11 A. Dr. BD COMPANDER-H

Threshold (dB) –11
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) –1.5
Width (dB) 7
Release (ms) 192

12 A. Dr. SN COMPRESSOR

Threshold (dB) –17
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 8
Out gain (dB) 3.5
Knee 2
Release (ms) 12

13 A. Dr. SN EXPANDER

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 0
Out gain (dB) 0.5
Knee 2
Release (ms) 151

14 A. Dr. SN COMPANDER-S

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 11
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 10
Release (ms) 128

15 A. Dr. Tom EXPANDER

Threshold (dB) –20
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 2
Out gain (dB) 5.0
Knee 2
Release (ms) 749

16 A. Dr. OverTop COMPANDER-S

Threshold (dB) –24
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 38
Out gain (dB) –3.5
Width (dB) 54
Release (ms) 842

17 E. B. Finger COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 15
Out gain (dB) 4.5
Knee 2
Release (ms) 470

# Title Type Parameter Value
3

DYNAMICS Library List

33 Bass Drum 3

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G +3.5 dB –10.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 118 Hz 315 Hz 4.25 kHz 20.0 kHz

Q 2.0 10.0 0.40 0.40

34 Snare Drum 3

L.SHELF PEAKING PEAKING PEAKING

G 0.0 dB +2.0 dB +3.5 dB 0.0 dB

F 224 Hz 560 Hz 4.25 kHz 4.00 kHz

Q — 4.5 2.8 0.10

35 Tom-tom 2

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –9.0 dB +1.5 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 90.0 Hz 212 Hz 5.30 kHz 17.0 kHz

Q — 4.5 1.25 —

36 Piano 3

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G +4.5 dB –13.0 dB +4.5 dB +2.5 dB

F 100 Hz 475 Hz 2.36 kHz 10.0 kHz

Q 8.0 10.0 9.0 —

37 Piano Low

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –5.5 dB +1.5 dB +6.0 dB 0.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 12.5 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 —

38 Piano High

PEAKING PEAKING PEAKING PEAKING

G –5.5 dB +1.5 dB +5.0 dB +3.0 dB

F 190 Hz 400 Hz 6.70 kHz 5.60 kHz

Q 10.0 6.3 2.2 0.10

39 Fine-EQ Cass

L.SHELF PEAKING PEAKING H.SHELF

G –1.5 dB 0.0 dB +1.0 dB +3.0 dB

F 75.0 Hz 1.00 kHz 4.00 kHz 12.5 kHz

Q — 4.5 1.8 —

40 Narrator

PEAKING PEAKING PEAKING H.SHELF

G –4.0 dB –1.0 dB +2.0 dB 0.0 dB

F 106 Hz 710 Hz 2.50 kHz 10.0 kHz

Q 4.0 7.0 0.63 —

# Title
Parameter

LOW L-MID H-MID HIGH
# Title Type Parameter Value

1 Gate GATE

Threshold (dB) –26
Range (dB) –56
Attack (ms) 0
Hold (ms) 2.56
Decay (ms) 331

2 Ducking DUCKING

Threshold (dB) –19
Range (dB) –22
Attack (ms) 93
Hold (ms) 1.20 S
Decay (ms) 6.32 S

3 A. Dr. BD GATE

Threshold (dB) –11
Range (dB) –53
Attack (ms) 0
Hold (ms) 1.93
Decay (ms) 400

4 A. Dr. SN GATE

Threshold (dB) –8
Range (dB) –23
Attack (ms) 1
Hold (ms) 0.63
Decay (ms) 238

5 De-Esser DE-ESSER

Threshold (dB) –8
Frequency (kHz) 2.00
Type HPF
Q 1.6

6 Comp COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 30
Out gain (dB) 0.0
Knee 2
Release (ms) 250

7 Expand EXPANDER

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 3.5
Knee 2
Release (ms) 70

8 Compander (H) COMPANDER-H

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 6
Release (ms) 250

9 Compander (S) COMPANDER-S

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 4
Attack (ms) 25
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 24
Release (ms) 180
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 At fs=44.1 kHz

34 Solo Vocal2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 26
Out gain (dB) 1.5
Knee 3
Release (ms) 331

35 Chorus COMPRESSOR

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 39
Out gain (dB) 2.5
Knee 2
Release (ms) 226

36 Click Erase EXPANDER

Threshold (dB) –33
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 1
Out gain (dB) 2.0
Knee 2
Release (ms) 284

37 Announcer COMPANDER-H

Threshold (dB) –14
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 1
Out gain (dB) –2.5
Width (dB) 18
Release (ms) 180

38 Limiter1 COMPANDER-S

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 3
Attack (ms) 20
Out gain (dB) –3.0
Width (dB) 90
Release (ms) 3.90 s

39 Limiter2 COMPRESSOR

Threshold (dB) 0
Ratio (   :1) ∞
Attack (ms) 0
Out gain (dB) 0.0
Knee hard
Release (ms) 319

40 Total Comp1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 94
Out gain (dB) 2.5
Knee hard
Release (ms) 447

41 Total Comp2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –16
Ratio (   :1) 6
Attack (ms) 11
Out gain (dB) 6.0
Knee 1
Release (ms) 180

# Title Type Parameter Value
4

*

18 E. B. Slap COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 6
Out gain (dB) 4.0
Knee hard
Release (ms) 133

19 Syn. Bass COMPRESSOR

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 9
Out gain (dB) 3.0
Knee hard
Release (ms) 250

20 Piano1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –9
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 17
Out gain (dB) 1.0
Knee hard
Release (ms) 238

21 Piano2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 7
Out gain (dB) 6.0
Knee 2
Release (ms) 174

22 E. Guitar COMPRESSOR

Threshold (dB) –8
Ratio (   :1) 3.5
Attack (ms) 7
Out gain (dB) 2.5
Knee 4
Release (ms) 261

23 A. Guitar COMPRESSOR

Threshold (dB) –10
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 5
Out gain (dB) 1.5
Knee 2
Release (ms) 238

24 Strings1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –11
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 33
Out gain (dB) 1.5
Knee 2
Release (ms) 749

25 Strings2 COMPRESSOR

Threshold (dB) –12
Ratio (   :1) 1.5
Attack (ms) 93
Out gain (dB) 1.5
Knee 4
Release (ms) 1.35 S

# Title Type Parameter Value

26 Strings3 COMPRESSOR

Threshold (dB) –17
Ratio (   :1) 1.5
Attack (ms) 76
Out gain (dB) 2.5
Knee 2
Release (ms) 186

27 BrassSection COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 18
Out gain (dB) 4.0
Knee 1
Release (ms) 226

28 Syn. Pad COMPRESSOR

Threshold (dB) –13
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 58
Out gain (dB) 2.0
Knee 1
Release (ms) 238

29 SamplingPerc COMPANDER-S

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 1.7
Attack (ms) 8
Out gain (dB) –2.5
Width (dB) 18
Release (ms) 238

30 Sampling BD COMPRESSOR

Threshold (dB) –14
Ratio (   :1) 2
Attack (ms) 2
Out gain (dB) 3.5
Knee 4
Release (ms) 35

31 Sampling SN COMPRESSOR

Threshold (dB) –18
Ratio (   :1) 4
Attack (ms) 8
Out gain (dB) 8.0
Knee hard
Release (ms) 354

32 Hip Comp COMPANDER-S

Threshold (dB) –23
Ratio (   :1) 20
Attack (ms) 15
Out gain (dB) 0.0
Width (dB) 15
Release (ms) 163

33 Solo Vocal1 COMPRESSOR

Threshold (dB) –20
Ratio (   :1) 2.5
Attack (ms) 31
Out gain (dB) 2.0
Knee 1
Release (ms) 342

# Title Type Parameter Value
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ice-over applications in which the background music level is 
nnouncer speaks.

evel exceeds the specified THRESHOLD, the output level is 
t (RANGE).

nge Description

) This determines the level of trigger signal (KEY IN) 
required to activate ducking.

) This determines the amount of attenuation when 
ducking is activated.

This determines how soon the signal is ducked once 
the ducker has been triggered.

 2.13 sec
.96 sec (160 points)

This determines how long ducking remains active 
once the trigger signal has fallen below the 
THRESHOLD level.

.0 sec
 sec (160 points)

This determines how soon the ducker returns to its 
normal gain once the trigger signal level drops below 
the threshold. The value is expressed as the duration 
required for the level to change by 6 dB.
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• Time Series Analysis

SHOLD
RANGE

Input Signal Output Signal

ATTACK DECAY
HOLD
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Dynamics Parameters
Dynamics Parameters are the following types.

GATE
A gate attenuates signals below a set THRESHOLD level by a specified amount (RANGE).

DUCKING
Ducking is commonly used for vo
reduced automatically when an a
When the KEY IN source signal l
attenuated by a specified amoun

Input channels Output channels

DYNAMIC section 1 DYNAMIC section 2 DYNAMIC section 1

Type

GATE COMPRESSOR COMPRESSOR

DUCKING COMPANDER-H 
(Compander Hard) EXPANDER

COMPRESSOR COMPANDER-S 
(Compander Soft)

COMPANDER-H 
(Compander Hard)

EXPANDER DE-ESSER COMPANDER-S 
(Compander Soft)

Parameter Range Description

THRESHOLD (dB) –72 to 0 (73 points) This determines the level at which the gate effect is 
applied.

RANGE (dB) –∞, –69 to 0 (71 points) This determines the amount of attenuation when the 
gate closes.

ATTACK (ms) 0–120 (121 points) This determines how fast the gate opens when the 
signal exceeds the threshold level.

HOLD (ms) 44.1kHz: 0.02 ms – 2.13 sec
48kHz: 0.02 ms – 1.96 sec (160 points)

This determines how long the gate stays open once 
the trigger signal has fallen below the threshold.

DECAY (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

This determines how fast the gate closes once the 
hold time has expired. The value is expressed as the 
duration required for the level to change by 6 dB.
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• I/O Characteristics • Time Series Analysis

RANGE

THRESHOLD

THRESHOLD
RANGE

Input Signal Output Signal

ATTACK DECAY
HOLD

Parameter Ra

THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points

RANGE (dB) –70 to 0 (71 points

ATTACK (ms) 0–120 (121 points)

HOLD (ms) 44.1kHz: 0.02 ms –
48kHz: 0.02 ms – 1

DECAY (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46
48kHz: 5 ms – 42.3
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below a specified THRESHOLD by a specified RATIO.

nge Description

) 
This determines the level of input signal 
required to trigger the expander.

1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
:1 (16 points)

This determines the amount of expansion.

This determines how soon the expander 
returns to its normal gain once the trigger 
signal level exceeds the threshold.

.0 sec
 sec (160 points)

This determines how soon the signal is 
expanded once the signal level drops below 
the threshold. The value is expressed as the 
duration required for the level to change by 
6 dB.

oints) This sets the expander’s output signal level.

)

This determines how expansion is applied at 
the threshold. For higher knee settings, 
expansion is applied gradually as the signal 
exceeds the specified threshold, creating a 
more natural sound.
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(RATIO= ∞:1)

SHOLD

Input Signal Output Signal

ATTACK RELEASE
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COMPRESSOR
The COMP processor attenuates signals above a specified THRESHOLD by a specified 
RATIO.
The COMP processor can also be used as a limiter, which, with a RATIO of ∞:1, reduces the 
level to the threshold. This means that the limiter’s output level never actually exceeds the 
threshold.

EXPANDER
An expander attenuates signals 

Parameter Range Description

THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points) This determines the level of input signal required to 
trigger the compressor.

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1, ∞:1 (16 points)

This determines the amount of compression, that is, 
the change in output signal level relative to change 
in input signal level.

ATTACK (ms) 0–120 (121 points)
This determines how soon the signal will be 
compressed once the compressor has been 
triggered.

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

This determines how soon the compressor returns to 
its normal gain once the trigger signal level drops 
below the threshold. The value is expressed as the 
duration required for the level to change by 6 dB.

OUT GAIN (dB) 0.0 to +18.0 (181 points) This sets the compressor’s output signal level.

KNEE Hard, 1–5 (6 points)

This determines how compression is applied at the 
threshold. For higher knee settings, compression is 
applied gradually as the signal exceeds the specified 
threshold, creating a more natural sound.
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• I/O Characteristics

(KNEE= hard, 
OUT GAIN= 0.0dB)

• Time Series Analysis
(RATIO= ∞:1)

RATIO

THRESHOLD

THRESHOLD

Input Signal Output Signal

ATTACK RELEASE

Parameter Ra

THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1, ∞

ATTACK (ms) 0–120 (121 points)

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46
48kHz:  5 ms – 42.3

OUT GAIN (dB) 0.0 to +18.0 (181 p

KNEE Hard, 1–5 (6 points

Input Level
O

ut
pu

t 
Le

ve
l

• I/O Characteristics
(KNEE= hard, 
OUT GAIN= 0.0dB)

RATIO

THRESHOLD

THRE



 Data List

Description

 reverb algorithm that delivers dense and rich reverberation, smooth decay, 
provides a spaciousness and depth that enhances the original sound. 
se from three types depending on your location and needs; REV-X HALL, 

X ROOM, and REV-X PLATE.

ert hall reverberation simulation with gate

 reverberation simulation with gate

rb designed for vocals, with gate

 reverb simulation with gate

o reverb

 reflections without the subsequent reverb

d early reflections

d reverse early reflections

le mono delay

le stereo delay

le repeat delay with modulation

 (left, center, right) delay

o delay with crossed left/right feedback

us

er

rietary Yamaha effect that produces a richer and more complex modulation 
 normal chorus

age stereo phase shifter

mically controlled flanger

mically controlled phase shifter

o pitch shifter, producing stable results

o pitch shifter

olo

-panner

ry speaker simulation

 modulator

ulated filter

mically controlled filter

rb and chorus in parallel

rb and chorus in series

rb and flanger in parallel

rb and flanger in series

rb and symphonic in parallel

rb and symphonic in series

rb and auto-pan in series

y and early reflections in parallel
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COMPANDER HARD (COMPANDER-H), COMPANDER SOFT 
(COMPANDER-S)

The hard and soft companders combine the effects of the compressor, expander and limiter.

The companders function differently at the following levels:
1 0 dB and higher ..................................Functions as a limiter.
2 Exceeding the threshold ....................Functions as a compressor.
3 Below the threshold and width ..........Functions as an expander.

The hard compander has an expansion ratio of 5:1, while the soft compander has an 
expansion ratio of 1.5:1. The expander is essentially turned off when the width is set to 
maximum. The compressor has a fixed knee setting of 2.
* The gain is automatically adjusted according to the ratio and threshold values, and can be increased by up to 18 dB.
* The OUT GAIN parameter enables you to compensate for the overall level change caused by the compression and 

expansion processes.

DE-ESSER
This detects and compresses only the sibilants and other high-frequency consonants of the 
vocal.

Effect Type List

Parameter Range Description

THRESHOLD (dB) –54 to 0 (55 points) This determines the level at which compression is 
applied.

RATIO
1.0:1, 1.1:1, 1.3:1, 1.5:1, 1.7:1, 2.0:1, 
2.5:1, 3.0:1, 3.5:1, 4.0:1, 5.0:1, 6.0:1, 
8.0:1, 10:1, 20:1 (15 points)

This determines the amount of compression.

ATTACK (ms) 0–120 (121 points) This determines how soon the signal is compressed or 
expanded once the compander has been triggered.

RELEASE (ms) 44.1kHz: 6 ms – 46.0 sec
48kHz: 5 ms – 42.3 sec (160 points)

This determines how soon the compressor or 
expander returns to the normal gain once the trigger 
signal level drops below or exceeds the threshold 
respectively. The value is expressed as the duration 
required for the level to change by 6 dB.

OUT GAIN (dB) –18.0 to 0.0 (181 points) This sets the compander’s output signal level.

WIDTH (dB) 1–90 (90 points)
This determines how far below the threshold 
expansion will be applied. The expander is activated 
when the level drops below the threshold and width.

Parameter Range Description
THRESHOLD –54 to 0 (55 points) Threshold level at which the de-esser effect is applied.

FREQUENCY 1kHz–12.5kHz (45 points) Cutoff frequency of the filter used to detect the high frequencies.

TYPE HPF, BPF Type of filter used to detect the frequency band.

Q 10.0–0.10 (41 points) Q (steepness) of the filter when TYPE is BPF.

0dB
Input Level

O
ut

p
ut

 L
ev

el

WIDTH

THRESHOLD

Title Type

REV-X Hall REV-X HALL New
and 
Choo
REV-

REV-X Room REV-X ROOM

REV-X Plate REV-X PLATE

Reverb Hall REVERB HALL Conc

Reverb Room REVERB ROOM Room

Reverb Stage REVERB STAGE Reve

Reverb Plate REVERB PLATE Plate

Stereo Reverb ST REVERB Stere

Early Ref. EARLY REF. Early

Gate Reverb GATE REVERB Gate

Reverse Gate REVERSE GATE Gate

Mono Delay MONO DELAY Simp

Stereo Delay STEREO DELAY Simp

Mod.Delay MOD.DELAY Simp

Delay LCR DELAY LCR 3-tap

Echo ECHO Stere

Chorus CHORUS Chor

Flange FLANGE Flang

Symphonic SYMPHONIC Prop
than

Phaser PHASER 16-st

Dyna.Flange DYNA.FLANGE Dyna

Dyna.Phaser DYNA.PHASER Dyna

HQ. Pitch HQ.PITCH Mon

Dual Pitch DUAL PITCH Stere

Tremolo TREMOLO Trem

Auto Pan AUTO PAN Auto

Rotary ROTARY Rota

Ring Mod. RING MOD. Ring

Mod.Filter MOD.FILTER Mod

Dyna.Filter DYNA.FILTER Dyna

Rev+Chorus REV+CHORUS Reve

RevChorus REVCHORUS Reve

Rev+Flange REV+FLANGE Reve

RevFlange REVFLANGE Reve

Rev+Sympho. REV+SYMPHO. Reve

RevSympho. REVSYMPHO. Reve

RevPan REVPAN Reve

Delay+Er. DELAY+ER. Dela



 Data List

s

M, REV-X PLATE
output reverb algorithm. Delivers dense and rich 
d provides a spaciousness and depth that enhances the 
e types depending on your location and needs; REV-X 
X PLATE.

OOM, REVERB STAGE, REVERB PLATE
, stage, and plate reverb simulations, all with gates.

Description

ype is REV-X HALL and the ROOM SIZE=28. The range will differ depending 
etting.

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Low-frequency reverb time ratio

Frequency point for LO.RATIO setting

Reverb diffusion (left-right reverb spread)

Size of room

Gate closing speed

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Description

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Low-frequency reverb time ratio

Reverb diffusion (left-right reverb spread)

Reverb density

Delay between early reflections and reverb

Balance of early reflections and reverb
(0% = all reverb, 100% = all early reflections)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Level at which gate kicks in

Gate opening speed

s–1.96 s (fs=48 kHz)

Gate open time

42.3 s (fs=48 kHz)

Gate closing speed
8

Effects Parameter

REV-X HALL, REV-X ROO
Newly-developed two input, two 
reverberation, smooth decay, an
original sound. Choose from thre
HALL, REV-X ROOM, and REV-

REVERB HALL, REVERB R
One input, two output hall, room

DelayEr. DELAYER. Delay and early reflections in series

Delay+Rev DELAY+REV Delay and reverb in parallel

DelayRev DELAYREV Delay and reverb in series

DistDelay DISTDELAY Distortion and delay in series

Multi Filter MULTI FILTER 3-band parallel filter (24 dB/octave)

Freeze FREEZE Simple sampler

Distortion DISTORTION Distortion

Amp Simulate AMP SIMULATE Guitar amp simulation

Comp276 COMP276 This compressor emulates the characteristics of an analog compressor that has 
become a sought-after classic in recording studios.

Comp276S COMP276S This is a stereo model of COMP276.

Comp260 COMP260 This compressor emulates the characteristics of a compressor/limiter of the latter 
1970s that has become a sought-after classic for live SR.

Comp260S COMP260S This is a stereo model of the COMP260.

Equalizer601 EQUALIZER601 This equalizer emulates the characteristics of an analog equalizer of the 1970s. It 
can be used to obtain a sense of drive.

OpenDeck OPENDECK This is a tape saturation effect that emulates the tape compression produced by 
two open-reel tape recorders: a recording deck and a reproduction deck.

M.Band Dyna. M.BAND DYNA. Multi-band dynamics processor

M.Band Comp M.BAND COMP Multi-band compressor

Title Type Description

Parameter Range

REV TIME 0.28–27.94 s*1

*1. These values are for when the effect t
on the effect type and ROOM SIZE s

INI. DLY 0.0–120.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0 

LO. RATIO 0.1–1.4

LO.FREQ 22.0 Hz–18.0 kHz

DIFF. 0–10 

ROOM SIZE 0–28

DECAY 0–53

HPF THRU, 22.0 Hz–8.00 kHz

LPF 1.00 kHz–18.0 kHz, 
THRU

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

LO. RATIO 0.1–2.4

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

E/R DLY 0.0–100.0 ms

E/R BAL. 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

GATE LVL OFF, –60 to 0 dB

ATTACK 0–120 ms

HOLD *1

*1. 0.02 ms–2.13 s (fs=44.1 kHz), 0.02 m

DECAY *2

*2. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–



 Data List

 GATE
ctions with gate, and early reflections with reverse gate.

at delay.

o delay.

Description

Type of early reflection simulation

Reflection spacing

Early reflections decay characteristics (0 = dead, 10 = live)

Initial delay before reverb begins

Reflection diffusion (left–right reflection spread)

Reflection density

High-frequency feedback ratio

Number of early reflections

Feedback gain

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Description

Delay time

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

High-frequency feedback ratio

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo 

Used in conjunction with TEMPO to determine DELAY

Description

Left channel delay time

Right channel delay time

Left channel feedback (plus values for normal-phase feedback, minus 
values for reverse-phase feedback)

Right channel feedback (plus values for normal-phase feedback, minus 
values for reverse-phase feedback)

High-frequency feedback ratio

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY
9

STEREO REVERB
Two input, two output stereo reverb.

EARLY REF.
One input, two output early reflections.

GATE REVERB, REVERSE
One input, two output early refle

MONO DELAY
One input, one output basic repe

STEREO DELAY
Two input, two output basic stere

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

REV TYPE Hall, Room, Stage, Plate Reverb type

INI. DLY 0.0–100.0 ms Initial delay before reverb begins

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

LO. RATIO 0.1–2.4 Low-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Reverb diffusion (left–right reverb spread)

DENSITY 0–100% Reverb density

E/R BAL. 0–100% Balance of early reflections and reverb
(0% = all reverb, 100% = all early reflections)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

Parameter Range Description

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring Type of early reflection simulation

ROOMSIZE 0.1–20.0 Reflection spacing

LIVENESS 0–10 Early reflections decay characteristics (0 = dead, 10 = live)

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

DIFF. 0–10 Reflection diffusion (left–right reflection spread)

DENSITY 0–100% Reflection density

ER NUM. 1–19 Number of early reflections

FB GAIN –99 to +99% Feedback gain

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency feedback ratio

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

Parameter Range

TYPE Type-A, Type-B

ROOMSIZE 0.1–20.0

LIVENESS 0–10

INI. DLY 0.0–500.0 ms

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

HI. RATIO 0.1–1.0

ER NUM. 1–19

FB GAIN –99 to +99%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

Parameter Range

DELAY 0.0–2730.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.
setting)

Parameter Range

DELAY L 0.0–1350.0 ms

DELAY R 0.0–1350.0 ms

FB. G L –99 to +99%

FB. G R –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1



 Data List

y with crossed feedback loop.

ct.

Description

Left channel delay time

Right channel delay time

Left channel feedback delay time

Right channel feedback delay time

Left channel feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus 
values for reverse-phase feedback)

Right channel feedback gain (plus values for normal-phase feedback, 
minus values for reverse-phase feedback)

Left to right channel feedback gain (plus values for normal-phase feedback, 
minus values for reverse-phase feedback)

Right to left channel feedback gain (plus values for normal-phase feedback, 
minus values for reverse-phase feedback)

High-frequency feedback ratio

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel feedback 
DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel feedback 
DELAY

Description

Modulation speed

Amplitude modulation depth

Pitch modulation depth

Modulation delay time

Modulation waveform 

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Low shelving filter frequency

Low shelving filter gain

EQ (peaking type) frequency

EQ (peaking type) gain

EQ (peaking type) bandwidth

High shelving filter frequency

High shelving filter gain
10

MOD. DELAY
One input, two output basic repeat delay with modulation.

DELAY LCR
One input, two output 3-tap delay (left, center, right).

ECHO
Two input, two output stereo dela

CHORUS
Two input, two output chorus effe

Parameter Range Description

DELAY 0.0–2725.0 ms Delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency feedback ratio

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

WAVE Sine/Tri Modulation waveform 

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

DLY.NOTE *1

*1. (Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine DELAY

MOD.NOTE *2

*2.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–2730.0 ms Left channel delay time

DELAY C 0.0–2730.0 ms Center channel delay time

DELAY R 0.0–2730.0 ms Right channel delay time

FB. DLY 0.0–2730.0 ms Feedback delay time

LEVEL L –100 to +100% Left channel delay level

LEVEL C –100 to +100% Center channel delay level

LEVEL R –100 to +100% Right channel delay level

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency feedback ratio

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE L *1

*1. (Maximum value depends on the tempo 
setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

NOTE C *1 Used in conjunction with TEMPO to determine center channel DELAY

NOTE R *1 Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

NOTE FB *1 Used in conjunction with TEMPO to determine feedback DELAY

Parameter Range

DELAY L 0.0–1350.0 ms

DELAY R 0.0–1350.0 ms

FB.DLY L 0.0–1350.0 ms

FB.DLY R 0.0–1350.0 ms

FB. G L –99 to +99%

FB. G R –99 to +99%

LR FBG –99 to +99%

RL FBG –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1

NOTE FBL *1

NOTE FBR *1

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

AM DEPTH 0–100%

PM DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB



 Data List

haser.

ly controlled flanger.

Description

Modulation speed

Modulation depth

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

Lowest phase-shifted frequency offset

Left and right modulation phase balance

Number of phase shift stages

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Low shelving filter frequency

Low shelving filter gain

High shelving filter frequency

High shelving filter gain

Description

Control source: input signal or MIDI Note On velocity

Sensitivity

Upward or downward frequency change

42.3 s (fs=48 kHz)

Decay speed

Delay time offset

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

Low shelving filter frequency

Low shelving filter gain

EQ (peaking type) frequency

EQ (peaking type) gain

EQ (peaking type) bandwidth

High shelving filter frequency

High shelving filter gain
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FLANGE
Two input, two output flange effect.

SYMPHONIC
Two input, two output symphonic effect.

PHASER
Two input, two output 16-stage p

DYNA.FLANGE
Two input, two output dynamical

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz Low shelving filter frequency

LSH G –12.0 to +12.0 dB Low shelving filter gain

EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ (peaking type) frequency

EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ (peaking type) gain

EQ Q 10.0–0.10 EQ (peaking type) bandwidth

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz High shelving filter frequency

HSH G –12.0 to +12.0 dB High shelving filter gain

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz Low shelving filter frequency

LSH G –12.0 to +12.0 dB Low shelving filter gain

EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ (peaking type) frequency

EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ (peaking type) gain

EQ Q 10.0–0.10 EQ (peaking type) bandwidth

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz High shelving filter frequency

HSH G –12.0 to +12.0 dB High shelving filter gain

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

FB. GAIN –99 to +99%

OFFSET 0–100

PHASE 0.00–354.38 degrees

STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB

Parameter Range

SOURCE INPUT, MIDI

SENSE 0–100

DIR. UP, DOWN

DECAY *1

*1. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–

OFFSET 0–100

FB.GAIN –99 to +99%

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB



 Data List

r.

ect.

Description

Channel #1 pitch shift

Channel #1 pitch shift fine

Channel #1 level (plus values for normal phase, minus values for reverse 
phase)

Channel #1 pan

Channel #1 delay time

Channel #1 feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus 
values for reverse-phase feedback)

Pitch shift precision

Channel #2 pitch shift

Channel #2 pitch shift fine

Channel #2 level (plus values for normal phase, minus values for reverse 
phase)

Channel #2 pan

Channel #2 delay time

Channel #2 feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus 
values for reverse-phase feedback)

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine Channel #1 delay

Used in conjunction with TEMPO to determine Channel #2 delay

Description

Modulation speed

Modulation depth

Modulation waveform

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Low shelving filter frequency

Low shelving filter gain

EQ (peaking type) frequency

EQ (peaking type) gain

EQ (peaking type) bandwidth

High shelving filter frequency

High shelving filter gain
12

DYNA.PHASER
Two input, two output dynamically controlled phaser.

HQ.PITCH
One input, two output high-quality pitch shifter.

DUAL PITCH
Two input, two output pitch shifte

TREMOLO
Two input, two output tremolo eff

Parameter Range Description

SOURCE INPUT, MIDI Control source: input signal or MIDI Note On velocity

SENSE 0–100 Sensitivity

DIR. UP, DOWN Upward or downward frequency change

DECAY *1

*1. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–42.3 s (fs=48 kHz)

Decay speed

OFFSET 0–100 Lowest phase-shifted frequency offset

FB.GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16 Number of phase shift stages

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz Low shelving filter frequency

LSH G –12.0 to +12.0 dB Low shelving filter gain

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz High shelving filter frequency

HSH G –12.0 to +12.0 dB High shelving filter gain

Parameter Range Description

PITCH –12 to +12 semitones Pitch shift

FINE –50 to +50 cents Pitch shift fine

DELAY 0.0–1000.0 ms Delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

MODE 1–10 Pitch shift precision

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1. (Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine DELAY

Parameter Range

PITCH 1 –24 to +24 semitones

FINE 1 –50 to +50 cents

LEVEL 1 –100 to +100%

PAN 1 L63 to R63

DELAY 1 0.0–1000.0 ms

FB. G 1 –99 to +99%

MODE 1–10

PITCH 2 –24 to +24 semitones

FINE 2 –50 to +50 cents

LEVEL 2 –100 to +100%

PAN 2 L63 to R63

DELAY 2 0.0–1000.0 ms

FB. G 2 –99 to +99%

SYNC OFF/ON

NOTE 1 *1

*1.

NOTE 2 *1

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

WAVE Sine, Tri, Square

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz

LSH G –12.0 to +12.0 dB

EQ F 100 Hz–8.00 kHz

EQ G –12.0 to +12.0 dB

EQ Q 10.0–0.10

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz

HSH G –12.0 to +12.0 dB
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ator.

 filter.

ly controlled filter.

Description

Modulation source: oscillator or input signal 

Oscillator frequency

Oscillator frequency modulation speed

Oscillator frequency modulation depth

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FM FREQ

Description

Modulation speed

Modulation depth

Left-channel modulation and right-channel modulation phase difference

Filter type: low pass, high pass, band pass

Filter frequency offset

Filter resonance

Output level

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Description

Control source:
input signal or MIDI Note On velocity

Sensitivity

Upward or downward frequency change

42.3 s (fs=48 kHz)

Filter frequency change decay speed

Filter type: low pass, high pass, band pass

Filter frequency offset

Filter resonance

Output level
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AUTOPAN
Two input, two output autopanner.

ROTARY
One input, two output rotary speaker simulator.

RING MOD.
Two input, two output ring modul

MOD.FILTER
Two input, two output modulation

DYNA.FILTER
Two input, two output dynamical

Parameter Range Description

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

DIR. *1

*1. LR, LR, LR, Turn L, Turn R

Panning direction

WAVE Sine, Tri, Square Modulation waveform

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *2

*2.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

LSH F 21.2 Hz–8.00 kHz Low shelving filter frequency

LSH G –12.0 to +12.0 dB Low shelving filter gain

EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ (peaking type) frequency

EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ (peaking type) gain

EQ Q 10.0–0.10 EQ (peaking type) bandwidth

HSH F 50.0 Hz–16.0 kHz High shelving filter frequency

HSH G –12.0 to +12.0 dB High shelving filter gain

Parameter Range Description

ROTATE STOP, START Rotation stop, start

SPEED SLOW, FAST Rotation speed (see SLOW and FAST parameters)

SLOW 0.05–10.00 Hz SLOW rotation speed

FAST 0.05–10.00 Hz FAST rotation speed

DRIVE 0–100 Overdrive level

ACCEL 0–10 Acceleration at speed changes

LOW 0–100 Low-frequency filter

HIGH 0–100 High-frequency filter

Parameter Range

SOURCE OSC, SELF

OSC FREQ 0.0–5000.0 Hz

FM FREQ. 0.05–40.00 Hz

FM DEPTH 0–100%

SYNC OFF/ON

FM NOTE *1

*1.

Parameter Range

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

PHASE 0.00–354.38 degrees

TYPE LPF, HPF, BPF

OFFSET 0–100

RESO. 0–20

LEVEL 0–100

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

Parameter Range

SOURCE INPUT, MIDI

SENSE 0–100

DIR. UP, DOWN

DECAY *1

*1. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–

TYPE LPF, HPF, BPF

OFFSET 0–100

RESO. 0–20

LEVEL 0–100



 Data List

 flanger effects in parallel.

 flanger effects in series.

Description

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Spread

Reverb density

Reverb and flange balance
(0% = all reverb, 100% = all flange)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Modulation speed

Modulation depth

Modulation delay time

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

Modulation waveform 

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Description

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Spread

Reverb density

Reverb and flanged reverb balance
(0% = all flanged reverb, 100% = all reverb)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Modulation speed

Modulation depth

Modulation delay time

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

Modulation waveform 

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ
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REV+CHORUS
One input, two output reverb and chorus effects in parallel.

REVCHORUS
One input, two output reverb and chorus effects in series.

REV+FLANGE
One input, two output reverb and

REVFLANGE
One input, two output reverb and

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reverb density

REV/CHO 0–100% Reverb and chorus balance
(0% = all reverb, 100% = all chorus)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

AM DEPTH 0–100% Amplitude modulation depth

PM DEPTH 0–100% Pitch modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reverb density

REV.BAL 0–100% Reverb and chorused reverb balance
(0% = all chorused reverb, 100% = all reverb)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

AM DEPTH 0–100% Amplitude modulation depth

PM DEPTH 0–100% Pitch modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV/FLG 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

MOD. DLY 0.0–500.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

WAVE Sine, Tri

SYNC OFF/ON

NOTE *1

*1.



 Data List

ted reverb and auto-pan effect.

 early reflections effects in parallel.

Description

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Spread

Reverb density

Reverb and panned reverb balance
(0% = all panned reverb, 100% = all reverb)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Modulation speed

Modulation depth

Panning direction

Modulation waveform 

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Description

Left channel delay time

Right channel delay time

Feedback delay time

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

High-frequency feedback ratio

Delay and early reflections balance 
(0% = all delay, 100% = all early reflections)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Type of early reflection simulation

Reflection spacing

Early reflections decay characteristics (0 = dead, 10 = live)

Initial delay before reverb begins

Spread

Reflection density

Number of early reflections

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine feedback DELAY
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REV+SYMPHO.
One input, two output reverb and symphonic effects in parallel.

REVSYMPHO.
One input, two output reverb and symphonic effects in series.

REVPAN
This is a 1-in/2-out series-connec

DELAY+ER.
One input, two output delay and

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reverb density

REV/SYM 0–100% Reverb and symphonic balance
(0% = all reverb, 100% = all symphonic)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Parameter Range Description

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reverb density

REV.BAL 0–100% Reverb and symphonic reverb balance
(0% = all symphonic reverb, 100% = all reverb)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

MOD. DLY 0.0–500.0 ms Modulation delay time

WAVE Sine, Tri Modulation waveform 

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE *1

*1.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

Parameter Range

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

HI. RATIO 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

REV.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

FREQ. 0.05–40.00 Hz

DEPTH 0–100%

DIR. *1

*1. LR, LR, LR, Turn L, Turn R

WAVE Sine, Tri, Square

SYNC OFF/ON

NOTE *2

*2.

Parameter Range

DELAY L 0.0–1000.0 ms

DELAY R 0.0–1000.0 ms

FB. DLY 0.0–1000.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

HI. RATIO 0.1–1.0

DLY/ER 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring

ROOMSIZE 0.1–20.0

LIVENESS 0–10

INI. DLY 0.0–500.0 ms

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

ER NUM. 1–19

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1

NOTE FB *1



 Data List

 reverb effects in series.

Tempo parameter sync on/off

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine feedback DELAY

(Maximum value depends on the tempo setting)

Description

Left channel delay time

Right channel delay time

Feedback delay time

Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

Delay high-frequency feedback ratio

Delay and delayed reverb balance
(0% = all delayed reverb, 100% = all delay)

High-pass filter cutoff frequency

Low-pass filter cutoff frequency

Reverb time

Initial delay before reverb begins

High-frequency reverb time ratio

Spread

Reverb density

Tempo parameter sync on/off

(Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

Used in conjunction with TEMPO to determine feedback DELAY

Description
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DELAYER.
One input, two output delay and early reflections effects in series.

DELAY+REV
One input, two output delay and reverb effects in parallel.

DELAYREV
One input, two output delay and

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–1000.0 ms Left channel delay time

DELAY R 0.0–1000.0 ms Right channel delay time

FB. DLY 0.0–1000.0 ms Feedback delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency feedback ratio

DLY.BAL 0–100% Delay and early reflected delay balance
(0% = all early reflected delay, 100% = all delay)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

TYPE S-Hall, L-Hall, Random, 
Revers, Plate, Spring Type of early reflection simulation

ROOMSIZE 0.1–20.0 Reflection spacing

LIVENESS 0–10 Early reflections decay characteristics (0 = dead, 10 = live)

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reflection density

ER NUM. 1–19 Number of early reflections

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

NOTE L *1

*1. (Maximum value depends on the tempo setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine left channel DELAY

NOTE R *1 Used in conjunction with TEMPO to determine right channel DELAY

NOTE FB *1 Used in conjunction with TEMPO to determine feedback DELAY

Parameter Range Description

DELAY L 0.0–1000.0 ms Left channel delay time

DELAY R 0.0–1000.0 ms Right channel delay time

FB. DLY 0.0–1000.0 ms Feedback delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

DELAY HI 0.1–1.0 Delay high-frequency feedback ratio

DLY/REV 0–100% Delay and reverb balance
(0% = all delay, 100% = all reverb)

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz High-pass filter cutoff frequency

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU Low-pass filter cutoff frequency

REV TIME 0.3–99.0 s Reverb time

INI. DLY 0.0–500.0 ms Initial delay before reverb begins

REV HI 0.1–1.0 High-frequency reverb time ratio

DIFF. 0–10 Spread

DENSITY 0–100% Reverb density

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

NOTE R *1

NOTE FB *1

*1.

Parameter Range

DELAY L 0.0–1000.0 ms

DELAY R 0.0–1000.0 ms

FB. DLY 0.0–1000.0 ms

FB. GAIN –99 to +99%

DELAY HI 0.1–1.0

DLY.BAL 0–100%

HPF THRU, 21.2 Hz–8.00 kHz

LPF 50.0 Hz–16.0 kHz, THRU

REV TIME 0.3–99.0 s

INI. DLY 0.0–500.0 ms

REV HI 0.1–1.0

DIFF. 0–10

DENSITY 0–100%

SYNC OFF/ON

NOTE L *1

*1.

NOTE R *1

NOTE FB *1

Parameter Range



 Data List

pler.

effect.

Description

In MANUAL mode, recording is started by pressing the REC and PLAY 
buttons. In INPUT mode, Record-Ready mode is engaged by pressing the 
REC button, and actual recording is triggered by the input signal.

Recording delay.
For plus values, recording starts after the trigger is received. For minus 
values, recording starts before the trigger is received.

In MOMENT mode, the sample plays only while the PLAY button is 
pressed. In CONT mode, playback continues once the PLAY button has 
been pressed. The number of times the sample plays is set using the LOOP 
NUM parameter. In INPUT mode, playback is triggered by the input signal. 

Input trigger level (i.e., the signal level required to trigger recording or 
playback)

Once playback has been triggered, subsequent triggers are ignored for the 
duration of the TRG MASK time.

–5458.3 ms (fs=48 kHz)

Playback start point in milliseconds

Playback end point in milliseconds

Loop start point in milliseconds

Number of times the sample plays

Playback pitch shift

Playback pitch shift fine

The PLAY button can be triggered by using MIDI Note on/off messages.

Playback start point in samples

Playback end point in samples

Loop start point in samples

Description

Distortion type (DST = distortion, OVD = overdrive)

Distortion drive

Master volume

Tone control

Noise reduction
17

DISTDELAY
One input, two output distortion and delay effects in series.

MULTI FILTER
Two input, two output 3-band multi-filter (24 dB/octave).

FREEZE
One input, two output basic sam

DISTORTION
One input, two output distortion 

Parameter Range Description

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH Distortion type (DST = distortion, OVD = overdrive)

DRIVE 0–100 Distortion drive

MASTER 0–100 Master volume

TONE –10 to +10 Tone control

N. GATE 0–20 Noise reduction

SYNC OFF/ON Tempo parameter sync on/off

DLY.NOTE *1

*1. (Maximum value depends on the tempo 
setting)

Used in conjunction with TEMPO to determine DELAY

MOD.NOTE *2

*2.

Used in conjunction with TEMPO to determine FREQ

DELAY 0.0–2725.0 ms Delay time

FB. GAIN –99 to +99% Feedback gain (plus values for normal-phase feedback, minus values for 
reverse-phase feedback)

HI. RATIO 0.1–1.0 High-frequency feedback ratio

FREQ. 0.05–40.00 Hz Modulation speed

DEPTH 0–100% Modulation depth

DLY.BAL 0–100% Distortion and delay balance
(0% = all distortion, 100% = all delayed distortion)

Parameter Range Description

TYPE 1 LPF, HPF, BPF Filter 1 type: high pass, low pass, band pass

FREQ. 1 28.0 Hz–16.0 kHz Filter 1 frequency

LEVEL 1 0–100 Filter 1 level

RESO. 1 0–20 Filter 1 resonance

TYPE 2 LPF, HPF, BPF Filter 2 type: high pass, low pass, band pass

FREQ. 2 28.0 Hz–16.0 kHz Filter 2 frequency

LEVEL 2 0–100 Filter 2 level

RESO. 2 0–20 Filter 2 resonance

TYPE 3 LPF, HPF, BPF Filter 3 type: high pass, low pass, band pass

FREQ. 3 28.0 Hz–16.0 kHz Filter 3 frequency

LEVEL 3 0–100 Filter 3 level

RESO. 3 0–20 Filter 3 resonance

Parameter Range

REC MODE MANUAL, INPUT

REC DLY –1000 to +1000 ms

PLY MODE MOMENT, CONTI., 
INPUT

TRG LVL –60 to 0 dB

TRG MASK 0–1000 ms

START *1

*1. 0.0–5941.0 ms (fs=44.1 kHz), 0.0 ms

END *1

LOOP *1

LOOP 
NUM 0–100

PITCH –12 to +12 semitones

FINE –50 to +50 cents

MIDI TRG OFF, C1–C6, ALL

START 
[SAMPLE] 0–131000

END 
[SAMPLE] 0–131000

LOOP 
[SAMPLE] 0–131000

Parameter Range

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH

DRIVE 0–100

MASTER 0–100

TONE –10 to +10

N. GATE 0–20



 Data List

ristics of analog compressors that are widely used in 
thick, strong frame sound suitable for drums and bass. You 
channel parameters.

ristics of mid 70’s compressors/limiters that are the standard 
onaural channels independently. You can also link several 

ristics of mid 70’s compressors/limiters that are the standard 
trol the L and R channel parameters.

Description

Adjusts the input level

Adjusts the output gain

Ratio of the compressor

Attack time of the compressor

Release time of the compressor

Automatically corrects output gain reduction when the compressor is 
applied

When the HPF in the side chain of the compressor is turned on, the 
compression applied to the low range will be weakened, thus emphasizing 
the low range.

Description

Threshold of CH compressor

Knee of CH1 compressor

Attack time of CH1 compressor

Release time of CH1 compressor

Ratio for CH1 compressor

Adjusts the CH1 output gain

Threshold of CH2 compressor

Knee of CH2 compressor

Attack time of CH2 compressor

Release time of CH2 compressor

Ratio of CH2 compressor

Adjusts the CH2 output gain

Links CH1 and CH2 as a stereo pair. THRE., KNEE, ATTACK, RELEASE, and 
RATIO parameters are linked; OUTPUT parameter is not linked

Description

Threshold of the compressor

Knee of the compressor

Attack time of the compressor

Release time of the compressor

Ratio of the compressor

Adjusts the output gain
18

AMP SIMULATE
One input, two output guitar amp simulator.

COMP276
This effect emulates the characteristics of analog compressors that are widely used in 
recording studios. It produces a thick, strong frame sound suitable for drums and bass. You 
can control two monaural channels independently.

COMP276S
This effect emulates the characte
recording studios. It produces a 
can link and control the L and R 

COMP260
This effect emulates the characte
for live SR. You can control two m
parameters via stereo links.

COMP260S
This effect emulates the characte
for live SR. You can link and con

Parameter Range Description

AMP TYPE *1

*1. STK-M1, STK-M2, THRASH, MIDBST, CMB-PG, CMB-VR, CMB-DX, CMB-TW, MINI, FLAT

Guitar amp simulation type

DST TYPE DST1, DST2, OVD1, 
OVD2, CRUNCH Distortion type (DST = distortion, OVD = overdrive)

DRIVE 0–100 Distortion drive

MASTER 0–100 Master volume

BASS 0–100 Bass tone control

MIDDLE 0–100 Middle tone control

TREBLE 0–100 High tone control

N. GATE 0–20 Noise reduction

CAB DEP 0–100% Speaker cabinet simulation depth

EQ F 100 Hz–8.00 kHz EQ (peaking type) frequency

EQ G –12.0 to +12.0 dB EQ (peaking type) gain

EQ Q 10.0–0.10 EQ (peaking type) bandwidth

Parameter Range Description

INPUT 1 –180 to 0 dB Adjusts the CH1 input level

OUTPUT 1 –180 to 0 dB Adjusts the CH1 output gain

RATIO 1 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1 Ratio for CH1 compressor

ATTACK 1 0.022–50.4 ms Attack time of CH1 compressor

RELEASE1 10.88–544.22 ms Release time of CH1 compressor

MAKE UP1 OFF, ON Automatically corrects output gain reduction when CH1 compressor is 
applied

SIDEHPF1 OFF, ON
When the HPF in the side chain of the CH1 compressor is turned on, the 
compression applied to the low range will be weakened, thus emphasizing 
the low range.

INPUT 2 –180 to 0 dB Adjusts the CH2 input level

OUTPUT 2 –180 to 0 dB Adjusts the CH2 output gain

RATIO 2 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1 Ratio of CH2 compressor

ATTACK 2 0.022–50.4 ms Attack time of CH2 compressor

RELEASE2 10.88–544.22 ms Release time of CH2 compressor

MAKE UP2 OFF, ON Automatically corrects output gain reduction when the CH2 compressor is 
applied

SIDEHPF2 OFF, ON
When the HPF in the side chain of the CH2 compressor is turned on, the 
compression applied to the low range will be weakened, thus emphasizing 
the low range.

Parameter Range

INPUT –180 to 0 dB

OUTPUT –180 to 0 dB

RATIO 2:1, 4:1, 8:1, 12:1, 20:1

ATTACK 0.022–50.4 ms

RELEASE 10.88–544.22 ms

MAKE UP OFF, ON

SIDE HPF OFF, ON

Parameter Range

THRE.1 –60 to 0.0 dB

KNEE1 SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK1 0.01–80.0 ms

RELEASE1 6.2–999 ms

RATIO1 1.0–500, ∞

OUTPUT1 –20 to 40 dB

THRE.2 –60 to 0.0 dB

KNEE2 SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK2 0.01–80.0 ms

RELEASE2 6.2–999 ms

RATIO2 1.0–500, ∞

OUTPUT2 –20 to 40 dB

ST LINK OFF, ON

Parameter Range

THRE. –60 to 0.0 dB

KNEE SOFT, MEDIUM, HARD

ATTACK 0.01–80.0 ms

RELEASE 6.2–999 ms

RATIO 1.0–500, ∞

OUTPUT –20 to 40 dB



 Data List

 created by two open reel tape recorders (a recording deck 
ange the sound quality by adjusting various elements, such 

ayback speed, etc.

namics processor, with individual solo and gain reduction 

Description

Selects the recording deck type

Adjusts the input level of the recording deck. As you raise the level, tape 
compression is generated, which narrows the dynamic range and distorts 
the sound.

Adjusts the high range gain of the recording deck

Adjusts the bias of the recording deck

Selects the playback deck type

Adjusts the output level of the playback deck

Adjusts the high range gain of the playback deck

Adjusts the low range gain of the playback deck

When you adjust the REC LVL, the REPR LVL reflects the change, 
maintaining the relative output level. You can change the amount of 
distortion without changing the output level.

Selects the tape speed

Selects the tape type

Description

Crossover frequency between the low and mid bands

Crossover frequency between the mid and high bands

Filter slope

Low band gain

Mid band gain

High band gain

Overall gain

Restricts the output so that it will not exceed the specified level

Threshold of the compressor

Ratio of the compressor

Attack time of the compressor

Release time of the compressor

Knee of the compressor

Bypasses the compressor

Threshold of the expander

Ratio of the expander

Release time of the expander

Bypasses the expander

Threshold of the limiter
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EQUALIZER601
This effect emulates the characteristics of 70’s analog equalizers. Re-creating the distortion 
of typical analog circuits will add drive to the sound.

OPENDECK
It emulates the tape compression
and a playback deck). You can ch
as the deck type, tape quality, pl

M.BAND DYNA.
Two input, two output 3-band dy
metering for each band.

Parameter Range Description

LO TYPE HPF-2/1, LSH-1/2 Type of EQ1

LO F 16.0 Hz to 20.0 kHz Cut-off frequency of EQ1

LO G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ1

MID1 Q 0.50–16.0 Q of EQ2

MID1 F 16.0 Hz to 20.0 kHz Center frequency of EQ2

MID1 G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ2

MID2 Q 0.50–16.0 Q of EQ3

MID2 F 16.0 Hz to 20.0 kHz Center frequency of EQ3

MID2 G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ3

INPUT –18.0 to +18.0 dB Input gain

OUTPUT –18.0 to +18.0 dB Output gain

MID3 Q 0.50–16.0 Q of EQ4

MID3 F 16.0 Hz to 20.0 kHz Center frequency of EQ4

MID3 G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ4

MID4 Q 0.50–16.0 Q of EQ5

MID4 F 16.0 Hz to 20.0 kHz Center frequency of EQ5

MID4 G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ5

HI TYPE LPF-2/1, HSH-1/2 Type of EQ6

HI F 16.0 Hz to 20.0 kHz *1

*1. 16.0 Hz to 20.0 kHz (LPF-1, LPF-2), 1.0 kHz to 20.0 kHz (HSH-1, HSH-2)

Cut-off frequency of EQ6

HI G –18.0 to +18.0 dB Gain of EQ6

LO SW OFF, ON Switches EQ1 on/off

MID1 SW OFF, ON Switches EQ2 on/off

MID2 SW OFF, ON Switches EQ3 on/off

MID3 SW OFF, ON Switches EQ4 on/off

MID4 SW OFF, ON Switches EQ5 on/off

HI SW OFF, ON Switches EQ6 on/off

TYPE CLEAN, DRIVE

Selects the equalizer type.
The CLEAN equalizer provides non-distorted, clear, typical digital sound, 
emulating variations in frequency response in the analog circuits. The 
DRIVE equalizer provides distorted, driven sound that enhances analog 
flavor, emulating changes in frequency response in the analog circuits.

Parameter Range

REC DEC Swss70, Swss78, Swss85, 
Amer70

REC LVL –96.0 to +18.0 dB

REC HI –6.0 to +6.0 dB

REC BIAS –1.00 to +1.00

REPR DEC Swss70, Swss78, Swss85, 
Amer70

REPR LVL –96.0 to +18.0 dB

REPR HI –6.0 to +6.0 dB

REPR LO –6.0 to +6.0 dB

MAKE UP Off, On

TP SPEED 15ips, 30ips

TP KIND Old, New

Parameter Range

L-M XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz

M-H XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz

SLOPE –6 dB, –12 dB

LOW GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

MID GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

HI. GAIN –12.0 dB to +12.0 dB

TOTAL –72.0 dB to +12.0 dB

CEILING –6.0 dB to 0.0 dB, OFF

CMP.THRE –24.0 dB to 0.0 dB

CMP.RAT 1:1 to 20:1

CMP.ATK 0–120 ms

CMP.REL *1

CMP.KNEE 0–5

CMP.BYP OFF/ON

EXP.THRE –54.0 dB to –24.0 dB

EXP.RAT 1:1 to 5:1

EXP.REL *1

EXP.BYP OFF/ON

LIM.THRE –12.0 dB to 0.0 dB
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cessor Parameters

Q made by the RND company.

sor/limiter made by the RND company.

Description

Turns bypass on/off for the EQ. Even in the bypassed state, the signal will 
pass through the input/output transformers and the amp circuit.

Input gain

Center frequency of the LF band

Gain of the LF band

Switches the LMF band on/off

Q of the LMF band

Center frequency of the LMF band

Gain of the LMF band

Switches the MF band on/off

Q of the MF band

Center frequency of the MF band

Gain of the MF band

Switches the HMF band on/off

Q of the HMF band

Center frequency of the HMF band

Gain of the HMF band

Switches the LF/HF bands on/off

Center frequency of the HF band

Gain of the HF band

Description

Turns bypass on/off for the compressor. When bypassed, the button will 
be unlit. However even in the bypassed state, the signal will pass through 
the input/output transformers and the amp circuit.

Switches between feed-forward type and feed-back type

Threshold level

Compression ratio

Attack time

Release time

Output level
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M.BAND COMP
Two input, two output 3-band compressor, with individual solo and gain reduction metering for 
each band.

Premium Rack Pro

Portico5033
This models an analog 5-band E

Portico5043
This models an analog compres

LIM.ATK 0–120 ms Attack time of the limiter

LIM.REL *1 Release time of the limiter

LIM.KNEE 0–5 Knee of the limiter

LIM.BYP OFF/ON Bypasses the limiter

PRESENCE –10 to +10
Positive (+) values lower the threshold of the high band and raise the 
threshold of the low band. Negative (–) values do the opposite. If this is 
set to 0, the high, mid, and low bands will be affected in the same way.

LOOKUP 0.0–100.0 ms Lookup delay

MAKE UP OFF/ON Automatically adjusts the output level

*1. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–42.3 s (fs=48 kHz)

Parameter Range Description

L-M XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz Crossover frequency between the low and mid bands

M-H XOVER 21.2 Hz–8.00 kHz Crossover frequency between the mid and high bands

SLOPE –6 dB, –12 dB Filter slope

LOW GAIN –12.0 dB to +12.0 dB Low band gain

MID GAIN –12.0 dB to +12.0 dB Mid band gain

HI. GAIN –12.0 dB to +12.0 dB High band gain

TOTAL –72.0 dB to +12.0 dB Overall gain

CEILING –6.0 dB to 0.0 dB, OFF Restricts the output so that it will not exceed the specified level

LOW THRE –54.0 dB to 0.0 dB Threshold of the low band compressor

LOW RAT 1:1 to 20:1 Ratio of the low band compressor

LOW ATK 0–120 ms Attack time of the low band compressor

LOW REL *1

*1. 6.0 ms–46.0 s (fs=44.1 kHz), 5.0 ms–42.3 s (fs=48 kHz)

Release time of the low band compressor

LOW KNEE 0–5 Knee of the low band compressor

LOW BYP OFF/ON Bypasses the low band compressor

MID THRE –54.0 dB to 0.0 dB Threshold of the mid band compressor

MID RAT 1:1 to 20:1 Ratio of the mid band compressor

MID ATK 0–120 ms Attack time of the mid band compressor

MID REL *1 Release time of the mid band compressor

MID KNEE 0–5 Knee of the mid band compressor

MID BYP OFF/ON Bypasses the mid band compressor

HI. THRE –54.0 dB to 0.0 dB Threshold of the high band compressor

HI. RAT 1:1 to 20:1 Ratio of the high band compressor

HI. ATK 0–120 ms Attack time of the high band compressor

HI. RAT *1 Release time of the high band compressor

HI. KNEE 0–5 Knee of the high band compressor

HI. BYP OFF/ON Bypasses the high band compressor

LOOKUP 0.0–100.0 ms Lookup delay

MAKE UP OFF/ON Automatically adjusts the output level

Parameter Range Description

Parameter Range

ALL BYPASS OFF, ON

TRIM –12.0 to 12.0 dB

LF FREQ 30.00 to 300.0 Hz

LF GAIN –12.0 to 12.0 dB

LMF IN OFF, ON

LMF Q 0.70 to 5.00

LMF FREQ 50.00 to 400.0 Hz

LMF GAIN –12.0 to 12.0 dB

MF IN OFF, ON

MF Q 0.70 to 5.00

MF FREQ 330.0 to 2500 Hz

MF GAIN –12.0 to 12.0 dB

HMF IN OFF, ON

HMF Q 0.70 to 5.00

HMF FREQ 1.80k to 16.0k Hz

HMF GAIN –12.0 to 12.0 dB

LF/HF IN OFF, ON

HF FREQ 2.50k to 25.0k Hz

HF GAIN –12.0 to 12.0 dB

Parameter Range

IN OFF, ON

FB OFF, ON

THRESHOLD –50.0 to 0.0 dB

RATIO 1.10 : 1 to 28.9 : 1, LIMIT

ATTACK 20 to 75 ms

RELEASE 100 ms to 2.50 sec

GAIN –6.0 to 20.0 dB
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er that dynamically changes the EQ gain in response to the 
nt of EQ cut or boost in a way similar to a compressor or 

e Description

Turns the corresponding band on/off

If this is on, the sidechain signal that controls the dynamics will 
be sent to the CUE bus for monitoring.

If this is on, the sidechain signal that is linked to the dynamics 
will be output to the bus (such as the STEREO bus or a MIX/
MATRIX bus) to which the inserted channel is being sent.

 Hi Shelf Switches the type of equalizer and sidechain filter

z Frequency controlled by the equalizer and sidechain filter

Q of the equalizer and sidechain filter

B Threshold value at which processing begins to apply

0 Sets the boost/cut ratio relative to the input signal

Specifies whether the processor will operate when the 
sidechain signal exceeds the threshold setting (ABOVE) or 
when it falls below the threshold setting (BELOW)

TO Attack time/release time for when compression or boost is 
applied

e Description

dB

Input gain. However, the output gain is also linked so that there 
is no change in the pass-through volume. For example, if 
INPUT ADJUST is +5dB, the input gain is +5dB and the output 
gain is –5dB.

Stereo link function (STEREO only)

Meter switch (STEREO only)

Meter switch (DUAL only)

Compressor on/off

 4:1, 6:1 Ratio of the compressor

Compressor gain

, 800ms 
Compressor release. The release times for a1 (auto 1) and a2 
(auto 2) change automatically. a1: Changes automatically 
between 100 ms and 2 sec. a2: Changes automatically 
between 50 ms and 5 sec.

Threshold of the compressor

Limiter on/off

Attack time of the limiter FAST: 2 ms, SLOW: 4 ms

200ms 
Limiter release. The release times for a1 (auto 1) and a2 (auto 
2) change automatically. a1: Changes automatically between 
100 ms and 2 sec. a2: Changes automatically between 50 ms 
and 5 sec.

Threshold of the limiter
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U76
This models a well-known vintage compressor/limiter used in a wide range of situations.

Opt-2A
This processor emulates a well-known vintage model of vacuum tube opto compressor.

EQ-1A
This processor emulates a vintage EQ that’s considered a classic example of a passive EQ.

Dynamic EQ
This is a newly developed equaliz
input signal, controlling the amou
expander.

Buss Comp 369

Parameter Range Description

INPUT –96.0 to 0.0 dB Input level

OUTPUT –96.0 to 0.0 dB Output level

ATTACK 5.50 to 0.10 ms Attack time of the compressor. Turning this all the way to the right 
produces the fastest attack.

RELEASE 1100.0 to 56.4 ms Release time of the compressor. Turning this all the way to the right 
produces the fastest release.

RATIO ALL, 4, 8, 12, 20 Switches the compression ratio. Pressing ALL produces the strongest 
effect.

METER OFF, +4, +8, GR Switches the meter display

Parameter Range Description

GAIN –56.0 dB to 40.0 dB Output level

PEAK REDUCTION –48.0 dB to 48.0 dB Amount of gain reduction

RATIO 2.00 to 10.00 Compression ratio

METER SELECT
OUTPUT+10, 
GAIN REDUCTION, 
OUTPUT+4

Switches the meter display

Parameter Range Description

LOW FREQUENCY 20, 30, 60, 100 Hz Frequency range of the low range filter

(LOW) BOOST 0.0 to 10.0 Boost amount of the low range filter

(LOW) ATTEN 0.0 to 10.0 Attenuation amount of the low range filter

HIGH FREQUENCY 3k, 4k, 5k, 8k, 10k, 12k, 16k Hz Frequency range of the high range filter

(HIGH) BOOST 0.0 to 10.0 Boost amount of the high range filter

(HIGH) BAND WIDTH 0.0 to 10.0 Band width of the high range filter

(HIGH) ATTEN SEL 5k, 10k, 20k Hz Frequency range attenuated by the high range filter

(HIGH) ATTEN 0.0 to 10.0 Attenuation amount of the high range filter

IN OFF, ON
Turns the processor on/off. If this is off, the filter section 
will be bypassed, but the signal will pass through the 
input/output transformers and the amp circuit.

Parameter Rang

BAND ON/OFF OFF, ON

SIDECHAIN CUE OFF, ON

SIDECHAIN LISTEN OFF, ON

FILTER TYPE Low Shelf, Bell,

FREQUENCY 20.0 to 20.0k H

Q 15.0 to 0.50

THRESHOLD –80.0 to 10.0 d

RATIO ∞ : 1 to 1 : 1.5

MODE BELOW, ABOVE

ATTACK/RELEASE FAST, SLOW, AU

Parameter Rang

INPUT ADJUST –15.0 to +15.0

LINK ON, OFF

METER IN, GR, OUT

VU IN, OUT

COMP IN ON, OFF

COMP RATIO 1.5:1, 2:1, 3:1,

COMP GAIN 0.0 to +20.0dB

COMP RECOVERY 100ms, 400ms
1500ms, a1, a2

COMP THRESHOLD –40 to –5 dBFS

LIMIT IN ON, OFF

LIMIT ATTACK FAST, SLOW

LIMIT RECOVERY 50ms, 100ms, 
800ms, a1, a2

LIMIT THRESHOLD –16 to –5 dBFS
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n be assigned to control changes
Parameter 1 Parameter 2

—

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–STEREO R

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

CUE MODE

ELEASE ON

OINT

INT

 POINT

EL H

EL L

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R
MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)
DCA 1–DCA16

DCA 1–DCA 16

CH 1–CH 64*1

RACK1–8E

 PARAM 32 L

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

GEQ RACK1–GEQ RACK8
EFFECT RACK1–EFFECT 
RACK8IN 31A

N 31B
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Automixer Parameters Parameters that ca
Parameter Range Description

Group a, b, c Channel control field group

Override OFF/ON Turns on/off overriding of the channel control field

ChMode man, auto, mute Channel control field mode (man/auto/mute)

ChModePreset man, auto, mute Preset setting of the channel control field

Weight –100 to 15 Relative sensitivity among input channels in the channel 
control field

MeterType gain, input, output Meter type of the master field

MasterOverride OFF/ON Turns on/off overriding of the master field

MasterMute OFF/ON Turns on/off the mute setting of the master field

Gain 0 to 127 Automixer gain displayed for each channel when the meter 
button of the master field is set to “gain”

InputLevel 0 to 127 Input level displayed for each channel when the meter button 
of the master field is set to “input”

OutputLevel 0 to 127 Output level displayed for each channel when the meter 
button of the master field is set to “output”

PostWeightingFilter 0 to 127 Level indicator of the channel control field

Mode

NO ASSIGN —

BALANCE OUTPUT

CH ON

INPUT

OUTPUT

CUE

OUTPUT

CUE MODE

SURROUND 

FADER CUE R

INPUT CUE P

DCA CUE PO

OUTPUT CUE

DCA UNITY

OUTPUT LEV

OUTPUT LEV

ACTIVE CUE

CLEAR CUE

SPECIFIC CH

DCA

ON

FADER H

FADER L

DIRECT OUT ON

EFFECT

BYPASS

MIX BALANC

PARAM 1 H –

FADER H

INPUT

OUTPUT

FADER L

INPUT

OUTPUT

GEQ

ON A

ON B

GAIN 1A-GA

GAIN 1B-GAI
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CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R
MIX 1–MIX 16

IX 16 ON

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

–MATRIX 8 ON

–MIX 16 POINT

INT–MATRIX 8 POINT

 16 H

MATRIX 8 H

16 L

MATRIX 8 L

–MIX 15/16 PAN

PAN–MATRIX 7/8 PAN

INT–MATRIX 8 POINT

MIX 1–MIX 16

–MATRIX 8 ON

VEL H–MATRIX 8 LEVEL H

VEL L–MATRIX 8 LEVEL L

PAN–MATRIX 7/8 PAN

N

MIX 1–MIX 16N

—
CT

N

MIX 1–MIX 16
MATRIX1–MATRIX8
STEREO, MONO
INPUT 25-26–INPUT 31-32*2

PB OUT

—

EL LINK

PTION

ITOR

DER H

DER L

 BYPASS

MASTER 1–MASTER 8

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

Parameter 1 Parameter 2
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INPUT ATT INPUT CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

INPUT DYNAMICS1

ON

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

ATTACK

THRESHOLD

RANGE

HOLD H

HOLD L

DECAY/RELEASE H

DECAY/RELEASE L

RATIO

KNEE

GAIN H

GAIN L

INPUT DYNAMICS2

ON

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

ATTACK

THRESHOLD

RELEASE H

RELEASE L

RATIO/TYPE

GAIN H

GAIN L/Q

KNEE/WIDTH

FILTER FREQ

INPUT EQ

ON

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

LOW Q

LOW FREQ

LOW GAIN

LOW MID Q

LOW MID FREQ

LOW MID GAIN

HIGH MID Q

HIGH MID FREQ

HIGH MID GAIN

HIGH Q

HIGH FREQ

HIGH GAIN

LPF ON

LOW TYPE

HIGH TYPE

INPUT HPF
ON CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R FREQ

INSERT

INPUT CH 1–CH 64*1

OUTPUT
MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

Mode Parameter 1 Parameter 2

LCR
ON 

CSR

MIX/MATRIX SEND

MIX 1 ON–M

MATRIX 1 ON

MIX 1 POINT

MATRIX 1 PO

MIX 1 H–MIX

MATRIX 1 H–

MIX 1 L–MIX

MATRIX 1 L–

MIX 1/ 2 PAN

MATRIX 1/2 

MIX TO MATRIX

MATRIX 1 PO

MATRIX 1 ON

MATRIX 1 LE

MATRIX 1 LE

MATRIX 1/2 

MIX TO STEREO

TO STEREO O

TO MONO O

PAN

MONITOR

OUTPUT

SOURCE SELE

DEFINE ASSIG

DIMMER ON

PHONES LEV

CUE INTERRU

MONO MON

MONITOR FA

MONITOR FA

DELAY AUTO

DELAY ON

MUTE MASTER ON

OUTPUT ATT OUTPUT

OUTPUT DYNAMICS1

ON

ATTACK

THRESHOLD

RELEASE H

RELEASE L

RATIO

GAIN H

GAIN L

KNEE/WIDTH

Mode
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 H

GEQ RACK 1A–8B
EFFECT RACK 1A–8B

 L

SS

 H

 L

SS

 H

 L

EQ H

EQ L

EQ H

EQ L

N

EQ H

EQ L

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

RACK1–8
ARAM 64 L

RACK1–8
ARAM 64 L

CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R
MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)
GEQ RACK 1A–8B
EFFECT RACK 1A–8B
PREMIUM RACK 1A–8B
DCA 1–DCA16

Parameter 1 Parameter 2
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OUTPUT EQ

ON

MIX 1–MIX 16
MATRIX 1–MATRIX 8
STEREO L–MONO(C)

LOW Q

LOW FREQ

LOW GAIN

LOW MID Q

LOW MID FREQ

LOW MID GAIN

HIGH MID Q

HIGH MID FREQ

HIGH MID GAIN

HIGH Q

HIGH FREQ

HIGH GAIN

LOW TYPE

HIGH TYPE

LOW HPF ON

HIGH LPF ON

PAN/BALANCE INPUT CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

PEQ

A/B LINK

GEQ RACK 1A–8B
EFFECT RACK 1A–8B

ON

BAND1 BYPASS

BAND1 GAIN H

BAND1 GAIN L

BAND1 FREQ

BAND1 Q

BAND2 BYPASS

BAND2 GAIN H

BAND2 GAIN L

BAND2 FREQ

BAND2 Q

BAND3 BYPASS

BAND3 GAIN H

BAND3 GAIN L

BAND3 FREQ

BAND3 Q

BAND4 BYPASS

BAND4 GAIN H

BAND4 GAIN L

BAND4 FREQ

BAND4 Q

BAND5 BYPASS

BAND5 GAIN H

BAND5 GAIN L

BAND5 FREQ

BAND5 Q

BAND6 BYPASS

Mode Parameter 1 Parameter 2

PEQ

BAND6 GAIN

BAND6 GAIN

BAND6 FREQ

BAND6 Q

BAND7 BYPA

BAND7 GAIN

BAND7 GAIN

BAND7 FREQ

BAND7 Q

BAND8 BYPA

BAND8 GAIN

BAND8 GAIN

BAND8 FREQ

BAND8 Q

HPF ON

HPF FREQ

HPF SLOPE

LPF ON

LPF FREQ

LPF SLOPE

NOTCH A ON

NOTCH A FR

NOTCH A FR

NOTCH A Q

NOTCH B ON

NOTCH B FR

NOTCH B FR

NOTCH B Q

NOTCH C O

NOTCH C FR

NOTCH C FR

NOTCH C Q

PHASE INPUT

PREMIUM EFFECT A
BYPASS

PARAM 1 H–P

PREMIUM EFFECT B
BYPASS

PARAM 1 H–P

RECALL SAFE ON

Mode
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STEREO TO MATRIX

MATRIX 1 POINT–MATRIX 8 POINT

STEREO L–MONO(C)

MATRIX 1 ON–MATRIX 8 ON

MATRIX 1 LEVEL H–MATRIX 8 LEVEL H

MATRIX 1 LEVEL L–MATRIX 8 LEVEL L

MATRIX 1/2 PAN–MATRIX 7/8 PAN

SURROUND MONITOR

SOURCE SELECT

—

2CH MONITOR ASSIGN

DOWNMIX

SURROUND SPEAKER SOLO

SURROUND SPEAKER L

SURROUND SPEAKER R

SURROUND SPEAKER C

SURROUND SPEAKER LFE

SURROUND SPEAKER Ls

SURROUND SPEAKER Rs

SURROUND PAN

LR PAN

SELECTED CH
CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

FR PAN

FR PAN REVERSE

DIV

L ON

R ON

C ON

LFE ON

Ls ON

Rs ON

LFE LEVEL H

LFE LEVEL L

TO MONO ON CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

TO STEREO ON CH 1–CH 64*1

STIN1L–STIN8R

*1. QL1: CH1-CH32
*2. QL1: INPUT 9-10-INPUT 15-16

Mode Parameter 1 Parameter 2
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INPUT57-64 EQ
LOW TYPE 11EA 11F1
HIGH TYPE 11F2 11F9

INPUT57-64 HPF FREQ 11FA 1201

INPUT57-64 to MIX1/2-
7/8 PAN

MIX1/2 1202 1209
MIX3/4 120A 1211
MIX5/6 1212 1219
MIX7/8 121A 1221

INPUT57-64 to 
MATRIX5/6, 7/8 PAN

MATRIX5/6 1222 1229
MATRIX7/8 122A 1231

INPUT57-64 to STEREO ON 1232 1239
INPUT57-64 RECALL 
SAFE ON 123A 1241

INPUT57-64 to MONO ON 1242 1249

INPUT49-64 
DYNAMICS1

RATIO 124A 1259
KNEE/WIDTH 125A 1269
GAIN 126A 1279

INPUT49-64 
DYNAMICS2

reserved 127A 1289
FILTER FREQ 128A 1299

EQ INPUT, MIX1-16, 
MATRIX, STEREO LR

ON 1304 1381
LOW Q 1382 13FF
LOW FREQ 1400 147D
LOW GAIN 147E 14FB
LOW MID Q 14FC 1579
LOW MID FREQ 157A 15F7
LOW MID GAIN 15F8 1675
HIGH MID Q 1676 16F3
HIGH MID FREQ 16F4 1771
HIGH MID GAIN 1772 17EF
HIGH Q 17F0 186D
HIGH FREQ 186E 18EB
HIGH GAIN 18EC 1969
ATT 196A 19C1
HPF ON 19E8 1A65
LPF ON 1A66 1AE3
HPF TYPE

INPUT DYNAMICS1

ON 1AE4 1B3B
ATTACK 1B44 1B9B
THRESHOLD 1BA4 1BFB
RANGE 1C04 1C5B
HOLD 1C64 1CBB
DECAY/RELEASE 1CC4 1D1B

INPUT DYNAMICS2 ON 1D24 1DA1

MIX1-16, MATRIX, 
STEREO LR DYNAMICS1

ATTACK 1DA2 1E1F
THRESHOLD 1E20 1E9D
RELEASE 1E9E 1F1B
RATIO 1F1C 1F99
GAIN 1F9A 2017
KNEE/WIDTH 2018 2095

PAN/BALANCE INPUT 2096 20ED

Parameter From (HEX) To (HEX)
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NRPN parameter assignments
Parameter From (HEX) To (HEX)

FADER
INPUT 0000 0057
MIX1-16, MATRIX, 
STEREO LR 0060 007D

INPUT to MIX9-16 LEVEL

MIX9 SEND 007E 00D5
MIX10 SEND 00DE 0135
MIX11 SEND 013E 0195
MIX12 SEND 019E 01F5
MIX13 SEND 01FE 0255
MIX14 SEND 025E 02B5
MIX15 SEND 02BE 0315
MIX16 SEND 031E 0375

INPUT to MATRIX1-4 
LEVEL

MATRIX1 SEND 037E 03D5
MATRIX2 SEND 03DE 0435
MATRIX3 SEND 043E 0495
MATRIX4 SEND 049E 04F5

MIX1-16, STEREO LR to 
MATRIX LEVEL

MATRIX1 SEND 04FE 0513
MATRIX2 SEND 0514 0529
MATRIX3 SEND 052A 053F
MATRIX4 SEND 0540 0555
MATRIX5 SEND 0556 056B
MATRIX6 SEND 056C 0581
MATRIX7 SEND 0582 0597
MATRIX8 SEND 0598 05AD

ON
INPUT 05B6 060D
MIX1-16, MATRIX, 
STEREO LR 0616 0633

INPUT to MIX9-16 ON

MIX9 SEND 0634 068B
MIX10 SEND 0694 06EB
MIX11 SEND 06F4 074B
MIX12 SEND 0754 07AB
MIX13 SEND 07B4 080B
MIX14 SEND 0814 086B
MIX15 SEND 0874 08CB
MIX16 SEND 08D4 092B

INPUT to MATRIX1-4 ON

MATRIX1 SEND 0934 098B
MATRIX2 SEND 0994 09EB
MATRIX3 SEND 09F4 0A4B
MATRIX4 SEND 0A54 0AAB

MIX1-16, STEREO LR to 
MATRIX ON

MATRIX1 SEND 0AB4 0AC9
MATRIX2 SEND 0ACA 0ADF
MATRIX3 SEND 0AE0 0AF5
MATRIX4 SEND 0AF6 0B0B
MATRIX5 SEND 0B0C 0B21
MATRIX6 SEND 0B22 0B37
MATRIX7 SEND 0B38 0B4D
MATRIX8 SEND 0B4E 0B63

MIX1-8 to STEREO ON MIX TO ST 0B64 0B6B
PHASE INPUT 0B6C 0BC3

INSERT ON
INPUT 0BCC 0C13
MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 0C2C 0C49

INPUT to MIX9-16 PRE/
POST

MIX9 SEND 0C4A 0CA1
MIX10 SEND 0CAA 0D01
MIX11 SEND 0D0A 0D61
MIX12 SEND 0D6A 0DC1
MIX13 SEND 0DCA 0E21
MIX14 SEND 0E2A 0E81
MIX15 SEND 0E8A 0EE1
MIX16 SEND 0EEA 0F41

INPUT to MATRIX1-4 
PRE/POST

MATRIX1 SEND 0F4A 0FA1
MATRIX2 SEND 0FAA 1001
MATRIX3 SEND 100A 1061
MATRIX4 SEND 106A 10C1

INPUT57-64 to MIX1-8 
LEVEL

MIX1 SEND 10CA 10D1
MIX2 SEND 10D2 10D9
MIX3 SEND 10DA 10E1
MIX4 SEND 10E2 10E9
MIX5 SEND 10EA 10F1
MIX6 SEND 10F2 10F9
MIX7 SEND 10FA 1101
MIX8 SEND 1102 1109

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 LEVEL

MATRIX5 SEND 110A 1111
MATRIX6 SEND 1112 1119
MATRIX7 SEND 111A 1121
MATRIX8 SEND 1122 1129

INPUT57-64 to MIX1-8 
ON

MIX1 SEND 112A 1131
MIX2 SEND 1132 1139
MIX3 SEND 113A 1141
MIX4 SEND 1142 1149
MIX5 SEND 114A 1151
MIX6 SEND 1152 1159
MIX7 SEND 115A 1161
MIX8 SEND 1162 1169

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 ON

MATRIX5 SEND 116A 1171
MATRIX6 SEND 1172 1179
MATRIX7 SEND 117A 1181
MATRIX8 SEND 1182 1189

INPUT57-64 to MIX1-8 
PRE/POST

MIX1 SEND 118A 1191
MIX2 SEND 1192 1199
MIX3 SEND 119A 11A1
MIX4 SEND 11A2 11A9
MIX5 SEND 11AA 11B1
MIX6 SEND 11B2 11B9
MIX7 SEND 11BA 11C1
MIX8 SEND 11C2 11C9

INPUT57-64 to 
MATRIX5-8 PRE/POST

MATRIX5 SEND 11CA 11D1
MATRIX6 SEND 11D2 11D9
MATRIX7 SEND 11DA 11E1
MATRIX8 SEND 11E2 11E9

Parameter From (HEX) To (HEX)
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INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 LEVEL

MIX1 SEND 28EA 2929
MIX2 SEND 292A 2969
MIX3 SEND 296A 29A9
MIX4 SEND 29AA 29E9
MIX5 SEND 29EA 2A29
MIX6 SEND 2A2A 2A69
MIX7 SEND 2A6A 2AA9
MIX8 SEND 2AAA 2AE9

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 LEVEL

MATRIX5 SEND 2AEA 2B29
MATRIX6 SEND 2B2A 2B69
MATRIX7 SEND 2B6A 2BA9
MATRIX8 SEND 2BAA 2BE9

MONO to MATRIX LEVEL

MATRIX1 SEND 2BEA 2BEE
MATRIX2 SEND 2BF0 2BF4
MATRIX3 SEND 2BF6 2BFA
MATRIX4 SEND 2BFC 2C00
MATRIX5 SEND 2C02 2C06
MATRIX6 SEND 2C08 2C0C
MATRIX7 SEND 2C0E 2C12
MATRIX8 SEND 2C14 2C18

ON MONO 2C2A 2C2E

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 ON

MIX1 SEND 2C30 2C6F
MIX2 SEND 2C70 2CAF
MIX3 SEND 2CB0 2CEF
MIX4 SEND 2CF0 2D2F
MIX5 SEND 2D30 2D6F
MIX6 SEND 2D70 2DAF
MIX7 SEND 2DB0 2DEF
MIX8 SEND 2DF0 2E2F

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 ON

MATRIX5 SEND 2E30 2E6F
MATRIX6 SEND 2E70 2EAF
MATRIX7 SEND 2EB0 2EEF
MATRIX8 SEND 2EF0 2F2F

MIX9-16 to STEREO ON MIX TO ST 2F36 2F45
INSERT MONO 2F46 2F4A

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1-8 PRE/POST

MIX1 SEND 2F4C 2F8B
MIX2 SEND 2F8C 2FCB
MIX3 SEND 2FCC 300B
MIX4 SEND 300C 304B
MIX5 SEND 304C 308B
MIX6 SEND 308C 30CB
MIX7 SEND 30CC 310B
MIX8 SEND 310C 314B

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5-8 PRE/POST

MATRIX5 SEND 314C 318B
MATRIX6 SEND 318C 31CB
MATRIX7 SEND 31CC 320B
MATRIX8 SEND 320C 324B

DCA13-16
ON 324C 324F
FADER 3252 3255

Parameter From (HEX) To (HEX)
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INPUT to MIX9/10-15/16 
PAN

MIX9/10 20F6 214D
MIX11/12 2156 21AD
MIX13/14 21B6 220D
MIX15/16 2216 226D

INPUT to MATRIX1/2, 
3/4 PAN

MATRIX1/2 2276 22CD
MATRIX3/4 22D6 232D

MIX1-20, STEREO LR to 
MATRIX PAN

MATRIX1/2 2336 234B
MATRIX3/4 234C 2361
MATRIX5/6 2362 2377
MATRIX7/8 2378 238D

MIX1-8 to STEREO PAN MIX TO ST 238E 2395

BALANCE MIX1-20, MATRIX, 
STEREO LR 2396 23B3

MIX, STEREO LR, MONO 
to MATRIX PRE/POST

MATRIX1 SEND 23B4 23CE
MATRIX2 SEND 23D0 23EA
MATRIX3 SEND 23EC 2406
MATRIX4 SEND 2408 2422
MATRIX5 SEND 2424 243E
MATRIX6 SEND 2440 245A
MATRIX7 SEND 245C 2476
MATRIX8 SEND 2478 2492

MONO to MATRIX ON

MATRIX1 SEND 2494 2498
MATRIX2 SEND 249A 249E
MATRIX3 SEND 24A0 24A4
MATRIX4 SEND 24A6 24AA
MATRIX5 SEND 24AC 24B0
MATRIX6 SEND 24B2 24B6
MATRIX7 SEND 24B8 24BC
MATRIX8 SEND 24BE 24C2

EFFECT RACK1-8

BYPASS 26B4 26BB
MIX BALANCE 26BC 26C3
PARAM1 26C4 26CB
PARAM2 26CC 26D3
PARAM3 26D4 26DB
PARAM4 26DC 26E3
PARAM5 26E4 26EB
PARAM6 26EC 26F3
PARAM7 26F4 26FB
PARAM8 26FC 2703
PARAM9 2704 270B
PARAM10 270C 2713
PARAM11 2714 271B
PARAM12 271C 2723
PARAM13 2724 272B
PARAM14 272C 2733
PARAM15 2734 273B
PARAM16 273C 2743
PARAM17 2744 274B
PARAM18 274C 2753
PARAM19 2754 275B
PARAM20 275C 2763

Parameter From (HEX) To (HEX)

EFFECT RACK1-8

PARAM21 2764 276B
PARAM22 276C 2773
PARAM23 2774 277B
PARAM24 277C 2783
PARAM25 2784 278B
PARAM26 278C 2793
PARAM27 2794 279B
PARAM28 279C 27A3
PARAM29 27A4 27AB
PARAM30 27AC 27B3
PARAM31 27B4 27BB
PARAM32 27BC 27C3

GEQ RACK1A-3B

ON 27C4 27C9
GAIN1 27CA 27CF
GAIN2 27D0 27D5
GAIN3 27D6 27DB
GAIN4 27DC 27E1
GAIN5 27E2 27E7
GAIN6 27E8 27ED
GAIN7 27EE 27F3
GAIN8 27F4 27F9
GAIN9 27FA 27FF
GAIN10 2800 2805
GAIN11 2806 280B
GAIN12 280C 2811
GAIN13 2812 2817
GAIN14 2818 281D
GAIN15 281E 2823
GAIN16 2824 2829
GAIN17 282A 282F
GAIN18 2830 2835
GAIN19 2836 283B
GAIN20 283C 2841
GAIN21 2842 2847
GAIN22 2848 284D
GAIN23 284E 2853
GAIN24 2854 2859
GAIN25 285A 285F
GAIN26 2860 2865
GAIN27 2866 286B
GAIN28 286C 2871
GAIN29 2872 2877
GAIN30 2878 287D
GAIN31 287E 2883

FADER MIX21-24, MONO 28E4 28E8

Parameter From (HEX) To (HEX)
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HA

EXTERNAL GAIN1 3B06 3B0B
INPUT GAIN 1 3B0F 3B15
EXTERNAL GAIN2 3B16 3B1B
INPUT GAIN 2 3B1F 3B25
EXTERNAL GAIN3 3B26 3B2B
INPUT GAIN 3 3B2F 3B35
EXTERNAL GAIN4 3B36 3B3B
INPUT GAIN 4 3B3F 3B45
EXTERNAL GAIN5 3B46 3B4B
INPUT GAIN 5 3B4F 3B55
EXTERNAL GAIN6 3B56 3B5B
INPUT GAIN 6 3B5F 3B65
EXTERNAL GAIN7 3B66 3B6B
INPUT GAIN 7 3B6F 3B75
EXTERNAL GAIN8 3B76 3B7B
INPUT GAIN 8 3B7F 3B85
EXTERNAL +48V 1 3B86 3B8B
INPUT +48V 1 3B8F 3B95
EXTERNAL +48V 2 3B96 3B9B
INPUT +48V 2 3B9F 3BA5
EXTERNAL +48V 3 3BA6 3BAB
INPUT +48V 3 3BAF 3BB5
EXTERNAL +48V 4 3BB6 3BBB
INPUT +48V 4 3BBF 3BC5
EXTERNAL +48V 5 3BC6 3BCB
INPUT +48V 5 3BCF 3BD5
EXTERNAL +48V 6 3BD6 3BDB
INPUT +48V 6 3BDF 3BE5
EXTERNAL +48V 7 3BE6 3BEB
INPUT +48V 7 3BEF 3BF5
EXTERNAL +48V 8 3BF6 3BFB
INPUT +48V 8 3BFF 3C05
EXTERNAL HPF1 3C06 3C0B
INPUT HPF1 3C0F 3C15
EXTERNAL HPF2 3C16 3C1B
INPUT HPF2 3C1F 3C25
EXTERNAL HPF3 3C26 3C2B
INPUT HPF3 3C2F 3C35
EXTERNAL HPF4 3C36 3C3B
INPUT HPF4 3C3F 3C45
EXTERNAL HPF5 3C46 3C4B
INPUT HPF5 3C4F 3C55
EXTERNAL HPF6 3C56 3C5B
INPUT HPF6 3C5F 3C65
EXTERNAL HPF7 3C66 3C6B
INPUT HPF7 3C6F 3C75
EXTERNAL HPF8 3C76 3C7B
INPUT HPF8 3C7F 3C85

INPUT1-56, STIN1-4 TO 
MONO ON 3C86 3CC5

MIX1-16 TO MONO ON 3CC6 3CD5

Parameter From (HEX) To (HEX)
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MONO EQ

ON 325E 3262
LOW Q 3264 3268
LOW FREQ 326A 326E
LOW GAIN 3270 3274
LOW MID Q 3276 327A
LOW MID FREQ 327C 3280
LOW MID GAIN 3282 3286
HIGH MID Q 3288 328C
HIGH MID FREQ 328E 3292
HIGH MID GAIN 3294 3298
HIGH Q 329A 329E
HIGH FREQ 32A0 32A4
HIGH GAIN 32A6 32AA
HPF ON 32AC 32B0
LPF ON 32B2 32B6

INPUT1-56, STIN1-4 EQ
LOW TYPE 3440 347F
HIGH TYPE 3480 34BF

MIX, MATRIX, STEREO 
LR, MONO EQ

LOW TYPE 34C0 34E2
HIGH TYPE 34E4 3506

MONITOR 
SURROUND MONITOR

FADER 3620 3620
SPEAKER MUTE 
SOLO 3621 3621

SPEAKER MUTE L 3622 3622
SPEAKER MUTE R 3623 3623
SPEAKER MUTE C 3624 3624
SPEAKER MUTE LFE 3625 3625
SPEAKER MUTE Ls 3626 3626
SPEAKER MUTE Rs 3627 3627

INPUT1-56, STIN1-4 HPF FREQ 3640 367F

MONO DYNAMICS1

ON 3680 3684
ATTACK 3686 368A
THRESHOLD 368C 3690
RELEASE 3692 3696
RATIO 3698 369C
GAIN 369E 36A2
KNEE/WIDTH 36A4 36A8

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MIX1/2-7/8 PAN

MIX1/2 36AA 36E9
MIX3/4 36EA 3729
MIX5/6 372A 3769
MIX7/8 376A 37A9

INPUT1-56, STIN1-4 to 
MATRIX5/6, 7/8 PAN

MATRIX5/6 37AA 37E9
MATRIX7/8 37EA 3829

MONO to MATRIX1/2-7
/8 PAN

MATRIX1/2 382A 382E
MATRIX3/4 3830 3834
MATRIX5/6 3836 383A
MATRIX7/8 383C 3840

MIX9-16 to STEREO PAN MIX TO ST 3842 3851

Parameter From (HEX) To (HEX)

GEQ RACK4A-6B

ON 3852 3857
GAIN1 3858 385D
GAIN2 385E 3863
GAIN3 3864 3869
GAIN4 386A 386F
GAIN5 3870 3875
GAIN6 3876 387B
GAIN7 387C 3881
GAIN8 3882 3887
GAIN9 3888 388D
GAIN10 388E 3893
GAIN11 3894 3899
GAIN12 389A 389F
GAIN13 38A0 38A5
GAIN14 38A6 38AB
GAIN15 38AC 38B1
GAIN16 38B2 38B7
GAIN17 38B8 38BD
GAIN18 38BE 38C3
GAIN19 38C4 38C9
GAIN20 38CA 38CF
GAIN21 38D0 38D5
GAIN22 38D6 38DB
GAIN23 38DC 38E1
GAIN24 38E2 38E7
GAIN25 38E8 38ED
GAIN26 38EE 38F3
GAIN27 38F4 38F9
GAIN28 38FA 38FF
GAIN29 3900 3905
GAIN30 3906 390B
GAIN31 390C 3911

LCR INPUT1-64, STIN1-4, 
MIX1-16

ON 3912 3969
CSR 396A 39C1

DIRECT OUT INPUT1-64 ON 39C2 3A01
INPUT1-56, STIN1-4 TO 
STEREO ON 3A02 3A41

DCA1-12
ON 3A42 3A4D
FADER 3A4E 3A59

MUTE MASTER ON 3A5A 3A61
RECALL SAFE ON 3A66 3B05

Parameter From (HEX) To (HEX)
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SLOT OUT DELAY
ON 3CD6 3D05
TIME HIGH 3D06 3D35
TIME LOW 3D36 3D65

OMNI OUT DELAY
ON 3D66 3D6D
TIME HIGH 3D76 3D7D
TIME LOW 3D86 3D8D

DIGITAL OUT DELAY
ON 3D96 3D97
TIME HIGH 3D98 3D99
TIME LOW 3D9A 3D9B

INPUT1-48, STIN1-4 
DYNAMICS1

RATIO 3D9C 3DD3
KNEE/WIDTH 3DD4 3E0B
GAIN 3E0C 3E43

INPUT1-48, STIN1-4 
DYNAMICS2

reserved 3E44 3E7B
FILTER FREQ 3E7C 3EB3

GEQ RACK7A-8B

ON 3EB4 3EB7
GAIN1 3EB8 3EBB
GAIN2 3EBC 3EBF
GAIN3 3EC0 3EC3
GAIN4 3EC4 3EC7
GAIN5 3EC8 3ECB
GAIN6 3ECC 3ECF
GAIN7 3ED0 3ED3
GAIN8 3ED4 3ED7
GAIN9 3ED8 3EDB
GAIN10 3EDC 3EDF
GAIN11 3EE0 3EE3
GAIN12 3EE4 3EE7
GAIN13 3EE8 3EEB
GAIN14 3EEC 3EEF
GAIN15 3EF0 3EF3
GAIN16 3EF4 3EF7
GAIN17 3EF8 3EFB
GAIN18 3EFC 3EFF
GAIN19 3F00 3F03
GAIN20 3F04 3F07
GAIN21 3F08 3F0B
GAIN22 3F0C 3F0F
GAIN23 3F10 3F13
GAIN24 3F14 3F17
GAIN25 3F18 3F1B
GAIN26 3F1C 3F1F
GAIN27 3F20 3F23
GAIN28 3F24 3F27
GAIN29 3F28 3F2B
GAIN30 3F2C 3F2F
GAIN31 3F30 3F33

MIX, MATRIX, STEREO 
LR, MONO EQ ATT 3F34 3F56

Parameter From (HEX) To (HEX)
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STE, and USER LEVEL settings, and a channel library.

SER LEVEL Channel
Library

O

O

O

O

O

O

 NAME O

 PATCH

 PROCESSING O

 PATCH

 PATCH

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PATCH

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING

 PROCESSING O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 PROCESSING*4 O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O
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Mixing parameter operation applicability
This table indicates which settings affect the behavior of each input channel and output channel parameter.
It also indicates whether or not they can be linked as stereo, and whether or not they are relevant to the RECALL SAFE, GLOBAL PA

 Input channels

Parameter Stereo*1 CHANNEL LINK
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE*8

U
ALL Parameter Select button

HA

Gain O*10 HA*10 O HA, GLOBAL HA HA

Gain Compensation O HA O HA, GLOBAL HA HA

+48V O HA, GLOBAL HA HA

Phase O HA, GLOBAL HA HA

AG-DG Link O HA O HA, GLOBAL HA HA

Digital Gain O*10 DIGITAL GAIN*10 O DIGITAL GAIN HA

Name, Icon, Color O INPUT NAME, GLOBAL INPUT NAME INPUT

Input Patch O INPUT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

LR-MONO 
SELECT * ST IN channels only O O *14 INPUT

Insert1, 
Insert2

Out Patch O INPUT INSERT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

In Patch O INPUT INSERT PATCH, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

+48V, Gain, Gain Compensation INPUT INSERT PATCH, GLOBAL HA HA

On INPUT INSERT O INPUT INSERT INPUT

Point INPUT INSERT O INPUT INSERT INPUT

Direct Out 

Out Patch O INPUT DIRECT OUT, GLOBAL INPUT PATCH INPUT

On, Level DIRECT OUT O INPUT DIRECT OUT INPUT

Point DIRECT OUT O INPUT DIRECT OUT INPUT

HPF O INPUT HPF O INPUT HPF INPUT

Att O INPUT EQ O INPUT EQ INPUT

EQ O INPUT EQ O INPUT EQ INPUT

Dynamics1 

Key-In Source O INPUT DYNA1 INPUT

Key-In Filter O INPUT DYNAMICS1 O INPUT DYNA1 INPUT

Others O INPUT DYNAMICS1 O INPUT DYNA1 INPUT

Dynamics2 
Key-In Source O INPUT DYNA2 INPUT

Others O INPUT DYNAMICS2 O INPUT DYNA2 INPUT

To Mix

On O INPUT MIX ON*2 O INPUT MIX ON*7 INPUT

Level O INPUT MIX SEND*2 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

Pan/Balance O*11 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

Pre/Post O INPUT MIX SEND*2 O INPUT MIX SEND*7 INPUT

Surround

Pan O INPUT MIX SEND INPUT

Divergence O O INPUT MIX SEND INPUT

LFE O O INPUT MIX SEND INPUT



 Data List

nnel must also be set to ON.

ME.

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 PROCESSING*4 O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 FADER/ON O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 FADER/ON O

 FADER/ON O

GROUP ASSIGN O

ROUP ASSIGN O

O*6

SER LEVEL Channel
Library
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*1 These parameters can be linked between L and R of ST IN channels 1–8.
*2 Applies to parameters for which the MIX channel 1–16 individual Send Parameter setting and the item in the table are both enabled.
*3 Applies to parameters for which the MATRIX channel 1–8 individual Send Parameter setting and the item in the table are both enabled.
*4 These parameters are available if “FADER/ON” or “PROCESSING” for the Send source channel is set to ON. At that time, “WITH SEND” for the Send destination cha
*5 Applicable to parameters that function only when ALL is selected.
*6 Applicable only to On/Off.
*7 Valid when they are set for either the Send source channel or Send destination channel.
*8 Settings marked GLOBAL in this table apply to all channels; these settings are GLOBAL RECALL SAFE, FOCUS PARAMETER, and GLOBAL PASTE for PATCH/NA
*9 Applies to ALL only when using GLOBAL PASTE, and only to ON/OFF.
*10 Operates differentially
*11 Balance only
*14 Applicable to parameters only when ALL is selected.

To Matrix

On O INPUT MATRIX ON*3 O INPUT MATRIX ON*7 INPUT

Level O INPUT MATRIX SEND*3 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

Pan/Balance O*11 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

Pre/Post O INPUT MATRIX SEND*3 O INPUT MATRIX SEND*7 INPUT

DELAY
ms O*10 INPUT DELAY*10 O INPUT DELAY INPUT

ON O INPUT DELAY O INPUT DELAY INPUT

To Stereo O TO STEREO O INPUT TO ST INPUT

To Mono O TO STEREO O INPUT TO MONO INPUT

Pan/balance O*11 O INPUT TO ST INPUT

Pan Mode O O *5 INPUT

LCR 

On O TO STEREO O *5 INPUT

CSR O TO STEREO O *5 INPUT

Mode O TO STEREO O *5 INPUT

On O INPUT CH ON O INPUT CH ON INPUT

Fader O*10 INPUT FADER*10 O INPUT FADER INPUT

Mute Assign O INPUT MUTE O *5 MUTE 

DCA Assign O INPUT DCA O *5 DCA G

Fade Time, On O*6 O *9 STORE

Channel Link O GLOBAL CH LINK

Cue O

Key In Cue 

Mute Safe O

Recall Safe O EACH PARAMETER

Focus Recall O EACH PARAMETER

Global Paste O

Parameter Stereo*1 CHANNEL LINK
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE*8

U
ALL Parameter Select button



 Data List

nnel must also be set to ON.

ME.

USER LEVEL Channel
Library

PUT NAME O

PUT PATCH

PUT PATCH

PUT PATCH

 PROCESSING

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING

 PROCESSING O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 FADER/ON*4 O

 PROCESSING*4 O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 FADER/ON O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 PROCESSING O

 FADER/ON O

 FADER/ON O

H MIX SEND*4

H MIX SEND*4

H MIX SEND*4

H MIX SEND*4

E GROUP ASSIGN O

 GROUP ASSIGN O

RE O*6
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MIX Channels

*4 These parameters are available if “FADER/ON” or “PROCESSING” for the Send source channel is set to ON. At that time, “WITH SEND” for the Send destination cha
*5 Applicable to parameters that function only when ALL is selected.
*6 Applicable only to On/Off.
*7 Valid when they are set for either the Send source channel or Send destination channel.
*8 Settings marked GLOBAL in this table apply to all channels; these settings are GLOBAL RECALL SAFE, FOCUS PARAMETER, and GLOBAL PASTE for PATCH/NA
*9 Applies to ALL only when using GLOBAL PASTE, and only to ON/OFF.

Parameter Linked for a 
stereo pair CHANNEL LINK

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12

ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O MIX NAME, GLOBAL OUTPUT NAME OUT

Output Patch O MIX OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUT

Insert1, 
Insert2

Out Patch O MIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUT

In Patch O MIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUT

+48V, Gain, Gain Compensation O MIX INSERT PATCH, GLOBAL HA MIX

On O INSERT O MIX INSERT MIX

Point O INSERT O MIX INSERT MIX

Att O EQ O MIX EQ MIX

EQ O EQ O MIX EQ MIX

Dynamics1 
Key-In Source O MIX DYNA1 MIX

Others O DYNAMICS O MIX DYNA1 MIX

To Matrix

On O TO MATRIX ON O MIX MATRIX ON*7 MIX

Level O*13 TO MATRIX SEND O MIX MATRIX SEND*7 MIX

Pan/Balance O TO MATRIX SEND O MIX MATRIX SEND*7 MIX

Pre/Post O TO MATRIX SEND O MIX MATRIX SEND*7 MIX

To Stereo O TO STEREO O MIX TO ST MIX

To Mono O TO STEREO O MIX MONO MIX

Pan/Balance O*11 O MIX TO ST, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY) MIX

LCR 

On O TO STEREO O *5 MIX

CSR O TO STEREO O *5 MIX

Mode O TO STEREO O *5 MIX

On O CH ON O MIX CH ON MIX

Fader O FADER O MIX FADER MIX

From Input

On O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WIT

Level O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WIT

Pan/Balance O*11 WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WIT

Pre/Post O WITH MIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE CHs WIT

Mute Assign O MUTE O *5 MUT

DCA Assign O DCA O *14 DCA

Fade Time, On O*6 O *9 STO

Channel Link O GLOBAL CH LINK

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe O EACH PARAMETER

Focus Recall O EACH PARAMETER

Global Paste O



 Data List

nnel must also be set to ON.

ME.

USER LEVEL
Channel
Library

OUTPUT NAME O

OUTPUT PATCH

OUTPUT PATCH

OUTPUT PATCH

MATRIX PROCESSING

MATRIX PROCESSING O

MATRIX PROCESSING O

MATRIX PROCESSING O

MATRIX PROCESSING O

MATRIX PROCESSING

MATRIX PROCESSING O

MATRIX FADER/ON O

MATRIX FADER/ON O

MATRIX FADER/ON O

Hs WITH MATRIX SEND*4

Hs WITH MATRIX SEND*4

Hs WITH MATRIX SEND*4

Hs WITH MATRIX SEND*4

MUTE GROUP ASSIGN O

DCA GROUP ASSIGN O

STORE O*6
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*11 Balance only
*12 For GLOBAL PASTE, the MIX, MATRIX, STEREO, and MONO settings of each channel will be set in common as the OUTPUT.
*13 Linked only for stereo MATRIX
*14 Applicable to parameters only when ALL is selected.

MATRIX Channels

*4 These parameters are available if “FADER/ON” or “PROCESSING” for the Send source channel is set to ON. At that time, “WITH SEND” for the Send destination cha
*5 Applicable to parameters that function only when ALL is selected.
*6 Applicable only to On/Off.
*7 Valid when they are set for either the Send source channel or Send destination channel.
*8 Settings marked GLOBAL in this table apply to all channels; these settings are GLOBAL RECALL SAFE, FOCUS PARAMETER, and GLOBAL PASTE for PATCH/NA

Parameter
Linked for a 
stereo pair CHANNEL LINK

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12

ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O MATRIX NAME,GLOBAL OUTPUT NAME

Output Patch O MATRIX OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH

Insert1, Insert2

Out Patch O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH

In Patch O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH

+48V, Gain, Gain Compensation O MATRIX INSERT PATCH, GLOBAL HA

On O INSERT O MATRIX INSERT

Point O INSERT O MATRIX INSERT

Att O EQ O MATRIX EQ

EQ O EQ O MATRIX EQ

Dynamics1 
Key-In Source O MATRIX DYNA1

Others O DYNAMICS O MATRIX DYNA1

To Matrix

On TO MATRIX ON

Level TO MATRIX SEND

Pan/Balance TO MATRIX SEND

Pre/Post TO MATRIX SEND

Balance O O MATRIX BAL, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY)

On O CH ON O MATRIX CH ON

Fader O FADER O MATRIX FADER

From Input
From Mix
From Stereo/Mono

On O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE C

Level O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE C

Pan/Balance O*11 WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE C

Pre/Post O WITH MATRIX SEND, WITH SEND FROM SOURCE C

Mute Assign O MUTE O *5

DCA Assign O DCA O *14

Fade Time, On O*6 O *9

Channel Link O GLOBAL CH LINK

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe O EACH PARAMETER

Focus Recall O EACH PARAMETER

Global Paste O
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nnel must also be set to ON.

ME.

Channel
Library

O

SSING

SSING O

SSING O

SSING O

SSING O

SSING

SSING O

/ON*4 O

/ON*4 O

/ON*4 O

SSING*4 O

/ON O

/ON O

/ON O

O

O

O*6
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*9 Applies to ALL only when using GLOBAL PASTE, and only to ON/OFF.
*11 Balance only
*12 For GLOBAL PASTE, the MIX, MATRIX, STEREO, and MONO settings of each channel will be set in common as the OUTPUT.
*14 Applicable to parameters only when ALL is selected.

STEREO, MONO Channels

*4 These parameters are available if “FADER/ON” or “PROCESSING” for the Send source channel is set to ON. At that time, “WITH SEND” for the Send destination cha
*5 Applicable to parameters that function only when ALL is selected.
*6 Applicable only to On/Off.
*7 Valid when they are set for either the Send source channel or Send destination channel.
*8 Settings marked GLOBAL in this table apply to all channels; these settings are GLOBAL RECALL SAFE, FOCUS PARAMETER, and GLOBAL PASTE for PATCH/NA
*9 Applies to ALL only when using GLOBAL PASTE, and only to ON/OFF.
*12 For GLOBAL PASTE, the MIX, MATRIX, STEREO, and MONO settings of each channel will be set in common as the OUTPUT.
*14 Applicable to parameters only when ALL is selected.

Parameter
Linked for a 
stereo pair

RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE *8, *12
USER LEVEL

ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O STEREO, MONO NAME, GLOBAL OUTPUT NAME OUTPUT NAME

Output Patch O STEREO, MONO OUTPUT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

Insert1, 
Insert2

Out Patch O STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

In Patch O STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL OUTPUT PATCH OUTPUT PATCH

+48V, Gain, Gain Compensation STEREO, MONO INSERT PATCH, GLOBAL HA STEREO, MONO PROCE

On O O STEREO, MONO INSERT STEREO, MONO PROCE

Point O O STEREO, MONO INSERT STEREO, MONO PROCE

Att O O STEREO, MONO EQ STEREO, MONO PROCE

EQ O O STEREO, MONO EQ STEREO, MONO PROCE

Dynamics1 
Key-In Source O STEREO, MONO DYNA1 STEREO, MONO PROCE

Others O O STEREO, MONO DYNA1 STEREO, MONO PROCE

To Matrix

On O O STEREO, MONO MATRIX ON*7 STEREO, MONO FADER

Level O*13 O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO FADER

Pan/Balance O O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO FADER

Pre/Post O O STEREO, MONO MATRIX SEND*7 STEREO, MONO PROCE

Balance O O STEREO, MONO BAL, TO ST/BAL (GLOBAL PASTE ONLY) STEREO, MONO FADER

On O O STEREO, MONO CH ON STEREO, MONO FADER

Fader O O STEREO, MONO FADER STEREO, MONO FADER

Mute Assign O O *5 MUTE GROUP ASSIGN

DCA Assign O O *14 DCA GROUP ASSIGN

Fade Time, On O*6 O *9 STORE

Cue O

Mute Safe O

Recall Safe, Focus Recall, Global Paste O
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RECALL SAFE
USER LEVEL

ALL

O MUTE GROUP MASTER

MUTE GROUP MASTER

MUTE GROUP MASTER

MUTE GROUP ASSIGN
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DCA

*9 Applies to ALL only when using GLOBAL PASTE, and only to ON/OFF.

MUTE

Parameter
RECALL SAFE, FOCUS RECALL, GLOBAL PASTE

USER LEVEL
ALL Parameter Select button

Name, Icon, Color O DCA NAME DCA MASTER

On O DCA LEVEL/ON DCA MASTER

Fader O DCA LEVEL/ON DCA MASTER

Fade Time, On O *9 STORE

Input DCA Assign DCA GROUP ASSIGN

Parameter

Name

On

Dimmer

MUTE Assign



 Data List

f [NRPN] is selected

.4 PROGRAM CHANGE (Cn)
eception

f [PROGRAM CHANGE ECHO] is ON, bank select messages will also be echoed 
rom MIDI OUT.
f SINGLE CH is selected, these messages are received if [PROGRAM CHANGE Rx] 
 ON and the [Rx CH] matches. However if [OMNI] is ON, these messages are 
eceived regardless of the channel. When these messages are received, scene 
emory, effect library and premium rack library are recalled according to the 

ettings of the [PROGRAM CHANGE EVENT LIST].

ransmission
f [PROGRAM CHANGE Tx] is ON, these messages are transmitted according to 
he [PROGRAM CHANGE Table] settings when scene memory, effect library and 
remium rack library are recalled.

f SINGLE CH is selected, these messages are transmitted on the [Tx CH] channel.
f the recalled scene memory, effect library and premium rack library have been 
ssigned to more than one PROGRAM NUMBER, the lowest-numbered 
ROGRAM NUMBER for each MIDI channel will be transmitted.
ROGRAM CHANGE messages are not used for transmission to QL Editor because 
here is no guarantee that the contents of the assignment tables will match. 
PARAMETER CHANGE messages are always used.)
ou can choose either MULTI MIDI CH or SINGLE CH.

f SINGLE is selected
ou can choose the Rx CH, OMNI CH, and Tx CH.
ou can choose whether a bank select message will be added.
 bank of up to 16 can be specified.

f MULTI is selected
he Rx and Tx channels will be the same.
he assignment table will use the settings for each MIDI channel. Bank select 
essages will not be added.

ou can make settings for up to sixteen MIDI channels.

TATUS 1011nnnn Bn Control change

ATA 01100010 62 NRPN LSB

0vvvvvvv vv Parameter number LSB

TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 01100011 63 NRPN MSB

0vvvvvvv vv Parameter number MSB

TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 00000110 06 Data entry MSB

0vvvvvvv vv Parameter data MSB

TATUS 1011nnnn Bn Control change *

ATA 00100110 26 Data entry LSB

0vvvvvvv vv Parameter data LSB

The STATUS byte of the second and subsequent messages need not 
be added during transmission.
Reception must occur correctly whether or not the status byte is 
omitted.

TATUS 1100nnnn Cn Program change

ATA 0nnnnnnn nn Program number (0-127)
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MIDI Data Format
This section explains the format of the data that the QL series 
is able to understand, send, and receive.

1 CHANNEL MESSAGE

1.1 NOTE OFF (8n)
Reception 
These messages are echoed to MIDI OUT if [OTHER COMMAND ECHO] is ON.
They are received if [Rx CH] matches, and used to control effects.

1.2 NOTE ON (9n)
Reception
These messages are echoed to MIDI OUT if [OTHER COMMAND ECHO] is ON.
They are received if [Rx CH] matches, and used to control effects.

1.3 CONTROL CHANGE (Bn)
Two types of CONTROL CHANGE can be transmitted and received; [NRPN] 
(Non-Registered Parameter Numbers) and freely-assigned [TABLE] (1CH x 110) 
messages. Select either [TABLE] or [NRPN].

Reception
These messages are echoed to MIDI OUT if [CONTROL CHANGE ECHO] is ON.
If [TABLE] is selected, these messages are received when [CONTROL CHANGE Rx] 
is ON and [Rx CH] matches, and will control parameters according to the settings 
of the [CONTROL CHANGE EVENT LIST]. For the parameters that can be 
assigned, refer to “Parameters that can be assigned to control changes” 
(page 22).
If [NRPN] is selected, these messages are received when [CONTROL CHANGE Rx] 
is ON and the [Rx CH] matches; the four messages NRPN control number (62h, 
63h) and DATA ENTRY control number (06h, 26h) are used to control the 
specified parameter.

Transmission 
If [TABLE] is selected, and if [CONTROL CHANGE Tx] is ON when you operate a 
parameter that is assigned in the [CONTROL CHANGE EVENT LIST], these 
messages will be transmitted on the [Tx CH] channel. For the parameters that can 
be assigned, refer to “Parameters that can be assigned to control changes” 
(page 22).
If [NRPN] is selected, and if [CONTROL CHANGE Tx] is ON when you operate a 
specified parameter, the four messages NRPN control number (62h, 63h) and 
DATA ENTRY control number (06h, 26h) are transmitted on the [Tx CH] channel. 
For the parameters that can be assigned, refer to “Parameters that can be 
assigned to control changes” (page 22).
CONTROL CHANGE messages are not used for transmission to QL Editor because 
there is no guarantee that the contents of the assignment tables will match. 
(PARAMETER CHANGE messages are always used.)

CONTROL CHANGE numbers 0 and 32 are for selecting banks.

If [TABLE] is selected

Equation for converting a Control Value to parameter data
paramSteps = paramMax – paramMin + 1;
add = paramWidth / paramSteps;
mod = paramWidth – add * paramSteps;
curValue = paramSteps * add + mod / 2;

(1) If the assigned parameter has fewer than 128 steps
paramWidth = 128; rxValue = Control value;

(2) If the assigned parameter has 128 or more but less than 16,384 steps
paramWidth = 16384;

(2-1) When High and Low data is received
rxValue = Control value(High) * 128 + Control value(Low);

(2-2) When only Low data is received
rxValue = (curValue & 16256) + Control value(Low);

(2-3) When only High data is received
rxValue = Control value(High) * 128 + (curValue & 127);

(3) If the assigned parameter has 16,384 or more but less than 2,097,152 
steps

paramWidth = 2097152;

(3-1) When High, Middle, and Low data is received
rxValue = Control value(High) * 16384 + Control value(Middle) * 128 + Control value(Low);

(3-2) When only Low data is received
rxValue = (curValue & 2097024) + Control value(Low);

(3-3) When only Middle data is received
rxValue = (curValue & 2080895) + Control value(Middle) * 128;

(3-4) When only High data is received
rxValue = (curValue & 16383) + Control value(High) * 16384;

(3-5) When only Middle and Low data is received
rxValue = (curValue & 2080768) + Control value(Middle) * 128 + Control value(Low);

(3-6) When only High and Low data is received
rxValue = (curValue & 16256) + Control value(High) * 16384 + Control value(Low);

(3-7) When only High and Middle data is received
rxValue = (curValue & 127) + Control value(High) * 16384 + Control value(Middle) * 128;

if ( rxValue > paramWidth)
rxValue = paramWidth;
param = ( rxValue – mod / 2) / add;
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STATUS 1000nnnn 8n Note off message

DATA 0nnnnnnn nn Note number

0vvvvvvv vv Velocity (ignored)

STATUS 1001nnnn 9n Note on message

DATA 0nnnnnnn nn Note number

0vvvvvvv vv Velocity (1-127:on, 0:off)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 00 Control number (00)

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 20 Control number (32)

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

STATUS 1011nnnn Bn Control change

DATA 0nnnnnnn nn Control number (1-5, 7-31, 33-37, 38-95, 
102-119) *

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

* Numbers 0, 32, and 96–01 cannot be used.
* Control number 6, 38 can be used.

S
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S
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1) 0–300 Scene Number (0 Request Only),
2) 1–199 Input EQ Library Number (1–40 Request Only)
3) 1–199 Output EQ Library Number (1–3 Request Only)
4) 1–199 Dynamics Library Number (1–41 Request Only)
5) 0–199 GEQ Library Number (0 Request Only)
6) 1–199 Effect Library Number (1–27 Request Only)
7) 512–583 Input 1-64,
8) 584–599 STIN 1L-8R, 
9) 768–791 MIX 1-16,
10) 1024–1031 MATRIX 1-8,
11) 1280–1282 STEREO L-C, 
12) 512–530 GEQ 1–19, 531–538 EFFECT GEQ 1–8,
13) 0-199 8BandPEQ Library Number (0 Request Only)
14) 512–519 EFFECT 1–8,
15) 512 Current Data,
16) 768 Current Data with Recall Safe,
17) 8192 Store Undo Data, 8193 Recall Undo Data, 8194 Clear Undo Data,
18) 0–199 Input CH Library Number (0 Request Only),
19) 0–199 Output CH Library Number (0 Request Only),
20) 512–527 Premium Rack 1A, 1B, 2A, ... 8A, 8B
21) 0–100 Each Premium Effect Library Number (0 Request Only)
22) 1536–1607 Input 1–64 (for Dynamics2), 
23) 1608–1623 STIN 1L–8R (for Dunamics2),
24) 0-10 Dante Input Patch Library Number (0 Request Only)

ata is lost when you write to the preset library.
he unique header (Model ID) identifies whether the device is a QL series.
o calculate the check sum, add the bytes starting with the byte after BYTE 
OUNT (LOW) and ending with the byte before CHECK SUM, take the binary 
omplement, and set bit 7 to 0.
HECK SUM = (-sum)&0x7F

ulk Dumps can be received at any time, and can be transmitted at any time 
hen a Bulk Dump Request is received.
 Bulk Dump is transmitted on the [Rx CH] channel in response to a Bulk Dump 
equest.

n the data portion, seven words of 8-bit data are converted into eight words of 
-bit data.

Opt-2A LIB “OPT-2A__” *21)

EQP-1A LIB “EQ-1A___” *21)

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” *21)

Buss Comp 369 LIB “BSCMP369” *21)

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” *24)

Mixer Setup “MIXERSET” Fix (512)

Outport Setup “OUT_PORT” Fix (512)

Monitor Setup “MONITOR_” Fix (512)

MIDI Setup “MIDI_SET” Fix (512)

Lib Number “LIB_NUM_” Fix (512)

Program Change Table “PRGMCHG_” Fix (512)

Control Change Table “CTRLCHG_” Fix (512)

Preference (Current) “PREF_CUR” Fix (512)

Preference (Admin) “PREF_ADM” Fix (512)

Preference (Guest) “PREF_GST” Fix (512)

User Defined Keys (Current) “UDEF_CUR” Fix (512) include Knob, Encoder

User Defined Keys (Admin) “UDEF_ADM” Fix (512) include Knob, Encoder

User Defined Keys (Guest) “UDEF_GST” Fix (512) include Knob, Encoder

Custom Fader Bank (Current) “CFAD_CUR” Fix (512)

Custom Fader Bank (Admin) “CFAD_ADM” Fix (512)

Custom Fader Bank (Guest) “CFAD_GST” Fix (512)

User Level (Current) “UKEY_CUR” Fix (512)

User Level (Guest) “UKEY_GST” Fix (512)

Module Name(mm) Data Number(dd)
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2 SYSTEM REALTIME MESSAGE

2.1 SONG SELECT (F3)
Reception
Select the track number shown in the TITLE LIST screen of the USB memory recorder.

2.2 TIMING CLOCK (F8)
Reception
This message is used to control effects. This message is transmitted twenty-four 
times per quarter note.
Echoing of this message depends on the OTHER item in the ECHO settings.

2.3 ACTIVE SENSING (FE)
Reception
Once this message has been received, MIDI communication will be initialized (e.g., 
Running Status will be cleared) if no message is received for an interval of 400 ms.
This message is not subject to echoing.

2.4 SYSTEM RESET (FF)
Reception
When this message is received, MIDI communication will be initialized (e.g., 
Running Status will be cleared).
This message is not subject to echoing.

3 SYSTEM EXCLUSIVE MESSAGE

3.1 MMC
< MMC STOP >

Reception
If the [DEVICE NO.] matches or is 7F, receives this message and stops.

< MMC PLAY >

Reception
If the [DEVICE NO.] matches or is 7F, receives this message and starts playback.

< MMC DEFERED PLAY >

Reception
If the [DEVICE NO.] matches or is 7F, receives this message and starts playback.

< MMC RECORD STROBE >

Reception
If the [DEVICE NO.] matches or is 7F, receives this message, and if stopped, starts 
recording.

< MMC PAUSE >

Reception
If the [DEVICE NO.] matches or is 7F, receives this message, and if playing, pauses.

3.2 BULK DUMP
This message is used to send or receive the contents of various memories stored 
within the unit.
The basic format is as follows.

The QL series console uses the following data types for a bulk dump.

*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*

D
T
T
C
c
C

B
w
A
R
I
7

STATUS 11110011 F3 Song select

Song number 0sssssss ss Song number (0-127)

STATUS 11111000 F8 Timing clock

STATUS 11111110 FE Active sensing

STATUS 11111111 FF System reset

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000001 01 Stop(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000010 02 Play(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000011 03 Deferred Play(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00000110 06 Record strobe

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01111111 7F Real time System exclusive

Device ID 0ddddddd dd Destination (00-7E, 7F:all call)

COMMAND 00000110 06 Machine Control Command(MCC) sub-id

00001001 09 Pause(MCS)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Command rx/tx Function

F0 43 0n 3E cc cc 19 mm ... mm dd 
dd ... ee F7

rx/tx BULK DUMP DATA

F0 43 2n 3E 19 mm ... mm dd dd F7 rx BULK DUMP REQUEST

Module Name(mm) Data Number(dd)

SCENE LIB “SCENE___” *1) *15) *16) *17)

INPUT EQ LIB “INEQ____” *2) *7) *8)

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” *3) *9) *10) *11)

Dynamics LIB “DYNA____” *4) *7) *8) *9) *10) *11) *22) *23)

INPUT CH LIB “INCHNNL_” *18) *7) *8)

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” *19) *9) *10) *11)

GEQ LIB “GEQ_____” *5) *12)

8BandPEQ LIB “8PEQ____” *13)

EFFECT LIB “EFFECT__” *6) *14)

Premium Effect “PEFFECT_” *20)

Portico5033 LIB “P5033___” *21)

Portico5043 LIB “P5043___” *21)

U76 LIB “U76_____” *21)



 Data List

.1.3 Data category

.2 FUNCTION CALL – LIBRARY STORE, RECALL –
.2.1 Format (PARAMETER CHANGE)

eception
ata will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
umber of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
he data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
he corresponding parameter will be changed immediately the data is received.

ransmission
ata will be transmitted with the [Device Number] (MIDI CH) in [Tx CH] when 

PARAMETER CHANGE Tx] is on.

.2.2 Function Name

Data Category Name

0x01 00000001 Current Scene /Setup/Backup/
User Setup Data

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00011001 19 QL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE) 

01101001 "i" (ASCII CODE) 

01100010 "b" (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

0fffffff ff (ASCII CODE) 

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

ATA 0nnnnnnn nh Number High

0nnnnnnn nl Number Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

OX 11110111 F7 End of exclusive

Function Name

Store “LibStr__”

Recall “LibRcl__”

Unknown Factor Store “LibUnStr”

Unknown Factor Recall “LibUnRcl”

Store Undo (only Score) “LibStrUd”

Recall Undo (only Scene) “LibRclUd”
38

[Conversion from actual data to bulk data]
d[0-6]: actual data
b[0-7]: bulk data
b[0] = 0;
for( I=0; I<7; I++){

if( d[I]&0x80){
b[0] |= 1<<(6-I);

}
b[I+1] = d[I]&0x7F;

}

[Recovery from bulk data to actual data]
d[0-6]: actual data
b[0-7]: bulk data
for( I=0; I<7; I++){

b[0] <<= 1;
d[I] = b[I+1]+(0x80&b[0]);

}

3.3 PARAMETER CHANGE
Reception
This message is echoed if [PARAMETER CHANGE ECHO] is ON.
This message is received if [PARAMETER CHANGE Rx] is ON and [Rx CH] matches 
the Device number included in the SUB STATUS. When a PARAMETER CHANGE is 
received, the specified parameter will be controlled. When a PARAMETER 
REQUEST is received, the current value of the specified parameter will be 
transmitted as a PARAMETER CHANGE with its Device Number as the [Rx CH].

Transmission
If [PARAMETER CHANGE Tx] is ON, and you edit a parameter for which 
CONTROL CHANGE transmission has not been enabled, a PARAMETER CHANGE 
will be transmitted with the [Tx CH] as its device number.
In response to a PARAMETER REQUEST, a PARAMETER CHANGE will be 
transmitted with [Rx CH] as its device number.

4 PARAMETER CHANGE details

4.1 CURRENT SCENE, SETUP, BACKUP, USER SETUP
4.1.1 Format (PARAMETER CHANGE)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
The corresponding parameter will be changed immediately the data is received.

Transmission
Data will be transmitted with the [Device Number] in [Tx CH] when [PARAMETER 
CHANGE Tx] is on and the parameter is not registered on the [CONTROL 
CHANGE EVENT LIST].

4.1.2 Format (PARAMETER REQUEST)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
The corresponding parameter will be changed via PARAMETER CHANGE 
immediately the data is received.
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Command rx/tx Function

F0 43 1n 3E 19 ... F7 
RARAMETER CHANGE

rx/tx QL series native parameter change

F0 43 3n 3E 19 ... F7 
PARAMETER REQUEST

rx/tx QL series native parameter request

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA Category 0ccccccc cc

DATA 0eeeeeee eh Element no High.

0eeeeeee el Element no Low.

0iiiiiii ih Index no High.

0iiiiiii il Index no Low.

0ccccccc ch Channel no High.

0ccccccc cl Channel no Low.

0ddddddd dd Data

: :

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA Category 0ccccccc cc

DATA 0eeeeeee eh Element no High.

0eeeeeee el Element no Low.

0iiiiiii ih Index no High.

0iiiiiii il Index no Low.

0ccccccc ch Channel no High.

0ccccccc cl Channel no Low.

EOX 11110111 F7 End of exclusive
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.3.2 Function Name

.3.3 Module Name

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0sssssss sh number -source start High

0sssssss sl number -source start Low

0eeeeeee eh number -source end High

0eeeeeee el number -source end Low

0ddddddd dh number -destination start High

0ddddddd dl number -destination to start Low

OX 11110111 F7 End of exclusive

Function Name

Copy “LibCpy__”

Paste “LibPst__”

Clear “LibClr__”

Cut “LibCut__”

Insert “LibIns__”

Edit Undo “LibEdtUd”

Module Name Function

SCENE LIB “SCENE___” Copy, Paste, Clear, Cut, Insert, EditUndo

INPUT EQ LIB “INEQ____” Clear Only

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” Clear Only

Dynamics LIB “DYNA____” Clear Only

INPUT CH LIB “INCHNNL_” Clear Only

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” Clear Only

GEQ LIB “GEQ_____” Clear Only

8BandPEQ LIB “8PEQ____” Clear Only

EFFECT LIB “EFFECT__” Clear Only

Portico5033 LIB “P5033___” Clear Only

Portico5043 LIB “P5043___” Clear Only

U76 LIB “U76_____” Clear Only

Opt-2A LIB “OPT-2A__” Clear Only

EQP-1A LIB “EQ-1A___” Clear Only

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” Clear Only

Buss Comp 369 LIB “BSCMP369” Clear Only

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” Clear Only
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4.2.3 Module Name

*1) 0: CH1 – 63: CH64
72: ST IN 1L – 79: ST IN 4R

*2) 256: MIX 1 – 271: MIX 16
*3) 512: MATRIX 1 – 519: MATRIX 8
*4) 1024: STEREO L – 1026: STEREO C
*5) 512: will be used if the recalling or storing data is only one.
*6) 0: GEQ1A, 1: GEQ1B, 2: GEQ2A, ... 36: GEQ19A, 37:GEQ19B

38: EFFECT GEQ1A, 39: EFFECT GEQ1B, 
40: EFFECT GEQ2A, ... 52: EFFECT GEQ8A, 53: EFFECT GEQ8B

*7) 0: Effect1- 7: Effect8
*8) 1280: CH1 – 1343: CH64

1352: ST IN 1L – 1367: ST IN 8R
*9) 0: Premium Rack 1A, 1: Premium Rack 1B, 

2: Premium Rack 2A, ... 14: Premium Rack 8A, 15: Premium Rack 8B

4.3 FUNCTION CALL – LIBRARY EDIT –
4.3.1 Format (PARAMETER CHANGE)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
The corresponding memory/library will be changed immediately the data is 
received.

Transmission
PARAMETER CHANGE will be sent in reply to Request.
If [PARAMETER CHANGE ECHO] is on, the message will be sent as it is.

4

4

Module Name

Scene “SCENE___”

Input EQ “INEQ____”

Output EQ “OUTEQ___”

Dynamics “DYNA____”

Input CH “INCHNNL_”

Output CH “OUTCHNNL”

GEQ “GEQ_____”

8BandPEQ “8PEQ____”

Effect “EFFECT__”

Portico5033 “P5033___”

Portico5043 “P5043___”

U76 “U76_____”

Opt-2A “OPT-2A__”

EQP-1A “EQ-1A___”

Dynamic EQ “DYNAEQ__”

Buss Comp 369 “BSCMP369”

Dante Input Patch “DANTEIN_”

Function Number Channel*1) tx/rx

“LibStr__” SCENE 1-300 *5) tx/rx
INPUT EQ LIB 41-199 *1) tx/rx
OUTPUT EQ LIB 4-199 *2) *3) *4) tx/rx
Dynamics LIB 42-199 *1) *2) *3) *4) *8) tx/rx
INPUT CH LIB 1-199 *1) tx/rx
OUTPUT CH LIB 1-199 *2) *3) *4) tx/rx
GEQ LIB 1-199 *6) tx/rx
8BandPEQ LIB 1-199 *6) tx/rx
EFFECT LIB 28-199 *7) tx/rx
Premium Effect LIB 1-100 *9) tx/rx
Dante Input Patch LIB 1-10 *5) tx/rx

“LibUnStr” SCENE 1-300 0 tx
INPUT EQ LIB 41-199 0 tx
OUTPUT EQ LIB 4-199 0 tx
Dynamics LIB 42-199 0 tx
INPUT CH LIB 1-199 0 tx
OUTPUT CH LIB 1-199 0 tx
GEQ LIB 1-199 0 tx
8BandPEQ LIB 1-199 0 tx
EFFECT LIB 28-199 0 tx
Premium Effect LIB 1-100 0 tx
Dante Input Patch LIB 1-10 0 tx

“LibRcl__” SCENE 0-300 *5) tx/rx
INPUT EQ LIB 1-199 *1) tx/rx
OUTPUT EQ LIB 1-199 *2) *3) *4) tx/rx
Dynamics LIB 1-199 *1) *2) *3) *4) *8) tx/rx
INPUT CH LIB 0-199 *1) tx/rx
OUTPUT CH LIB 0-199 *2) *3) *4) tx/rx
GEQ LIB 0-199 *6) tx/rx
8BandPEQ LIB 1-199 *6) tx/rx
EFFECT LIB 1-199 *7) tx/rx

Premium Effect LIB 0-100 *9) tx/rx
Dante Input Patch LIB 0-10 *5) tx/rx

“LibUnRcl” SCENE 0 *5) tx
INPUT EQ LIB 0 *1) tx
OUTPUT EQ LIB 0 *2) *3) *4) tx
Dynamics LIB 0 *1) *2) *3) *4) *8) tx
INPUT CH LIB 0 *1) tx
OUTPUT CH LIB 0 *2) *3) *4) tx
GEQ LIB 0 *6) tx
8BandPEQ LIB 0 *6) tx
EFFECT LIB 0 *7) tx
Premium Effect LIB 0 *9) tx
Dante Input Patch LIB 0 *5) tx

“LibStrUd” SCENE 0 0

“LibRclUd” SCENE 0 0

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE) 

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

0fffffff ff (ASCII CODE)

Function Number Channel*1) tx/rx

M

D

E



 Data List

.5 EXIST LIBRARY RANGE
.5.1 Format (PARAMETER CHANGE)

ransmission
hen QL series receives Library Exist request command from outside, the answer 
ill be sent back with the following Parameter change.
his packet shows smallest library number range that exists and not read only. 
op number is requested number or more.

 Example -
CENE is stored 5,6,7,10,100 and 101

equest Number: 0 
ata : Valid, Top Number : 5, End Number 7

equest Number: 8
ata : Valid, Top Number : 10, End Number 10

equest Number: 11
ata : Valid, Top Number : 100, End Number 101

equest Number: 102 
ata : Invalid, Top Number : 0, End Number 0

Buss Comp 369 LIB “BSCMP369” 0-100 (0:response only)

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” 0-10 (0:response only)

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00011001 19 QL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000101 "E" (ASCII CODE)

01111000 "x" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01110011 "s" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0sssssss ss Data Status ( 0:Invalid data,1:Valid Data )

0nnnnnnn nh Request Number High

0nnnnnnn nl Request Number Low

0ttttttt th Top Number High

0ttttttt tl Top Number Low

0eeeeeee eh End Number High

0eeeeeee el End Number Low

OX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number
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4.4 FUNCTION CALL – LIBRARY ATTRIBUTE –
4.4.1 Format (PARAMETER CHANGE)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
The corresponding memory/library title will be changed immediately the data is 
received.

Transmission
PARAMETER CHANGE will be sent in reply to Request.
If [PARAMETER CHANGE ECHO] is on, the message will be sent as it is.

4.4.2 Format (PARAMETER REQUEST)

Reception
The PARAMETER CHANGE will be sent with Device number [Rx CH] immediately 
the data is received.

4.4.3 Module Name

4
4

T
W
w
T
T

-
S

R
D

R
D

R
D

R
D

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000001 "A" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Scene/Library number High

0nnnnnnn nl Scene/Library number Low

0eeeeeee eh Element High

0eeeeeee el Element Low

0iiiiiii ih Index High

0iiiiiii il Index Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

0000dddd dd Data28~31bit

0ddddddd dd Data21~27bit

0ddddddd dd Data14~20bit

0ddddddd dd Data7~13bit

0ddddddd dd Data0~6bit

EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000001 "A" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Scene/Library number High

0nnnnnnn nl Scene/Library number Low

0eeeeeee eh Element High

0eeeeeee el Element Low

0iiiiiii ih Index High

0iiiiiii il Index Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number

SCENE LIB “SCENE___” 0-300 (0:response only)

INPUT EQ LIB “INEQ____” 1-200 (1-40:response only)

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” 1-200 (1-3:response only)

Dynamics LIB “DYNA____” 1-200 (1-41:response only)

INPUT CH LIB “INCHNNL_” 0-200 (0:response only)

OUTPUT CH LIB “OUTCHNNL” 0-200 (0:response only)

GEQ LIB “GEQ_____” 0-200 (0:response only)

8BandPEQ LIB “8PEQ____” 0-199 (0:response only)

EFFECT LIB “EFFECT__” 1-200 (1-27:response only)

Portico5033 LIB “P5033___” 0-100 (0:response only)

Portico5043 LIB “P5043___” 0-100 (0:response only)

U76 LIB “U76_____” 0-100 (0:response only)

Opt-2A LIB “OPT-2A__” 0-100 (0:response only)

EQP-1A LIB “EQ-1A___” 0-100 (0:response only)

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” 0-100 (0:response only)
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 Data List

.7 FUNCTION CALL – MODULE –
.7.1 Format (PARAMETER CHANGE)

eception
ata will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
umber of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
he data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
he corresponding effect will function immediately the data is received 
depending on the effect type).

.7.2 Module Name

his will not work when the Effect Type is different.

User Defined Keys (Admin) “UDEF_ADM”

User Defined Keys (Guest) “UDEF_GST”

Custom Fader Bank (Current) “CFAD_CUR”

Custom Fader Bank (Admin) “CFAD_ADM”

Custom Fader Bank (Guest) “CFAD_GST”

User Level (Current) “UKEY_CUR”

User Level (Guest) “UKEY_GST”

TATUS 11110000 F0 System exclusive message

D No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

UB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

ROUP ID 00111110 3E Digital mixer

ODEL ID 00011001 19 QL Series

ATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

UNCTION NAME 01001101 "M"

01101111 "o"

01100100 "d"

01000110 "F"

01111000 "x"

01010100 "T"

01110010 "r"

01100111 "g"

ODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

ATA 0eeeeeee ee Effect number (0:RACK1 - 7:RACK8)

0ppppppp pp Release:0, Press:1

OX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number

Freeze Play button “FRZPLAY_” 0:RACK1, 2:RACK3, 4:RACK5, 6:RACK7

Freeze Record button “FRZREC__” 0:RACK1, 2:RACK3, 4:RACK5, 6:RACK7

Module Name
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4.5.2 Format (PARAMETER REQUEST)

Reception
The PARAMETER CHANGE will be sent with Device number [Rx CH] immediately 
the data is received.

4.5.3 Module Name

4.6 FUNCTION CALL – COLLECTION STORE –
4.6.1 Format (PARAMETER CHANGE)

Transmission
Data will be transmitted with the [Device Number] in [Tx CH] when [PARAMETER 
CHANGE Tx] is on.

4.6.2 Function Name

4.6.3 Module Name

4
4

R
D
n
T
T
(

4

T

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "L" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01100010 "b" (ASCII CODE)

01000101 "E" (ASCII CODE)

01111000 "x" (ASCII CODE)

01101001 "i" (ASCII CODE)

01110011 "s" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE) 

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Request Number High

0nnnnnnn nl Request Number Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name Number

SCENE LIB “SCENE___” 1-300

INPUT EQ LIB “INEQ____” 41-200

OUTPUT EQ LIB “OUTEQ___” 4-200

Dynamics LIB “DYNA____” 42-200

INPUT CH LIB “INCHNNL_” 1-200

OUTPUT CH LIB “OUTCHNL” 1-200

GEQ LIB “GEQ_____” 1-200

8BandPEQ LIB “8PEQ____” 1-199

EFFECT LIB “EFFECT__” 55-200

Portico5033 LIB “P5033___” 1–100

Portico5043 LIB “P5043___” 1–100

U76 LIB “U76_____” 1–100

Opt-2A LIB “OPT-2A__” 1–100

EQP-1A LIB “EQ-1A___” 1–100

DynamicEQ LIB “DYNAEQ__” 1–100

Buss Comp 369 LIB “BSCMP369” 1-100

Dante Input Patch LIB “DANTEIN_” 1-10

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01001100 "C" (ASCII CODE)

01101001 "o" (ASCII CODE)

01100010 "l" (ASCII CODE)

01010101 "U" (ASCII CODE)

01101110 "n" (ASCII CODE)

01010011 "S" (ASCII CODE)

01110100 "t" (ASCII CODE)

01110010 "r" (ASCII CODE)

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0nnnnnnn nh Number High

0nnnnnnn nl Number Low

0ccccccc ch Channel High

0ccccccc cl Channel Low

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Function Number tx/rx

“ColUnStr” Setup 0 tx
User Defined Key 0 tx
Program Change 0 tx
Control Change 0 tx

Module Name

Mixer Setting “MIXERSET”

Outport Setting “OUT_PORT”

Monitor Setting “MONITOR_”

MIDI Setting “MIDI_SET”

Lib Number “LIB_NUM_”

Program Change Table “PRGMCHG_”

Control Change Table “CTRLCHG_”

Preference (Current) “PREF_CUR”

Preference (Admin) “PREF_ADM”

Preference (Guest) “PREF_GST”

User Defined Keys (Current) “UDEF_CUR”
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4.8  FUNCTION CALL – CHANNEL –
4.8.1 Pair ON/OFF Trigger Format (PARAMETER CHANGE)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.

4.8.2 Module Name

*1) 0 : CH1 – 63: CH64
256 : MIX 1 – 271: MIX 16
512 : MATRIX 1 – 519: MATRIX 8

4.9 LEVEL METER DATA
4.9.1 Format (PARAMETER CHANGE)
When transmission is enabled by receiving Request for Level Meter, the 
corresponding metering data will be sent in every 50 millisecond for 10 seconds. 
If metering information is expected to be continuously sent, Request is needed to 
be sent in at least every 10 seconds.

Reception
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.

Transmission
When transmission is enabled by receiving Request, the corresponding metering 
data will be sent in constant interval for a given period of time (The interval and 
time will vary depending on devices).
When rebooted or port setting is changed, the transmission will be disabled.
When [PARAMETER CHANGE ECHO] is on, the message will be sent as it is.

4.9.2 Format (PARAMETER REQUEST)

Reception
Data will be received when [PARAMETER CHANGE Rx] is on and the Device 
number of both [Rx CH] and SUB STATUS match.
The data will be echoed when [PARAMETER CHANGE ECHO] is on.
The corresponding metering data will be sent via [Rx CH] in constant interval for 
a given period of time (The interval and time will vary depending on devices).
When Address UL = 0x7F is received, all metering data transmission will be 
immediately stopped [disabled].

Transmission
When [PARAMETER CHANGE ECHO] is on, the message will be sent as it is.

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00000000 00 OTHER DATA

FUNCTION NAME 01000011 "C"
01101000 "h"
01101100 "l"
01010000 "P"
01101001 "i"
01110010 "r"
01000011 "C"
01110000 "p"

MODULE NAME 0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

0mmmmmmm mm (ASCII CODE)

DATA 0sssssss sh Source Channel Number H *1)

0sssssss sl Source Channel Number L *1)

0ddddddd dh Destination Channel Number H *1)

0ddddddd dl Destination Channel Number L *1)

EOX 11110111 F7 End of exclusive

Module Name

Pair On (with Copy) “PAIRONCP”

Pair On (with Reset Both) “PAIRONRS”

Pair Off “PAIROFF_”

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00100001 21 REMOTE LEVEL METER

DATA 0mmmmmmm mm ADDRESS UL

0mmmmmmm mm ADDRESS LU

0mmmmmmm mm ADDRESS LL

0ddddddd dd Data1

: :
EOX 11110111 F7 End of exclusive

STATUS 11110000 F0 System exclusive message

ID No. 01000011 43 Manufacture’s ID number (YAMAHA)

SUB STATUS 0011nnnn 3n n=0-15 (Device number=MIDI Channel)

GROUP ID 00111110 3E Digital mixer

MODEL ID 00011001 19 QL Series

DATA CATEGORY 00100001 21 REMOTE LEVEL METER

DATA 0mmmmmmm mm ADDRESS UL

0mmmmmmm mm ADDRESS LU

0mmmmmmm mm ADDRESS LL

0ccccccc ch Count H

0ccccccc cl Count L

EOX 11110111 F7 End of exclusive
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 specifications

utput@48kHz

cations

AL OUT

rs are balanced. (1= GND, 2= HOT, 3= COLD)

ta 
th Level Audio Connector

t or 
it 1000Base-T

64ch Input/64ch Output 
@48kHz*1 etherCON CAT5e

Format Data 
Length Level Connector

 Professional Use 24 bit RS422 XLR-3-32 type (Balanced)*2

 Name Fixed/Variable Data Description

fixed

1 professional use

0 audio

0x4 off

0 lock

uency variable

0x0 others

0x3 32 kHz

0x2 44.1 kHz

0x1 48 kHz

fixed
0x1 2ch mode

gement 0x0 -

fixed
0x1 24 bits Audio Data

0x00 -

fixed 0x00 -

eference Signal
fixed

0x0
-

0

uency variable 0x0 others

uency Scan Flag fixed 0 -
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Input/Output Specifications

Analog input specifications

*1. The sensitivity is the input level required for output at +4dBu (1.23V) or at the defined 
level when all the faders and level controllers are set to the maximum value.

*2. XLR-3-31 connectors are balanced jacks (1=GND, 2=HOT, 3=COLD).
*3. 0dBu=0.775 Vms for all specifications.
*4. All the AD converters use 24-bit linear/128-times oversampling.
*5. The INPUT connectors have +48V DC (phantom power) jacks, each of which can be 

turned on/off individually from the console software.
*6. QL1: INPUT1-16

Analog output specifications

*1. XLR-3-32 connectors are balanced jacks (1=GND, 2=HOT, 3=COLD).
*2. The PHONES connectors for stereo headphones are balanced jacks (Tip=LEFT, 

Ring=RIGHT, Sleeve= GND).
*3. 0 dBu=0.775 Vms for all specifications.
*4. All the DA converters use 24-bit linear/128-times oversampling. 
*5. The console has an internal switch for toggling the maximum output level. 
*6. This is a value measured with the PHONES LEVEL knob set to 10 dB below the 

maximum position.
*7. QL1: OMNI OUT 1-8

Digital input/output

*1. QL1: 32ch Input/32ch O

Digital output specifi

*1. Channel Status of DIGIT

*2. XLR-3-32 type connecto

Input 
Connectors Gain Input

Impedance
Source

Impedance

Input Level
Connector

Sensitivity*1 Defined Level Maximum 
Non-Clip Level

INPUT 1-32 
*6

+66dB
7.5 kΩ

50-600 Ω 
Mics & 

600 Ω Lines

–82dBu 
(61.6μV)

–62dBu 
(0.616mV)

–42dBu 
(6.16mV) XLR-3-31 

type 
(Balanced)*2–6dB –10dBu 

(245mV)
+10dBu 
(2.45V)

+30dBu 
(24.5V)

Output 
Connectors

Output 
Impedance

Load 
Impedance

Maximum 
Output 

Level SW*5

Output Level

Connector
Defined Level

Maximum 
Non-Clip 

Level

OMNI OUT 
1-16 *7 75 Ω 600 Ω Lines

+24dB 
(default)

+4dBu 
(1.23V)

+24dBu 
(12.3V) XLR-3-32 type 

(Balanced)*1
+18dB –2dBu 

(616mV)
+18dBu 
(6.16V)

PHONES 15 Ω
8 Ω Phones – 75mW*6 150mW Stereo Phone Jack 

(TRS) 
(Unbalanced)*240 Ω Phones – 65mW*6 150mW

Connectors Format Da
Leng

Primary/
Secondary Dante 24bi

32b

Connectors

DIGITAL OUT*1 AES/EBU AES/EBU

Byte Bit Field

0

0 Block Format

1 Mode

2-4 Emphasis

5 Fs Lock

6-7 Sampling Freq

1
0-3 Channel Mode

4-7 Users Bit Mana

2
0-2 Use of AUX

3-7 Source

3 0-7 Multi Channel

4

0-1 Digital Audio R

2 -

3-6 Sampling Freq

7 Sampling Freq
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ristics
sured. Output impedance of signal generator: 150 ohms

Fs= 48 kHz @20 Hz–20 kHz, referenced to the nominal 
output level @1 kHz

. Fs= 48 kHz

n is measured with a 18 dB/octave filter @80 kHz

Fs= 48 kHz, EIN= Equivalent Input Noise

red with A-weight filter.

RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

600 Ω
GAIN: +66dB

–1.5 0.0 0.5
dB

8 Ω –3.0 0.0 0.5

RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

600 Ω
+4 dBu @20 Hz–20 kHz, GAIN: 
+66dB 0.1

%
+4 dBu @20 Hz–20 kHz, GAIN: –6dB 0.05

600 Ω Full Scale Output @1 kHz 0.02

8 Ω Full Scale Output @1 kHz, PHONES 
Level Control: Max. 0.2

RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

600 Ω

Rs= 150 Ω, GAIN: +66dB
Master fader at nominal level and 
one Ch fader at nominal level. 

–128
EIN

dBu

–62

Rs= 150 Ω, GAIN: –6dB
Master fader at nominal level and 
one Ch fader at nominal level. 

–84 –80

600 Ω

Rs= 150 Ω, GAIN: –6dB
Master fader at nominal level and all 

INPUT 1-32*1 in faders at nominal 
level.

QL5: 
–64
QL1: 
–67

600 Ω Residual Output Noise, ST Master Off –88

8 Ω Residual Output Noise, PHONES 
Level Control Min. –88
44

I/O SLOT (1-2) specifications
A Mini-YGDAI card can be inserted into slots 1-2.
Only slot 1 supports serial interfaces.

Control I/O specifications

*1. Input pin: TTL level, w/ internal pull-up (47kΩ)
Output pin: Open drain output (Vmax=12V, maximum sink current/pin=75mA)
Power supply pin: Output voltage Vp=5V, Max. output current Imax=300mA

*2. 4 pin=+12V, 3 pin=GND, Lamp nominal power: 5W, Brightness (voltage) can be 
adjusted from the software.

Electrical characte
All faders are nominal when mea

Frequency Response. 

*1. QL1: INPUT 1-16
*2. QL1: OMNI OUT 1-8 

Total Harmonic Distortion

*1. QL1: INPUT 1-16
*2. QL1: OMNI OUT 1-8 
*3. Total Harmonic Distortio

Hum & Noise. 

*1. QL1: INPUT 1-16
*2. QL1: OMNI OUT 1-8
*3. Hum & Noise are measu

Connectors Format Level Connector

MIDI
IN MIDI – DIN Connector 5P

OUT MIDI – DIN Connector 5P

WORD CLOCK
IN – TTL/75 Ω terminated BNC Connector

OUT – TTL/75 Ω BNC Connector

GPI (5IN/5OUT) – –
D Sub Connector 15P 
(Female)*1

NETWORK IEEE802.3 10BASE-T/100Base-TX RJ-45

LAMP
(QL5: x2, QL1: x1) – 0V-12V XLR-4-31 type*2

USB HOST USB 2.0 – USB A Connector (Female)

Input Output

INPUT 1-32*1 OMNI OUT 1-16*2

PHONES

Input Output

INPUT 1-32*1 OMNI OUT 1-16*2

Internal OSC
OMNI OUT 1-16*2

PHONES

Input Output

INPUT 1-32*1 OMNI OUT 1-16*2

All INPUTs OMNI OUT 1-16*2

— OMNI OUT 1-16*2

— PHONES
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Dynamic Range. Fs= 48 kHz

*1. QL1: INPUT 1-16
*2. QL1: OMNI OUT 1-8
*3. Dynamic Range are measured with A-weight filter.

Sampling Frequency

Input Output RL Conditions Min. Typ. Max. Unit

INPUT 1-32*1 OMNI OUT 1-16*2 600 Ω AD + DA, GAIN: –6dB 108 dB

— OMNI OUT 1-16*2 600 Ω DA Converter 112 dB

Parameter Conditions Min. Typ. Max. Unit

External Clock

Frequency 
Range 

Fs= 44.1 kHz
Fs= 45.9375 kHz (44.1 kHz +4.1667%)
Fs= 44.1441 kHz (44.1 kHz +0.1%)
Fs= 44.0559 kHz (44.1 kHz –0.1%)
Fs= 42.336 kHz (44.1 kHz –4.0%) 

–200 +200 ppm
Fs= 48 kHz
Fs= 50 kHz (48 kHz +4.1667%)
Fs= 48.048 kHz (48 kHz +0.1%)
Fs= 47.952 kHz (48 kHz –0.1%)
Fs= 46.080 kHz (48 kHz –4.0%)

Jitter of PLL DIGITAL IN Fs= 44.1 kHz
DIGITAL IN Fs= 48 kHz 10 ns

Internal Clock

Frequency
Word Clock : Int 44.1 kHz 44.1

kHz
Word Clock : Int 48 kHz 48

Accuracy
Word Clock : Int 44.1 kHz

–50 +50 ppm
Word Clock : Int 48 kHz

Jitter
Word Clock : Int 44.1 kHz 4.429

ns
Word Clock : Int 48 kHz 4.069
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Output Port

Processor

4 Band 
Equalizer

Frequency= 20 Hz to 20 kHz

Gain= –18 dB to +18 dB

Q= 0.10 to 10.0

Low Shelving (Low Band)

High Shelving, LPF (High Band)

Type I/Type II

Insert Insert Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Dynamics 1

Type: Comp/Expander/Compander H/Compander S

Threshold= –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1
Compander: 1:1 to 20:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Release= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Gain= –18 dB to 0 dB, 0 dB to +18 dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out13-16/
MTRX1-8/STIN LR/MONO(C) (8ch block)

Width= 1 dB to 90 dB

Fader Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

On On/Off

Pan/Balance Position L63 to R63

DCA Group 16 Groups

Mute Group 8 Groups

Mix to Matrix 
Stereo to Matrix

Matrix Send Point: Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

Oscillator Level= 0 to –96dB (1 dB step)
On/Off= Software control

Function Parameter

Out Port Delay 0 msec to 1000 msec

Out Port Phase Normal/Reverse

Gain –96 to +24 dB

Function Parameter

GEQ 31 bands x 8(16) or 15 bands x 16(32) or 
16 ch Automixer x1 or 8 ch Automixer x1

PEQ (8 bands PEQ + 3 notchs + HPF, LPF) x 16(32) systems

Effects Stereo In/Stereo Out multi effector x 8 systems

Premium Rack 
Parameter

Stereo(Dual) In/Stereo(Dual) Out Premium Rack x 
8 systems

Function Parameter
46

Mixer Basic Parameters

Libraries

 Input Function

Output Function





Name Number Total

Scene Memory Preset 1 + User 300 301

Input CH Library Preset 1 + User 199 200

Output CH Library Preset 1 + User 199 200

Input EQ Library Preset 40 + User 159 199

Output EQ Library Preset 3 + User 196 199

Dynamics Library Preset 41 + User 158 199

Effect Library Preset 27 + User 172 199

GEQ Library Preset 1 + User 199 200

Premium Rack Library
Portico5033
Portico5043
U76
Opt-2A
EQ-1A
Dynamic EQ

Preset 1 + User 199 200

Dante Input Patch Library Preset 1 + User 10 11

Function Parameter

Phase Normal/Reverse

Digital Gain –96 dB to +24 dB

L, R-MONO L-MONO/R-MONO/LR-MONO/STEREO IN

HPF
Slope= –12dB/Oct, –6dB/Oct

Frequency= 20 Hz to 600 Hz

Attenuator –96 dB to 0 dB

4 Band 
Equalizer

Frequency= 20 Hz to 20 kHz

Gain= –18 dB to +18 dB

Q= 0.10 to 10.0

Low Shelving (Low Band)

High Shelving, LPF (High Band)

Type I/Type II

Insert Insert Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Direct Out Direct Out Point: Pre HPF/Pre EQ/Pre Fader/Post On

Dynamics 1

Type: Gate/Ducking/Comp/Expander

Threshold=Gate: –72 dB to 0 dB
Others: –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Hold= 48 kHz: 0.02 msec to 1.96 sec
44.1 kHz: 0.02 msec to 2.13 sec

Decay= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Dynamics 1

Releace= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Range= Gate: –∞ dB to 0 dB
Ducking: –70 dB to 0 dB

Gain= 0.0 dB to +8dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out13-16
Ch1-STIN8R (8ch block)

Key In Filter: HPF/LPF/BPF

Dynamics2

Type: Comp/De-Esser/Compander H/Compander S

Threshold= –54 dB to 0 dB

Ratio= 1:1 to ∞:1
Compander: 1:1 to 20:1

Attack= 0 msec to 120 msec

Release= 48 kHz: 5 msec to 42.3 sec
44.1 kHz: 6 msec to 46.1 sec

Gain= –18 dB to 0 dB, 0 dB to +18 dB

Knee= Hard to 5 (soft)

Key In: Self Pre EQ/Self Post EQ/Mix Out13-16 
Ch1-STIN8R (8ch block)

Width= 1 dB to 90 dB

Frequency= 1.0 KHz to 12.5KHz

TYPE= HPF, BPF

Q= 0.10 to 10.0

Fader Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

On On/Off

Pan/Balance Position L63 to R63
Pan Mode: Pan/Balance

DCA Group 16 Groups

Mute Group 8 Groups

Mix Send

24 sends

Fix/Variable can be set each two mixes (Surround Pan 
can be set 1 to 6 mixes)

Mix Send Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB (Position L63 to 
R63, R63 to F63 for Surround)

Matrix Send

8 Sends

Matrix Send Point: Pre EQ/Pre Fader/Post On

Level: 1024 steps, ∞, –138 dB to +10 dB

LCR Pan CSR= 0% to 100%

DELAY 0 ms to 1000 msec

Function Parameter

Attenuator –96 dB to 0 dB

Function Parameter
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Pin Assignment Chart

GPI

Pin Signal Name Pin Signal Name

1 GPO1 9 GPO2

2 GPO3 10 GPO4

3 GPO5 11 GND

4 GND 12 GND

5 +5V 13 +5V

6 GPI1 14 GPI2

7 GPI3 15 GPI4

8 GPI5

91011

8 123

15
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